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地方独立行政法人東京都立産業技術研究センターの 

平成３０年度における業務実績評価について  
 

 
地方独立行政法人の業務実績評価には、中期目標の期間における業務の実績

に関する評価（期間終了前に実施する見込みの評価を含む。）と、各事業年度に

おける業務の実績に関する評価の二つがあり、地方独立行政法人法第２８条の

規定に基づき、知事が評価を行います。 

評価の実施に当たっては、同法同条及び東京都地方独立行政法人評価委員会

条例第２条に基づき、東京都地方独立行政法人評価委員会（以下「評価委員会」

という。）の意見を聴くこととされています。 

 
この度、地方独立行政法人東京都立産業技術研究センター（以下「法人」と

いう。）の平成３０年度における業務の実績に関する事業年度評価を行いました。 

 

今回実施した事業年度評価には、法人が中期目標を着実に達成するために作

成した中期計画及び年度計画の実施状況を確認し、評価結果を示すことにより、

法人の自主的な業務改善を促すという意義があります。 

 

本評価書では、法人から提出された業務実績等報告書、法人からのヒアリン

グ、評価委員会の意見を通じて、業務の実績を総合的に評価し、まとめた評価

結果について、全体評価、項目別評価の順に掲載しています。 

 

 

 

 

令和元年８月 
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中期計画の達成に向け、業務全体が優れた進捗状況にある。 

 

○  高く評価すべき事項 

・ 東京都立産業技術研究センター(以下「都産技研」という。)は、設備・

機器のリニューアルと機能拡充を計画的に進め、第三期中期計画に沿って

目標値を達成しつつ着実に実績を積み重ね、中小企業のものづくりにおけ

る製品化等に大きく貢献しており高く評価できる。 

 

・ 東京都の施策とも連携して「ロボット産業活性化事業」、「中小企業への

ＩｏＴ化支援事業」、「航空機産業への参入支援事業」、「障害者スポーツ研

究開発推進事業」に取り組み、実績を上げつつあり評価できる。 

 

・ 研究開発については、今後の成長が期待される４つの技術分野への重点

化や、所管部長の責任と権限の強化による基盤研究の活性化、組織を横断

した柔軟な研究を推進するなど、研究体制の改善に取り組み、実績を上げ

ていることは高く評価できる。 

 

・ 技術支援については、特色あるブランド試験の拡充や、利用者への操作

法等の習得指導による機器利用の促進などの対策を講じるとともに、３Ｄ

ものづくりセクターをはじめ、付加価値の高い製品の開発支援により、高

水準の利用件数と製品開発等の実績につながっており高く評価できる。 

 

○  改善・充実を求める事項 

・ 技術支援の提供に際しては、より一層の利用サービスの向上が図られる

よう、利用手続きの電子化の推進などの改善に引き続き取り組むことが望

まれる。 

 

・ 持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）1 に対応する柔軟な組織運営を継続し

ていくことを期待する。また、ＳＤＧｓに関する現在の取組や将来の計画

を整理し、広報活動に積極的に活用することが望まれる。 

平成３０年度地方独立行政法人東京都立産業技術研究センター 

業務実績評価 全体評価 
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１ 総 評
 
・ 中期計画の達成に向け、業務全体が優れた進捗状況にある。  
 
・ 第三期中期目標期間の３年目を迎えた東京都立産業技術研究センター

（以下「都産技研」という。）は、本部、多摩テクノプラザ及び各支所の

設備・機器のリニューアルと機能拡充を計画的に進め、第三期中期計画に

沿って目標値を達成しつつ着実に実績を積み重ね、中小企業のものづくり

における製品化等に大きく貢献しており高く評価できる。 

・ また、東京都の施策とも連携して「ロボット産業活性化事業」、「中小企

業へのＩｏＴ化支援事業」、「航空機産業への参入支援事業」、「障害者スポ

ーツ研究開発推進事業」に取り組み、新たな製品開発や事業展開、生産性

向上などに積極的に取り組む中小企業への支援を行い、製品化等の実績を

上げつつあり評価できる。 

・ 研究開発については、今後の成長が期待される「環境・エネルギー」、

「生活技術・ヘルスケア」、「機能性材料」、「安全・安心」の４つの技術分

野を「重点４分野」と定めて重点的に取り組むとともに、所管部長の責任

と権限の強化による基盤研究の活性化や、組織を横断した柔軟な研究を推

進する「協創的研究開発」制度の創設、研究活動へのインセンティブ制度

の導入など、研究体制の改善に積極的に取り組んでおり高く評価できる。

また、学協会等での研究成果発表の促進についても組織的に力を入れて取

り組んでおり、飛躍的な活性化が認められる。 

・ 技術相談、依頼試験、機器利用などの技術支援については、利用件数が

さらに高い実績となる中、都産技研ならではの特色あるブランド試験の拡

充や、利用者への操作法等の習得指導による依頼試験から機器利用への移

行の促進などの対策を講じるとともに、３Ｄものづくりセクターをはじめ

として高付加価値製品の開発支援を行うことにより、高水準の利用件数と

製品開発等の実績につながっており高く評価できる。 

・ なお、技術支援の提供に際しては、利用者からの意見を踏まえつつ、よ

り一層の利用サービスの向上が図られるよう、利用手続きの電子化の推進
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り一層の利用サービスの向上が図られるよう、利用手続きの電子化の推進

などの改善に引き続き取り組むことが望まれる。 

・ 業務運営の面では、理事長のリーダーシップのもと、都産技研の経営方

針を対外的にも内部的にも明確に示している。また、第三期中期計画の達

成に向けた定量的目標を事業項目ごとに掲げるとともに、その達成状況を

的確に評価して改善策につなげていくという、適切なフィードバックが実

行されているところが高く評価できる。 

・ グローバルで複雑な社会課題の解決に向けて、持続可能な開発目標（Ｓ

ＤＧｓ）2030 アジェンダへの幅広い取組が都産技研にも求められること

から、こうした動きに対応する柔軟な組織運営を継続していくことが期待

される。また、研究開発、技術支援をはじめ業務運営全体を通して、ＳＤ

Ｇｓに関して現在どのような貢献を行っており、将来にわたりどのような

取組を計画しているのかを整理し、広報活動に積極的に活かしていくこと

が望まれる。 

 

２ 研究開発、技術支援及び法人の業務運営等について 

 
（１） 東京の産業発展と成長を支える研究開発の推進

・ 都産技研は、中小企業による新しいサービスの創出が期待できる重点技

術分野と、中小企業の生産活動の基本となるものづくり要素技術分野につ

いて研究開発を行い、その成果を中小企業の技術力、競争力強化のための

支援に活用している。また、中小企業や大学、研究機関等との共同研究を

実施することで、製品化・事業化の促進につなげている。 

・ 基盤研究については、前掲の重点４分野及びものづくり要素技術分野を

合わせて９４テーマ実施した。さらに、基盤研究の成果をもとに、製品化・

事業化７件、共同研究２３件、外部資金導入研究１５件へとつなげるとと

もに、学協会等での成果発表も論文、口頭等合わせて３９１件と高い水準

となっている。こうした研究開発の活性化のために、研究体制の改善に積

極的に取り組むとともに、学協会等での発表の促進について組織的に取り

組み、実績を上げていることは高く評価できる。 
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・ 中小企業へのＩｏＴ化支援事業については、中小企業におけるＩｏＴの

導入は大企業に比べてまだ遅れている状況の中で、「ＩｏＴ支援サイト」

を開設し、ＩｏＴ関連の支援事業を拡充したことは高く評価できる。今後

もＩｏＴ導入の成功事例を積み上げ、それを広く情報発信することにより、

産業全体の革新に貢献していくことが望まれる。 

・ ロボット産業活性化事業については、「東京ロボット産業支援プラザ」

を拠点として実施している、技術開発から試作・評価、安全認証、事業化、

人材育成まで各種の支援策が適切にかみ合い、製品化事例も積み上がって

きている。ロボットは成長分野だけに競争も激しく、厳しい事業環境の中、

意欲のある中小企業が事業展開できるように、今後もきめ細かい一貫支援

を講じることを期待する。 

・ 一方で、本事業は事業開始から４年が経過し、産技研が保有する技術と

それを活用した支援が中小企業の事業化にどれだけ結び付いたのか、評価

が求められる時期に来ている。事業効果を定量的に分析し、今後の事業展

開の柔軟な改善に結びつけるとともに、世界のロボットの動向と社会的ニ

ーズに即したロボット技術を開発することにより、中小企業の事業拡大に

つなげていくことを期待する。その際には、ＡＩやＩｏＴ技術との連携に

よるネットワーク型ロボット等への対応も益々重要となる。 

 

（２） 中小企業の製品・技術開発、新事業展開を支える技術支援

・ 都産技研は、製品開発の課題解決のための技術相談をはじめ、依頼試験、

機器利用サービス等を通じて、中小企業の新製品・新技術開発や新事業分

野への展開を支える技術支援を実施している。さらには、東京都や他自治

体、経営支援機関等が実施する中小企業への助成や表彰等の際に行われる

技術審査に参加し、優れた技術の発掘にも寄与している。 

・ 技術相談、依頼試験、機器利用ともに、平成 29 年度を上回る高い実績

となっている。そうした中で、限られた人的資源を効果的に活用しつつ利

用者サービスを高めるため、支援事例カードのデータベース化、都産技研

ならではの特色あるブランド試験の拡充、利用者への操作法等の習得指導
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開の柔軟な改善に結びつけるとともに、世界のロボットの動向と社会的ニ

ーズに即したロボット技術を開発することにより、中小企業の事業拡大に

つなげていくことを期待する。その際には、ＡＩやＩｏＴ技術との連携に

よるネットワーク型ロボット等への対応も益々重要となる。 

 

（２） 中小企業の製品・技術開発、新事業展開を支える技術支援

・ 都産技研は、製品開発の課題解決のための技術相談をはじめ、依頼試験、

機器利用サービス等を通じて、中小企業の新製品・新技術開発や新事業分

野への展開を支える技術支援を実施している。さらには、東京都や他自治

体、経営支援機関等が実施する中小企業への助成や表彰等の際に行われる

技術審査に参加し、優れた技術の発掘にも寄与している。 

・ 技術相談、依頼試験、機器利用ともに、平成 29 年度を上回る高い実績

となっている。そうした中で、限られた人的資源を効果的に活用しつつ利

用者サービスを高めるため、支援事例カードのデータベース化、都産技研

ならではの特色あるブランド試験の拡充、利用者への操作法等の習得指導

による依頼試験から機器利用への移行の促進、実績週報による機器利用の

進捗管理など各種の対策を講じ、高水準の利用件数と中小企業の製品開発

等の実績につながっていることが評価できる。 

・ ３Ｄものづくりセクターでは、金属や樹脂のＡＭ 2設備を活用した製品

開発支援に顕著な伸びが見られる。三次元ＣＡＤデータ作成等のデジタル

エンジニアリング支援も活用し、高付加価値製品の開発を支援しているほ

か、ＡＭ技術に関する特許出願や実施許諾などの成果につながっており高

く評価できる。 

・ 今後は、超微細加工など最先端の加工技術が普及段階に移ると予想され

る。都産技研がいち早く最新のＡＭ設備を導入し支援に取り組んできた様

に、こうした最新技術に対応した設備の導入と技術構築について計画的に

取り組んでいくことが望まれる。 

・ 先端材料開発セクターでは、機能性材料、環境対応製品など先端材料製

品の開発に資する高度先端機器を集中配置し、さらにニーズの多い試験業

務に関する支援体制を拡充することで、依頼試験及び機器利用の利用実績

を大きく伸ばしている。また、プラスチック代替材料の普及に対する社会

的要請が益々高まる状況の中で、プラスチック代替材料の開発支援に取り

組み、実績を上げていることを高く評価するとともに、より一層の取組を

期待する。 

・ 経済のグローバル化が一層進展する中、中小企業の海外展開を支える支

援は益々重要となっており、広域首都圏輸出製品技術支援センター（ＭＴ

ＥＰ）3 を中心とした国際規格への対応や、航空機産業への参入支援、海

外の展示会への出展支援など、中小企業が単独では困難な課題に的確に対

応しており評価できる。引き続き、海外展開に向けた技術支援を強化して

いくことが望まれる。 

 
（３） 多様な主体による連携の推進 

・ 都産技研は、中小企業の技術的課題の解決を促し、新製品・新技術開発

や新事業分野への展開を促進するため、自治体や大学・研究機関、金融機
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関と連携した支援及び企業間の交流支援を実施している。 

・ 産学公金の連携支援や異業種交流会、技術研究会の活動支援等について

は着実に実施しており、製品化につながる実績も見られる。また、首都圏

公設試験研究機関連携体（ＴＫＦ）4 の活動の結果、受託研究の獲得や経

済産業省補助事業の採択を受けた機器整備について他の公設試験研究機

関と合同で実現するなど、連携の成果が表れている。 

 

（４） 東京の産業を支える産業人材の育成 

・ 都産技研は、技術セミナーや講習会等を通じて技術的知見を普及するこ

とにより、中小企業の技術力や製品開発力の向上を担う産業人材の育成を

支援している。 

・ 技術セミナーや講習会は、前年度と同等の開催実績を維持している。経

済のグローバル化や Society 5.0 5の実現に向けた技術革新に中小企業が

対応していくためには、今後も高度な産業人材の育成が重要な課題となる

ことから、都産技研のさらなる取組が期待される。 

 
（５） 情報発信・情報提供の推進 

・ 都産技研は、多様な機会を通じて研究成果の普及や事業のＰＲを積極的

に行い、利用拡大につなげている。また、研究開発の成果や保有する技術

情報が多くの中小企業の製品開発や生産活動に活かされるよう、広報媒体

を活用して情報を提供している。 

・ 交流イベントの開催や展示会への出展を行うほか、プレスリリースや広

報誌、ＷＥＢサイト、動画などの多様な媒体を活用した情報発信・情報提

供を展開している。今後は、さらにＰＲ活動を積極的に推進し、一層の発

表内容の充実と都産技研の認知度の向上に役立てていくことが望まれる。 

 
（６） 法人の組織体制及び業務運営等

・ 限られた人的資源を効果的に配分するため、業務時間分析調査を行うと
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関と連携した支援及び企業間の交流支援を実施している。 

・ 産学公金の連携支援や異業種交流会、技術研究会の活動支援等について

は着実に実施しており、製品化につながる実績も見られる。また、首都圏

公設試験研究機関連携体（ＴＫＦ）4 の活動の結果、受託研究の獲得や経

済産業省補助事業の採択を受けた機器整備について他の公設試験研究機

関と合同で実現するなど、連携の成果が表れている。 

 

（４） 東京の産業を支える産業人材の育成 

・ 都産技研は、技術セミナーや講習会等を通じて技術的知見を普及するこ

とにより、中小企業の技術力や製品開発力の向上を担う産業人材の育成を

支援している。 

・ 技術セミナーや講習会は、前年度と同等の開催実績を維持している。経

済のグローバル化や Society 5.0 5の実現に向けた技術革新に中小企業が

対応していくためには、今後も高度な産業人材の育成が重要な課題となる

ことから、都産技研のさらなる取組が期待される。 

 
（５） 情報発信・情報提供の推進 

・ 都産技研は、多様な機会を通じて研究成果の普及や事業のＰＲを積極的

に行い、利用拡大につなげている。また、研究開発の成果や保有する技術

情報が多くの中小企業の製品開発や生産活動に活かされるよう、広報媒体

を活用して情報を提供している。 

・ 交流イベントの開催や展示会への出展を行うほか、プレスリリースや広

報誌、ＷＥＢサイト、動画などの多様な媒体を活用した情報発信・情報提

供を展開している。今後は、さらにＰＲ活動を積極的に推進し、一層の発

表内容の充実と都産技研の認知度の向上に役立てていくことが望まれる。 

 
（６） 法人の組織体制及び業務運営等

・ 限られた人的資源を効果的に配分するため、業務時間分析調査を行うと

ともに事業別セグメント管理に活用し、研究開発と技術支援のバランスの

確保に努めている。今後も業務時間分析をより精緻に行うとともに、研究

開発など各業務に充てるべき最適な時間配分について検討し、将来的に新

たな業務動向に応じた最適な人材配置等に反映されることを望む。 

・ また、先端技術を取り扱う試験研究機関として、他団体の範となるよう

な最新のＩＣＴ技術等を活用した業務運営の効率化にも積極的に取り組

んでいくことを期待する。 

・ 中小企業のさらなる発展のために、将来のニーズを先読みし、そのため

に必要な技術の蓄積と人材育成を先行的に進めることで、頼りになる都産

技研として常に先進的な支援を提供し続けることを期待する。 
 
 
 
 
1 持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）： 

  2015 年 9 月の国連サミットで採択された「持続可能な開発のための 2030 アジェ

ンダ」にて記載された、2016 年から 2030 年までの国際目標。 

持続可能な世界を実現するための 17 のゴール・169 のターゲットから構成されて

いるユニバーサル（普遍的）な目標であり、日本としても積極的に取り組んでいる。 

 
2 ＡＭ： 

  Additive Manufacturing（積層造形）の略。 

コンピュータ上で作成した三次元データを設計図として、断面形状を積層してい

くことで立体物を製作する技術。AM 技術に基づく製造設備は、一般的に３D プリン

ターと呼ばれており、硬化方法の違いにより、インクジェット方式、FDM（熱溶融

積層方式）、粉末焼結方式などの種類がある。 

 
3 広域首都圏輸出製品技術支援センター（ＭＴＥＰ）： 

  Metropolitan Technical Support Network for Export Products の略。 

  1 都 10 県 1 市（東京都、茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、千葉県、神奈川県、

新潟県、山梨県、長野県、静岡県、横浜市）の公設試験研究機関が連携し、中小企

業のために海外展開支援サービスを提供している。 

 
4 首都圏公設試験研究機関連携体（ＴＫＦ）： 

  Techno Knowledge Freeway の略。 

  1 都 3 県 1 市（東京都、埼玉県、千葉県、神奈川県、横浜市）の公設試験研究機

関が連携・補完して広域的に中小企業への技術支援を実施している。この他、7 県

（茨城県、栃木県、群馬県、新潟県、山梨県、長野県、静岡県）の公設試験研究機

関もオブザーバー参加している。 

― 9 ―― 8 ―



 
5 Society 5.0： 

  サイバー空間（仮想空間）とフィジカル空間（現実空間）を高度に融合させたシ

ステムにより、経済発展と社会的課題の解決を両立する、人間中心の社会。 

第５期科学技術基本計画において我が国が目指すべき未来社会の姿として提唱

された概念であり、狩猟社会（Society 1.0）、農耕社会（Society 2.0）、工業社会

（Society 3.0）、情報社会（Society 4.0）に続く、新たな社会を指す。 
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Ⅱ 項 目 別 評 価 
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項目別評価にあたっては、法人から提出された業務実績等報告書や法人から

のヒアリング等を基に、年度計画に記載されている各項目の進捗状況及び成果

等について検証を行い、中期計画の達成に向けた法人の事業進捗状況・成果を

評価項目ごとに以下の５段階の評語により評価を行った。 
 

評 
 
 
定 

 

Ｓ・・・年度計画を大幅に上回って実施している 

Ａ・・・年度計画を上回って実施している 

Ｂ・・・年度計画を概ね順調に実施している 

Ｃ・・・年度計画を十分に実施できていない 

Ｄ・・・業務の大幅な見直し、改善が必要である 
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地方独立行政法人東京都立産業技術研究センター　　年度評価 　　項目別評定総括表

Ｈ28
年度

Ｈ29
年度

Ｈ30
年度

R1
年度

R2
年度

見込
評価

期間実績
評価

基盤研究 1 Ａ Ａ Ｓ 15ページ

共同研究 2 Ｂ Ｂ Ａ 16ページ

外部資金導入研究・調査 3 Ｂ Ｂ Ａ 17ページ

ロボット産業活性化事業 4 Ａ Ａ Ａ 18ページ

生活関連産業の支援 5 Ｂ Ｂ Ｂ 19ページ

技術相談 6 Ｂ Ｂ Ｂ 20ページ

依頼試験 7 Ａ Ａ Ａ 21ページ

機器利用サービスの提供 8 Ａ Ａ Ａ 23ページ

３Ｄものづくりセクター 9 Ｓ Ｓ Ｓ 24ページ

先端材料開発セクター 10 Ａ Ａ Ｓ 25ページ

複合素材開発セクター 11 Ｂ Ａ Ａ 26ページ

オーダーメード開発支援 12 Ａ Ａ Ｂ 27ページ

製品開発支援ラボ 13 Ｂ Ｂ Ａ 28ページ

実証試験セクター 14 Ａ Ｓ Ａ 29ページ

技術経営支援 15 Ｓ Ａ Ａ 30ページ

技術審査 16 Ｓ Ａ Ａ 31ページ

海外展開技術支援 17 Ａ Ａ Ａ 32ページ

産学公金連携による支援 18 Ａ Ａ Ｂ 33ページ

行政及び他機関との連携 19 Ｂ Ｂ Ｂ 34ページ

産業人材の育成 20 Ｂ Ｂ Ｂ 35ページ

情報発信・情報提供 21 Ａ Ａ Ｂ 36ページ

組織体制及び運営、
効率化、経費節減

22 Ｂ Ｂ Ｂ 37ページ

適正な資産管理等 23 Ｂ Ｂ Ｂ 39ページ

危機管理対策、社会的責任 24 Ｂ Ｂ Ｂ 40ページ

中期目標
期間評価

Ⅱ 業務運営の改善及び効率化に関する事項

Ⅲ～Ⅷ 財務内容の改善に関する事項、その他業務運営に関する重要事項等

年度評価
評定説明 備考

Ⅰ　住民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するために
　　とるべき措置

項目
番号

中期目標を達成するために
取るべき措置
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項目 １（基盤研究） 

Ⅰ 住民に対して提供するサービスその他業務の質の向上に関する目標を達成するために 

とるべき措置 

１ 東京の産業発展と成長を支える研究開発の推進 

１－１ 基盤研究 

 機械、電気・電子、情報、化学、バイオ等の基盤技術分野に対する基盤研究を着実に実施する

とともに、中小企業の技術ニーズを踏まえ、付加価値の高い新製品・新サービス開発や技術課題

の解決に役立つ技術シーズの蓄積、今後発展が予想される技術分野の強化、都市課題の解決

や都民生活の向上に資する研究を基盤研究として取り組む。 

なかでも、今後の成長が期待される環境・エネルギー、生活技術・ヘルスケア、機能性材料、安

全・安心技術分野を重点研究として取り組むほか、組織・分野横断的な研究プロジェクトを実施

し、新たなイノベーションを協創することで、都内中小企業による新しいサービスの創出に貢献す

る。 

 また、これまでの基盤研究において得られた研究成果を事業化・製品化及び共同研究への実

施や外部資金導入研究の採択へ発展させる。 

 

評 価 Ｓ （年度計画を大幅に上回って実施している。） 

 

■ 「都産技研戦略ロードマップ」に従い、「環境・エネルギー」、「生活技術・ヘル

スケア」、「機能性材料」、「安全・安心」の４つの重点技術分野及び、「ものづくり

要素技術」分野において計９４テーマの基盤研究を実施している。 

 

■ 基盤研究に対するインセンティブ制度の導入による研究の活性化や所管部長の

責任・権限の強化・明確化などの新しい取り組みを積極的に実施している。 

 

■ 都産技研内の分野横断的な取り組みである「協創的研究開発」を新たに開始する

など、研究開発の質的向上に取り組んでいる。 

 

 ⇒戦略的に研究事業を押し進めた結果、共同研究や成果発表の実績増加につな 

がっている点は高く評価できる。 
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項目 ２（共同研究） 

Ⅰ 住民に対して提供するサービスその他業務の質の向上に関する目標を達成するために 

とるべき措置 

１ 東京の産業発展と成長を支える研究開発の推進 

１－２ 共同研究 

(1)実用化を見据えた共同研究の実施 

基盤研究で得られた研究成果を効率的かつ効果的に実用化へつなげていくため、独自

の技術やノウハウを有し意欲のある中小企業や業界団体、大学、研究機関と協力して、

共同研究に積極的に取り組むとともに、成果展開へつなげる。 

具体的には、年度当初及び年度途中に研究テーマを公募により設定し、研究を実施す

る。また、共同研究機関の共同研究による製品化・事業化を把握する取り組みを継続す

る。 

(2)中小企業への IoT 化支援事業 

  IoT 技術の中小企業への導入・普及を図るため、中小企業との共同研究を通して、工

場等への IoT 技術の導入や IoT 関連製品の開発および人工知能（AI）技術の応用による

新規事業参入を支援する。 

 

評 価 Ａ （年度計画を上回って実施している。） 

 
■ 中小企業等との共同研究の推進や製品化・事業化への展開、共同研究から知的財産権の

取得や外部資金獲得につなげる等、着実に成果を上げている。 
 
■ IoT 支援サイトを開設し、積極的に活動を開始していること、共同研究が一層進んでい

ることなど、IoT 分野における支援が充実してきている。 
 
■ 東京２０２０大会を見据え、バドミントン用車いすなどの障害者スポーツ関連の研究も

成果が出ている。 
 
⇒共同研究の推進が様々な分野の製品化・事業化にしっかりとつながっていることは評

価できる。 
  今後は、IoT 支援においては、導入成果事例を広く発信することで、中小企業に見合っ

た支援を促進することを期待する。 
 

 

  

項目３（外部資金導入研究・調査） 

Ⅰ 住民に対して提供するサービスその他業務の質の向上に関する目標を達成するために 

とるべき措置 

１ 東京の産業発展と成長を支える研究開発の推進 

１－３ 外部資金導入研究・調査 

都産技研が保有する研究成果を基に、科学技術研究費や産業振興を目的とする外部資金

等に積極的に応募し採択を目指す。 

(1)提案公募型研究 

技術開発の要素が大きい経済産業省や文部科学省などの提案公募型事業へ積極的に

応募し、採択を目指すとともに、採択された研究を確実に実施する。 

未利用外部資金の調査を行い、申請可能なものを抽出して積極的に申請する。 

(2)地域結集型研究 

 第二期に完了した製品化研究に基づき、これまでに得られた研究成果の事業化を推進

する。 

 

  

評 価 Ａ （年度計画を上回って実施している。） 

 

■ 外部資金獲得に向け、職員への研修・指導を充実させることや申請に向けたスケジュー

ル管理を見直し、結果として前年度より多くの採択獲得へつながった。 

 

■ 研究成果の学会等での発表に複数の受賞を得ており、成果が認められている。 

 

■ 研究成果が特許等出願につながっており、成果展開が進んでいる。 

 

⇒外部資金獲得活動の強化により職員の意欲的な応募につながっていることは評価で 

きる。 
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項目 ２（共同研究） 

Ⅰ 住民に対して提供するサービスその他業務の質の向上に関する目標を達成するために 

とるべき措置 

１ 東京の産業発展と成長を支える研究開発の推進 

１－２ 共同研究 

(1)実用化を見据えた共同研究の実施 

基盤研究で得られた研究成果を効率的かつ効果的に実用化へつなげていくため、独自

の技術やノウハウを有し意欲のある中小企業や業界団体、大学、研究機関と協力して、

共同研究に積極的に取り組むとともに、成果展開へつなげる。 

具体的には、年度当初及び年度途中に研究テーマを公募により設定し、研究を実施す

る。また、共同研究機関の共同研究による製品化・事業化を把握する取り組みを継続す

る。 

(2)中小企業への IoT 化支援事業 

  IoT 技術の中小企業への導入・普及を図るため、中小企業との共同研究を通して、工

場等への IoT 技術の導入や IoT 関連製品の開発および人工知能（AI）技術の応用による

新規事業参入を支援する。 

 

評 価 Ａ （年度計画を上回って実施している。） 

 
■ 中小企業等との共同研究の推進や製品化・事業化への展開、共同研究から知的財産権の

取得や外部資金獲得につなげる等、着実に成果を上げている。 
 
■ IoT 支援サイトを開設し、積極的に活動を開始していること、共同研究が一層進んでい

ることなど、IoT 分野における支援が充実してきている。 
 
■ 東京２０２０大会を見据え、バドミントン用車いすなどの障害者スポーツ関連の研究も

成果が出ている。 
 
⇒共同研究の推進が様々な分野の製品化・事業化にしっかりとつながっていることは評

価できる。 
  今後は、IoT 支援においては、導入成果事例を広く発信することで、中小企業に見合っ

た支援を促進することを期待する。 
 

 

  

項目３（外部資金導入研究・調査） 

Ⅰ 住民に対して提供するサービスその他業務の質の向上に関する目標を達成するために 

とるべき措置 

１ 東京の産業発展と成長を支える研究開発の推進 

１－３ 外部資金導入研究・調査 

都産技研が保有する研究成果を基に、科学技術研究費や産業振興を目的とする外部資金

等に積極的に応募し採択を目指す。 

(1)提案公募型研究 

技術開発の要素が大きい経済産業省や文部科学省などの提案公募型事業へ積極的に

応募し、採択を目指すとともに、採択された研究を確実に実施する。 

未利用外部資金の調査を行い、申請可能なものを抽出して積極的に申請する。 

(2)地域結集型研究 

 第二期に完了した製品化研究に基づき、これまでに得られた研究成果の事業化を推進

する。 

 

  

評 価 Ａ （年度計画を上回って実施している。） 

 

■ 外部資金獲得に向け、職員への研修・指導を充実させることや申請に向けたスケジュー

ル管理を見直し、結果として前年度より多くの採択獲得へつながった。 

 

■ 研究成果の学会等での発表に複数の受賞を得ており、成果が認められている。 

 

■ 研究成果が特許等出願につながっており、成果展開が進んでいる。 

 

⇒外部資金獲得活動の強化により職員の意欲的な応募につながっていることは評価で 

きる。 
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項目４（ロボット産業活性化事業） 

Ⅰ 住民に対して提供するサービスその他業務の質の向上に関する目標を達成するために 

とるべき措置 

１ 東京の産業発展と成長を支える研究開発の推進 

１－４ ロボット産業活性化事業 

 今後の少子高齢化対策並びに生活の質の向上対策として期待されているロボット産業の活性

化事業を実施し、中小企業や大学との共同研究を通じた事業化・産業化を推進する。 

 公募型研究開発事業を推進し、ロボット技術の製品化・事業化を促進する。 

 

評 価 Ａ （年度計画を上回って実施している。） 

 
■ 製品化・事業化について、積極的な展開により、前年度より件数が増加している。 
 
■ 公募型共同研究開発の継続実施により、中小企業の新事業創出を支援している。 
 
■ サービスロボット事業化交流会の設置による企業のマッチングや、サービスロボットＳ

Ｉｅｒ（システムインテグレーター）人材育成事業など新たな取り組みにも挑戦してい

る。 
 
⇒多様なロボットの開発及び製品化を進めるとともに、今後需要が見込まれるＳＩｅｒ

人材の育成にも着手したことは評価できる。 
  今後は、ＩｏＴやＡＩの分野との連携を積極的に進めていくことが望まれる。 
 

 

  

― 18 ―



項目４（ロボット産業活性化事業） 

Ⅰ 住民に対して提供するサービスその他業務の質の向上に関する目標を達成するために 

とるべき措置 

１ 東京の産業発展と成長を支える研究開発の推進 

１－４ ロボット産業活性化事業 

 今後の少子高齢化対策並びに生活の質の向上対策として期待されているロボット産業の活性

化事業を実施し、中小企業や大学との共同研究を通じた事業化・産業化を推進する。 

 公募型研究開発事業を推進し、ロボット技術の製品化・事業化を促進する。 

 

評 価 Ａ （年度計画を上回って実施している。） 

 
■ 製品化・事業化について、積極的な展開により、前年度より件数が増加している。 
 
■ 公募型共同研究開発の継続実施により、中小企業の新事業創出を支援している。 
 
■ サービスロボット事業化交流会の設置による企業のマッチングや、サービスロボットＳ

Ｉｅｒ（システムインテグレーター）人材育成事業など新たな取り組みにも挑戦してい

る。 
 
⇒多様なロボットの開発及び製品化を進めるとともに、今後需要が見込まれるＳＩｅｒ

人材の育成にも着手したことは評価できる。 
  今後は、ＩｏＴやＡＩの分野との連携を積極的に進めていくことが望まれる。 
 

 

  

項目５（生活関連産業の支援） 

Ⅰ 住民に対して提供するサービスその他業務の質の向上に関する目標を達成するために 

とるべき措置 

１ 東京の産業発展と成長を支える研究開発の推進 

１－５ 生活関連産業の支援 

 生活関連産業の付加価値向上を目的とした技術支援サービスを拡充するため、人間の特性や

感性に考慮した生活支援製品の開発を継続する。 

 

評 価 Ｂ （年度計画を概ね順調に実施している。） 

 
■ 墨田支所で新たに「生活動作計測スタジオ」を開設し、利用者の利便性向上を進めた。 
 
■ 感性工学や人間工学など新たな産業技術に基づく研究開発支援を着実に推進し、特徴あ

る製品開発につながっている。 
 
⇒生活動作計測スタジオによる新たな支援は、これからの高齢社会を見据えた中小企業

ものづくり支援において有効な取り組みとして評価できる。 
  今後は、より高度な製品開発支援と生活動作計測スタジオの利用促進ＰＲを一層進め、

支援の増加につながることを期待する。 
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項目６（技術相談） 

Ⅰ 住民に対して提供するサービスその他業務の質の向上に関する目標を達成するために 

とるべき措置 

２ 中小企業の製品・技術開発、新事業展開を支える技術支援 

２－１ 技術的課題の解決のための支援（技術相談） 

 中小企業等に対し、職員の専門的な知識に基づく技術相談を実施し、製品開発支援や技術課

題の解決を図る。 

①お客様へ的確な技術相談を提供するため、本部の実施体制を継続する。 

②総合支援窓口の取組により、料金収納及び成績証明書の発行窓口の統合や複数技術分野

にまたがる相談への一括対応などサービス機能の総合化を継続する。 

③幅広い技術相談ニーズに的確に対応するため専門相談員を設置し、中小企業の技術開発

を支援する。 

④ものづくりに関連するサービス産業等の技術分野の相談について積極的に対応する。 

⑤中小企業の現場での支援が必要な場合は、職員や専門家を現地に派遣する実地技術支援

を実施する。 

⑥都産技研の保有していない技術については、他の試験研究機関や大学、専門知識を有する

外部専門家を活用して課題の解決を図り、利用者の要望に応える。 

⑦協定締結機関と連携した技術相談体制を継続および拡充する。 

⑧震災による電力不足に対応するため、都内および被災地中小企業の節電や省エネルギーに

関する技術相談や実地技術支援を継続実施する。 

 

評 価 Ｂ （年度計画を概ね順調に実施している。） 

 
■ 技術相談利用実績については高水準を維持している。 
 
■ 支援事例のデータベース化や技術相談検索システムによる支援情報の所内共有化を推

し進めた。  
 
⇒今後は、データベース化した相談実績の分析を進め、支援のさらなる強化が期待され

る。 
 

 

 

 

― 20 ―



項目６（技術相談） 

Ⅰ 住民に対して提供するサービスその他業務の質の向上に関する目標を達成するために 

とるべき措置 

２ 中小企業の製品・技術開発、新事業展開を支える技術支援 

２－１ 技術的課題の解決のための支援（技術相談） 

 中小企業等に対し、職員の専門的な知識に基づく技術相談を実施し、製品開発支援や技術課

題の解決を図る。 

①お客様へ的確な技術相談を提供するため、本部の実施体制を継続する。 

②総合支援窓口の取組により、料金収納及び成績証明書の発行窓口の統合や複数技術分野

にまたがる相談への一括対応などサービス機能の総合化を継続する。 

③幅広い技術相談ニーズに的確に対応するため専門相談員を設置し、中小企業の技術開発

を支援する。 

④ものづくりに関連するサービス産業等の技術分野の相談について積極的に対応する。 

⑤中小企業の現場での支援が必要な場合は、職員や専門家を現地に派遣する実地技術支援

を実施する。 

⑥都産技研の保有していない技術については、他の試験研究機関や大学、専門知識を有する

外部専門家を活用して課題の解決を図り、利用者の要望に応える。 

⑦協定締結機関と連携した技術相談体制を継続および拡充する。 

⑧震災による電力不足に対応するため、都内および被災地中小企業の節電や省エネルギーに

関する技術相談や実地技術支援を継続実施する。 

 

評 価 Ｂ （年度計画を概ね順調に実施している。） 

 
■ 技術相談利用実績については高水準を維持している。 
 
■ 支援事例のデータベース化や技術相談検索システムによる支援情報の所内共有化を推

し進めた。  
 
⇒今後は、データベース化した相談実績の分析を進め、支援のさらなる強化が期待され

る。 
 

 

 

 

項目７（依頼試験） 

Ⅰ 住民に対して提供するサービスその他業務の質の向上に関する目標を達成するために 

とるべき措置 

２ 中小企業の製品・技術開発、新事業展開を支える技術支援 

２－１ 技術的課題の解決のための支援（依頼試験） 

製品等の品質・性能の評価や、事故原因究明など中小企業の生産活動に伴う技術課題の解決

を目的として、依頼試験を実施する。 

①導入した機器を活用し、高品質、高性能、高安全性など付加価値の高いものづくりを支援で

きるよう、依頼試験の充実を図る。 

②JIS 等に定めのない分析・評価など、お客様の個別の試験ニーズに対しては、オーダーメード

試験により柔軟に対応する。 

③首都圏公設試験研究機関連携体（以下「TKF」という。）に参加している近隣の公設試験研究

機関と連携した試験実施体制を継続する。 

④本部の品質保証推進センターにおいて、電気、温度、長さの３分野の計量法認定事業者

（JCSS）、照明、鉄鋼・非鉄金属の２分野の試験所認定事業者（ＪＮＬＡ）として校正及び試験業

務を継続実施する。 

⑤多摩テクノプラザEMCサイトにおいて、EMC分野の試験所認定事業者（VLAC）として試験業

務を継続実施する。 

⑥都産技研の特徴的な技術分野である非破壊検査、照明、音響、高電圧、ガラス技術、環境・

防かび、放射線技術、高速通信、めっき・塗装複合試験、光学特性計測技術分野において、

試験精度の向上や試験範囲の拡充など一層高品質なサービスを実施する。 

⑦中小企業ニーズ及び最新の技術動向等に基づき、試験・研究設備及び機器の導入・更新を

実施する。 

⑧公的試験研究機関としての信頼の維持向上を図るため、機器の保守・更新、校正管理をより

適切に行う。 

⑨震災による電力不足に対応するため、中小企業の省エネルギー、高効率化に関する製品開

発を促進する依頼試験を継続実施する。 

⑩原子力発電所の事故に伴い、工業製品等の放射線量測定試験を継続実施する。 
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（項目７） 

評 価 Ａ （年度計画を上回って実施している。） 

 
■ 都産技研の特徴的な技術分野の支援である「ブランド試験」の利用実績を安定して増加

させている。 
 
■ 依頼試験項目の見直しにより、より利用者のニーズに即した試験実施体制を整えた。  
 
⇒高い依頼試験実績を維持するとともに、力を入れているブランド試験の実績が伸びて

いることは評価できる。 
  今後は、都産技研の試験方法を国際的な標準化にもつなげる取り組みを行うことを期

待する。 
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（項目７） 

評 価 Ａ （年度計画を上回って実施している。） 

 
■ 都産技研の特徴的な技術分野の支援である「ブランド試験」の利用実績を安定して増加

させている。 
 
■ 依頼試験項目の見直しにより、より利用者のニーズに即した試験実施体制を整えた。  
 
⇒高い依頼試験実績を維持するとともに、力を入れているブランド試験の実績が伸びて

いることは評価できる。 
  今後は、都産技研の試験方法を国際的な標準化にもつなげる取り組みを行うことを期

待する。 
 

 

  

項目８（機器利用サービスの提供） 

Ⅰ 住民に対して提供するサービスその他業務の質の向上に関する目標を達成するために 

とるべき措置 

２ 中小企業の製品・技術開発、新事業展開を支える技術支援 

２－２ 製品開発、品質評価のための支援（機器利用サービスの提供） 

①中小企業では導入が困難な測定機器や分析機器を整備し、中小企業における新製品・新技

術開発のために機器利用のサービスを提供する。 

②機器の操作方法のアドバイスや、測定データの説明、課題解決のための的確な指導・助言を

行う。 

③高度な先端機器は利用方法習得セミナーを開催して、機器利用ライセンス制度により利用可

能な機器を拡張する。 

④都産技研ホームページを活用し、機器利用可能情報の提供を継続する。また、インターネット

経由での予約申し込み受付を継続する。 

⑤城東支所においては地域に密着した高付加価値ものづくり支援を強化し、墨田支所におい

てはサービス産業等への技術支援サービスを継続し、城南支所においては先端ものづくり産

業支援を継続するなど、地域の特徴を活かす支援を実施する。 

 

評 価 Ａ （年度計画を上回って実施している。） 

 
■ 機器利用項目の充実や依頼試験からの移行促進及び実績週報による進捗管理などを実

施し、過去最高の利用実績を達成している。 
 
■ 城東、墨田、城南の各支所のリニューアル後の着実な運営により、機器利用実績が伸び

ている。  
 
⇒支所のリニューアルなどの取り組みにより機器利用実績が過去最高となったことを評

価する。 
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項目９（３Ｄものづくりセクター） 

Ⅰ 住民に対して提供するサービスその他業務の質の向上に関する目標を達成するために 

とるべき措置 

２ 中小企業の製品・技術開発、新事業展開を支える技術支援 

２－２ 製品開発、品質評価のための支援（３Ｄものづくりセクター） 

①アディティブマニュファクチャリング設備による試作・製作支援、三次元 CAD データ作成等の

デジタルエンジニアリング支援を行うため、本部の「3Dものづくりセクター」を拠点とし、3D技術

やリバースエンジニアリングを活用した製品開発を総合的に支援する。 

 

評 価 Ｓ （年度計画を大幅に上回って実施している。） 

 
■ 依頼試験及び機器利用が過去最高の利用実績を達成している。 
 
■ 金属及び樹脂ＡＭ（積層造形）設備の製品化事例が着実に増加しており、実施許諾にも

発展させている。  
 
⇒依頼試験等の利用実績が過去最高となったこと及び付加価値の高い製品化の事例の創

出は高く評価する。 
  今後は、最新の技術動向を捉え、ＡＭ等の技術革新の進歩が早い分野における今後を見

据えた支援の拡充と、中小企業のニーズに即した高度な設備の導入及びそれを活用した

中小企業ものづくり支援の充実が期待される。 
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項目９（３Ｄものづくりセクター） 

Ⅰ 住民に対して提供するサービスその他業務の質の向上に関する目標を達成するために 

とるべき措置 

２ 中小企業の製品・技術開発、新事業展開を支える技術支援 

２－２ 製品開発、品質評価のための支援（３Ｄものづくりセクター） 

①アディティブマニュファクチャリング設備による試作・製作支援、三次元 CAD データ作成等の

デジタルエンジニアリング支援を行うため、本部の「3Dものづくりセクター」を拠点とし、3D技術

やリバースエンジニアリングを活用した製品開発を総合的に支援する。 

 

評 価 Ｓ （年度計画を大幅に上回って実施している。） 

 
■ 依頼試験及び機器利用が過去最高の利用実績を達成している。 
 
■ 金属及び樹脂ＡＭ（積層造形）設備の製品化事例が着実に増加しており、実施許諾にも

発展させている。  
 
⇒依頼試験等の利用実績が過去最高となったこと及び付加価値の高い製品化の事例の創

出は高く評価する。 
  今後は、最新の技術動向を捉え、ＡＭ等の技術革新の進歩が早い分野における今後を見

据えた支援の拡充と、中小企業のニーズに即した高度な設備の導入及びそれを活用した

中小企業ものづくり支援の充実が期待される。 
 

 

  

項目１０（先端材料開発セクター） 

Ⅰ 住民に対して提供するサービスその他業務の質の向上に関する目標を達成するために 

とるべき措置 

２ 中小企業の製品・技術開発、新事業展開を支える技術支援 

２－２ 製品開発、品質評価のための支援（先端材料開発セクター） 

②機能性材料、環境対応製品など先端材料製品の開発に用いる高度先端機器を集中配置し

た本部の「先端材料開発セクター」を拠点とし、中小企業による高度な研究開発や技術課題

の解決を支援する。 

 

評 価 Ｓ （年度計画を大幅に上回って実施している。） 

 
■ ニーズの高い試験業務の支援体制を充実させることで、依頼試験及び機器利用の利用実

績が前年度と比較して顕著に増加している。 
 
■ 研究開発を推進し、特許出願件数を昨年度の約２倍にしている。 
 
■ 有機半導体用新材料を開発し、メディアを活用した技術情報の発信により中小企業への

実施許諾及び製品化支援につなげた。 
 
⇒体制の見直しにより、支援件数を大幅に増やしたことは高く評価する。 

  今後は、社会的に喫緊の課題である「プラスチック代替材料」開発等へのさらなる支

援が望まれる。 
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項目１１（複合素材開発セクター） 

Ⅰ 住民に対して提供するサービスその他業務の質の向上に関する目標を達成するために 

とるべき措置 

２ 中小企業の製品・技術開発、新事業展開を支える技術支援 

２－２ 製品開発、品質評価のための支援（複合素材開発セクター） 

③産業用繊維や炭素繊維などの複合素材の開発を支援する多摩テクノプラザの「複合素材開

発セクター」を拠点とし、成長産業へ参入を希望する中小企業の支援を行う。 

 

評 価  Ａ （年度計画を上回って実施している。） 

 
■ 依頼試験及び機器利用の利用実績が前年度に比べて増加し、高水準の支援件数を達成し

ている。 
 
■ サンドイッチコア材やＣＦＲＰ（炭素繊維強化プラスチック）製ナット・ボルトなど繊

維分野における共同研究を活発に行っている。 
 
⇒製品化において、サンドイッチコア材等の、社会的な波及効果が期待できる製品開発

がなされている点が評価できる。 
  今後は、繊維強化プラスチック技術に関する研究開発を推進するなど、多摩における

ものづくり分野の支援拠点として多摩テクノプラザのＰＲを充実させることでより利用

拡大がなされることを期待する。 
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項目１１（複合素材開発セクター） 

Ⅰ 住民に対して提供するサービスその他業務の質の向上に関する目標を達成するために 

とるべき措置 

２ 中小企業の製品・技術開発、新事業展開を支える技術支援 

２－２ 製品開発、品質評価のための支援（複合素材開発セクター） 

③産業用繊維や炭素繊維などの複合素材の開発を支援する多摩テクノプラザの「複合素材開

発セクター」を拠点とし、成長産業へ参入を希望する中小企業の支援を行う。 

 

評 価  Ａ （年度計画を上回って実施している。） 

 
■ 依頼試験及び機器利用の利用実績が前年度に比べて増加し、高水準の支援件数を達成し

ている。 
 
■ サンドイッチコア材やＣＦＲＰ（炭素繊維強化プラスチック）製ナット・ボルトなど繊

維分野における共同研究を活発に行っている。 
 
⇒製品化において、サンドイッチコア材等の、社会的な波及効果が期待できる製品開発

がなされている点が評価できる。 
  今後は、繊維強化プラスチック技術に関する研究開発を推進するなど、多摩における

ものづくり分野の支援拠点として多摩テクノプラザのＰＲを充実させることでより利用

拡大がなされることを期待する。 
 

 

  

項目１２（オーダーメード開発支援） 

Ⅰ 住民に対して提供するサービスその他業務の質の向上に関する目標を達成するために 

とるべき措置 

２ 中小企業の製品・技術開発、新事業展開を支える技術支援 

２－２ 製品開発、品質評価のための支援（オーダーメード開発支援） 

④中小企業が自社製品を開発する際の上流工程の技術課題解決に対応するため、オーダーメ

ード開発支援を継続する。 

 

評 価 Ｂ （年度計画を概ね順調に実施している。） 

 

■ 利用実績及び製品化・事業化実績は高水準を維持しており、様々な技術分野において、

産技研の技術シーズを活かしながら支援を着実に実施している。 
 
■ 江戸ガラスを用いた醤油さしなどの高付加価値製品づくりを一貫支援した。 
 
⇒今後は、様々な相談媒体を活かして、一層オーダーメード開発の相談しやすい環境が

醸成されることを期待する。 
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項目１３（製品開発支援ラボ） 

Ⅰ 住民に対して提供するサービスその他業務の質の向上に関する目標を達成するために 

とるべき措置 

２ 中小企業の製品・技術開発、新事業展開を支える技術支援 

２－２ 製品開発、品質評価のための支援（製品開発支援ラボ） 

⑤新製品・新技術開発を目指す中小企業に対する支援施設として「製品開発支援ラボ」を本部

に１９室、多摩テクノプラザに５室を引き続き提供する。 

⑥共同研究企業が無料で利用可能な共同研究開発室を 3室引き続き提供し、迅速な製品の開

発を促進する。 

⑦製品開発支援ラボと共同研究開発室の入居者による製品化・事業化を支援するため、共同

利用の試作加工室を提供するとともに、技術経営相談などにも幅広く対応できる人材を配置

する。 

 

評 価 Ａ （年度計画を上回って実施している。） 

 
■ 製品開発支援ラボは高い入居率を維持し、入居企業による依頼試験等の利用実績は前年

度から大幅に増加している。 
 
■ 入居企業の製品化・事業化による売上高が前年度比で約６倍を達成している。 
 
■ 製品化では、ＡＩや畜産など多様な分野で成果を出している。 
 
⇒製品開発支援ラボ入居企業の売上大幅増及び製品化における多様な分野への支援を評

価する。 
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項目１３（製品開発支援ラボ） 

Ⅰ 住民に対して提供するサービスその他業務の質の向上に関する目標を達成するために 

とるべき措置 

２ 中小企業の製品・技術開発、新事業展開を支える技術支援 

２－２ 製品開発、品質評価のための支援（製品開発支援ラボ） 

⑤新製品・新技術開発を目指す中小企業に対する支援施設として「製品開発支援ラボ」を本部

に１９室、多摩テクノプラザに５室を引き続き提供する。 

⑥共同研究企業が無料で利用可能な共同研究開発室を 3室引き続き提供し、迅速な製品の開

発を促進する。 

⑦製品開発支援ラボと共同研究開発室の入居者による製品化・事業化を支援するため、共同

利用の試作加工室を提供するとともに、技術経営相談などにも幅広く対応できる人材を配置

する。 

 

評 価 Ａ （年度計画を上回って実施している。） 

 
■ 製品開発支援ラボは高い入居率を維持し、入居企業による依頼試験等の利用実績は前年

度から大幅に増加している。 
 
■ 入居企業の製品化・事業化による売上高が前年度比で約６倍を達成している。 
 
■ 製品化では、ＡＩや畜産など多様な分野で成果を出している。 
 
⇒製品開発支援ラボ入居企業の売上大幅増及び製品化における多様な分野への支援を評

価する。 
 

 

  

項目１４（実証試験セクター） 

Ⅰ 住民に対して提供するサービスその他業務の質の向上に関する目標を達成するために 

とるべき措置 

２ 中小企業の製品・技術開発、新事業展開を支える技術支援 

２－２ 製品開発、品質評価のための支援（実証試験セクター） 

本部の「実証試験セクター」を活用し、中小企業の安全で信頼性の高い製品開発を支援するた

めに、技術相談、依頼試験、機器利用をワンストップで効率的に技術支援する。 

特に、温湿度、機械、電気試験分野において、各種規格に対応した質の高い試験を継続させ

る。 

 

評 価 Ａ （年度計画を上回って実施している。） 

 
■ 専用窓口による技術支援のワンストップサービスを継続するとともに、技術支援サービ

ス設備を充実させた。 
 
■ 国際品質規格の全面改正に対応して、品質マニュアルの全面改訂を実施するなど、質の

高い試験・校正を実施した。 
 
⇒規格改正にしっかりと対応するなど、質の高いサービスを提供している点が評価でき

る。 
  引き続き、高水準の支援実績を維持し、信頼性の高い試験を提供することで、さらな

る利便性の向上を目指してほしい。 
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項目１５（技術経営支援） 

Ⅰ 住民に対して提供するサービスその他業務の質の向上に関する目標を達成するために 

とるべき措置 

２ 中小企業の製品・技術開発、新事業展開を支える技術支援 

２－３ 新事業展開、新分野開拓のための支援（技術経営への支援） 

①公益財団法人東京都中小企業振興公社（以下「中小企業振興公社」という。）の経営支援部

門等他の機関との連携を活用して、新事業分野への展開を図るとともに、セミナーの開催や

企業への実地技術支援等を行う。 

②研究の成果として得た新技術に関して知的財産の出願に努めるとともに、使用許諾を推進し

中小企業支援に活用する。 

 

評 価 Ａ （年度計画を上回って実施している。） 

 
■ (公財)東京都中小企業振興公社(以下「公社」という。）と各種事業で連携し、実地技術

支援においても着実に実施している。 
 
■ 公社との連携支援事例集を新たに作成するなど、連携の効果について積極的に発信して

いる。 
 
■ 中小企業支援を充実させるため、保有知的財産の積極的なＰＲを行い、実施許諾件数を

前年度から倍増させた。 
 
⇒特許の出願件数及び実施許諾件数が大幅に増えていることは評価できる。 

  今後は、一層公社などとの連携に取り組み、ＡＩやＩｏＴ分野における最新情報や動

向を中小企業に提供されることを期待する。 
 

 

項目１６（技術審査） 

Ⅰ 住民に対して提供するサービスその他業務の質の向上に関する目標を達成するために 

とるべき措置 

２ 中小企業の製品・技術開発、新事業展開を支える技術支援 

２－３ 新事業展開、新分野開拓のための支援（技術審査への貢献） 

①東京都や自治体、経営支援機関等が実施する中小企業等への助成や表彰などの際に行わ

れる技術審査に積極的に協力する。 

②審査・評価の公平かつ中立な実施と、精度の維持向上を図るため、最新の技術情報の収集・

研究や研修等の実施により審査スキルの向上に努める。 

③技術審査事業を通じた産業振興への貢献度把握を継続する。 

 

評 価 Ａ （年度計画を上回って実施している。） 

 
■ 技術審査件数について、新たに８事業を東京都などから受託するなどにより、前年度か

ら大幅に実績を伸ばしている。 
 
■ 都産技研職員の技術審査能力向上のため、研修を拡充し、審査の質的向上に取り組んで

いる。 
 
⇒厳正な審査が可能な現地審査の実績が前年度より大幅に増えていることはきめ細かい

対応として評価できる。 
 今後も、公平・中立な立場での審査とともに、技術革新に対応して継続的なレベルア

ップを図っていくことを期待する。 
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項目１５（技術経営支援） 

Ⅰ 住民に対して提供するサービスその他業務の質の向上に関する目標を達成するために 

とるべき措置 

２ 中小企業の製品・技術開発、新事業展開を支える技術支援 

２－３ 新事業展開、新分野開拓のための支援（技術経営への支援） 

①公益財団法人東京都中小企業振興公社（以下「中小企業振興公社」という。）の経営支援部

門等他の機関との連携を活用して、新事業分野への展開を図るとともに、セミナーの開催や

企業への実地技術支援等を行う。 

②研究の成果として得た新技術に関して知的財産の出願に努めるとともに、使用許諾を推進し

中小企業支援に活用する。 

 

評 価 Ａ （年度計画を上回って実施している。） 

 
■ (公財)東京都中小企業振興公社(以下「公社」という。）と各種事業で連携し、実地技術

支援においても着実に実施している。 
 
■ 公社との連携支援事例集を新たに作成するなど、連携の効果について積極的に発信して

いる。 
 
■ 中小企業支援を充実させるため、保有知的財産の積極的なＰＲを行い、実施許諾件数を

前年度から倍増させた。 
 
⇒特許の出願件数及び実施許諾件数が大幅に増えていることは評価できる。 

  今後は、一層公社などとの連携に取り組み、ＡＩやＩｏＴ分野における最新情報や動

向を中小企業に提供されることを期待する。 
 

 

項目１６（技術審査） 

Ⅰ 住民に対して提供するサービスその他業務の質の向上に関する目標を達成するために 

とるべき措置 

２ 中小企業の製品・技術開発、新事業展開を支える技術支援 

２－３ 新事業展開、新分野開拓のための支援（技術審査への貢献） 

①東京都や自治体、経営支援機関等が実施する中小企業等への助成や表彰などの際に行わ

れる技術審査に積極的に協力する。 

②審査・評価の公平かつ中立な実施と、精度の維持向上を図るため、最新の技術情報の収集・

研究や研修等の実施により審査スキルの向上に努める。 

③技術審査事業を通じた産業振興への貢献度把握を継続する。 

 

評 価 Ａ （年度計画を上回って実施している。） 

 
■ 技術審査件数について、新たに８事業を東京都などから受託するなどにより、前年度か

ら大幅に実績を伸ばしている。 
 
■ 都産技研職員の技術審査能力向上のため、研修を拡充し、審査の質的向上に取り組んで

いる。 
 
⇒厳正な審査が可能な現地審査の実績が前年度より大幅に増えていることはきめ細かい

対応として評価できる。 
 今後も、公平・中立な立場での審査とともに、技術革新に対応して継続的なレベルア

ップを図っていくことを期待する。 
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項目１７（海外展開技術支援） 

Ⅰ 住民に対して提供するサービスその他業務の質の向上に関する目標を達成するために 

とるべき措置 

２ 中小企業の製品・技術開発、新事業展開を支える技術支援 

２－４ 中小企業の海外展開を支える技術支援 

(1)国際規格対応への支援 

①広域首都圏輸出製品技術支援センター（ＭＴＥＰ）を支援拠点として、中小企業が製品輸出

や海外進出を行う際に必要な国際規格への適合性などの技術情報を提供する。 

②海外展開を目指す中小企業を支援するため、輸出製品に関する相談体制や情報提供を拡

充するとともに、海外取引に関する技術セミナーを開催する。 

③中小企業の海外展開等で必要となる国際規格に対応した試験により、都内中小企業の海外

展開支援を継続する。 

④本部の「航空機産業支援室」において、中小企業の航空機産業への参入を技術的に支援す

るため、試作部品の技術検証を支援するほか、航空機に使用される国際規格に準拠した試験

を実施する。 

(2)海外支援拠点による支援 

①タイ王国に開設したバンコク支所で海外進出した企業への現地技術支援事業を実施する。 

②海外の現地情報を都内中小企業へ情報提供し、海外展開支援を実施する。 

 

評 価 Ａ （年度計画を上回って実施している。） 

 

■ 広域首都圏輸出製品技術支援センター（ＭＴＥＰ）における相談実績は高水準を維持し

ており、海外規格に関するＱ＆Ａのウェブページへのアクセス数は前年度から大幅に増

加している。 
 
■ 中小企業では対応が困難な国際規格試験や国際規格への適合性など最新の技術情報の

提供を迅速に実施した。 
 
■ 航空機産業などの海外展示会への出展支援を積極的に実施している。 
 
⇒医療機器産業や航空機産業の分野で海外展示会への出展支援をしていることが評価で

きる。 
  今後は、中小企業の海外展開ニーズがますます高まっていることから、技術支援体制の

強化やバンコク支所における新たな取組を検討するなど、より効果的な活用が期待され

る。 
 

項目１８（産学公金連携による支援） 

Ⅰ 住民に対して提供するサービスその他業務の質の向上に関する目標を達成するために 

とるべき措置 

３ 多様な主体による連携の推進 

３－１ 産学公金連携による支援 

①本部において、産学公連携の拠点となる「東京イノベーションハブ」を活用し、中小企業と大

学、学協会、研究機関、金融機関等との連携を促進するセミナーや交流会、展示会を開催す

る。 

②公立大学法人首都大学東京（以下「首都大学東京」という。）など豊富な技術シーズを有する

大学や研究機関と中小企業とのマッチングの場を提供する。 

③企業同士の連携に意欲のある企業に対して、異業種交流会を１グループ立ち上げるととも

に、既存グループの活動支援を実施する。 

④業界団体との業種別交流会を開催し、研究成果や新技術等の情報提供及び技術ニーズの

収集を行う。 

⑤中小企業の技術者等で構成する技術研究会を通じて、共同で技術的課題の解決を図る。 

 

評 価 Ｂ （年度計画を概ね順調に実施している。） 

 

■ 「東京イノベーションハブ」を活用した発信交流会の実施などにより中小企業のマッチ

ングの場を提供している。 
  また、異業種交流会や技術研究会の活動支援などの取り組みを着実に実施している。 
 
■ 金融機関との連携による成果が出てきており、支援のネットワーク構築が進んできてい

る。 
 
⇒今後も、産学公金の様々な機関との連携による成果を増やし、積極的にＰＲすること

で、さらに支援の幅を広げていくことを期待する。 
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項目１７（海外展開技術支援） 

Ⅰ 住民に対して提供するサービスその他業務の質の向上に関する目標を達成するために 

とるべき措置 

２ 中小企業の製品・技術開発、新事業展開を支える技術支援 

２－４ 中小企業の海外展開を支える技術支援 

(1)国際規格対応への支援 

①広域首都圏輸出製品技術支援センター（ＭＴＥＰ）を支援拠点として、中小企業が製品輸出

や海外進出を行う際に必要な国際規格への適合性などの技術情報を提供する。 

②海外展開を目指す中小企業を支援するため、輸出製品に関する相談体制や情報提供を拡

充するとともに、海外取引に関する技術セミナーを開催する。 

③中小企業の海外展開等で必要となる国際規格に対応した試験により、都内中小企業の海外

展開支援を継続する。 

④本部の「航空機産業支援室」において、中小企業の航空機産業への参入を技術的に支援す

るため、試作部品の技術検証を支援するほか、航空機に使用される国際規格に準拠した試験

を実施する。 

(2)海外支援拠点による支援 

①タイ王国に開設したバンコク支所で海外進出した企業への現地技術支援事業を実施する。 

②海外の現地情報を都内中小企業へ情報提供し、海外展開支援を実施する。 

 

評 価 Ａ （年度計画を上回って実施している。） 

 

■ 広域首都圏輸出製品技術支援センター（ＭＴＥＰ）における相談実績は高水準を維持し

ており、海外規格に関するＱ＆Ａのウェブページへのアクセス数は前年度から大幅に増

加している。 
 
■ 中小企業では対応が困難な国際規格試験や国際規格への適合性など最新の技術情報の

提供を迅速に実施した。 
 
■ 航空機産業などの海外展示会への出展支援を積極的に実施している。 
 
⇒医療機器産業や航空機産業の分野で海外展示会への出展支援をしていることが評価で

きる。 
  今後は、中小企業の海外展開ニーズがますます高まっていることから、技術支援体制の

強化やバンコク支所における新たな取組を検討するなど、より効果的な活用が期待され

る。 
 

項目１８（産学公金連携による支援） 

Ⅰ 住民に対して提供するサービスその他業務の質の向上に関する目標を達成するために 

とるべき措置 

３ 多様な主体による連携の推進 

３－１ 産学公金連携による支援 

①本部において、産学公連携の拠点となる「東京イノベーションハブ」を活用し、中小企業と大

学、学協会、研究機関、金融機関等との連携を促進するセミナーや交流会、展示会を開催す

る。 

②公立大学法人首都大学東京（以下「首都大学東京」という。）など豊富な技術シーズを有する

大学や研究機関と中小企業とのマッチングの場を提供する。 

③企業同士の連携に意欲のある企業に対して、異業種交流会を１グループ立ち上げるととも

に、既存グループの活動支援を実施する。 

④業界団体との業種別交流会を開催し、研究成果や新技術等の情報提供及び技術ニーズの

収集を行う。 

⑤中小企業の技術者等で構成する技術研究会を通じて、共同で技術的課題の解決を図る。 

 

評 価 Ｂ （年度計画を概ね順調に実施している。） 

 

■ 「東京イノベーションハブ」を活用した発信交流会の実施などにより中小企業のマッチ

ングの場を提供している。 
  また、異業種交流会や技術研究会の活動支援などの取り組みを着実に実施している。 
 
■ 金融機関との連携による成果が出てきており、支援のネットワーク構築が進んできてい

る。 
 
⇒今後も、産学公金の様々な機関との連携による成果を増やし、積極的にＰＲすること

で、さらに支援の幅を広げていくことを期待する。 
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項目１９（行政及び他機関との連携） 

Ⅰ 住民に対して提供するサービスその他業務の質の向上に関する目標を達成するために 

とるべき措置 

３ 多様な主体による連携の推進 

３－２ 行政及び他の支援機関との連携による支援 

①区市町村との連携強化に努め、地域における産業振興の取組に貢献するとともに都産技研

の利用促進を図る。 

②首都圏の公設試験研究機関が相互に連携・補完して広域的に中小企業の支援を実施して

いるTKFの活動を継続することにより、広域的なワンストップサービスを確保し、中小企業への

技術支援の充実を図る。 

③都産技研を利用した中小企業において、製品化や事業化の際に生じる開発資金の調達、販

路の開拓などが円滑に進められるよう、中小企業振興公社等の経営支援機関と連携した事業

を実施する。 

④東京都との「放射性物質等による災害時等対応に関する協定」に基づき、放射能測定試験を

継続実施する。 

 

評 価 Ｂ （年度計画を概ね順調に実施している。） 

 
■ 区市町村などの自治体や他支援機関との連携については、新たに３機関と連携協定を締

結し講演会を開催するなど、着実に連携支援を進めている。 
 
■ 公設試験研究機関として初めてＪＳＴ（国立研究開発法人科学技術振興機構）の新技術

説明会に参加し、受託研究につなげている。 
 
⇒今後も、積極的に自治体などとの連携を推進していくことを期待する。 
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項目１９（行政及び他機関との連携） 

Ⅰ 住民に対して提供するサービスその他業務の質の向上に関する目標を達成するために 

とるべき措置 

３ 多様な主体による連携の推進 

３－２ 行政及び他の支援機関との連携による支援 

①区市町村との連携強化に努め、地域における産業振興の取組に貢献するとともに都産技研

の利用促進を図る。 

②首都圏の公設試験研究機関が相互に連携・補完して広域的に中小企業の支援を実施して

いるTKFの活動を継続することにより、広域的なワンストップサービスを確保し、中小企業への

技術支援の充実を図る。 

③都産技研を利用した中小企業において、製品化や事業化の際に生じる開発資金の調達、販

路の開拓などが円滑に進められるよう、中小企業振興公社等の経営支援機関と連携した事業

を実施する。 

④東京都との「放射性物質等による災害時等対応に関する協定」に基づき、放射能測定試験を

継続実施する。 

 

評 価 Ｂ （年度計画を概ね順調に実施している。） 

 
■ 区市町村などの自治体や他支援機関との連携については、新たに３機関と連携協定を締

結し講演会を開催するなど、着実に連携支援を進めている。 
 
■ 公設試験研究機関として初めてＪＳＴ（国立研究開発法人科学技術振興機構）の新技術

説明会に参加し、受託研究につなげている。 
 
⇒今後も、積極的に自治体などとの連携を推進していくことを期待する。 

 

 

  

項目２０（産業人材の育成） 

Ⅰ 住民に対して提供するサービスその他業務の質の向上に関する目標を達成するために 

とるべき措置 

４ 東京の産業を支える産業人材の育成 

４－１ 技術者の育成 

新技術、産業動向、国際化対応などに関するセミナーや実践に役立つ講習会の開催により、 

中小企業の新製品・新サービスの創出を担う人材育成を進めるとともに、整備した機器を活用

し、研究開発や製造技術の高度化を担う中小企業の産業人材の育成を支援する。 

 

４－２ 関係機関との連携による人材育成 

首都大学東京をはじめとする大学、学術団体、業界団体、行政機関等が実施している産業人 

材育成の取組に対して、職員の講師派遣、インターンシップによる学生の受入れなどで積極的

に協力する。 

サービス業や卸売業・小売業の従事者向けにおいても、都産技研の設備や人材を活かした実

践的なセミナーを実施する。 

個別企業や業界団体等の人材育成ニーズに対して、希望に対応したカリキュラムを編成するオ

ーダーメードセミナーを実施し、人材育成ニーズにきめ細かく対応する。 

４－３ 海外展開が必要なグローバル人材の育成 

中小企業が海外へ事業を展開する際には現地の経営環境や市場動向に詳しい人材の育成が 

必要であることを踏まえ、金融機関などの連携締結機関の情報や他の産業支援機関を活用した

実践的なセミナーを試行する。 

 

 

評 価 Ｂ （年度計画を概ね順調に実施している。） 

 
■ 講習会やセミナーは受講者アンケートで高い評価を得ており、アンケート結果が内容に

フィードバックされている。 
 
■ グローバル人材育成に向け、産業支援機関と連携した国際認証取得等に関するセミナー

の実施や、時宜を捉えたテーマ設定であるＩｏＴ関連の講習会を実施している。 
 
⇒今後も、中小企業の海外展開に向けたグローバル人材や生産性向上に向けたＩｏＴ人

材の育成など、多様な人材育成支援が重要になると予想されることから、様々な団体と

連携した取り組みの充実が望まれる。 
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項目２１（情報発信・情報提供） 

Ⅰ 住民に対して提供するサービスその他業務の質の向上に関する目標を達成するために 

とるべき措置 

５ 情報発信･情報提供の推進 

５－１ 情報発信 

東京都、区市町村、中小企業振興公社、商工会議所、商工会などの支援機関等が実施する講

演会、イベント・展示会への参加を通じ、都産技研の事業を積極的に PR し利用拡大につなげる。 

都産技研が開催する研究発表会と、首都大学東京や TKF 参加の各公設試験研究機関等が行

う研究発表会の間で、相互に発表者を派遣し合うなど、多様な連携により研究機関が保有する技

術シーズや研究成果を広く中小企業に発信する。 

 

５－２ 情報提供 

研究開発の成果や最近の技術動向等に関する情報など、中小企業の製品開発や生産活動に

役立つ情報をインターネットや技術情報誌等の広報媒体により速やかに提供する。 

本部の公開図書室等を活用し、中小企業に役立つ技術資料等を公開する。 

 

 

評 価 Ｂ （年度計画を概ね順調に実施している。） 

 
■ 「ＩＮＮＯＶＥＳＴＡ！２０１８」の来場者の拡大や「ＴＩＲＩ ＮＥＷＳ」の誌面リ

ニューアルなど都産技研の認知度向上に取り組んでいる。 
 
■ 利用者への効果的な情報提供のため、ＹｏｕＴｕｂｅへの動画掲載など、ＷＥＢサイト

を積極的に活用しており、広報の費用対効果の向上にも取り組んでいる。 
 
⇒「ＩＮＮＯＶＥＳＴＡ！２０１８」の開催やＷＥＢコンテンツの充実など広報活動を

積極的に実施し、費用対効果も出ていることは評価できる。 
  今後も、さらにＰＲ活動を進め、都産技研の利用促進に努めてほしい。 
 

 

 

 

項目２２（組織体制及び運営、効率化、経費節減） 

Ⅱ 業務運営の改善及び効率化に関する事項 

１ 組織体制及び運営 

１－１ 機動性の高い組織体制の確保 

①事業動向等を踏まえ組織の見直しを継続的に実施し、各事業の効率的な執行体制を確保す

る。 

②既存組織体制にとらわれず、適時プロジェクトチームを設置するなど、ニーズに柔軟に対応

する。 

 

１－２ 適正な組織運営の確保 

①事業別のセグメント管理を活用することにより、各事業において投入した経営資源と事業効果

の検証を継続する。 

②都内中小企業に対して高品質な技術支援サービスを安定かつ継続的に提供する適切な組

織運営を継続する。 

③中期目標等に基づき法令等を遵守しつつ業務を行い、都産技研のミッションを有効かつ効率

的に果たすため、内部統制体制の整備・運用を行う。 

 

１－３ 職員の確保・育成 

①将来必要となる技術開発や多くの中小企業が抱える課題を解決する研究開発の強化に向け

て、専門性の高い優秀な技術職員を計画的に採用する。 

②地方独立行政法人の機動的で柔軟な組織運営に必要な事務職員についても、計画的に確

保する。 

③公平な業績評価とその昇給等への適切な反映により、職員一人ひとりのモチベーションを高

めるとともにそのレベルアップを進め、組織運営の効率化や、技術支援及び研究開発の水準

の向上を図る。 

④中小企業の国際化を適切に支援していくため、職員の海外での学会参加による情報収集な

ど国際規格の相談に対応できる職員の育成を継続する。 

 

１－４ 情報システム化の推進・情報セキュリティ対策の徹底 

 ネットワークやインターネット、人事・庶務システムなどの都産技研の業務運営に欠かせない情

報システム基盤を活用し、情報システムの利便性向上、業務の効率化、セキュリティの向上等を

図る。 

 テレビ会議システムによる遠隔相談など情報システムを活用した利便性の向上に努める。 

海外展開を支援する海外支所とのネットワーク化を推進し、利便性及びセキュリティの向上を図

る。 
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項目２１（情報発信・情報提供） 

Ⅰ 住民に対して提供するサービスその他業務の質の向上に関する目標を達成するために 

とるべき措置 

５ 情報発信･情報提供の推進 

５－１ 情報発信 

東京都、区市町村、中小企業振興公社、商工会議所、商工会などの支援機関等が実施する講

演会、イベント・展示会への参加を通じ、都産技研の事業を積極的に PR し利用拡大につなげる。 

都産技研が開催する研究発表会と、首都大学東京や TKF 参加の各公設試験研究機関等が行

う研究発表会の間で、相互に発表者を派遣し合うなど、多様な連携により研究機関が保有する技

術シーズや研究成果を広く中小企業に発信する。 

 

５－２ 情報提供 

研究開発の成果や最近の技術動向等に関する情報など、中小企業の製品開発や生産活動に

役立つ情報をインターネットや技術情報誌等の広報媒体により速やかに提供する。 

本部の公開図書室等を活用し、中小企業に役立つ技術資料等を公開する。 

 

 

評 価 Ｂ （年度計画を概ね順調に実施している。） 

 
■ 「ＩＮＮＯＶＥＳＴＡ！２０１８」の来場者の拡大や「ＴＩＲＩ ＮＥＷＳ」の誌面リ

ニューアルなど都産技研の認知度向上に取り組んでいる。 
 
■ 利用者への効果的な情報提供のため、ＹｏｕＴｕｂｅへの動画掲載など、ＷＥＢサイト

を積極的に活用しており、広報の費用対効果の向上にも取り組んでいる。 
 
⇒「ＩＮＮＯＶＥＳＴＡ！２０１８」の開催やＷＥＢコンテンツの充実など広報活動を

積極的に実施し、費用対効果も出ていることは評価できる。 
  今後も、さらにＰＲ活動を進め、都産技研の利用促進に努めてほしい。 
 

 

 

 

項目２２（組織体制及び運営、効率化、経費節減） 

Ⅱ 業務運営の改善及び効率化に関する事項 

１ 組織体制及び運営 

１－１ 機動性の高い組織体制の確保 

①事業動向等を踏まえ組織の見直しを継続的に実施し、各事業の効率的な執行体制を確保す

る。 

②既存組織体制にとらわれず、適時プロジェクトチームを設置するなど、ニーズに柔軟に対応

する。 

 

１－２ 適正な組織運営の確保 

①事業別のセグメント管理を活用することにより、各事業において投入した経営資源と事業効果

の検証を継続する。 

②都内中小企業に対して高品質な技術支援サービスを安定かつ継続的に提供する適切な組

織運営を継続する。 

③中期目標等に基づき法令等を遵守しつつ業務を行い、都産技研のミッションを有効かつ効率

的に果たすため、内部統制体制の整備・運用を行う。 

 

１－３ 職員の確保・育成 

①将来必要となる技術開発や多くの中小企業が抱える課題を解決する研究開発の強化に向け

て、専門性の高い優秀な技術職員を計画的に採用する。 

②地方独立行政法人の機動的で柔軟な組織運営に必要な事務職員についても、計画的に確

保する。 

③公平な業績評価とその昇給等への適切な反映により、職員一人ひとりのモチベーションを高

めるとともにそのレベルアップを進め、組織運営の効率化や、技術支援及び研究開発の水準

の向上を図る。 

④中小企業の国際化を適切に支援していくため、職員の海外での学会参加による情報収集な

ど国際規格の相談に対応できる職員の育成を継続する。 

 

１－４ 情報システム化の推進・情報セキュリティ対策の徹底 

 ネットワークやインターネット、人事・庶務システムなどの都産技研の業務運営に欠かせない情

報システム基盤を活用し、情報システムの利便性向上、業務の効率化、セキュリティの向上等を

図る。 

 テレビ会議システムによる遠隔相談など情報システムを活用した利便性の向上に努める。 

海外展開を支援する海外支所とのネットワーク化を推進し、利便性及びセキュリティの向上を図

る。 
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２ 業務運営の効率化と経費節減 

２－１ 業務改革の推進 

お客様へのサービスの向上、業務の効率化、経費の削減等を目的として、組織と職員からの提

案により、業務内容や処理手続きの見直し等の業務改革を推進し、外部機関の活用も含め高い

経営品質の実現や利用者満足度の向上を目指す。 

 

２－２ 財政運営の効率化 

標準運営費交付金（プロジェクト的経費を除く。）を充当して行う業務については、中小企業ニ

ーズの低下した業務の見直しや複数年契約の推進による効率化を進める。 

 

 

 

評 価 Ｂ （年度計画を概ね順調に実施している。） 

 
■ 部署の統合により経営企画機能及び総合調整機能を強化するなど、組織の効率的な執行

体制の確保に取り組んでいる。 
 
■ 業務時間分析の継続実施により、研究開発時間割合が上昇し、研究体制の充実につなが

っている。 
 
⇒今後も、業務時間分析をさらに精緻に実施し、分析内容を効率化に反映していくとと

もに、迅速な意思決定によるムダのない効率的な体制構築がなされることを期待する。 
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項目２３（適正な資産管理等） 

Ⅲ 財務内容の改善に関する事項  

１ 資産の適正な管理運用 

安全かつ効率的な資金運用管理を推進し、建物、施設については、計画的な維持管理を行

うとともに、設備機器については校正・保守・点検を的確に行うことにより国内規格や国際規格

に適合する測定等が確実に実施できるよう管理運用する。 

２ 剰余金の適切な活用 

的確な経営判断を行い、新しい事業の開始、研究開発の推進、設備の更新・導入などによ

り、都内中小企業に提供するサービス水準の向上を図るとともに、事業実績や成果の向上につ

ながるよう、剰余金を有効に活用する。 

Ⅳ 予算（人件費の見積もりを含む。）、収支計画及び資金計画 

Ⅴ 短期借入金の限度額 

Ⅵ 重要な財産を譲渡し、又は担保に供しようとするときは、その計画 

Ⅶ 剰余金及び積立金の使途 

１ 剰余金の使途 

  決算において剰余金が発生した場合、中小企業支援の充実、研究開発の質の向上、法人の

円滑な業務運営の確保又は施設・設備の整備及び改善に充てる。 

２ 積立金の使途 

前期中期目標期間の最終年度において地方独立行政法人法第 40 条第 1 項又は第 2 項の

処理を行ってなお積立金があるときは、その額に相当する金額のうち設立団体の長の承認を受

けた金額について、中期計画の剰余金の使途に規定されている、中小企業支援の充実、研究

開発の質の向上、法人の円滑な業務運営の確保又は施設・設備の整備及び改善に充てる。 

Ⅷ その他業務運営に関する重要事項 

１ 施設・設備の整備と活用 

①業務の確実な実施と機能向上のための施設・設備の整備を計画的に実施する。 

②実施に当たっては、東京都からの施設整備費補助金等の財源を適切に確保し、策定する長

期保全計画に基づき総合的・長期的観点に立った整備・更新を行う。 

 

評 価 Ｂ （年度計画を概ね順調に実施している。） 

 
■ 設備機器の校正・保守を適切かつ効率的に実施している。 
 
■ 適正な予算の執行及び予算の管理が行われている。 
 
⇒今後も、設備機器の保守・更新を計画的に進めることや最新のＩＣＴ技術などを活用

した業務の効率化を進めていくことを期待する。 
 

 

２ 業務運営の効率化と経費節減 

２－１ 業務改革の推進 

お客様へのサービスの向上、業務の効率化、経費の削減等を目的として、組織と職員からの提

案により、業務内容や処理手続きの見直し等の業務改革を推進し、外部機関の活用も含め高い

経営品質の実現や利用者満足度の向上を目指す。 

 

２－２ 財政運営の効率化 

標準運営費交付金（プロジェクト的経費を除く。）を充当して行う業務については、中小企業ニ

ーズの低下した業務の見直しや複数年契約の推進による効率化を進める。 

 

 

 

評 価 Ｂ （年度計画を概ね順調に実施している。） 

 
■ 部署の統合により経営企画機能及び総合調整機能を強化するなど、組織の効率的な執行

体制の確保に取り組んでいる。 
 
■ 業務時間分析の継続実施により、研究開発時間割合が上昇し、研究体制の充実につなが

っている。 
 
⇒今後も、業務時間分析をさらに精緻に実施し、分析内容を効率化に反映していくとと

もに、迅速な意思決定によるムダのない効率的な体制構築がなされることを期待する。 
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項目２４（危機管理対策、社会的責任） 

Ⅷ その他業務運営に関する重要事項 

２ 危機管理対策の推進 

 第一期中に策定した「リスクマネジメントに関する基本方針」に基づき、内部危機管理体制の整

備を継続する。 

①個人情報や企業情報、また製品開発等の職務上知り得た秘密については、適正な取扱いと

確実な漏洩防止のために、全職員の受講を必須とする研修を実施する。 

②環境保全や規制物質管理、労働安全衛生に関する法令を遵守し、危険物、毒劇物の管理と

取扱い、災害に対する管理体制を確保するとともに、防災訓練等の実施や職員に対する意識

向上のための研修を実施する。 

③震災の発生や新興感染症の流行などに備え、対応策を定めるとともに、万が一発生した場合

には、被害拡大の防止に向けた対策を実施する。 

④緊急事態の発生を想定し、対策委員会の設置、緊急連絡網の設定、通報訓練の実施等をま

とめたマニュアルを活用し、迅速な情報伝達・意思決定に向けた管理体制を継続する。 

３ 社会的責任 

３－１ 情報公開 

公共性を有する法人として、運営状況の一層の透明性を確保するため、都産技研ホームペ

ージや刊行物の発行等により経営情報の公開に取り組む。 

事業内容や事業運営状況に関する情報開示請求については、規則に基づき迅速かつ適正

に対応する。 

３－２ 環境への配慮 

法人の社会的責任を踏まえ、省エネルギー対策の推進、CO2 削減等、「環境方針」に沿った

取組により環境負荷の低減や環境改善に配慮した業務運営を行う。 

３－３ 法人倫理 

都民から高い信頼性を得られるよう、「地方独立行政法人東京都立産業技術研究センター憲

章」等を踏まえ、法令遵守を徹底するとともに、職務執行に対する中立性と公平性を確保しつ

つ、高い倫理観を持って業務を行う。 

 

評 価 Ｂ （年度計画を概ね順調に実施している。） 

 
■ 近年重要視されているコンプライアンスに関する取り組みとして、職員のコンプライア

ンス研修受講率は１００％を達成した。安全点検等も適切に実施されるとともに、施設

の省エネルギー対策にも積極的に取り組んでいる。 
 
■ 情報漏洩防止への取組や防災訓練、健康管理など年度計画を適正に実施している。 
 
⇒今後も、公的機関として他の機関の模範となれるよう、先端技術も活用しながら働き方

改革や情報セキュリティなどについて、一層取組を強化していくことを期待する。 
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1 
 

平成３０年度地方独立行政法人東京都立産業技術センターの業務実績に係る 

評価委員会の意見について 

 

 

１ 平成３０年度における地方独立行政法人東京都立産業技術研究センター

（以下「都産技研」という。）の業務の状況は、「業務全体が優れた進捗状況」

であると認められる。評価の決定に際しては、次の点について留意されたい。 

 

・ 中小企業へのＩｏＴ化支援事業については、ＩｏＴ導入の成功事例を積み

上げ、それを広く情報発信することにより、産業全体の革新に貢献していく

ことが望まれる。 

 

・ ロボット産業活性化事業については、事業効果を定量的に分析し、今後の

事業展開の柔軟な改善に結びつけるとともに、世界のロボットの動向と社会

的ニーズに即したロボット技術を開発することにより、中小企業の事業拡大

につなげていくことを期待する。その際には、ＡＩやＩｏＴ技術との連携に

よるネットワーク型ロボット等への対応も益々重要となる。 

 

・ 技術支援の提供に際しては、より一層の利用サービスの向上が図られるよ

う、利用手続きの電子化の推進などの改善に引き続き取り組むことが望まれ

る。 

 

・ 社会的課題への対応に産業技術が求められるなか、プラスチック代替材料

をはじめ、新技術・新製品の開発や普及に向け、都産技研のより一層の取組

を期待する。 

 

・ 経済のグローバル化が一層進展するなか、中小企業の海外展開を支える支

援は益々重要となっており、引き続き海外展開に向けた技術支援を強化して

いくことが望まれる。 

 

 

２ 第三期中期目標及び中期計画の達成並びに第四期中期目標への事業展開に

向けては、都産技研が次の取組を推進することを期待する。 

 

・ 超微細加工など、最先端の加工技術に対応した設備の導入と技術構築につ

いて計画的に取り組んでいくことが望まれる。 
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2 
 

 

・ 中小企業のさらなる発展のために、将来のニーズを先読みし、そのために

必要な技術の蓄積と人材育成を先行的に進めることで、頼りになる都産技研

として常に先進的な支援を提供し続けることを期待する。 

 

・ グローバルで複雑な社会課題の解決に向けて、持続可能な開発目標（ＳＤ

Ｇｓ）への幅広い取組に対応する柔軟な組織運営を継続していくことを期待

する。また、業務運営全体を通して、ＳＤＧｓに関する現在の取組や将来の

計画を整理し、広報活動に積極的に活用することが望まれる。 
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2 
 

 

・ 中小企業のさらなる発展のために、将来のニーズを先読みし、そのために

必要な技術の蓄積と人材育成を先行的に進めることで、頼りになる都産技研

として常に先進的な支援を提供し続けることを期待する。 

 

・ グローバルで複雑な社会課題の解決に向けて、持続可能な開発目標（ＳＤ

Ｇｓ）への幅広い取組に対応する柔軟な組織運営を継続していくことを期待

する。また、業務運営全体を通して、ＳＤＧｓに関する現在の取組や将来の

計画を整理し、広報活動に積極的に活用することが望まれる。 

 ◎　委員長（分科会長）　○ 分科会長　

分科会

○ 松 山 優 治
電気通信大学監事
東京海洋大学名誉教授

島 田 美 喜
社会福祉法人至誠学舎立川
至誠児童福祉研究所副所長

杉 谷 祐美子 青山学院大学　教育人間科学部　教育学科 教授

鈴 木 陽 子
三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサルティング株式会社
政策研究事業本部共生社会部　主任研究員

高 橋 克 典
公認会計士
新創監査法人　代表社員

村 瀨 賢 芳 日本製鉄株式会社　参与　内部統制・監査部長

最 上 善 広 お茶の水女子大学 基幹研究院　自然科学系　教授

○ 青 山 藤詞郎 慶應義塾常任理事

北 村 信 彦 公認会計士北村信彦事務所所長

波多野 睦 子 東京工業大学工学院電気電子系教授

林 英 夫 武州工業株式会社　代表取締役

藤 竿 裕 謙 株式会社日刊工業新聞社販売局企画調査部長

◎ 矢 﨑 義 雄
公益財団法人日本心臓血圧研究振興会理事長
国際医療福祉大学名誉総長

藍 真 澄
東京医科歯科大学医学部附属病院保険医療管理部教授
東京医科歯科大学大学院教授

猪 口 正 孝 東京都医師会副会長

大 橋 裕 子 大橋裕子公認会計士事務所所長

永 山 悦 子 毎日新聞編集委員

（委員長、分科会長を除き五十音順、敬称略）

高
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者
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・
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究

氏　　名 所　　　　　　属

試
　
験
　
研
　
究

東京都地方独立行政法人評価委員会　委員名簿
（平成３１年４月１日現在）

公
　
立
　
大
　
学

― 45 ―― 44 ―



東京都地方独立行政法人の評価に関する指針  

 

第１ 本指針について  

１ 本指針の位置付け  

本指針は、地方独立行政法人法（平成 15 年法律第 118 号。以下「法」という。）第 28

条第１項の評価に関する指針である。本指針に基づいた評価を実施するため、法人ごと

に評価の基準を別途作成する。 

ただし、公立大学法人を対象に東京都地方独立行政法人評価委員会（以下「評価委員

会」という。）が行う法第 78 条の２第１項の評価の方針、方法等については、評価委員

会が別に定める。 

 

２ 本指針の基本的な考え方 

（１）都の計画、方針等において、法人が取り組むべきとされた事項に関する実施状況に

ついて評価を行うとともに、法人の業務等に係る議会審議、監査等の指摘事項への取

組状況についても評価を行う。  

（２）知事による目標策定・評価に基づくＰＤＣＡサイクルを十分に機能させるという制

度改正の趣旨を踏まえ、法人の過去の業務実績評価等の結果を活用して評価する。  

（３）各法人の事務及び事業の特性に十分に配慮し、なぜその実績に至ったかについて外

部要因の影響やマネジメントの課題等を含む要因分析を行い、業務の改善につながる

実効性のある評価を実施する。  

また、その際、都の政策実現への寄与など、法人の目的やその業務の質の向上の観

点に留意するとともに、社会経済情勢の変化や技術の進歩等を踏まえたものとする。  

（４）評価に当たっては、各法人に対する社会的要請を踏まえるとともに、業務が効果的

かつ効率的に実施されているかどうかの視点を常に持つものとする。 

（５）評価は、評価単位（※）に合わせて行う項目別評価（以下「項目別評価」という。）

と、項目別評価を基礎とし法人全体を評価する全体評価（以下「全体評価」という。）

によって行う。  

※「東京都地方独立行政法人の目標の策定に関する指針（以下「目標策定指針」とい

う。）」第２の２（３）の評価単位を示す。  

（６）評価は、中期目標、中期計画及び年度計画で掲げる指標を基準とする絶対評価によ

って行うものとする。  

（７）評価は、法人が法第 28条第２項に基づき作成する、法人の業務実績及び自ら評価を

行った結果を明らかにした報告書（以下「業務実績等報告書」という。）を活用するも

のとする。  

（８）評価は、法人の業務運営の改善のほか、法第 30条第１項に定める業務及び組織の全

般にわたる検討並びに次期中期目標の策定に活用するものとする。 
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東京都地方独立行政法人の評価に関する指針  

 

第１ 本指針について  

１ 本指針の位置付け  

本指針は、地方独立行政法人法（平成 15 年法律第 118 号。以下「法」という。）第 28

条第１項の評価に関する指針である。本指針に基づいた評価を実施するため、法人ごと

に評価の基準を別途作成する。 

ただし、公立大学法人を対象に東京都地方独立行政法人評価委員会（以下「評価委員

会」という。）が行う法第 78 条の２第１項の評価の方針、方法等については、評価委員

会が別に定める。 

 

２ 本指針の基本的な考え方 

（１）都の計画、方針等において、法人が取り組むべきとされた事項に関する実施状況に

ついて評価を行うとともに、法人の業務等に係る議会審議、監査等の指摘事項への取

組状況についても評価を行う。  

（２）知事による目標策定・評価に基づくＰＤＣＡサイクルを十分に機能させるという制

度改正の趣旨を踏まえ、法人の過去の業務実績評価等の結果を活用して評価する。  

（３）各法人の事務及び事業の特性に十分に配慮し、なぜその実績に至ったかについて外

部要因の影響やマネジメントの課題等を含む要因分析を行い、業務の改善につながる

実効性のある評価を実施する。  

また、その際、都の政策実現への寄与など、法人の目的やその業務の質の向上の観

点に留意するとともに、社会経済情勢の変化や技術の進歩等を踏まえたものとする。  

（４）評価に当たっては、各法人に対する社会的要請を踏まえるとともに、業務が効果的

かつ効率的に実施されているかどうかの視点を常に持つものとする。 

（５）評価は、評価単位（※）に合わせて行う項目別評価（以下「項目別評価」という。）

と、項目別評価を基礎とし法人全体を評価する全体評価（以下「全体評価」という。）

によって行う。  

※「東京都地方独立行政法人の目標の策定に関する指針（以下「目標策定指針」とい

う。）」第２の２（３）の評価単位を示す。  

（６）評価は、中期目標、中期計画及び年度計画で掲げる指標を基準とする絶対評価によ

って行うものとする。  

（７）評価は、法人が法第 28条第２項に基づき作成する、法人の業務実績及び自ら評価を

行った結果を明らかにした報告書（以下「業務実績等報告書」という。）を活用するも

のとする。  

（８）評価は、法人の業務運営の改善のほか、法第 30条第１項に定める業務及び組織の全

般にわたる検討並びに次期中期目標の策定に活用するものとする。 

（９）法第 28条第５項に定める評価の結果をまとめたもの（以下「評価書」という。）は、

他法人や過年度実績との比較可能性を高めるとともに、中期目標の達成状況並びに中

期計画及び年度計画の実施状況とそれに対する評価を分かりやすく記載した上で公表

するものとし、透明性の確保・都民への説明責任の徹底を図るものとする。  

 

３ 本指針の対象  

（１）法第 28条第１項各号に定める、各事業年度の終了後に実施される、業務の実績の評

価（年度評価）  

（２）中期目標期間における業務の実績の評価（中期目標期間評価）  

ア 法第 28条第１項第２号に定める、中期目標期間の最後の事業年度の直前の事業年

度の終了後に実施される、中期目標期間の終了時に見込まれる中期目標の期間にお

ける業務の実績の評価（見込評価）  

イ 法第 28条第１項第３号に定める、中期目標期間の最後の事業年度の終了後に実施

される、中期目標の期間における業務の実績に関する評価（期間実績評価）  

 

第２ 評価の基本的な考え方について  

１ 総論  

地方独立行政法人は、住民サービス等の質の向上を図ることを目的としていることか

ら、業務の質の向上と業務運営の効率化の両立を促す評価が重要である。  

そのため、評価においては、中期計画及び年度計画の実施状況について、中期目標の

達成及び達成見込みについても留意しつつ評価を行う。  

また、業務運営上の課題についても留意し、当該課題を発見した場合には、それを提

示する。また、過去の評価において提示された課題の対応状況についても適正に評価す

る。  

 

２ 評価体制  

法人の業務実績の評価に当たっては、政策の一貫性及び評価の的確性を確保するため、

法人所管局が中心となって評価に係る事務を掌理する。  

また、評価の実効性・客観性を担保するため、評価に当たっては、評価委員会からの

意見聴取を行うものとする。  

 

３ 各評価の目的・趣旨・基本方針  

（１）年度評価  

ア 年度評価は、評価対象年度以降の業務運営の改善に資することを目的とする。  

イ 各事業年度における業務の実績について、法人による自己評価の結果を踏まえ、

中期計画の実施状況等に留意しつつ、法人の業務の実施状況を調査・分析し、その
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結果を考慮して各事業年度の業務の実績の全体について総合的な評価を行うものと

する。  

ウ 目標・計画の達成状況にかかわらず、法人全体の信用を失墜させる不祥事が発生

した場合は、当該項目の評価だけでなく全体評価に反映させるなど、当該年度にお

ける法人のマネジメントの状況にも留意するものとする。  

エ 予測し難い外部要因により業務が実施できなかった場合や、外部要因に対して法

人が自主的な努力を行っていた場合には、評価において考慮するものとする。  

（２）中期目標期間評価（見込評価・期間実績評価）  

ア 見込評価  

（ア）見込評価は、評価の結果を業務及び組織の全般にわたる検討並びに次期中期目

標の策定に活用することを目的とする。  

（イ）中期目標期間終了時の直前の年度までの業務の実績及び当該目標期間終了時に

見込まれる業務の実績に係る自己評価の結果を踏まえ、法人の中期目標期間の終

了時に見込まれる業務実績を調査・分析し、中期目標の達成状況等の全体につい

て総合的な評価を行うものとする。  

（ウ） 評価の結果を踏まえ業務及び組織全般にわたる検討を行い、その結果に基づき、

業務の廃止若しくは移管又は組織の廃止その他の所要の措置を講じ、次期中期目

標を適切に策定する。  

（エ）３（１）年度評価のウ及びエは、見込評価について準用する。その際、３（１）

ウ中「年度」とあるのは「中期目標期間」と読み替えるものとする。  

イ 期間実績評価  

（ア）期間実績評価は、中期目標の変更を含めた、業務運営の改善等に資することを

目的とする。  

（イ）中期目標期間終了時において、当該目標期間全体の業務の実績に係る自己評価

の結果を踏まえ、法人の業務実績を調査・分析し、当該目標期間における目標の

達成状況の全体について総合的な評価を行うものとする。  

（ウ）見込評価時に使用した中期目標期間終了時の実績見込みと実績との間に乖
かい

離が

ある場合には、期間実績評価時にその原因を分析するとともに、中期目標等の変

更の必要性について検討する。  

（エ）３（１）年度評価のウ及びエは、期間実績評価について準用する。その際、３

（１）ウ中「年度」とあるのは「中期目標期間」と読み替えるものとする。  

 

４ 自己評価結果の活用等  

（１）業務実績等報告書は、都民に対する説明責任の履行及び法人の自律的な業務運営の

改善へ活用するとともに、併せて、知事が行う評価のための情報提供に資することな

どを目的とする。  
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結果を考慮して各事業年度の業務の実績の全体について総合的な評価を行うものと

する。  

ウ 目標・計画の達成状況にかかわらず、法人全体の信用を失墜させる不祥事が発生

した場合は、当該項目の評価だけでなく全体評価に反映させるなど、当該年度にお

ける法人のマネジメントの状況にも留意するものとする。  

エ 予測し難い外部要因により業務が実施できなかった場合や、外部要因に対して法

人が自主的な努力を行っていた場合には、評価において考慮するものとする。  

（２）中期目標期間評価（見込評価・期間実績評価）  

ア 見込評価  

（ア）見込評価は、評価の結果を業務及び組織の全般にわたる検討並びに次期中期目

標の策定に活用することを目的とする。  

（イ）中期目標期間終了時の直前の年度までの業務の実績及び当該目標期間終了時に

見込まれる業務の実績に係る自己評価の結果を踏まえ、法人の中期目標期間の終

了時に見込まれる業務実績を調査・分析し、中期目標の達成状況等の全体につい

て総合的な評価を行うものとする。  

（ウ） 評価の結果を踏まえ業務及び組織全般にわたる検討を行い、その結果に基づき、

業務の廃止若しくは移管又は組織の廃止その他の所要の措置を講じ、次期中期目

標を適切に策定する。  

（エ）３（１）年度評価のウ及びエは、見込評価について準用する。その際、３（１）

ウ中「年度」とあるのは「中期目標期間」と読み替えるものとする。  

イ 期間実績評価  

（ア）期間実績評価は、中期目標の変更を含めた、業務運営の改善等に資することを

目的とする。  

（イ）中期目標期間終了時において、当該目標期間全体の業務の実績に係る自己評価

の結果を踏まえ、法人の業務実績を調査・分析し、当該目標期間における目標の

達成状況の全体について総合的な評価を行うものとする。  

（ウ）見込評価時に使用した中期目標期間終了時の実績見込みと実績との間に乖
かい

離が

ある場合には、期間実績評価時にその原因を分析するとともに、中期目標等の変

更の必要性について検討する。  

（エ）３（１）年度評価のウ及びエは、期間実績評価について準用する。その際、３

（１）ウ中「年度」とあるのは「中期目標期間」と読み替えるものとする。  

 

４ 自己評価結果の活用等  

（１）業務実績等報告書は、都民に対する説明責任の履行及び法人の自律的な業務運営の

改善へ活用するとともに、併せて、知事が行う評価のための情報提供に資することな

どを目的とする。  

（２）法人に対して、評価に必要なデータやその分析結果を明らかにした客観性のある業

務実績等報告書の作成を求める。  

（３）年度評価及び中期目標期間評価においては、客観性を考慮しつつ業務実績等報告書

を十分に活用し、効果的かつ効率的な評価を行う。 

（４）法人は、上記の知事の評価の円滑化に資するよう、業務実績等報告書の作成に当た

って、以下の点に努める。  

ア ３、５及び６を踏まえ、中期目標、中期計画及び年度計画で定められた指標につ

いて目標・計画と実績を比較した評価を行う。  

イ 法人の業務運営の状況について、十分な資料に基づき客観的かつ具体的に記述す

る。  

ウ 業務実績、目標・計画の達成状況及び法人内のマネジメントの状況等について、

評価において十分に説明し得る評価単位を設定する。その際、業務実績等報告書の

作成が法人の過度な負担とならないよう配慮しつつ、当該自己評価を適正に行うた

めの評価単位を統合したものが知事が行う評価単位と整合するよう留意する。  

エ 自己評価において業務運営上の課題を発見した場合には、具体的な改善方策など

についても記入する。  

 

５ 評価単位の設定  

項目別評価は、目標策定指針に基づき、中期目標を定めた項目を基準として評価単位

を設定し、評価を行う。  

見込評価の結果、当該期間に設定した目標について改善が必要とされた場合は、当該

評価結果を次期中期目標期間における目標の設定に適切に反映させる。  

より的確な評価を実施するため、上記の考えに基づき設定した単位をより細分化した

単位で項目別評価を行うことは妨げない。  

 

６ 評価の方法等  

目標・計画と実績との比較により、目標・計画の達成及び進捗状況を的確に把握する

とともに、業務運営上の課題を的確に把握し、対応を促す観点から、以下の方法等によ

り評価を行い、評価の実効性を確保するものとする。  

（１）法人から必要かつ十分な資料の提出を受けるとともに、法人理事長からのヒアリ      

ングを実施するほか、役員等から必要な情報を収集し、（２）から（６）までも踏まえ、

的確な評価を実施する。  

（２）目標・計画（予算）と実績（決算）の差異についての要因分析を実施する。  

（３）業務の特性に応じ、企業会計的手法による財務分析、経年比較による趨
すう

勢分析等   

の財務分析を行う。  

（４）同一法人の過去の実績との比較・分析を行う。 また、同業種の法人や民間企業との
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比較・分析に努める。 

（５）複数の施設・事務所で同種の業務を行っており、全体の評価を行うだけでは業務運

営上の課題を把握し難い場合には、施設・事務所ごとの業務実績を把握し、計画に対

する比較・分析を行う。  

（６）評価委員会から意見聴取を行い、評価委員の専門的知見を活用することで、評価の

実効性・客観性を確保する。 

上記のほか、必要に応じて法人に対する現地調査を行うなど、評価の実効性を確保す

るための手法を適用する。  

 

７ 項目別評価及び全体評価の方法、評価区分  

（１）年度評価  

ア 項目別評価  

（ア）評価区分  

① 原則として、Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄの５段階の評語を付すことにより行うものと

する。  

②「Ｂ」を標準とする。  

各評価項目の業務実績と評価区分の関係は別表１のとおりとする。  

  （イ）項目別評価の留意事項  

① 評価を付す際には、その評価の根拠を合理的かつ明確に記述する。特に、評価

根拠となる実績データについては、業務実績等報告書における記載箇所を記述

するなど、明確に示す。 

② 最上級の評価「Ｓ」を付す場合には、法人の実績が最上級の評価にふさわしい

とした根拠について、量的及び質的の両面について具体的かつ明確に記述する

ものとする。  

具体的には、質的な面として、  

・ 法人の自主的な取組による創意工夫  

・ 目標策定時に想定した以上の政策実現に対する寄与  

・ 重要かつ難易度の高い目標の達成  

等について具体的かつ明確に説明するものとする。  

③ 目標策定の妥当性に留意し、目標水準の変更が必要な場合にはその旨記載する。  

イ 全体評価  

全体評価は、記述による総合評価を行う。  

全体評価を行うに当たっては、項目別評価を基礎とし、政策上の要請等、法人全

体の評価に影響を与える事象等を加味して評価を行う。  

（ア） 全体評価の記述  

①  次の②・③を踏まえて、別表２の例を参考にした評語を記載する。 
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比較・分析に努める。 

（５）複数の施設・事務所で同種の業務を行っており、全体の評価を行うだけでは業務運

営上の課題を把握し難い場合には、施設・事務所ごとの業務実績を把握し、計画に対

する比較・分析を行う。  

（６）評価委員会から意見聴取を行い、評価委員の専門的知見を活用することで、評価の

実効性・客観性を確保する。 

上記のほか、必要に応じて法人に対する現地調査を行うなど、評価の実効性を確保す

るための手法を適用する。  

 

７ 項目別評価及び全体評価の方法、評価区分  

（１）年度評価  

ア 項目別評価  

（ア）評価区分  

① 原則として、Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄの５段階の評語を付すことにより行うものと

する。  

②「Ｂ」を標準とする。  

各評価項目の業務実績と評価区分の関係は別表１のとおりとする。  

  （イ）項目別評価の留意事項  

① 評価を付す際には、その評価の根拠を合理的かつ明確に記述する。特に、評価

根拠となる実績データについては、業務実績等報告書における記載箇所を記述

するなど、明確に示す。 

② 最上級の評価「Ｓ」を付す場合には、法人の実績が最上級の評価にふさわしい

とした根拠について、量的及び質的の両面について具体的かつ明確に記述する

ものとする。  

具体的には、質的な面として、  

・ 法人の自主的な取組による創意工夫  

・ 目標策定時に想定した以上の政策実現に対する寄与  

・ 重要かつ難易度の高い目標の達成  

等について具体的かつ明確に説明するものとする。  

③ 目標策定の妥当性に留意し、目標水準の変更が必要な場合にはその旨記載する。  

イ 全体評価  

全体評価は、記述による総合評価を行う。  

全体評価を行うに当たっては、項目別評価を基礎とし、政策上の要請等、法人全

体の評価に影響を与える事象等を加味して評価を行う。  

（ア） 全体評価の記述  

①  次の②・③を踏まえて、別表２の例を参考にした評語を記載する。 

②  項目別評価について総括する。  

・ 項目別評価のうち重要な項目の実績及び評価の概要  

・ 評価に影響を与えた外部要因のうち特記すべきもの  

・ 業務運営等に関して改善すべき事項及び方策   

特に、法第 28条第６項に定める業務改善命令が必要な事項については、その

旨を具体的かつ明確に記述する。  

・ 目標策定の妥当性について特に考慮すべき事項等  

③  法人全体の評価に影響を与える事象について記述する。 

・ 法人全体の信用を失墜させる事象など、法人全体の評価に影響を与える事象  

・ 目標策定指針第２の１（２）の「法人全体を総括する章」において記載され

る法人のミッション・役割の達成について特に考慮すべき事項  

・ 中期計画に記載されている事項以外の特筆すべき業績（災害対応など）  

④ 全体評価の冒頭には、当該評価を要約した項を設け、①の評語とともに、「高

く評価すべき事項」や「改善すべき事項」などをまとめ、都民に分かりやすく

提示する。 

  （イ）全体評価の留意事項  

   法人全体の信用を失墜させる事象が生じた場合には、その程度に応じ項目別  

評価を基礎とした場合の評価から更に引下げを行うものとする。 

（２）中期目標期間評価（見込評価・期間実績評価）  

ア 項目別評価  

（ア）評価区分  

（１）ア（ア）年度評価における項目別評価の評価区分と同様の取扱いとする。

ただし、各評価項目の業務実績と評価区分の関係は別表３のとおりとする。 

（イ）項目別評価の留意事項  

① 期間実績評価時においては、見込評価時に見込んだ中期目標期間終了時の業  

務実績の見込みと中期目標期間実績評価時の実際の業務実績との間に大幅な乖
かい

離がある場合には、その理由を明確かつ具体的に記載する。  

② 評価に併せ、次期中期目標期間の業務実施に当たっての留意すべき点等につい

ての意見を記述する。  

上記のほか、（１）ア（イ）年度評価における項目別評価の留意事項と同様の取

扱いとする。 

イ 全体評価  

（ア）全体評価の記述  

（１）イ（ア）年度評価における全体評価の記述と同様の取扱いとする。ただ

し、評語については別表４の例を参考にするものとする。 

（イ）全体評価の留意事項  
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① 見込評価においては、評価のほか、業務及び組織の全般にわたる検討及び次期

中期目標策定に関して取るべき方策を記載する。  

        ② 期間実績評価においては、評価のほか、見込評価時に予期しなかった事項       

で次期中期目標の変更等の対応が必要な事項を記載する。 

③  見込評価においては、評価単位の設定、評価指標、全体評価の方法等について  

改善が必要かどうかについて検討を行うものとする。  

上記のほか、（１）イ（イ）年度評価における全体評価の留意事項と同様の取扱

いとする。 

 

第３ その他留意すべき事項  

１ 評価結果の活用等に関する事項  

（１）法人は、評価結果を、現行の中期計画及び年度計画の見直し、次期以降の中期計画

及び年度計画の策定、法人内部の組織体制の見直し、人事計画、法人内部の予算配分、

業務手法の見直し等に活用するものとする。  

（２）都は、評価結果を、現行の中期目標、中期計画及び年度目標の見直し、事業の改廃

を含む事務及び事業の見直し、次期中期目標の策定、都の政策等に反映させる。  

（３）項目別評価で「Ｄ」評価を付した場合、業務の廃止を含めた抜本的な見直しを命ず

るものとする。  

（４）業務及び組織の全般にわたる検討をするときは、見込評価の結果を十分に活用し、

業務の廃止若しくは移管又は組織の廃止その他の所要の措置を的確に講じるものとす

る。  

（５）評価の過程で特に対応が必要な業務運営上の課題が発見された場合には、翌年度以

降、当該課題への法人の対応状況について適正に評価する。  

 

２ 評価結果の業務運営の改善等への反映 

（１）法人は、法第 29条に定める、評価結果の業務運営の改善等への反映の取組を取りま

とめた報告書（以下「評価結果反映報告書」という。）について、翌事業年度に行う知

事の評価の中で記載内容をチェックできるよう、業務実績等報告書の提出時期に合わ

せて作成し、知事に提出するとともに公表する。  

（２）法人は、（１）の取りまとめに際して、評価で指摘された事項について、中期計画、

年度計画への反映、事務及び事業の改廃、組織及び人事その他業務改善への反映等、

事業年度内に実施した措置状況を具体的に記載する。 

 

３ 評価結果等の公表に関する事項  

（１）業務実績等報告書、評価結果反映報告書、評価書及び業務全般の見直し結果（以下

「評価書等」という。）は４のスケジュールに従い遅滞なく公表するものとする。  
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① 見込評価においては、評価のほか、業務及び組織の全般にわたる検討及び次期

中期目標策定に関して取るべき方策を記載する。  

        ② 期間実績評価においては、評価のほか、見込評価時に予期しなかった事項       

で次期中期目標の変更等の対応が必要な事項を記載する。 

③  見込評価においては、評価単位の設定、評価指標、全体評価の方法等について  

改善が必要かどうかについて検討を行うものとする。  

上記のほか、（１）イ（イ）年度評価における全体評価の留意事項と同様の取扱

いとする。 

 

第３ その他留意すべき事項  

１ 評価結果の活用等に関する事項  

（１）法人は、評価結果を、現行の中期計画及び年度計画の見直し、次期以降の中期計画

及び年度計画の策定、法人内部の組織体制の見直し、人事計画、法人内部の予算配分、

業務手法の見直し等に活用するものとする。  

（２）都は、評価結果を、現行の中期目標、中期計画及び年度目標の見直し、事業の改廃

を含む事務及び事業の見直し、次期中期目標の策定、都の政策等に反映させる。  

（３）項目別評価で「Ｄ」評価を付した場合、業務の廃止を含めた抜本的な見直しを命ず

るものとする。  

（４）業務及び組織の全般にわたる検討をするときは、見込評価の結果を十分に活用し、

業務の廃止若しくは移管又は組織の廃止その他の所要の措置を的確に講じるものとす

る。  

（５）評価の過程で特に対応が必要な業務運営上の課題が発見された場合には、翌年度以

降、当該課題への法人の対応状況について適正に評価する。  

 

２ 評価結果の業務運営の改善等への反映 

（１）法人は、法第 29条に定める、評価結果の業務運営の改善等への反映の取組を取りま

とめた報告書（以下「評価結果反映報告書」という。）について、翌事業年度に行う知

事の評価の中で記載内容をチェックできるよう、業務実績等報告書の提出時期に合わ

せて作成し、知事に提出するとともに公表する。  

（２）法人は、（１）の取りまとめに際して、評価で指摘された事項について、中期計画、

年度計画への反映、事務及び事業の改廃、組織及び人事その他業務改善への反映等、

事業年度内に実施した措置状況を具体的に記載する。 

 

３ 評価結果等の公表に関する事項  

（１）業務実績等報告書、評価結果反映報告書、評価書及び業務全般の見直し結果（以下

「評価書等」という。）は４のスケジュールに従い遅滞なく公表するものとする。  

（２）評価書等は、都や法人のホームページなど、広く都民に周知できる方法で公表する

ものとする。 

（３）評価に活用したデータ等についても、検証可能性の確保に留意した上で、積極的な

公表に努める。  

 

４ 評価のスケジュールに関する事項  

評価結果を業務運営の改善等に適切に反映できるよう、予算要求時を目途に各評価を

完了させるよう努めるものとする。  

具体的には、以下のスケジュールが想定される。  

（１）業務実績等報告・評価結果反映報告 

６月末までに業務実績等報告書・評価結果反映報告書を提出し、速やかに公表する。  

（２）知事による評価等  

ア 年度評価 

８月上旬を目途に評価委員会から意見聴取の上で評価を完了し、法人に通知し、

公表する。  

  イ 見込評価及び業務全般の見直し  

見込評価及び業務全般の見直し結果については、８月下旬を目途に評価委員会か

らの意見聴取を完了した上で、法人に通知し、公表する。  

ウ 期間実績評価 

評価委員会から意見を聴取した上で、８月上旬を目途に評価を完了し、法人に通

知し、公表する。 

  ※ 各評価結果については、毎年、東京都議会第３回定例会に報告する。  

 

５ 本指針の見直しについて  

評価の実効性や法人に関する都の計画、方針等を踏まえ、知事による目標策定・評価

に基づくＰＤＣＡサイクルの実効性をより高める観点や法人のマネジメントの実効性を

より向上させる観点から、適時に本指針の見直しを行い、必要な変更を行うものとする。 
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別表１ 

評 語 説 明 

Ｓ 
年度計画を大幅に上回

って実施している 

年度計画を上回る実績・成果を上げている項目のうち次に掲

げる条件に該当する項目 

・ 定量的目標が定められている項目について、目標の水準を

大幅に上回る実績・成果を上げている 

・ 実績・成果が卓越した水準にある 

・ 都政・都民の新たなニーズに迅速に対応した取組により高

い実績・満足度を実現している 

・ 上記の各項目に準ずる実績・成果を上げている 

Ａ 
年度計画を上回って実

施している 

年度計画を上回る実績・成果を上げている項目で、Ｓ評価に

は該当しない項目 

Ｂ 
年度計画を概

おおむ

ね順調

に実施している 

年度計画に記載された事項を１００％計画どおり実施してい

る項目 

Ｃ 
年度計画を十分に実施

できていない 

実績・成果が年度計画を下回っている項目で、Ｄ評価には該

当しない項目 

Ｄ 
業務の大幅な見直し・

改善が必要である 

実績・成果が年度計画を下回っている項目のうち、次に掲げ

る条件に該当する項目 

・ 定量的目標が定められている項目で、実績・成果が目標の

水準を大幅に下回っている 

・ 提供すべきサービス、財務内容、その他業務運営に重大な

瑕疵
か し

がある 

・ 実績・成果が上記の各項目に準ずる水準に止まっている 

＜備考＞ 

・ 上記の説明は、あくまで目安であり、実績・成果の水準に加え、 

  計画の難易度、外的要因、取組の経緯・過程等を総合的に勘案して評価する。 

 

別表２ 

評 語 

～特筆すべき業務の進捗状況にある 

～優れた業務の進捗状況にある 

～着実な業務の進捗状況にある 

～業務の進捗状況に遅れが見られる 

～業務の進捗状況に大幅な遅れが見られ、業務の改善が必要 
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別表１ 

評 語 説 明 

Ｓ 
年度計画を大幅に上回

って実施している 

年度計画を上回る実績・成果を上げている項目のうち次に掲

げる条件に該当する項目 

・ 定量的目標が定められている項目について、目標の水準を

大幅に上回る実績・成果を上げている 

・ 実績・成果が卓越した水準にある 

・ 都政・都民の新たなニーズに迅速に対応した取組により高

い実績・満足度を実現している 

・ 上記の各項目に準ずる実績・成果を上げている 

Ａ 
年度計画を上回って実

施している 

年度計画を上回る実績・成果を上げている項目で、Ｓ評価に

は該当しない項目 

Ｂ 
年度計画を概

おおむ

ね順調

に実施している 

年度計画に記載された事項を１００％計画どおり実施してい

る項目 

Ｃ 
年度計画を十分に実施

できていない 

実績・成果が年度計画を下回っている項目で、Ｄ評価には該

当しない項目 

Ｄ 
業務の大幅な見直し・

改善が必要である 

実績・成果が年度計画を下回っている項目のうち、次に掲げ

る条件に該当する項目 

・ 定量的目標が定められている項目で、実績・成果が目標の

水準を大幅に下回っている 

・ 提供すべきサービス、財務内容、その他業務運営に重大な

瑕疵
か し

がある 

・ 実績・成果が上記の各項目に準ずる水準に止まっている 

＜備考＞ 

・ 上記の説明は、あくまで目安であり、実績・成果の水準に加え、 

  計画の難易度、外的要因、取組の経緯・過程等を総合的に勘案して評価する。 

 

別表２ 

評 語 

～特筆すべき業務の進捗状況にある 

～優れた業務の進捗状況にある 

～着実な業務の進捗状況にある 

～業務の進捗状況に遅れが見られる 

～業務の進捗状況に大幅な遅れが見られ、業務の改善が必要 

 

  

別表３ 

評 語 説 明 

Ｓ 
中期目標の達成状況が極

めて良好である 

中期計画を上回る実績・成果を上げている項目のうち、次

に掲げる条件に該当する項目 

・ 定量的目標が定められている項目について、目標の水準

を大幅に上回る実績・成果を上げている 

・ 実績・成果が卓越した水準にある 

・ 都政・都民の新たなニーズに迅速に対応した取組により 

高い実績・満足度を実現している 

・ 上記の各項目に準ずる実績・成果を上げている 

Ａ 
中期目標の達成状況が良

好である 

中期計画を上回る実績・成果を上げている項目で、Ｓ評価

には該当しない項目 

Ｂ 
中期目標の達成状況が

概
おおむ

ね良好である 

中期計画に記載された事項を１００％計画どおり実施して

いる項目 

Ｃ 
中期目標の達成状況がや

や不十分である 

実績・成果が中期計画を下回っている項目で、Ｄ評価には

該当しない項目 

Ｄ 

中期目標の達成状況が不

十分であり、法人の組織、

業務等に見直しが必要で

ある 

実績・成果が中期計画を下回っている項目のうち次に掲げ

る条件に該当する項目 

・ 定量的目標が定められている項目で、実績・成果が目標

の水準を大幅に下回っている 

・ 提供すべきサービス、財務内容、その他業務運営に重大

な瑕疵
か し

がある 

・ 実績・成果が上記の各項目に準ずる水準に止まっている 

＜備考＞ 

・ 上記の説明は、中期目標期間評価に当たり、より定量的な指標及び客観的な評価基準で

評価を行うためのあくまで目安であり、実績・成果の水準に加え、計画の難易度、外的

要因、取組の経緯・過程等を総合的に勘案して評価する。 

 

別表４ 

評 語 

～特筆すべき業務の達成状況にある 

～優れた業務の達成状況にある 

～概
おおむ

ね着実な業務の達成状況にある 

～やや不十分な業務の達成状況にある 

～不十分な業務の達成状況にある 
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地方独立行政法人東京都立産業技術研究センターの評価に関する基準  

 

29産労商創第 2697号 

平成 30 年 3 月 28 日 

 

第１ 本基準について  

１ 本基準の位置付け  

本基準は、地方独立行政法人法（平成 15 年法律第 118 号。以下「法」という。）第 28

条第１項の評価に関する「東京都地方独立行政法人の評価に関する指針」（平成 30 年 3

月 26 日知事決定。以下「評価指針」という。）を基に、地方独立行政法人東京都立産業

技術研究センター（以下「法人」という。）の評価において必要な基準を定めるものであ

る。 

 

２ 本基準の基本的な考え方 

（１）都の計画、方針等において、法人が取り組むべきとされた事項に関する実施状況に

ついて評価を行うとともに、法人の業務等に係る議会審議、監査等の指摘事項への取

組状況についても評価を行う。  

（２）知事による目標策定・評価に基づくＰＤＣＡサイクルを十分に機能させるという制

度改正の趣旨を踏まえ、法人の過去の業務実績評価等の結果を活用して評価する。  

（３）法人の事務及び事業の特性に十分に配慮し、なぜその実績に至ったかについて外部

要因の影響やマネジメントの課題等を含む要因分析を行い、業務の改善につながる実

効性のある評価を実施する。  

また、その際、都の政策実現への寄与など、法人の目的やその業務の質の向上の観

点に留意するとともに、社会経済情勢の変化や技術の進歩等を踏まえたものとする。  

（４）評価に当たっては、法人に対する社会的要請を踏まえるとともに、業務が効果的か

つ効率的に実施されているかどうかの視点を常に持つものとする。 

（５）評価は、評価単位（※）に合わせて行う項目別評価（以下「項目別評価」という。）

と、項目別評価を基礎とし法人全体を評価する全体評価（以下「全体評価」という。）

によって行う。  

※「東京都地方独立行政法人の目標の策定に関する指針（以下「目標策定指針」とい

う。）」第２の２（３）の評価単位を示す。  

（６）評価は、中期目標、中期計画及び年度計画で掲げる指標を基準とする絶対評価によ

って行うものとする。  

（７）評価は、法人が法第 28条第２項に基づき作成する、法人の業務実績及び自ら評価を

行った結果を明らかにした報告書（以下「業務実績等報告書」という。）を活用するも

のとする。  

（８）評価は、法人の業務運営の改善のほか、法第 30条第１項に定める業務及び組織の全
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地方独立行政法人東京都立産業技術研究センターの評価に関する基準  

 

29 産労商創第 2697号 

平成 30 年 3 月 28 日 

 

第１ 本基準について  

１ 本基準の位置付け  

本基準は、地方独立行政法人法（平成 15 年法律第 118 号。以下「法」という。）第 28

条第１項の評価に関する「東京都地方独立行政法人の評価に関する指針」（平成 30 年 3

月 26 日知事決定。以下「評価指針」という。）を基に、地方独立行政法人東京都立産業

技術研究センター（以下「法人」という。）の評価において必要な基準を定めるものであ

る。 

 

２ 本基準の基本的な考え方 

（１）都の計画、方針等において、法人が取り組むべきとされた事項に関する実施状況に

ついて評価を行うとともに、法人の業務等に係る議会審議、監査等の指摘事項への取

組状況についても評価を行う。  

（２）知事による目標策定・評価に基づくＰＤＣＡサイクルを十分に機能させるという制

度改正の趣旨を踏まえ、法人の過去の業務実績評価等の結果を活用して評価する。  

（３）法人の事務及び事業の特性に十分に配慮し、なぜその実績に至ったかについて外部

要因の影響やマネジメントの課題等を含む要因分析を行い、業務の改善につながる実

効性のある評価を実施する。  

また、その際、都の政策実現への寄与など、法人の目的やその業務の質の向上の観

点に留意するとともに、社会経済情勢の変化や技術の進歩等を踏まえたものとする。  

（４）評価に当たっては、法人に対する社会的要請を踏まえるとともに、業務が効果的か

つ効率的に実施されているかどうかの視点を常に持つものとする。 

（５）評価は、評価単位（※）に合わせて行う項目別評価（以下「項目別評価」という。）

と、項目別評価を基礎とし法人全体を評価する全体評価（以下「全体評価」という。）

によって行う。  

※「東京都地方独立行政法人の目標の策定に関する指針（以下「目標策定指針」とい

う。）」第２の２（３）の評価単位を示す。  

（６）評価は、中期目標、中期計画及び年度計画で掲げる指標を基準とする絶対評価によ

って行うものとする。  

（７）評価は、法人が法第 28条第２項に基づき作成する、法人の業務実績及び自ら評価を

行った結果を明らかにした報告書（以下「業務実績等報告書」という。）を活用するも

のとする。  

（８）評価は、法人の業務運営の改善のほか、法第 30条第１項に定める業務及び組織の全

 

般にわたる検討並びに次期中期目標の策定に活用するものとする。 

（９）法第 28条第５項に定める評価の結果をまとめたもの（以下「評価書」という。）は、

他法人や過年度実績との比較可能性を高めるとともに、中期目標の達成状況並びに中

期計画及び年度計画の実施状況とそれに対する評価を分かりやすく記載した上で公表

するものとし、透明性の確保・都民への説明責任の徹底を図るものとする。  

 

３ 本基準の対象  

（１）法第 28条第１項各号に定める、各事業年度の終了後に実施される、業務の実績の評

価（年度評価）  

（２）中期目標期間における業務の実績の評価（中期目標期間評価）  

ア 法第 28条第１項第２号に定める、中期目標期間の最後の事業年度の直前の事業年

度の終了後に実施される、中期目標期間の終了時に見込まれる中期目標の期間にお

ける業務の実績の評価（見込評価）  

イ 法第 28条第１項第３号に定める、中期目標期間の最後の事業年度の終了後に実施

される、中期目標の期間における業務の実績に関する評価（期間実績評価）  

 

第２ 評価の基本的な考え方について  

１ 総論  

地方独立行政法人は、住民向けサービス等の質の向上を図ることを目的としているこ

とから、業務の質の向上と業務運営の効率化の両立を促す評価が重要である。  

そのため、評価においては、中期計画及び年度計画の実施状況について、中期目標の

達成及び達成見込みについても留意しつつ評価を行う。  

また、業務運営上の課題についても留意し、当該課題を発見した場合には、それを提

示する。また、過去の評価において提示された課題の対応状況についても適正に評価す

る。  

 

２ 評価体制  

法人の業務実績の評価に当たっては、政策の一貫性及び評価の的確性を確保するため、

法人所管局が中心となって評価に係る事務を掌理する。  

また、評価の実効性・客観性を担保するため、評価に当たっては、東京都地方独立行

政法人評価委員会（以下「評価委員会」という。）からの意見聴取を行うものとする。  

 

３ 各評価の目的・趣旨・基本方針  

（１）年度評価  

ア 年度評価は、評価対象年度以降の業務運営の改善に資することを目的とする。  

イ 各事業年度における業務の実績について、法人による自己評価の結果を踏まえ、

中期計画の実施状況等に留意しつつ、法人の業務の実施状況を調査・分析し、その
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結果を考慮して各事業年度の業務の実績の全体について総合的な評価を行うものと

する。  

ウ 目標・計画の達成状況にかかわらず、法人全体の信用を失墜させる不祥事が発生

した場合は、当該項目の評価だけでなく全体評価に反映させるなど、当該年度にお

ける法人のマネジメントの状況にも留意するものとする。  

エ 予測し難い外部要因により業務が実施できなかった場合や、外部要因に対して法

人が自主的な努力を行っていた場合には、評価において考慮するものとする。  

（２）中期目標期間評価（見込評価・期間実績評価）  

ア 見込評価  

（ア）見込評価は、評価の結果を業務及び組織の全般にわたる検討並びに次期中期目

標の策定に活用することを目的とする。  

（イ）中期目標期間終了時の直前の年度までの業務の実績及び当該目標期間終了時に

見込まれる業務の実績に係る自己評価の結果を踏まえ、法人の中期目標期間の終

了時に見込まれる業務実績を調査・分析し、中期目標の達成状況等の全体につい

て総合的な評価を行うものとする。  

（ウ） 評価の結果を踏まえ業務及び組織全般にわたる検討を行い、その結果に基づき、

業務の廃止若しくは移管又は組織の廃止その他の所要の措置を講じ、次期中期目

標を適切に策定する。  

（エ）３（１）年度評価のウ及びエは、見込評価について準用する。その際、３（１）

ウ中「年度」とあるのは「中期目標期間」と読み替えるものとする。  

イ 期間実績評価  

（ア）期間実績評価は、中期目標の変更を含めた、業務運営の改善等に資することを

目的とする。  

（イ）中期目標期間終了時において、当該目標期間全体の業務の実績に係る自己評価

の結果を踏まえ、法人の業務実績を調査・分析し、当該目標期間における目標の

達成状況の全体について総合的な評価を行うものとする。  

（ウ）見込評価時に使用した中期目標期間終了時の実績見込みと実績との間に乖離が

ある場合には、期間実績評価時にその原因を分析するとともに、中期目標等の変

更の必要性について検討する。  

（エ）３（１）年度評価のウ及びエは、期間実績評価について準用する。その際、３

（１）ウ中「年度」とあるのは「中期目標期間」と読み替えるものとする。  

 

４ 自己評価結果の活用等  

（１）業務実績等報告書は、都民に対する説明責任の履行及び法人の自律的な業務運営の

改善へ活用するとともに、併せて、知事が行う評価のための情報提供に資することな

どを目的とする。  

（２）法人に対して、評価に必要なデータやその分析結果を明らかにした客観性のある業
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結果を考慮して各事業年度の業務の実績の全体について総合的な評価を行うものと

する。  

ウ 目標・計画の達成状況にかかわらず、法人全体の信用を失墜させる不祥事が発生

した場合は、当該項目の評価だけでなく全体評価に反映させるなど、当該年度にお

ける法人のマネジメントの状況にも留意するものとする。  

エ 予測し難い外部要因により業務が実施できなかった場合や、外部要因に対して法

人が自主的な努力を行っていた場合には、評価において考慮するものとする。  

（２）中期目標期間評価（見込評価・期間実績評価）  

ア 見込評価  

（ア）見込評価は、評価の結果を業務及び組織の全般にわたる検討並びに次期中期目

標の策定に活用することを目的とする。  

（イ）中期目標期間終了時の直前の年度までの業務の実績及び当該目標期間終了時に

見込まれる業務の実績に係る自己評価の結果を踏まえ、法人の中期目標期間の終

了時に見込まれる業務実績を調査・分析し、中期目標の達成状況等の全体につい

て総合的な評価を行うものとする。  

（ウ） 評価の結果を踏まえ業務及び組織全般にわたる検討を行い、その結果に基づき、

業務の廃止若しくは移管又は組織の廃止その他の所要の措置を講じ、次期中期目

標を適切に策定する。  

（エ）３（１）年度評価のウ及びエは、見込評価について準用する。その際、３（１）

ウ中「年度」とあるのは「中期目標期間」と読み替えるものとする。  

イ 期間実績評価  

（ア）期間実績評価は、中期目標の変更を含めた、業務運営の改善等に資することを

目的とする。  

（イ）中期目標期間終了時において、当該目標期間全体の業務の実績に係る自己評価

の結果を踏まえ、法人の業務実績を調査・分析し、当該目標期間における目標の

達成状況の全体について総合的な評価を行うものとする。  

（ウ）見込評価時に使用した中期目標期間終了時の実績見込みと実績との間に乖離が

ある場合には、期間実績評価時にその原因を分析するとともに、中期目標等の変

更の必要性について検討する。  

（エ）３（１）年度評価のウ及びエは、期間実績評価について準用する。その際、３

（１）ウ中「年度」とあるのは「中期目標期間」と読み替えるものとする。  

 

４ 自己評価結果の活用等  

（１）業務実績等報告書は、都民に対する説明責任の履行及び法人の自律的な業務運営の

改善へ活用するとともに、併せて、知事が行う評価のための情報提供に資することな

どを目的とする。  

（２）法人に対して、評価に必要なデータやその分析結果を明らかにした客観性のある業

 

務実績等報告書の作成を求める。  

（３）年度評価及び中期目標期間評価においては、客観性を考慮しつつ業務実績等報告書

を十分に活用し、効果的かつ効率的な評価を行う。 

（４）法人は、上記の知事の評価の円滑化に資するよう、業務実績等報告書の作成に当た

って、以下の点に努める。  

ア ３、５及び６を踏まえ、中期目標、中期計画及び年度計画で定められた指標につ

いて目標・計画と実績を比較した評価を行う。  

イ 法人の業務運営の状況について、十分な資料に基づき客観的かつ具体的に記述す

る。  

ウ 業務実績、目標・計画の達成状況及び法人内のマネジメントの状況等について、

評価において十分に説明し得る評価単位を設定する。その際、業務実績等報告書の

作成が法人の過度な負担とならないよう配慮しつつ、当該自己評価を適正に行うた

めの評価単位を統合したものが知事が行う評価単位と整合するよう留意する。  

エ 自己評価において業務運営上の課題を発見した場合には、具体的な改善方策など

についても記入する。  

 

５ 評価単位の設定  

項目別評価は、目標策定指針に基づき、中期目標を定めた項目を基準として評価単位

を設定し、評価を行う。  

見込評価の結果、当該期間に設定した目標について改善が必要とされた場合は、当該

評価結果を次期中期目標期間における目標の設定に適切に反映させる。  

より的確な評価を実施するため、上記の考えに基づき設定した単位をより細分化した

単位で項目別評価を行うことは妨げない。  

 

６ 評価の方法等  

目標・計画と実績との比較により、目標・計画の達成及び進捗状況を的確に把握する

とともに、業務運営上の課題を的確に把握し、対応を促す観点から、以下の方法等によ

り評価を行い、評価の実効性を確保するものとする。  

（１）法人から必要かつ十分な資料の提出を受けるとともに、法人理事長からのヒアリ      

ングを実施するほか、役員等から必要な情報を収集し、（２）から（６）までも踏まえ、

的確な評価を実施する。  

（２）目標・計画（予算）と実績（決算）の差異についての要因分析を実施する。  

（３）業務の特性に応じ、企業会計的手法による財務分析、経年比較による趨
すう

勢分析等   

の財務分析を行う。  

（４）同一法人の過去の実績との比較・分析を行う。 また、同業種の法人や民間企業との

比較・分析に努める。 

（５）複数の施設・事務所で同種の業務を行っており、全体の評価を行うだけでは業務運
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営上の課題を把握し難い場合には、施設・事務所ごとの業務実績を把握し、計画に対

する比較・分析を行う。  

（６）評価委員会から意見聴取を行い、評価委員の専門的知見を活用することで、評価の

実効性・客観性を確保する。 

   なお、年度評価及び期間実績評価に当たっては、東京都地方独立行政法人評価委員

会試験研究分科会からの意見聴取を持って評価委員会からの意見聴取とする。 

上記のほか、必要に応じて法人に対する現地調査を行うなど、評価の実効性を確保す

るための手法を適用する。  

 

７ 項目別評価及び全体評価の方法、評価区分  

（１）年度評価  

ア 項目別評価  

（ア）評価区分  

① 原則として、Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄの５段階の評語を付すことにより行うものと

する。  

②「Ｂ」を標準とする。  

各評価項目の業務実績と評価区分の関係は別表１のとおりとする。  

  （イ）項目別評価の留意事項  

① 評価を付す際には、その評価の根拠を合理的かつ明確に記述する。特に、評価

根拠となる実績データについては、業務実績等報告書における記載箇所を記述

するなど、明確に示す。 

② 最上級の評価「Ｓ」を付す場合には、法人の実績が最上級の評価にふさわしい

とした根拠について、量的及び質的の両面について具体的かつ明確に記述する

ものとする。  

具体的には、質的な面として、  

・ 法人の自主的な取組による創意工夫  

・ 目標策定時に想定した以上の政策実現に対する寄与  

・ 重要かつ難易度の高い目標の達成  

等について具体的かつ明確に説明するものとする。  

③ 研究に関する評価は、研究テーマの選定方法、成果の活用、研究評価が適正に

行われているか等について、組織的・マクロ的な視点で行う。個別研究内容の

評価は法人が行っている研究評価（外部評価・内部評価）によることとする。 

④ 目標策定の妥当性に留意し、目標水準の変更が必要な場合にはその旨記載する。  

イ 全体評価  

全体評価は、記述による総合評価を行う。  

全体評価を行うに当たっては、項目別評価を基礎とし、政策上の要請等、法人全

体の評価に影響を与える事象等を加味して評価を行う。  
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営上の課題を把握し難い場合には、施設・事務所ごとの業務実績を把握し、計画に対

する比較・分析を行う。  

（６）評価委員会から意見聴取を行い、評価委員の専門的知見を活用することで、評価の

実効性・客観性を確保する。 

   なお、年度評価及び期間実績評価に当たっては、東京都地方独立行政法人評価委員

会試験研究分科会からの意見聴取を持って評価委員会からの意見聴取とする。 

上記のほか、必要に応じて法人に対する現地調査を行うなど、評価の実効性を確保す

るための手法を適用する。  

 

７ 項目別評価及び全体評価の方法、評価区分  

（１）年度評価  

ア 項目別評価  

（ア）評価区分  

① 原則として、Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄの５段階の評語を付すことにより行うものと

する。  

②「Ｂ」を標準とする。  

各評価項目の業務実績と評価区分の関係は別表１のとおりとする。  

  （イ）項目別評価の留意事項  

① 評価を付す際には、その評価の根拠を合理的かつ明確に記述する。特に、評価

根拠となる実績データについては、業務実績等報告書における記載箇所を記述

するなど、明確に示す。 

② 最上級の評価「Ｓ」を付す場合には、法人の実績が最上級の評価にふさわしい

とした根拠について、量的及び質的の両面について具体的かつ明確に記述する

ものとする。  

具体的には、質的な面として、  

・ 法人の自主的な取組による創意工夫  

・ 目標策定時に想定した以上の政策実現に対する寄与  

・ 重要かつ難易度の高い目標の達成  

等について具体的かつ明確に説明するものとする。  

③ 研究に関する評価は、研究テーマの選定方法、成果の活用、研究評価が適正に

行われているか等について、組織的・マクロ的な視点で行う。個別研究内容の

評価は法人が行っている研究評価（外部評価・内部評価）によることとする。 

④ 目標策定の妥当性に留意し、目標水準の変更が必要な場合にはその旨記載する。  

イ 全体評価  

全体評価は、記述による総合評価を行う。  

全体評価を行うに当たっては、項目別評価を基礎とし、政策上の要請等、法人全

体の評価に影響を与える事象等を加味して評価を行う。  

 

（ア） 全体評価の記述  

①  次の②・③を踏まえて、別表２の例を参考にした評語を記載する。 

②  項目別評価について総括する。  

・ 項目別評価のうち重要な項目の実績及び評価の概要  

・ 評価に影響を与えた外部要因のうち特記すべきもの  

・ 業務運営等に関して改善すべき事項及び方策   

特に、法第 28条第６項に定める業務改善命令が必要な事項については、その

旨を具体的かつ明確に記述する。  

・ 目標策定の妥当性について特に考慮すべき事項等  

③  法人全体の評価に影響を与える事象について記述する。 

・ 法人全体の信用を失墜させる事象など、法人全体の評価に影響を与える事象  

・ 目標策定指針第２の１（２）の「法人全体を総括する章」において記載され

る法人のミッション・役割の達成について特に考慮すべき事項  

・ 中期計画に記載されている事項以外の特筆すべき業績（災害対応など）  

④ 全体評価の冒頭には、当該評価を要約した項を設け、①の評語とともに、「高

く評価すべき事項」や「改善すべき事項」などをまとめ、都民に分かりやすく

提示する。 

  （イ）全体評価の留意事項  

   法人全体の信用を失墜させる事象が生じた場合には、その程度に応じ項目別  

評価を基礎とした場合の評価から更に引下げを行うものとする。 

（２）中期目標期間評価（見込評価・期間実績評価）  

ア 項目別評価  

（ア）評価区分  

（１）ア（ア）年度評価における項目別評価の評価区分と同様の取扱いとする。

ただし、各評価項目の業務実績と評価区分の関係は別表３のとおりとする。 

（イ）項目別評価の留意事項  

① 期間実績評価時においては、見込評価時に見込んだ中期目標期間終了時の業  

務実績の見込みと中期目標期間実績評価時の実際の業務実績との間に大幅な乖
かい

離がある場合には、その理由を明確かつ具体的に記載する。  

② 評価に併せ、次期中期目標期間の業務実施に当たっての留意すべき点等につい

ての意見を記述する。  

上記のほか、（１）ア（イ）年度評価における項目別評価の留意事項と同様の取

扱いとする。 

イ 全体評価  

（ア）全体評価の記述  

（１）イ（ア）年度評価における全体評価の記述と同様の取扱いとする。ただ

し、評語については別表４の例を参考にするものとする。 
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（イ）全体評価の留意事項  

① 見込評価においては、評価のほか、業務及び組織の全般にわたる検討及び次期

中期目標策定に関して取るべき方策を記載する。  

        ② 期間実績評価においては、評価のほか、見込評価時に予期しなかった事項       

で次期中期目標の変更等の対応が必要な事項を記載する。 

③ 見込評価においては、評価単位の設定、評価指標、全体評価の方法等について 

改善が必要かどうかについて検討を行うものとする。  

④ 中期計画に掲げられている事項以外で特記すべき法人の自主的な取組みがあれ 

ば、当該事項も含めて総合的に評価する。  

上記のほか、（１）イ（イ）年度評価における全体評価の留意事項と同様の取扱

いとする。 

 

第３ その他留意すべき事項  

１ 評価結果の活用等に関する事項  

（１）法人は、評価結果を、現行の中期計画及び年度計画の見直し、次期以降の中期計画

及び年度計画の策定、法人内部の組織体制の見直し、人事計画、法人内部の予算配分、

業務手法の見直し等に活用するものとする。  

（２）都は、評価結果を、現行の中期目標、中期計画及び年度目標の見直し、事業の改廃

を含む事務及び事業の見直し、次期中期目標の策定、都の政策等に反映させる。  

（３）項目別評価で「Ｄ」評価を付した場合、業務の廃止を含めた抜本的な見直しを命ず

るものとする。  

（４）業務及び組織の全般にわたる検討をするときは、見込評価の結果を十分に活用し、

業務の廃止若しくは移管又は組織の廃止その他の所要の措置を的確に講じるものとす

る。  

（５）評価の過程で特に対応が必要な業務運営上の課題が発見された場合には、翌年度以

降、当該課題への法人の対応状況について適正に評価する。  

 

２ 評価結果の業務運営の改善等への反映 

（１）法人は、法第 29条に定める、評価結果の業務運営の改善等への反映の取組を取りま

とめた報告書（以下「評価結果反映報告書」という。）について、翌事業年度に行う知

事の評価の中で記載内容をチェックできるよう、業務実績等報告書の提出時期に合わ

せて作成し、知事に提出するとともに公表する。  

（２）法人は、（１）の取りまとめに際して、評価で指摘された事項について、中期計画、

年度計画への反映、事務及び事業の改廃、組織及び人事その他業務改善への反映等、

事業年度内に実施した措置状況を具体的に記載する。 

 

３ 評価結果等の公表に関する事項  
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（イ）全体評価の留意事項  

① 見込評価においては、評価のほか、業務及び組織の全般にわたる検討及び次期

中期目標策定に関して取るべき方策を記載する。  

        ② 期間実績評価においては、評価のほか、見込評価時に予期しなかった事項       

で次期中期目標の変更等の対応が必要な事項を記載する。 

③ 見込評価においては、評価単位の設定、評価指標、全体評価の方法等について 

改善が必要かどうかについて検討を行うものとする。  

④ 中期計画に掲げられている事項以外で特記すべき法人の自主的な取組みがあれ 

ば、当該事項も含めて総合的に評価する。  

上記のほか、（１）イ（イ）年度評価における全体評価の留意事項と同様の取扱

いとする。 

 

第３ その他留意すべき事項  

１ 評価結果の活用等に関する事項  

（１）法人は、評価結果を、現行の中期計画及び年度計画の見直し、次期以降の中期計画

及び年度計画の策定、法人内部の組織体制の見直し、人事計画、法人内部の予算配分、

業務手法の見直し等に活用するものとする。  

（２）都は、評価結果を、現行の中期目標、中期計画及び年度目標の見直し、事業の改廃

を含む事務及び事業の見直し、次期中期目標の策定、都の政策等に反映させる。  

（３）項目別評価で「Ｄ」評価を付した場合、業務の廃止を含めた抜本的な見直しを命ず

るものとする。  

（４）業務及び組織の全般にわたる検討をするときは、見込評価の結果を十分に活用し、

業務の廃止若しくは移管又は組織の廃止その他の所要の措置を的確に講じるものとす

る。  

（５）評価の過程で特に対応が必要な業務運営上の課題が発見された場合には、翌年度以

降、当該課題への法人の対応状況について適正に評価する。  

 

２ 評価結果の業務運営の改善等への反映 

（１）法人は、法第 29条に定める、評価結果の業務運営の改善等への反映の取組を取りま

とめた報告書（以下「評価結果反映報告書」という。）について、翌事業年度に行う知

事の評価の中で記載内容をチェックできるよう、業務実績等報告書の提出時期に合わ

せて作成し、知事に提出するとともに公表する。  

（２）法人は、（１）の取りまとめに際して、評価で指摘された事項について、中期計画、

年度計画への反映、事務及び事業の改廃、組織及び人事その他業務改善への反映等、

事業年度内に実施した措置状況を具体的に記載する。 

 

３ 評価結果等の公表に関する事項  

 

（１）業務実績等報告書、評価結果反映報告書、評価書及び業務全般の見直し結果（以下

「評価書等」という。）は４のスケジュールに従い遅滞なく公表するものとする。  

（２）評価書等は、都や法人のホームページなど、広く都民に周知できる方法で公表する

ものとする。 

（３）評価に活用したデータ等についても、検証可能性の確保に留意した上で、積極的な

公表に努める。  

 

４ 評価のスケジュールに関する事項  

評価結果を業務運営の改善等に適切に反映できるよう、予算要求時を目途に各評価を

完了させるよう努めるものとする。  

具体的には、以下のスケジュールが想定される。  

事項 時期 業務内容等 

評価準備 ４月～６月 ○業務実績等報告書、評価結果反映報告書作成（法人） 

実績報告 ６月 ○業務実績等報告書、評価結果反映報告書提出（法人） 

（年度終了後、３か月以内に提出） 

評価 ６月～８月 ○業務実績等の検証（法人からのヒアリング） 

○評価結果（案）作成 

○評価委員会から意見聴取 

○評価結果の決定（年度及び期間評価は８月上旬を、見

込み評価及び業務全般の見直し結果は８月下旬を目途

とする） 

報告・公表 ９月 ○評価結果を東京都議会第３回定例会に報告 

 

５ 本基準の見直しについて  

評価の実効性や評価指針、法人に関する都の計画、方針等を踏まえ、知事による目標

策定・評価に基づくＰＤＣＡサイクルの実効性をより高める観点や法人のマネジメント

の実効性をより向上させる観点から、適時に本基準の見直しを行い、必要な変更を行う

ものとする。 

 

 

 附則 

 この基準は、平成３０年４月１日から施行する。 
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別表１ 

評 語 説 明 

Ｓ 
年度計画を大幅に上回

って実施している 

年度計画を上回る実績・成果を上げている項目のうち次に掲

げる条件に該当する項目 

・  定量的目標が定められている項目について、目標の水準を 

大幅に上回る実績・成果を上げている 

・  実績・成果が卓越した水準にある 

・  都政・都民の新たなニーズに迅速に対応した取組により 

高い実績・満足度を実現している 

・  上記の各項目に準ずる実績・成果を上げている 

Ａ 
年度計画を上回って実

施している 

年度計画を上回る実績・成果を上げている項目で、Ｓ評価に

は該当しない項目 

Ｂ 
年度計画を概

おおむ

ね順調

に実施している 

年度計画に記載された事項を１００％計画どおり実施してい

る項目 

Ｃ 
年度計画を十分に実施

できていない 

実績・成果が年度計画を下回っている項目で、Ｄ評価には該

当しない項目 

Ｄ 
業務の大幅な見直し、

改善が必要である 

実績・成果が年度計画を下回っている項目のうち、次に掲げ

る条件に該当する項目 

・  定量的目標が定められている項目で、実績・成果が 

目標の水準を大幅に下回っている 

・  提供すべきサービス、財務内容、その他業務運営に 

重大な瑕疵
か し

がある 

・  実績・成果が上記の各項目に準ずる水準に止まっている 

＜備考＞ 

・  上記の説明は、あくまで目安であり、実績・成果の水準に加え、 

  計画の難易度、外的要因、取組の経緯・過程等を総合的に勘案して評価する。 

 

別表２ 

評 語 

～特筆すべき業務の進捗状況にある 

～優れた業務の進捗状況にある 

～着実な業務の進捗状況にある 

～業務の進捗状況に遅れが見られる 

～業務の進捗状況に大幅な遅れが見られ、業務の改善が必要 
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別表１ 

評 語 説 明 

Ｓ 
年度計画を大幅に上回

って実施している 

年度計画を上回る実績・成果を上げている項目のうち次に掲

げる条件に該当する項目 

・  定量的目標が定められている項目について、目標の水準を 

大幅に上回る実績・成果を上げている 

・  実績・成果が卓越した水準にある 

・  都政・都民の新たなニーズに迅速に対応した取組により 

高い実績・満足度を実現している 

・  上記の各項目に準ずる実績・成果を上げている 

Ａ 
年度計画を上回って実

施している 

年度計画を上回る実績・成果を上げている項目で、Ｓ評価に

は該当しない項目 

Ｂ 
年度計画を概

おおむ

ね順調

に実施している 

年度計画に記載された事項を１００％計画どおり実施してい

る項目 

Ｃ 
年度計画を十分に実施

できていない 

実績・成果が年度計画を下回っている項目で、Ｄ評価には該

当しない項目 

Ｄ 
業務の大幅な見直し、

改善が必要である 

実績・成果が年度計画を下回っている項目のうち、次に掲げ

る条件に該当する項目 

・  定量的目標が定められている項目で、実績・成果が 

目標の水準を大幅に下回っている 

・  提供すべきサービス、財務内容、その他業務運営に 

重大な瑕疵
か し

がある 

・  実績・成果が上記の各項目に準ずる水準に止まっている 

＜備考＞ 

・  上記の説明は、あくまで目安であり、実績・成果の水準に加え、 

  計画の難易度、外的要因、取組の経緯・過程等を総合的に勘案して評価する。 

 

別表２ 

評 語 

～特筆すべき業務の進捗状況にある 

～優れた業務の進捗状況にある 

～着実な業務の進捗状況にある 

～業務の進捗状況に遅れが見られる 

～業務の進捗状況に大幅な遅れが見られ、業務の改善が必要 

 

  

 

別表３ 

評 語 説 明 

Ｓ 
中期目標の達成状況が極

めて良好である 

中期計画を上回る実績・成果を上げている項目のうち次に

掲げる条件に該当する項目 

・ 定量的目標が定められている項目について、目標の水準を 

大幅に上回る実績・成果を上げている 

・ 実績・成果が卓越した水準にある 

・ 都政・都民の新たなニーズに迅速に対応した取組により 

高い実績・満足度を実現している 

・ 上記の各項目に準ずる実績・成果を上げている 

Ａ 
中期目標の達成状況が良

好である 

中期計画を上回る実績・成果を上げている項目で、Ｓ評価

には該当しない項目 

Ｂ 
中期目標の達成状況が

概
おおむ

ね良好である 

中期計画に記載された事項を１００％計画どおり実施して

いる項目 

Ｃ 
中期目標の達成状況がや

や不十分である 

実績・成果が中期計画を下回っている項目で、Ｄ評価には

該当しない項目 

Ｄ 

中期目標の達成状況が不

十分であり、法人の組織、

業務等に見直しが必要で

ある 

実績・成果が中期計画を下回っている項目のうち次に掲げ

る条件に該当する項目 

・  定量的目標が定められている項目で、実績・成果が 

目標の水準を大幅に下回っている 

・  提供すべきサービス、財務内容、その他業務運営に 

重大な瑕疵
か し

がある 

・  実績・成果が上記の各項目に準ずる水準に止まっている 

＜備考＞ 

・ 上記の説明は、中期目標期間評価に当たり、より定量的な指標及び客観的な評価基準で

評価を行うためのあくまで目安であり、実績・成果の水準に加え、計画の難易度、外的

要因、取組の経緯・過程等を総合的に勘案して評価する。 

 

別表４ 

評 語 

～特筆すべき業務の達成状況にある 

～優れた業務の達成状況にある 

～概
おおむ

ね着実な業務の達成状況にある 

～やや不十分な業務の達成状況にある 

～不十分な業務の達成状況にある 
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 １
 

現
況

 

（
１

）
 

設
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目
的

 

産
業

技
術

に
関

す
る
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験

、
研

究
、
普

及
及

び
技

術
支

援
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こ
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中
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の
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。
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）
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。
 

③
 

試
験

機
器

等
の

設
備

及
び

施
設

の
提

供
に

関
す

る
こ

と
。

 

④
 

こ
れ

ら
の

業
務

に
附

帯
す

る
業

務
を

行
う

こ
と

。
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（
４

）
 

沿
革

 

東
京

都
立

産
業

技
術

研
究

所
は

、
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年
4
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、
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東
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セ
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タ
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、
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、
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術
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独
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。
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。
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７
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法
人

化
1
3
年

目
で

あ
り

第
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中
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計
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追
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分
野

の
製

品
・
サ

ー
ビ

ス
の

創
出

を
促

進
す

る
た

め
、
墨

田
支

所
生

活
技

術
開

発
セ

ク
タ

ー
に

生
活

動
作

計
測

ス
タ

ジ
オ

を
整

備
し

、
新

た
な

機
器

を
導

入
し

て
、

人
間

の
特

性
、

生
活

空
間

・
環

境
を

活
か

し
た

も
の

づ
く

り
支

援
を

拡
充

し
た

。
 

4
)航

空
機

産
業

へ
の

参
入

支
援

 
【

項
目

1
7】

 

 
 

AS
TM

規
格

に
対

応
し

た
試

験
設

備
を

計
4
種

導
入

し
、

中
小

企
業

の
部

品
試

作
に

お
け

る
支

援
体

制
を

強
化

し
た

。
ま

た
ベ

ル
リ

ン
国

際
航

空
宇

宙
シ

ョ
ー

20
18

に
出

展
し

た
T
MA

N
参

加
企

業
5
社

に
対

し
、

展
示

会
会

場
で

の
商

談
に

同
席

し
、

技
術

的
な

支
援

を
実

施
し

た
。

 

 １
 

東
京

の
産

業
発

展
と

成
長

を
支

え
る

研
究

開
発

の
推

進
 

○
基

盤
研

究
 

【
項

目
1】

 

・
理

事
長

が
設

定
し

た
テ

ー
マ

に
基

づ
い

て
、

都
産

技
研

内
の

組
織

の
垣

根
を

乗
り

越
え

、
複

数
の

組
織

を
横

断
し

た
チ

ー
ム

を
構

成
し

、
統

合
的

に
課

題

を
解

決
す

る
、

協
創

的
研

究
開

発
を

新
規

に
開

始
し

た
。

 

・
新

た
に

重
点

4
分

野
で

8
7
テ

ー
マ

を
開

始
し

、
も

の
づ

く
り

要
素

技
術

に
関

す
る

テ
ー

マ
と

合
わ

せ
全

9
4
テ

ー
マ

を
実

施
し

た
。

 

・
基

盤
研

究
の

成
果

を
基

に
共

同
研

究
や

外
部

資
金

導
入

研
究

へ
4
5
件

成
果

展
開

し
た

。（
中

期
計

画
期

間
目

標
達

成
率

9
7％

）。
*
1  

○
共

同
研

究
 

【
項

目
2】

 

・
中

小
企

業
等

と
の

共
同

研
究

を
新

た
に

5
5
テ

ー
マ

実
施

し
た

。
 

・
共

同
研

究
成

果
を

基
に

1
0
件

事
業

化
・

製
品

化
し

た
（

中
期

計
画

期
間

目
標

達
成

率
1
06
％

）。
 

・
中

小
企

業
の

I
oT

活
用

に
よ

る
生

産
性

の
向

上
や

I
oT

関
連

の
製

品
開

発
を

支
援

す
る

た
め

、
公

募
型

共
同

研
究

1
0
テ

ー
マ

を
採

択
し

た
。

 

○
外

部
資

金
導

入
研

究
 

【
項

目
3
】

 

・
提

案
公

募
型

事
業

へ
積

極
的

に
応

募
し

た
結

果
、

新
た

に
1
6
件

が
採

択
さ

れ
た

（
中

期
計

画
期

間
目

標
達

成
率

1
31
％

）。
 

２
 

中
小

企
業

の
製

品
・

技
術

開
発

、
新

事
業

展
開

を
支

え
る

技
術

支
援

 

○
技

術
相

談
 

【
項

目
6】

 

・
来

所
、

電
話

、
電

子
メ

ー
ル

等
に

よ
る

技
術

相
談

を
都

産
技

研
全

体
で

1
39

,8
35

件
実

施
し

た
(中

期
計

画
目

標
値

比
 1

17
％

）。
*
2  

・
も

の
づ

く
り

に
関

連
す

る
サ

ー
ビ

ス
産

業
等

へ
の

技
術

相
談

を
特

に
強

化
し

、
14

,3
66

件
実

施
し

た
（

全
相

談
件

数
の

1
0％

）。
 

・
職

員
で

支
援

の
難

し
か

っ
た

分
野

に
つ

い
て

専
門

相
談

員
に

よ
る

相
談

を
開

始
し

、
25
7
件

実
施

し
た

。
 

○
依

頼
試

験
 

【
項

目
7】

 

・
ニ

ー
ズ

の
高

い
機

器
を

中
心

に
機

器
を

整
備

し
た

。
依

頼
試

験
を

都
産

技
研

全
体

で
1
48

,8
09

件
実

施
し

た
。

 

・
都

産
技

研
の

特
徴

的
な

1
1
分

野
（

音
響

試
験

、
照

明
試

験
、

高
電

圧
試

験
、

非
破

壊
透

視
試

験
、

ガ
ラ

ス
技

術
、

環
境

防
か

び
試

験
、

放
射

線
試

験
、

高

速
通

信
試

験
、
め

っ
き
・
塗

装
複

合
試

験
、
光

学
特

性
計

測
技

術
、
繊

維
・
複

合
材

料
評

価
試

験
）
の

試
験

を
ブ

ラ
ン

ド
試

験
と

位
置

付
け

、
試

験
精

度
の

向
上

と
試

験
範

囲
の

拡
充

を
行

い
高

品
質

な
サ

ー
ビ

ス
を

提
供

し
た

。
ま

た
、

全
ブ

ラ
ン

ド
試

験
の

利
用

実
績

の
合

計
が

4
9,

91
5
件

で
、

全
依

頼
試

験
中

3
4％

で
あ

っ
た

。
 

 
○

機
器

利
用

 
【

項
目

8】
 

・
都

産
技

研
全

体
で

機
器

利
用

を
1
5
7,

54
1
件

実
施

し
た

。
 

・
習

熟
度

に
基

づ
く

「
機

器
利

用
ラ

イ
セ

ン
ス

」
を

発
行

す
る

制
度

を
継

続
し

、
過

去
最

高
の

5
,7

79
件

の
利

用
が

あ
っ

た
。

 

○
高

付
加

価
値

製
品

の
開

発
支

援
、

製
品

の
品

質
評

価
支

援
 

・
「

3D
も

の
づ

く
り

セ
ク

タ
ー

」
に

お
い

て
、

3D
技

術
や

リ
バ

ー
ス

エ
ン

ジ
ニ

ア
リ

ン
グ

を
活

用
し

た
製

品
開

発
を

総
合

的
に

支
援

し
た

。
 

依
頼

試
験

お
よ

び
機

器
利

用
を

2
8,

2
09

件
実

施
し

た
（

中
期

計
画

目
標

値
比

1
34
％

）。
 

【
項

目
9】

 

・
「

先
端

材
料

開
発

セ
ク

タ
ー

」
に

お
い

て
、

中
小

企
業

に
よ

る
高

度
な

研
究

開
発

や
技

術
課

題
の

解
決

を
支

援
し

た
。

 

依
頼

試
験

お
よ

び
機

器
利

用
を

7
,8

76
件

実
施

し
た

（
中

期
計

画
目

標
値

比
1
04

％
）。

 
【

項
目

1
0】

 

・
「

複
合

素
材

開
発

セ
ク

タ
ー

」
に

お
い

て
、

産
業

用
繊

維
や

炭
素

繊
維

な
ど

の
複

合
素

材
の

開
発

を
支

援
し

た
。

 

依
頼

試
験

お
よ

び
機

器
利

用
を

2
0,

1
76

件
実

施
し

た
（

中
期

計
画

目
標

値
比

1
03
％

）。
 

【
項

目
1
1】

 

・
中

小
企

業
の

製
品

開
発

に
お

け
る

上
流

設
計

支
援

を
目

的
に

、
製

品
開

発
に

直
接

つ
な

が
る

オ
ー

ダ
ー

メ
ー

ド
開

発
支

援
事

業
を

5
04

件
実

施
し

た
（

中
 

期
計

画
目

標
値

比
1
12
％

）。
う

ち
試

作
品

を
含

む
事

業
化

・
製

品
化

実
績

が
5
7
件

で
あ

っ
た

。
 

【
項

目
1
2】

 

・
製

品
開

発
支

援
ラ

ボ
は

、
本

部
1
9
室

、
多

摩
テ

ク
ノ

プ
ラ

ザ
5
室

の
計

2
4
室

に
つ

い
て

本
部

89
％

、
多

摩
テ

ク
ノ

プ
ラ

ザ
9
5％

と
高

い
入

居
率

を
維

持
し

、
新

製
品
・
新

技
術

開
発

を
目

指
す

中
小

企
業

に
対

す
る

支
援

を
継

続
し

た
。
試

作
品

を
含

む
事

業
化
・
製

品
化

実
績

は
9
件

で
あ

っ
た

。【
項

目
1
3】
 

・
「

実
証

試
験

セ
ク

タ
ー

」
に

お
い

て
、

ワ
ン

ス
ト

ッ
プ

の
技

術
支

援
体

制
を

継
続

し
、

中
小

企
業

の
安

全
で

信
頼

性
の

高
い

製
品

開
発

を
支

援
し

た
。

依

頼
試

験
お

よ
び

機
器

利
用

を
7
0,

89
1
件

実
施

し
た

（
中

期
計

画
目

標
値

比
1
48

％
）。

 
【

項
目

1
4】

 

○
新

事
業

展
開

、
新

分
野

開
拓

の
た

め
の

支
援

 
【

項
目

15
,
16
】

 

・
公

益
財

団
法

人
東

京
都

中
小

企
業

振
興

公
社

と
の

連
携

を
活

用
し

、
実

地
技

術
支

援
を

2
92

件
実

施
し

た
。

 

・
知

的
財

産
権

出
願

へ
向

け
た

取
組

み
と

し
て

、
知

的
財

産
権

推
進

体
制

を
強

化
し

た
結

果
、
新

た
に

特
許

6
1
件

、
意

匠
登

録
出

願
4
件
の

計
6
5
件

を
出

願
し

た
。

ま
た

、
知

的
財

産
登

録
数

は
2
7
件

と
な

っ
た

。
 

・
知

的
財

産
権

使
用

許
諾

促
進

へ
の

取
組

み
と

し
て

、
17

件
の

特
許

を
使

用
許

諾
し

た
（

中
期

計
画

期
間

目
標

達
成

率
1
07
％

）。
 

・
技

術
審

査
は

、
都

、
区

市
等

か
ら
の

依
頼

に
基

づ
き

、
延

べ
5
,8

59
件

、
6
8
事

業
を

実
施

し
、
中

小
企
業

の
優

秀
製

品
、
優

秀
技

術
の

発
掘

に
寄

与
し

た
。 

○
中

小
企

業
の

海
外

展
開

を
支

え
る

技
術

支
援

 
【

項
目

17
】

 

・
広

域
首

都
圏

輸
出

製
品

技
術

支
援

セ
ン

タ
ー

(M
TE

P)
事

業
に

お
い

て
、

海
外

規
格

解
説

テ
キ

ス
ト

を
新

た
に

2
冊

発
行

し
、

無
料

配
布

を
実

施
し

た
。

 

・
国

際
規

格
に

対
応

し
た

試
験

を
推

進
し

、
都

産
技

研
全

体
で

1
2,

96
9
件

実
施

し
た

。（
中

期
計

画
目

標
値

比
3
24
％

）
 

・
MT

EP
の

専
門

相
談

件
数

は
1
,5

28
件

で
あ

っ
た

。
 

・
MT

EP
セ

ミ
ナ

ー
を

31
件

実
施

し
、

87
0
名

受
講

い
た

だ
い

た
。

 

・
MT

EP
活

用
事

例
集

を
発

行
し

、
利

用
企

業
1
3
社

の
海

外
展

開
達

成
事

例
を

紹
介

し
た

。
 

・
バ

ン
コ

ク
支

所
に

て
現

地
技

術
相

談
2
83

件
を

実
施

し
、

ま
た

バ
ン

コ
ク

支
所

へ
ラ

イ
ブ

中
継

す
る

遠
隔

技
術

セ
ミ

ナ
ー

を
2
回

開
催

し
た

。
 

３
 

多
様

な
主

体
に

よ
る

連
携

の
推

進
 

【
項

目
18
,
19
】

 

・
東

京
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

ハ
ブ

に
お

い
て

、
東

京
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

発
信

交
流

会
を

開
催

し
、

55
社

の
出

展
と

2
18

名
に

来
場

い
た

だ
い

た
。

 

・
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
生

6
名

お
よ

び
研

修
学

生
2
名

の
受

入
れ

、
首

都
大

学
東

京
技

術
懇

親
会
（

ロ
ボ

ッ
ト

/I
oT

編
）
を

後
援

す
る

な
ど

公
立

大
学

法
人

首
都

大
学

東
京

と
の

連
携

を
推

進
し

た
。

 

・
異

業
種

交
流

活
動

の
活

性
化

と
新

グ
ル

ー
プ

の
結

成
支

援
を

目
的

と
し

た
取

組
み

を
実

施
し

、
1
グ

ル
ー

プ
の

結
成

を
支

援
し

た
。

 

・
業

界
団

体
と

の
業

種
別

交
流

会
を

5
回

開
催

し
、

研
究

成
果

や
新

技
術

等
の

情
報

提
供

お
よ

び
技

術
ニ

ー
ズ

の
収

集
を

行
っ

た
。

 

・
中

小
企

業
の

技
術

者
等

で
構

成
す

る
技

術
研

究
会

を
通

じ
て

、
共

同
で

技
術

的
課

題
の

解
決

を
図

る
た

め
、
登

録
26

団
体

の
う

ち
19

団
体

が
活

動
し

た
。 

・
中

小
企

業
の

都
産

技
研

利
用

を
促

進
す

る
た

め
、

新
た

に
国

内
3
機

関
と

連
携

協
定

を
締

結
し

、
計

6
1
機

関
に

拡
大

し
た

。
 

・
首

都
圏

公
設

試
験

研
究

機
関

連
携

体
（

TK
F）

は
、
1
都

1
0
県

1
市

の
連

携
活

動
を

継
続

し
た

。
｢
TK
F
オ

ー
プ

ン
フ

ォ
ー

ラ
ム

｣を
開

催
、
10

7
名

が
参

加
し

た
。

 

４
 

東
京

の
産

業
を

支
え

る
産

業
人

材
の

育
成

 
【

項
目

20
】

 

・
中

小
企

業
の

人
材

育
成

、
技

術
力

向
上

、
最

新
技

術
動

向
の

提
供

を
目

的
と

し
て

技
術

セ
ミ

ナ
ー

お
よ

び
講

習
会

を
1
52

件
開

催
し

た
。
特

に
、
研

究
開

発
や

製
造

技
術

の
高

度
化

を
担

う
中

小
企

業
の

産
業

人
材

育
成

に
向

け
た

実
践

型
高

度
人

材
育

成
講

習
会

を
6
9
件

開
催

し
、
92

9
名

に
受

講
い

た
だ

い
た

。 

・
サ

ー
ビ

ス
業

や
卸

売
業

・
小

売
業

の
従

事
者

の
ニ

ー
ズ

に
対

応
し

た
技

術
セ

ミ
ナ

ー
・

講
習

会
を

1
6
件

開
催

し
た

。
 

・
次

世
代

の
技

術
者

育
成

と
し

て
、

職
員

の
講

師
派

遣
3
4
機

関
の

べ
5
0
名

、
学

生
の

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

等
受

け
入

れ
1
2
機

関
35

名
を

実
施

し
た

。
 

５
 

情
報

発
信

・
情

報
提

供
の

推
進

 
【

項
目

21
】

 

・
都

産
技

研
施

設
公

開
（「

IN
NO

VE
S
T
A!

20
18

」）
で

は
、
フ

ァ
ミ

リ
ー

デ
ー

は
工

作
教

室
な

ど
参

加
型

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
充

実
さ

せ
、
夏

休
み

の
自

由
研

究

に
対

応
で

き
る

内
容

を
実

施
。

 

・
実

行
委

員
会

一
員

と
し

て
産

業
交

流
展

2
01

8
を

企
画

運
営

・
出

展
。

次
世

代
ロ

ボ
ッ

ト
ゾ

ー
ン

で
ロ

ボ
ッ

ト
産

業
活

性
化

事
業

や
中

小
企

業
の

ロ
ボ

ッ

ト
技

術
の

紹
介

を
行

い
、

ロ
ボ

ッ
ト

産
業

活
性

化
事

業
に

お
け

る
開

発
者

と
来

場
者

の
マ

ッ
チ

ン
グ

に
成

功
。

 

・
TI

RI
ク

ロ
ス

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

2
01

8
で

は
、

7
4
テ

ー
マ

の
研

究
発

表
を

行
っ

た
。

ま
た

パ
ネ

ル
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
を

1
件

実
施

し
た

。
 

・
都

産
技

研
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
に

金
属

A
M（

3
D
プ

リ
ン

タ
ー

）
の

Yo
uT

u
be

の
動

画
掲

載
を

継
続

し
、

1
年

間
で

1
8
万

回
超

の
ア

ク
セ

ス
が

あ
っ

た
。

 

６
 

都
産

技
研

の
組

織
運

営
 

【
項

目
2
2,

23
,2

4】
 

・
地

方
独

立
行

政
法

人
法

の
改

正
を

受
け

て
、「

内
部

統
制

・
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
推

進
規

程
」

を
整

備
し

、
所

内
に

お
け

る
内

部
統

制
・

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

に
関

す
る

取
組

み
を

総
括

す
る

た
め

、
内

部
統

制
等

最
高

責
任

者
で

あ
る

理
事

長
直

轄
の

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

委
員

会
を

設
置

し
た

。
 

・
中

小
企

業
の

技
術

支
援

の
実

施
に

あ
た

っ
て

き
め

の
細

か
い

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
す

る
こ

と
を

目
的

と
し

、
中

長
期

的
な

視
点

に
た

っ
た

戦
略

的
な

事
業

展

開
の

た
め

の
｢都

産
技

研
戦

略
ロ

ー
ド

マ
ッ

プ
｣を

改
訂

し
た

。
 

・
各

部
門

で
リ

ー
ダ

ー
を

中
心

と
し

た
少

人
数

チ
ー

ム
を

構
成

、
管

理
部

門
へ

の
要

望
も

含
め

、
合

計
3
6
テ

ー
マ

の
業

務
改

革
を

実
施

し
た

。
 

・
新

規
採

用
職

員
や

若
手

職
員

、
科

研
費

の
制

度
を

利
用

中
・
応

募
計

画
中

の
職

員
を

中
心

に
全

職
員

を
対

象
と

し
て

、
科

研
費

等
の

外
部

資
金

導
入

研
究

を
は

じ
め

基
盤

研
究

や
共

同
研

究
な

ど
の

円
滑

な
推

進
を

図
る

た
め

説
明

会
を

実
施

し
た

。
 

・
職

務
に

係
る

倫
理

を
保

持
し

職
務

執
行

の
公

平
性

を
確

保
す

る
こ

と
を

目
指

し
、

事
業

倫
理

指
針

等
を

改
正

し
、

4
月

1
日

か
ら

施
行

し
た

。
 

*
1
中

期
計

画
期

間
目

標
達

成
率

：
第

三
期

中
期

計
画

期
間

中
の

累
計

目
標

値
に

対
す

る
累

計
実

績
値

の
割

合
 

*
2
中

期
計

画
目

標
値

比
：

令
和

2
年

度
目

標
値

に
対

す
る

平
成

3
0
年

度
の

実
績

値
の

割
合

 

全
般

的
な
概

要
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1－
基
盤
研
究

 

 中
期
計
画
【
項
目
別
評
価
単
位
】
 

年
度
計
画
【
項
目
別
評
価
単
位
】
 

項
目
 

自
己
評
価
 

平
成

30
年
度
 
年
度
計
画
に
係
る
実
績
 

特
記
事
項
 

Ⅰ
 
住
民
に
対
し
て
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
そ
の
他
の
業
務
の
質
の
向
上
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
と
る
べ
き
措
置
 

１
 
東
京
の
産
業
発
展
と
成
長
を
支
え
る
研
究
開
発
の
推
進
 

1
-
1
 
基
盤
研
究
 

機
械
、
電
気
・
電
子
、
情
報
、
化
学
、

バ
イ
オ
等
の
基
盤
技
術
分
野
に
対
す
る

基
盤
研
究
を
着
実
に
実
施
す
る
と
と
も

に
、
中
小
企
業
の
技
術
ニ
ー
ズ
を
踏
ま

え
、
付
加
価
値
の
高
い
新
製
品
・
新
サ
ー

ビ
ス
開
発
や
技
術
課
題
の
解
決
に
役
立

つ
技
術
シ
ー
ズ
の
蓄
積
、
今
後
発
展
が
予

想
さ
れ
る
技
術
分
野
の
充
実
、
都
民
生
活

の
向
上
に
資
す
る
研
究
を
基
盤
研
究
と

し
て
取
組
む
。
 

な
か
で
も
、
今
後
の
成
長
が
期
待
さ
れ

る
４
つ
の
技
術
分
野
を
重
点
と
し
て
、
新

産
業
育
成
を
図
る
研
究
に
取
組
み
、
都
内

中
小
企
業
に
よ
る
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
の

創
出
に
貢
献
す
る
。
 

ア
）
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
 

大
都
市
特
有
の
課
題
で
あ
る
環
境
浄

化
に
関
す
る
技
術
開
発
に
取
り
組
み
、
国

際
競
争
力
を
有
す
る
環
境
浄
化
技
術
を

開
発
す
る
と
と
も
に
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
な
ど
の
研
究
開
発
に
よ
り
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
創
出
に
貢
献
す
る
。
 

イ
）
生
活
技
術
・
ヘ
ル
ス
ケ
ア
分
野
 
  

感
性
工
学
な
ど
に
基
づ
い
た
生
活
技

術
を
応
用
し
て
、
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
支
援

を
行
う
。
東
京
に
集
積

し
て
い

る
健
康

・

医
療
・
福
祉
機
器
産
業
に
対
し
て
、
先
端

技
術
を
活
用
し
た
研
究
開
発
に
よ
っ
て

支
援
を
行
う
。
  

ウ
）
機
能
性
材
料
分
野
 
 

幅
広
い
産
業
へ
の
波
及
効
果
が
高
い

高
機
能
性
材
料
の
開
発
に
取
り
組
み
、
航

空
機
産
業
や
素
材
産
業
な
ど
の
成
長
産

業
に
対
す
る
中
小
企
業
の
参
入
を
支
援

す
る
。
  

エ
）
安
全
・
安
心
分
野
 
 

シ
ス
テ
ム
安
全
に
基
づ
い
た
高
信
頼

機
械
、
電
気
・
電
子
、
情
報
、
化

学
、
バ
イ
オ
等
の
基
盤
技
術
分
野
に

対
す
る
基
盤
研
究
を
着
実
に
実
施

す
る
と
と
も
に
、
中
小
企
業
の
技
術

ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、
付
加
価
値
の
高

い
新
製
品
・
新
サ
ー
ビ
ス
開
発
や
技

術
課
題
の
解
決
に
役
立
つ
技
術
シ

ー
ズ
の
蓄
積
、
今
後
発
展
が
予
想
さ

れ
る
技
術
分
野
の
強
化
、
都
市
課
題

の
解
決
や
都
民
生
活
の
向
上
に
資

す
る
研
究
を
基
盤
研
究
と
し
て
取

り
組
む
。
 

な
か
で
も
、
今
後
の
成
長
が
期
待

さ
れ
る
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
生
活

技
術
・
ヘ
ル
ス
ケ
ア
、
機
能
性
材
料
、

安
全
・
安
心
技
術
分
野
を
重
点
研
究

と
し
て
取
組
む
ほ
か
、
組
織
・
分
野

横
断
的
な
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

実
施
し
、
新
た
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
協
創
す
る
こ
と
で
、
都
内
中
小
企

業
に
よ
る
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
の
創

出
に
貢
献
す
る
。
 

 
ま
た
、
第
一
期
お
よ
び
第
二
期
中

の
基
盤
研
究
に
お
い
て
得
ら
れ
た

研
究
成
果
を
事
業
化
・
製
品
化
及
び

共
同
研
究
へ
の
実
施
や
外
部
資
金

導
入
研
究
の
採
択
へ
発
展
さ
せ
る
。
 

1
 

Ｓ
 

(
1
)
基
盤
研
究
の
量
的
・
質
的
な
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
 

1
)
協
創
的
研
究
開
発
の
開
始
（
新
規
）
 

理
事
長
が
設
定
し
た
テ
ー
マ
に
基
づ
い
て
、
都
産
技
研
内
の
組
織
の
垣
根
を
乗
り
越
え
、
複
数
の
組
織
を
横
断

し
た
チ
ー
ム
を
構
成
し
、
統
合
的
に
課
題
を
解
決
す
る
、
協
創
的
研
究
開
発
を
開
始
（
新
規
）
 

平
成

30
年
度
は
、「

デ
ー
タ
連
携
に
よ
る
も
の
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
所
内
公
募
、
2
テ
ー
マ
実
施
 

・
材
料
化
学
・
情
報
科
学
・
物
理
学
・
細
胞
生
物
学
の
デ
ー
タ
連
携
に
よ
る
革
新
的

3
D 
b
i
o
p
ri
n
t
in
g
技
術

の
創
出
（
開
発
第
二
部
、
開
発
第
一
部
、
開
発
第
三
部
、
技
術
開
発
支
援
部
の
連
携
／
3
D
 b
i
o
pr
i
n
ti
n
g
に

よ
っ
て
複
雑
な
生
体
組
織
構
造
を
構
築
し
生
体
モ
デ
ル
作
製
）
 

・
A
M
材
料
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
と
そ
の
連
携
に
関
す
る
協
創
的
研
究
（
技
術
開
発
支
援
部
、
地
域
技
術
支
援
部
、

多
摩
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
、
開
発
第
三
部
、
開
発
第
二
部
の
連
携
／
A
M（

A
dd
i
t
iv
e
 M
a
n
u
fa
c
t
u
r
i
ng
）
普
及
を

目
指
し
て
材
料
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
構
築
中
）
 

2
)
基
盤
研
究
制
度
の
改
革
を
継
続
 

a
)
所
管
部
長
の
責
任
と
権
限
を
強
化
 

・
各
部
長
が
部
の
運
営
方
針
（
研
究
戦
略
、
重
点
化
、
業
務
達
成
目
標
、
運
営
方
法
、
人
事
評
価
軸
）
を
ポ

リ
シ
ー
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
と
し
て
明
文
化
、
研
究
員
に
公
開
 

・
研
究
テ
ー
マ
の
選
定
、
都
産
技
研
戦
略
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
基
づ
く
重
点
化
、
研
究
テ
ー
マ
進
捗
管
理
 

b
)
柔
軟
な
研
究
開
発
推
進
に
向
け
た
制
度
を
整
備
 

・
 研

究
活
動
の
更
な
る
活
性
化
の
た
め
、
各
部
の
前
年
度
の
研
究
事
業
実
績
値
を
勘
案
し
、
次
年
度
の
研
究

予
算
枠
に
反
映
す
る
、
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
制
度
を
導
入
（
新
規
）
 

・
 人

事
異
動
、
新
任
職
員
、
育
児
休
業
等
か
ら
職
務
復
帰
し
た
職
員
に
つ
い
て
、
年
度
途
中
で
も
研
究
課
題

提
案
、
実
施
を
可
能
と
す
る
制
度
を
運
用
 

・
 基

盤
研
究
実
施
前
の
課
題
調
査
に
加
え
、
終
了
後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
も
実
施
で
き
る
よ
う
、
「
基
盤
研

究
促
進
支
援
制
度
」
を
改
訂
 

c
)
研
究
管
理
の
効
率
化
 

・
 外

部
資
金
導
入
研
究
の
提
案
時
期
に
合
わ
せ
、
基
盤
研
究
の
提
案
時
期
を
変
更
 

・
 基

盤
研
究
実
施
に
あ
た
り
、
必
要
な
場
合
に
は
、
柔
軟
に
外
部
機
関
と
の
契
約
を
締
結
 

3
)
研
究
事
業
進
捗
管
理
 

a
)
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
実
施
に
よ
る
進
捗
管
理
 

・
 テ

ー
マ
ご
と
に
開
始
時
、
中
間
、
終
了
時
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
進
捗
状
況
を
把
握
 

・
 ヒ

ア
リ
ン
グ
後
、
審
査
員
の
修
正
指
示
や
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を
、
所
属
長
と
主
担
当
者
に
文
書
で
交
付
 

4
)
研
究
事
業
拡
大
へ
の
取
り
組
み
 

a
)
研
究
事
業
推
進
研
修
 

若
手
職
員
向
け
研
修
「
研
究
事
業
に
お
け
る
産
業
貢
献
と
論
文
投
稿
」
を
実
施
(9

月
、
2
8
名
) 

b
)
研
究
事
業
制
度
改
正
の
た
め
、
「
研
究
事
業
説
明
会
」
を
実
施
（
1
5
9
名
参
加
）（

前
年
度
：
1
62

名
）
 

5
)
論
文
指
導
員
制
度
の
継
続
 

一
定
の
条
件
を
満
た
す
研
究
員
を
論
文
指
導
員
と
し
て
任
命
し
、
査
読
付
論
文
の
投
稿
を
増
加
さ
せ
、
研
究
事

業
を
活
性
化
。
論
文
執
筆
指
導

1
件
 

6
)
研
究
活
動
に
お
け
る
不
正
防
止
の
取
組
み
 

a
)
研
究
ミ
ス
コ
ン
ダ
ク
ト
防
止
研
修
の
実
施
 

日
本
学
術
振
興
会
が
公
開
す
る
研
究
倫
理

e
ラ
ー
ニ
ン
グ
「
e
L
 
Co
R
E」

を
活
用
し
た
研
究
ミ
ス
コ
ン
ダ
ク

ト
防
止
研
修
を
導
入
・
実
施
。
平
成

3
0
年
度
採
用
職
員
等
未
受
講
の
職
員
を
対
象
と
し
、
1
月
～
3
月
の
期

間
中
に
各
職
員
が
個
別
に
受
講
 
（
7
3
名
受
講
対
象
、
前
年
度
ま
で
受
講
済
職
員

4
5
5
名
）
 

b
)
研
究
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
研
修
実
施
（
2
月

2
回
実
施
、
1
5
1
名
受
講
）
 

研
究
不
正
防
止
に
係
る
所
内
体
制
、
研
究
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
つ
い
て
説
明
 

 

(
2
)
基
盤
研
究
の
実
施
 

・
 総

テ
ー
マ
数

9
4
テ
ー
マ
（
前
年
度
：
9
4
テ
ー
マ
）
 

○
協
創
的
研
究
開
発
の
開
始
（
新
規
）
 

・
都
産
技
研
内
の
組
織
の
垣
根
を
乗
り
越
え
、
複
数
の

組
織
を
横
断
し
た
チ
ー
ム
を
構
成
し
、
統
合
的
に
課
題

を
解
決
す
る
、
協
創
的
研
究
開
発
を
実
施
（
2
テ
ー
マ
）
 

・
A
M
材
料
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
と
そ
の
連
携
に
関
す
る

協
創
的
研
究
 

A
M
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
 

 〇
基
盤
研
究
制
度
の
改
革
を
継
続
 

・
各
部
長
が
運
営
方
針
（
研
究
戦
略
、
重
点
化
、
業
務

達
成
目
標
、
運
営
方
法
、
人
事
評
価
軸
）
を
ポ
リ
シ
ー

ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
と
し
て
明
文
化
、
研
究
員
に
公
開
 

・
研
究
テ
ー
マ
の
選
定
、
都
産
技
研
戦
略
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
に
基
づ
く
重
点
化
、
研
究
テ
ー
マ
進
捗
管
理
 

・
各
部
の
前
年
度
の
研
究
事
業
実
績
値
を
勘
案
し
、
次

年
度
の
研
究
予
算
枠
に
反
映
す
る
、
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

制
度
を
導
入
（
新
規
）
 

 ○
論
文
指
導
員
制
度
の
運
用
 

 
論
文
執
筆
指
導

1
件
 

1

― 69 ―― 68 ―



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1－
基
盤
研
究

 

性
技
術
の
開
発
を
行
い
、
製
品
の
安
全
性

向
上
を
支
援
す
る
。
少
子
高
齢
化
社
会
で

必
要
と
な
る
サ
ー
ビ
ス
ロ
ボ
ッ
ト
の
安

全
性
評
価
技
術
を
開
発
し
、
信
頼
性
の
高

い
ロ
ボ
ッ
ト
開
発
を
支
援
す
る
。
 

基
盤
研
究
の
成
果
は
、
都
産
技
研
の
技

術
レ
ベ
ル
の
向
上
、
対
応
技
術
分
野
の
充

実
、
新
た
な
依
頼
試
験
項
目
の
追
加
な
ど

中
小
企
業
へ
の
技
術
支
援
に
つ
な
げ
て

い
く
ほ
か
、
中
小
企
業
と
の
共
同
研
究
の

実
施
や
外
部
資
金
導
入
研
究
に
も
発
展

さ
せ
て
い
く
。
基
盤
研
究
の
成
果
を
基

に
、
事
業
化
・
製
品
化
さ
れ
た
件
数
、
共

同
研
究
に
発
展
し
た
件
数
、
外
部
資
金
導

入
研
究
に
採
択
さ
れ
た
件
数
を
合
わ
せ

て
、
第
三
期
中
期
計
画
期
間
中
に

1
0
0
件

を
目
標
と
す
る
。
 

・
 平

成
30

年
度
末
 
実
施
テ
ー
マ
数

94
テ
ー
マ
（
平
成

2
9
年
度
末

7
5
テ
ー
マ
）
 

・
 第

三
期
中
期
計
画
中
に
開
始
し
た
基
盤
研
究
の
累
積
テ
ー
マ
数
 
2
3
6
テ
ー
マ
(
第
二
期
か
ら
の
継
続
テ
ー
マ

除
く
) 

1
)
都
産
技
研
戦
略
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
基
づ
き
、
今
後
の
成
長
が
期
待
さ
れ
る

4
つ
の
技
術
分
野
を
重
点
化
 

「
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
、「

生
活
技
術
・
ヘ
ル
ス
ケ
ア
」
、「

機
能
性
材
料
」
、「

安
全
・
安
心
」
を
重
点
技
術
分

野
と
し
、
技
術
相
談
、
依
頼
試
験
、
機
器
利
用
等
の
支
援
事
業
や
普
及
事
業
を
通
じ
て
研
究
ニ
ー
ズ
を
把
握
。

部
長
主
導
に
よ
り
、
各
技
術
分
野
に
重
点
テ
ー
マ
を
設
定
。
 

【
重
点
テ
ー
マ
例
】
 

a
)
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
16

テ
ー
マ
、
う
ち

4
テ
ー
マ
を
重
点
化
）
 

・
「
第
一
原
理
計
算
を
用
い
た
熱
電
材
料
の
探
索
及
び
物
性
評
価
と
デ
バ
イ
ス
構
築
」
（
事
例

1
）
 

・
「
ド
ラ
イ
プ
レ
ス
金
型
を
用
い
た
温
間
･熱

間
領
域
に
お
け
る
塑
性
変
形
挙
動
の
解
明
」
 

・
「
超
低
摩
擦
摺
動
の
発
現
と
そ
の
実
用
技
術
開
発
」
 
等
 

b
)
生
活
技
術
・
ヘ
ル
ス
ケ
ア
（
1
2
テ
ー
マ
、
う
ち

3
テ
ー
マ
を
重
点
化
）
 

・
「
ゲ
ル
配
向
紡
糸
技
術
の
改
良
研
究
」
 

・
「
感
性
価
値
デ
ザ
イ
ン
の
た
め
の
評
価
手
法
の
検
討
」
 

・
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
と

A
I
を
融
合
し
た
自
動
構
造
設
計
技
術
の
開
発
」
 

c
)
機
能
性
材
料
 （

3
0
テ
ー
マ
、
う
ち

6
テ
ー
マ
を
重
点
化
）
 

・
「
銀
ナ
ノ
粒
子
ペ
ー
ス
ト
の
光
学
的
機
能
の
探
索
と
応
用
」（

事
例

2
）
 

・
「
高
透
過
性
レ
ー
ザ
と
吸
収
剤
に
よ
る
造
形
品
の
高
精
細
化
に
関
す
る
研
究
」
 

・
「
粉
末
冶
金
法
を
用
い
た
軽
量

H
E
A
焼
結
体
の
創
製
」
 
等
 

d
)
安
全
・
安
心
 （

2
9
テ
ー
マ
、
う
ち

5
テ
ー
マ
を
重
点
化
) 

・
「
電
子
伝
導
型
塗
膜
を
活
用
し
た
電
波
抑
制
シ
ー
ト
の
開
発
」
 

・
「
広
角
カ
メ
ラ
映
像
か
ら
の
人
物
行
動
解
析
手
法
に
関
す
る
研
究
」
 

・
「
金
属
粉
末
積
層
造
形
材
料
の
超
音
波
疲
労
試
験
に
よ
る
疲
労
特
性
評
価
」
 
等
 

 (
3
)
基
盤
研
究
か
ら
の
成
果
展
開
 

1
)
基
盤
研
究
の
実
施
に
よ
り
平
成

30
年
度
に
成
果
展
開
し
た
実
績

4
5
件
（
前
年
度
：
28

件
）
 

中
期
計
画
期
間
目
標
達
成
率
 （

平
成

2
8～

3
0
年
度
累
計

97
件
）
/
（
目
標

10
0
件
）
＝
9
7
％
 
 

①
 
中
小
企
業
の
製
品
化
・
事
業
化
へ
展
開
 
7
件
（
前
年
度
：
3
件
）
 

 
【
製
品
化
事
例
】
 

・
支
援
品
名
：
水
没
式
漏
れ
検
査
シ
ス
テ
ム
（
事
例

3
）
 
等
 

②
共
同
研
究
へ
展
開
 
23

件
（
前
年
度
：
1
4
件
）
 

③
外
部
資
金
導
入
研
究
へ
展
開
 
15

件
（
前
年
度
：
1
1
件
）
 

2
)
過
去
の
研
究
か
ら
発
展
し
た
共
同
研
究
へ
の
展
開
例
 

・
「
超
広
帯
域
変
調
信
号
を
取
り
扱
う
ミ
リ
波
デ
バ
イ
ス
の
非
線
形
歪
補
正
の
研
究
開
発
」
 

・
「
次
世

代
自
動
車
向
け
複
雑
形
状
鋳
物
の
金
属
積

層
造
形
金
型
ガ
ス
抜
き
に
よ

る
背
圧
制
御
お
よ
び
鋳
造

湯

廻
り
性
向
上
技
術
の
開
発
」
 

・
「
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
空
気
電
池
の

放
電
特
性
の
改
善
」
等
 

3
)
外
部
資
金
導
入
研
究
へ
の
展
開
 

平
成

30
年
度
新
規
実
施
提
案
公

募
型
研
究

1
6
件
中

9
件
が
基
盤
研
究
か
ら
展
開
 

平
成

30
年
度
に
実
施
し
た
受
託

研
究

6
件
が
基
盤
研
究
か
ら
展
開
 

新
規
採
択
金
額
：
1
3
4
,2
5
7
千
円
 

【
テ
ー
マ
事
例
】
 

・
「
コ
ラ

ー
ゲ
ン
配
向
ゲ
ル
紡
糸
技
術
を
用
い
た
人

工
腱
の
創
製
と
生
体
腱
の
時

間
・
空
間
的
再
構
築
現
象

の

バ
イ
オ
ミ
メ
テ
ィ
ッ
ク
ス
」（

科
研
費
）
 

・「
レ
ー
ザ
ー
式
金
属
積
層
造
形
に
お
け
る
強
度
と
除
去
性
を
両
立
す
る
異
方
性
半
焼
結
体
サ
ポ
ー
ト
の
開
発
」

（
科
研
費
）
 

・
「
金
属

積
層
造
形
に
お
け
る
薄
肉
形
状
製
品
の
品

質
・
生
産
性
向
上
の
た
め
の

生
産
支
援
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

開

発
」
（
外
部
資
金
）
 

 

(
4
)
研
究
成
果
の
普
及
活
動
 

基
盤
研
究
を
中
心
に
、
各
研
究
か
ら
得
ら
れ
た
成
果
の
学
会
発
表
等
を
推
進
 
計

4
3
1
件
（
前
年
度
：
3
7
4
件
）
 

1
)
学
協
会
等
で
の
成
果
発
表
 
3
9
1
件
（
前
年
度
：
3
0
2
件
）
 

学
協
会
で
の
論
文
発
表

5
3
件
（
前
年
度
：
5
1
件
）
、
口
頭
発
表

15
5
件
（
前
年
度
：
1
17

件
）、

 

○
基
盤
研
究
の
実
施
 

 
平
成

3
0
年
度
末
 
94

テ
ー
マ
 

（
平
成

2
9
年
度
末
 
75

テ
ー
マ
）
 

 ○
重
点
テ
ー
マ
例
 

（
事
例

1
）
第
一
原
理
計
算
を
用
い
た
熱
電
材
料
の
探

索
及
び
物
性
評
価
と
デ
バ
イ
ス
構
築
 

 （
事
例

2
）
銀
ナ
ノ
粒
子
ペ
ー
ス
ト
の
光
学
的
機
能
の

探
索
と
応
用
 

 ○
基
盤
研
究
か
ら
の
成
果
展
開

4
5
件
 

・
事
業
化
・
製
品
化

7
件
、
共
同
研
究

2
3
件
、
外
部
資

金
導
入
研
究

1
5
件
 

・
平
成

2
8～

3
0
年
度
累
計

97
件
、
中
期
計
画
期
間
目

標
達
成
率

97
％
 

              

 

 

0
3

7
1
3

1
4

2
3

1
1

1
1

1
5

02
0

4
0

6
0

8
0

1
0
0

0

2
0

4
0

6
0

H
2
8

H
29

H
3
0

累 計 （ 件 数 ）

年 度 実 績 （ 件 数 ）

基
盤
研
究
か
ら
の
成
果
展
開

外
部
資
金
導
入
研
究

共
同
研
究

製
品
化
・
事
業
化

累
計

累
計
目
標
値
：
1
00
件

2
4

2
8

4
5

2
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1－
基
盤
研
究

 

 
ポ
ス
タ
ー
発
表

11
0
件
（
前
年
度
：
7
2
件
）
、
そ
の
他
依
頼
講
演
等

73
件
（
前
年
度
：
6
2
件
）
 

2
)
学
協
会
等
で
の
技
術
解
説
、
事
業
紹
介
等
 
4
0
件
 

3
)
T
I
RI

ク
ロ
ス
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

2
0
18

の
開
催
 

（
7
月

1
2
日
～
13

日
、
都
産
技
研
研
究
員
に
よ
る
発
表

66
件
、
4
40

名
参
加
）
 

基
盤
研
究
等
の
成
果
活
用
を
目
的
と
し
た
討
論
の
場
と
し
て
開
催
 

【
発
表
テ
ー
マ
例
】
 

・
「
高
速
造
形
プ
ロ
セ
ス
に
よ
る
金
属

A
M
の
機
械
的
性
質
｣ 
3
D
も
の
づ
く
り
セ
ク
タ
ー
 

・
「
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
合
金
の
機
械
的
性
質
に
お
よ
ぼ
す
集
合
組
織
の
影
響
」
実
証
試
験
セ
ク
タ
ー
 

・
「
R
o
HS

指
令
に
対
応
し
た
フ
タ
ル
酸
エ
ス
テ
ル
類
の
分
析
方
法
」
環
境
技
術
グ
ル
ー
プ
 

・
「
生
体

高
分
子
の
成
型
法
を
革
新
す
る
配
向
コ
ラ

ー
ゲ
ン
線
維
ゲ
ル
の
連
続
吐

出
法
」
バ
イ
オ
応
用
技
術

グ

ル
ー
プ
 

 (
5
)
平
成

3
0
年
度
技
術
シ
ー
ズ
集
の
刊
行
 

基
盤
研
究
等
で
得
ら
れ
た
研
究
成
果
の
う
ち

37
件
を
技
術
シ
ー
ズ
集
と
し
て
掲
載
、
1
,5
0
0
部
刊
行
 

展
示
会
、
セ
ミ
ナ
ー
等
で

1,
3
0
0
部
以
上
を
中
小
企
業
等
に
配
布
し
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
も
公
開
 

 (
6
)
研
究
成
果
に
よ
る
受
賞
実
績
 

国
内
外
の
学
協
会
等
か
ら
論
文
賞
な
ど
を
受
賞
 
受
賞
数
：
1
2
件
（
前
年
度
：
12

件
）
 

・
 20

1
7
年
度
日
本
ト
ラ
イ
ボ
ロ
ジ
ー
学
会
技
術
賞
「
 
Z
r
O 
の
摩
擦
触
媒
作
用
に
よ
る

D
L
C
膜
の
摩
擦
フ
ェ
イ
ド

ア
ウ
ト
技
術
」
 

・
 20

1
8
年
度
日
本
実
験
力
学
会
 
優
秀
講
演
賞
｢
油
脂
の
洗
浄
度
評
価
に
用
い
る
観
察
手
法
の
検
討
」
 

・
 公

益
社
団
法
人
日
本
分
析
化
学
会
 
若
手
ポ
ス
タ
ー
賞
「
大
気
中
光
電
子
収
量
分
光
装
置
を
用
い
た
有
機
半
導

体
材
料
の
固
体
・
薄
膜
状
態
で
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
準
位
の
測
定
法
」
 

・
 一

般
社
団
法
人
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
実
装
学
会
 
論
文
賞
「
ノ
ッ
チ
フ
ィ
ル
タ
と
ス
イ
ッ
チ
機
構
を
用
い
た
複

数
ク
ロ
ッ
ク
動
作
時
に
お
け
る
放
射
ノ
イ
ズ
発
生
源
探
査
手
法
の
検
討
」
 

 

・
製
品
化
事
例
 

（
事
例

3
）「

水
没
式
漏
れ
検
査
シ
ス
テ
ム
」
 

水
没
（
液
没
）
漏
れ
試
験
の
自
動
化
・
無
人
化
が
可
能

な
シ
ス
テ
ム
 

        ○
学
協
会
等
で
の
成
果
発
表

3
9
1
件
 

 
論
文
発
表
 
53

件
 

 
口
頭
発
表
 
1
55

件
 

 
ポ
ス
タ
ー
発
表
 
1
10

件
 

 
そ
の
他
依
頼
講
演
等

7
3
件
 

              

 

4
1

5
1

5
3

8
9

1
1
7

1
5
5

4
5

7
2

1
1
0

1
0
6

6
2

7
3

0

1
00

2
00

3
00

4
00

5
00

H
2
8

H
2
9

H
3
0

年 度 実 績 （ 件 数 ）

学
協
会
等
で
の
成
果
発
表

論
文

口
頭
発
表

ポ
ス
タ
ー

そ
の
他

2
8
1

3
0
2

3
9
1

3
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2－
共
同
研
究

 

+
中
期
計
画
【
項
目
別
評
価
単
位
】
 

年
度
計
画
【
項
目
別
評
価
単
位
】
 

項
目
 

自
己
評
価
 

平
成

30
年
度
 
年
度
計
画
に
係
る
実
績
 

特
記
事
項
 

1
-
2
 
共
同
研
究
 

基
盤
研
究
で
得
ら
れ
た
研
究
成
果
を

効
率
的
か
つ
効
果
的
に
実
用
化
へ
つ
な

げ
て
い
く
た
め
、
独
自
の
技
術
や
ノ
ウ
ハ

ウ
を
有
し
意
欲
の
あ
る
中
小
企
業
や
業

界
団
体
、
大
学
、
研
究
機
関
と
協
力
し
て
、

共
同
研
究
に
積
極
的
に
取
り
組
む
。
共
同

研
究
の
実
施
に
よ
り
、
第
三
期
中
期
計
画

期
間
中
に
製
品
化
又
は
事
業
化
に
至
っ

た
件
数
に
つ
い
て
は
、
3
3
件
を
目
標
と

す
る
。
 

共
同

研
究

機
関

の
共

同
研

究
に

よ
る

製
品
化
・
事
業
化
を
把
握
で
き
る
仕
組
み

を
導
入
す
る
。
 

①
 実

用
化

を
見

据
え

た
共

同
研

究

の
実
施
 

基
盤

研
究

で
得

ら
れ

た
研

究
成

果
を

効
率

的
か

つ
効

果
的

に
実

用

化
へ
つ
な
げ
て
い
く
た
め
、
独
自
の

技
術

や
ノ

ウ
ハ

ウ
を

有
し

意
欲

の

あ
る

中
小

企
業

や
業

界
団

体
、

大

学
、
研
究
機
関
と
協
力
し
て
、
共
同

研
究

に
積

極
的

に
取

組
む

と
と

も

に
、
成
果
展
開
へ
つ
な
げ
る
。
 

具
体
的
に
は
、
年
度
当
初
及
び
年

度
途

中
に

研
究

テ
ー

マ
を

公
募

に

よ
り
設
定
し
、
研
究
を
実
施
す
る
。

ま
た
、
共
同
研
究
機
関
の
共
同
研
究

に
よ
る
製
品
化
・
事
業
化
を
把
握
す

る
取
組
み
を
継
続
す
る
。
 

2
 

Ａ
 

 (
1
)
共
同
研
究
の
実
施
 

製
品
開
発
を
主
目
的
と
し
て
中
小
企
業
等
と
実
施
す
る
共
同
研
究
を
実
施
（
70

テ
ー
マ
、
平
成

2
9
年
度
開
始
テ
ー

マ
1
5
テ
ー
マ
を
含
む
（
前
年
度
：
46

テ
ー
マ
、
平
成

2
8
年
度
開
始
テ
ー
マ

1
0
テ
ー
マ
を
含
む
）
）
 

 

 
 

実
施
期
間
 

 

研
究
開
始
年
月
 

H
2
9 

下
半
期
 

H
3
0 

上
半
期
 

H
3
0 

下
半
期
 

テ
ー
マ
数
 

H
2
9
年

1
0
月
 

 

 1
5
テ
ー
マ
 

  

  
1
5
 

H
3
0
年

4
月
 

  

 3
2
テ
ー
マ
 

 
3
2
 

H
3
0
年

1
0
月
 

 

  

  

 2
3
テ
ー
マ
 

2
3
 

合
計
 

7
0
 

 1
)
中
小
企
業
等
と
の
共
同
研
究
の
継
続
的
推
進
  

a
)
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
等
で
共
同
研
究
を
公
募
し
た
結
果
、
55

テ
ー
マ
の
共
同
研
究
を
平
成

3
0
年
度
に
新
規
実
施
 

（
4
月
募
集
：
3
2
テ
ー
マ
、
10

月
募
集
：
2
3
テ
ー
マ
）
（
前
年
度
：
3
6
テ
ー
マ
）
 

 
 
b
)研

究
課
題
選
定
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
は
、
共
同
研
究
機
関
に
も
出
席
を
求
め
、
目
的
や
役
割
分
担
、
実
現
性
、
波
及

効
果
、
研
究
成
果
等
を
総
合
的
に
評
価
し
て
課
題
を
選
定
 

 
 
c
)中

間
、
最
終
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
確
実
な
フ
ォ
ロ
ー
を
実
施
 

2
)
連
携
協
定
枠
の
活
用
 

 
 
連
携
協
定
機
関
と
の
共
同
研
究
を
よ
り
推
進
す
る
た
め
、
連
携
協
定
枠
を
活
用
 

・
「
超
広
帯
域
変
調
信
号
を
取
り
扱
う
ミ
リ
波
デ
バ
イ
ス
の
非
線
形
歪
補
正
の
研
究
開
発
」（

電
気
通
信
大
学
）
 

・
「
有
害
物
を
含
ま
な
い
実
用
的
な
暖
色
系
ガ
ラ
ス
フ
リ
ッ
ト
の
製
品
開
発
」（

産
総
研
）
 

・
「
災
害
危
険
度
を
考
慮
し
た
避
難
経
路
の
導
出
」
（
電
気
通
信
大
学
）
 

・
「
重
力
天
体
へ
の
着
陸
衝
撃
吸
収
用

3D
積
層
造
形
ポ
ー
ラ
ス
金
属
の
開
発
」
（
首
都
大
学
東
京
）
 

・
「
金
属
積
層
造
形
で
の
構
造
最
適
化
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
義
足
用
高
機
能
ア
ダ
プ
タ
ー
の
開
発
」（

産
総
研
）
 

・
「
水
分
セ
ン
サ
の
小
型
化
・
腐
食
対
策
の
検
討
」
（
東
京
都
農
林
水
産
振
興
財
団
）
 

・
「
大
電
力
パ
ル
ス
ス
パ
ッ
タ
法
に
よ
る
金
型
へ
の
薄
膜
形
成
技
術
の
開
発
」（

首
都
大
学
東
京
）
 

・
「
座
標
測
定
器
に
よ
り
測
定
さ
れ
た
幾
何
偏
差
の
不
確
か
さ
推
定
の
信
頼
性
検
証
」
（
産
総
研
）
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
計

8
テ
ー
マ
（
前
年
度
：
6
テ
ー
マ
）
 

 
 

(
2
)
共
同
研
究
に
よ
る
製
品
化
・
事
業
化
実
績
 

 
1
)
共
同
研
究
の
実
施
に
よ
り
平
成

3
0
年
度
製
品
化
・
事
業
化
へ
展
開
し
た
実
績
：
10

件
（
前
年
度
：
15

件
）
 

 
 
中
期
計
画
目
標
達
成
率
：
（
平
成

2
8～

3
0
年
度
累
計

3
5
件
）
/
（
目
標

3
3
件
）
＝
1
0
6
％
 

 
 
【
製
品
化
・
事
業
化
事
例
】
 

 
 
・「

自
動
車
衝
突
防
止

FM
C
W
レ
ー
ダ
信
号
解
析
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
」
 
販
売
中
 5
0
万
円
 

 
 
・「

パ
ブ
ロ
ス
ラ
イ
ド

SP
」
 
年
間
売
上
 
12

万
個
 計

約
9
0
0
万
円
（
事
例

1）
 

2
)
平
成

2
7
年
度
以
降
の
共
同
研
究
終
了
後

1
年
以
上
経
過
し
た
共
同
研
究
先
企
業

1
9
社
に
対
し
、
製
品
化
・
事
業

化
に
つ
い
て
効
果
検
証
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
、
11

件
回
答
 

 
 
・
製
品
化
 3

件
、
試
作
改
良
中
 
5
件
 

 
 
 
試
作
改
良
中
の
案
件
に
つ
い
て
は
、
職
員
に
よ
る
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
実
施
、
進
捗
中
の
共
同
研
究
に
も
情
報

を
反
映
 

 (
3
)
共
同
研
究
に
よ
る
知
的
財
産
へ
の
成
果
実
績
 

1
)
特
許
等
出
願
 

特
許
等
出
願

1
1
件
（
前
年
度
：
1
8
件
）
 

 
 
【
特
許
出
願
事
例
】
 

・
「
金
属
空
気
電
池
ま
た
は
燃
料
電
池
の
ガ
ス
拡
散
電
極
に
使
用
さ
れ
る
ガ
ス
拡
散
層
と
そ
れ
を
用
い
た
 

ガ
ス
拡
散
電
極
お
よ
び
そ
の
製
造
方
法
」
 

○
共
同
研
究
の
実
施
 
合
計

7
0
テ
ー
マ
 

中
小
企
業
等
と
の
共
同
研
究
の
推
進
 

4
月
募
集

32
テ
ー
マ
実
施
 

1
0
月
募
集

23
テ
ー
マ
実
施
 

計
5
5
テ
ー
マ
（
前
年
度
：
36

テ
ー
マ
）
 

平
成

2
9
年
度

10
月
開
始

15
テ
ー
マ
と
併
せ
て
合
計

7
0
テ
ー
マ
 

  ○
共
同
研

究
に
よ
る
製
品
化
・
事
業

化
1
0
件
（
前

年

度
：

1
5
件

）
、
累

計
3
5
件
（
中
期
計

画
目
標
達
成

率

1
0
6
％
）
 

 

      

        

 

共
同
研
究
に
よ
る
製
品
化
・
事
業
化
実
績
の
推
移
 

  

        

 （
事
例

1
）
耐
食
性
・
耐
摩
耗
性
を
有
す
る
パ
ブ
ロ
ス

ラ
イ
ド

S
P
表
面
処
理
製
品
 

  ○
共
同
研
究
か
ら
の
知
的
財
産
権
取
得
や
外
部
資
金
導

入
研
究
獲
得
へ
展
開
 

・
特
許
等
出
願

11
件
（
前
年
度
：
18

件
）
 

・
特
許
等
登
録

11
件
（
前
年
度
：
11

件
）
 

・
外
部
資
金
導
入
研
究

2
件
（
前
年
度
：
4
件
）
 

  

1
0

1
5

1
0

0

1
0

2
0

3
0

4
0

H
28

H
29

H
30

件 数

共
同
研
究
か
ら
の
製
品
化
・事

業
化

年
度
実
績

累
計

累
計
目
標
値
：
33
件

4

― 72 ―



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2－
共
同
研
究

 

 
 
 
・
「
水
分
率
測
定
装
置
お
よ
び
水
分
率
測
定
方
法
」
 

・
「
触
媒
担
体
お
よ
び
触
媒
の
製
造
方
法
」
 
等
 

 
2
)
特
許
等
登
録
 

 
 
特
許
等
登
録

1
1
件
（
前
年
度
：
1
1
件
）
 

【
特
許
登
録
事
例
】
 

・
「
メ
カ
ニ
カ
ル
シ
ー
ル
お
よ
び
そ
の
製
造
方
法
」
 

・
「
黒
色
の
金
・
パ
ラ
ジ
ウ
ム
合
金
メ
ッ
キ
用
メ
ッ
キ
液
お
よ
び
メ
ッ
キ
方
法
」
 

・
「
多
孔
質
シ
リ
カ
の
製
造
方
法
」
 
等
 

(
4
)
共
同
研
究
か
ら
外
部
資
金
獲
得
等
へ
展
開
 

民
間
企
業
等
と
の
共
同
研
究
が
外
部
資
金
導
入
研
究
に
展
開

2
テ
ー
マ
（
前
年
度
：
4
テ
ー
マ
）
 

a
)
 「

金
属
積
層
造
形
に
お
け
る
薄
肉
形
状
製
品
の
品
質
・
生
産
性
向
上
の
た
め
の
生
産
支
援
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
 

発
」
（
外
部
資
金
）
 
等
 

b
)
受
託
研
究

5
テ
ー
マ
（
前
年
度
：
3
テ
ー
マ
）
 

 (
5
)
航
空
機
産
業
へ
の
参
入
支
援
事
業
（
特
定
運
営
費
交
付
金
事
業
）
 

テ
ー
マ
設
定
型
共
同
研
究
の
実
施
 

東
京
都
が
支
援
す
る

T
MA
N
へ
の
参
加
企
業
か
ら
、
航
空
機
部
品
製
造
、
開
発
、
評
価
に
関
す
る
研
究
課
題
を
募

集
し
、
生
産
技
術
や
製
品
性
能
の
向
上
な
ど
、
航
空
機
産
業
参
入
支
援
と
航
空
機
部
品
製
造
・
開
発
に
お
け
る
課

題
解
決
を
目
的
と
し
た
研
究
開
発
を

1
2
テ
ー
マ
実
施
（
う
ち

5
テ
ー
マ
は
平
成

29
年
度
か
ら
継
続
）
。
T
M
A
N
企

業
向
け
の
成
果
報
告
会
を
開
催
し
（
3
月

2
7
日
）
、
研
究
成
果
を
共
有
 

【
研
究
テ
ー
マ
】
 

・
「
ブ
ラ
ス
ト
処
理
に
よ
る
航
空
機
部
品
用
窒
化
鋼
の
ガ
ス
窒
化
層
深
さ
に
お
よ
ぼ
す
表
面
状
態
の
検
討
と
前
処

理
法
の
開
発
」
（
継
続
）
 

・
「
航
空
機
用
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
合
金
の
条
件
最
適
化
に
よ
る
高
精
度
ピ
ー
ン
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
手
法
」
（
継
続
）
 

・
「
ク
ー
リ
ン
グ
ユ
ニ
ッ
ト
付
エ
ン
ジ
ン
を
搭
載
し
た
ド
ロ
ー
ン
の
開
発
」
（
継
続
）
 

・
「
航
空
機
用
チ
タ
ン
合
金
の
低
温
成
形
加
工
法
に
よ
る
高
精
度
塑
性
加
工
」（

事
例

2）
 

・
「
ガ
ス
窒
化
処
理
安
定
化
の
た
め
の
酸
化
処
理
法
の
開
発
」
 

・
「
航
空
機
用
ア
ル
ミ
青
銅
合
金
の
強
化
機
構
の
明
確
化
と
製
造
工
程
の
確
立
」
 

・
「
N
i
基
超
耐
熱
合
金
の
フ
ラ
イ
ス
加
工
に
お
け
る
エ
ン
ド
ミ
ル
の
長
寿
命
化
と
加
工
効
率
の
向
上
」
 

・
「
航
空
機
用
難
削
材
へ
の
タ
ッ
プ
加
工
に
お
け
る
加
工
効
率
の
向
上
」
 

・
「
磁
粉
探
傷
試
験
に
お
け
る
窒
化
処
理
し
た
窒
化
鋼
の
適
切
な
磁
化
条
件
と
脱
磁
条
件
の
導
出
及
び
後
処
理
工

程
の
簡
略
化
」
 

・
「
航
空
機
用
チ
タ
ン
合
金
の

3
次
元
プ
レ
ス
成
型
法
の
開
発
」（

継
続
）
 

・
「
通
電
加
熱
成
形
を
応
用
し
た
炭
素
繊
維
強
化
樹
脂
の
プ
レ
ス
成
形
法
の
開
発
」（

継
続
）
 

・「
航
空
機
部
品
へ
の
金
属

A
M
造
形

17
-
4
PH

鋼
の
適
用
を
目
的
と
し
た
最
適
熱
処
理
条
件
と
微
細
構
造
の
解
明
」  

 (
6
)
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
研
究
開
発
推
進
事
業
（
特
定
運
営
費
交
付
金
事
業
）
 

公
募
型
共
同
研
究
の
実
施
 

平
成

2
9
年
度
よ
り
、
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
の
競
技
力
向
上
や
障
害
者
の
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
参
加
拡
大
を
目
的
に
、
競

技
用
の
「
車
い
す
」
お
よ
び
「
義
足
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
公
募
型
の
共
同
研
究

2
件
を
実
施
。
 

【
研
究
テ
ー
マ
】
 

a
）
「
新
素
材
を
活
用
し
た
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
用
車
い
す
開
発
」（

継
続
）
（
事
例

3
）
 

 
・
産
業
交
流
展

2
0
18

に
て
開
発
し
た
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
用
車
い
す
を
展
示
 

b
)
「
世
界
最
速
を
目
指
し
た
ス
ポ
ー
ツ
用
義
足
お
よ
び
関
連
技
術
の
開
発
」（

継
続
）
（
事
例

4）
 

 
・
「
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
向
け
競
技
用
義
足
の
新
モ
デ
ル
を
開
発
」
の
プ
レ
ス
発
表
を
実
施
(8

月
31

日
) 

○
航
空
機
産
業
へ
の
参
入
支
援
事
業
に
お
い
て
テ
ー
マ

設
定
型
共
同
研
究

1
2
テ
ー
マ
を
実
施
 

        

 （
事
例

2
）「

航
空
機
用
チ
タ
ン
合
金
の
低
温
成
形
加
工

法
に
よ
る
高
精
度
塑
性
加
工
」
 

チ
タ
ン
合
金
の
低
温
成
形
加
工
法
を
新
た
に
提
案
 

課
題
解
決
の
た
め
の
成
形
法
を
提
案
し
、
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
と
加
工
実
験
を
行
い
、
有
効
性
を
実
証
 

 

○
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
研
究
開
発
推
進
事
業
に
お
い
て
公

募
型
共
同
研
究

2
テ
ー
マ
を
実
施
 

         （
事
例

3
）
新
素
材
を
活
用
し
た
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
用
車

い
す
 

          （
事
例

4
）
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
向
け
競
技
用
義
足
の

新
モ
デ
ル
 

提
案
し
た
加
工
法
に
よ
り

 
最
大
ひ
ず
み
を
低
減

 

5
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2－
共
同
研
究

 

 
②
中
小
企
業
へ
の

I
oT

化
支
援
事
業
 

I
o
T

技
術

の
中

小
企

業
へ

の
導

入
・
普
及
を
図
る
た
め
、
中
小
企
業

と
の
共
同
研
究
を
通
し
て
、
工
場
等

へ
の

I
o
T
技
術
の
導
入
や

I
oT

関
連

製
品

の
開

発
お

よ
び

人
工

知
能

（
A
I
）
技
術
の
応
用
に
よ
る
新
規
事

業
参
入
を
支
援
す
る
。
 

 

 
 

(
7
)
公
募
型
共
同
研
究
の
実
施

 
中
小
企
業
の

I
o
T
活
用
に
よ
る
生
産
性
の
向
上
や

Io
T
関
連
の
製
品
開
発
を
支
援
す
る
た
め
、「
公
募
型
共
同
研
究
」

に
「
テ
ー
マ
設
定
型

A
I
活
用
実
証
型
」
を
追
加
。
6
月
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
共
同
研
究
を
公
募
し
た
結
果
、
4
6

テ
ー
マ
の
応
募
の
中
か
ら
、
10

テ
ー
マ
を
採
択
。
 

a
)
 
I
o
T
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
研
究
（
研
究
開
発
期
間
：
平
成

3
0
年

1
0
月
か
ら

1
年
を
超
え
て
最
長

3
年
、
委
託
費

上
限
額
：
1
テ
ー
マ
に
つ
き

3,
0
0
0
万
円
）
 

・
「
多
点
観
測
実
証
に
よ
る
地
震
防
災
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
化
開
発
」
 

・
「
気
密
検
査
計
測
デ
ー
タ
の
収
集
お
よ
び
遠
隔
監
視
シ
ス
テ
ム
の
開
発
」
 

・
「
I
oT

を
活
用
し
た
デ
ジ
タ
ル
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
研
究
」
 

・
「
介
護
施
設
向
け
見
守
り
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
利
活
用
シ
ス
テ
ム
」
 

・
「
洋
菓
子
店
向
け
接
客
シ
ス
テ

ム
の
開
発
」
（
継
続
）
 

・
「
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
用
い
た
水
質
改
善
装
置
運
用
の
最
適
化
共
同
研
究
」
（
継
続
）
 

・
「
遠
隔
監
視
機
能
を
搭
載
し
た
マ
イ
ク
ロ
流
路
チ
ッ
プ
・
セ
ル
ソ
ー
タ
ー
」（

継
続
）
 

・
「
4
つ
の
新
機
能
実
現
の
た
め
の

Io
T
シ
ス
テ
ム
の
開
発
」（

継
続
）
 

b
)
I
o
T
共
同
開
発
研
究
（
研
究
開
発
期
間
：
平
成

3
0
年

10
月
か
ら

1
年
、
委
託
費
上
限
額
：
1
テ
ー
マ
に
つ
き

5
0
0

万
円
）
 

・
「
I
oT

を
活
用
し
た
カ
カ
オ
豆
需
要
予
測
シ
ス
テ
ム
開
発
」
 

・
「
画
像
解
析
技
術
を
用
い
て
設
備
監
視
を

I
o
T
で
効
率
化
」
 

・
「
生
産
プ
ロ
セ
ス
の
ば
ら
つ
き
見
え
る
化
シ
ス
テ
ム
の
開
発
」
 

・
「
図
書
館

I
o
T
に
よ
る

I
oT

セ
ン
サ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
開
発
」
 

c
)
テ
ー
マ
設
定
型

A
I
活
用
実
証
型
研
究
（
研
究
開
発
期
間
：
平
成

3
0
年

1
0
月
か
ら

2
年
、
委
託
費
上
限
額
：
1

テ
ー
マ
に
つ
き

3,
0
0
0
万
円
）（

新
規
）
 

・
「
A
I
に
よ
る
土
木
構
造
物
の
非
破
壊
調
査
診
断
技
術
研
究
」
 

・
「
A
I
に
よ
る
化
学
製
造
プ
ロ
セ
ス
解
析
支
援
ツ
ー
ル
」
 

 
d
)
平
成

30
年
度
終
了
テ
ー
マ
 

 
 
・「

I
oT

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
テ
ス
ト
ベ
ッ
ド
の
構
築
」
 

 
 
・「

I
oT

用
発
電
靴
本
底
商
品
化
開
発
」
 

 
 
・「

後
付
型

I
o
T
異
常
検
知
シ
ス
テ
ム
の
開
発
」
 

 
 
・「

ク
ラ
ウ
ド
・
Io
T
活
用
に
よ
る
「
製
造
設
備
の
診
断
サ
ー
ビ
ス
シ
ス
テ
ム
」
の
開
発
」
 

 (
8
)
基
盤
研
究
・
共
同
研
究
の
実
施
（
新
規
）
 

 
a
)
基
盤
研
究
 

 
 
I
oT

分
野
に
お
い
て
、
中
小
企
業
へ
の
支
援
強
化
に
つ
な
が
る
技
術
開
発
や
技
術
の
習
得
を
実
施
。
 

・「
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
志
向
の

I
o
T
シ
ス
テ
ム
設
計
に
向
け
た
方
法
論
構
築
と
実
践
」（

平
成

30
年

1
0
月
～
令

和
元
年

9
月
）
 

 
b
)
共
同
研
究
 

 
 
I
oT

関
連
技
術
の
活
用
や

I
o
T
関
連
製
品
の
開
発
に
向
け
て
、
都
産
技
研
以
外
の
機
関
と
共
同
研
究
を
実
施
。
 

 
 
・「
「
生
産
設
備
の
見
え
る
化
」
に
関
す
る
実
証
実
験
」（

平
成

3
1
年

1
月
～
令
和
元
年

1
1
月
）
 

 (
9
)
I
oT

技
術
の
中
小
企
業
へ
の
普
及
 

 
a
)
I
oT

支
援
サ
イ
ト
の
開
設
（
新
規
）
 

・
開
設
式
典
（
10

月
15

日
、
参
加
者

12
7
名
）
 

・
5
つ
の
エ
リ
ア
か
ら
な
る
展
示
ス
ペ
ー
ス
を
常
設
。
見
学
会
を
実
施
（
3
月
末
現
在
、
累
計

8
2
3
名
来
訪
）
。
 

・
I
o
T
機
器
の
有
線
、
無
線
通
信
の
評
価
や
、
消
費
電
力
の
測
定
、
通
信
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
試
験
が
行
え
る

I
o
T

シ
ス
テ
ム
評
価
試
験
室
を
整
備
。
 

・
ク
ラ
ウ
ド
シ
ス
テ
ム
構
築
の
ハ
ン
ズ
オ
ン
支
援
を
実
施
す
る
試
験
室
を
整
備
。支

援
対
象
者
を
募
集
す
る
た
め
、

ク
ラ
ウ
ド
ミ
ニ
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
（
2
月

2
6
日
）
。
 

・
H
P
開
設
（
h
t
tp
s
:
//
i
o
t.
i
r
i
-
t
ok
y
o
.j
p
/）

 

 
b
)
東
京
都

I
o
T
研
究
会
（
会
員
数

3
6
0
社

42
2
名
 
3
月
末
現
在
）
 

 
 
・
４
つ
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
（
W
G
）
を
設
置
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
ご
と
に
分
科
会
活
動
を
実
施
。
 

 
 
 
 
現
場
で
改
善

I
o
T 
W
G
：
 

参
加
企
業
が
自
社
の
課
題
を

I
o
T
化
に
よ
っ
て
解
決
す
る
取
り
組
み
を
共
有
。
都
産
技
研
職
員
が
参
加

企
業
を
訪
問
し
、
課
題
の
明
確
化
と

I
o
T
化
を
支
援
。
 

観
光

Io
T
 
WG
：
 

○
中

小
企

業
へ

の
Io

T
化

支
援

事
業

に
お

い
て

公
募

型
共

同
研

究
18

テ
ー

マ
を

実
施

 

 ○
公

募
型

共
同

研
究

事
例

 

・「
ク
ラ
ウ
ド
・
Io
T
活
用
に
よ
る
「
製
造
設
備
の
診
断

サ
ー
ビ
ス
シ
ス
テ
ム
」
の
開
発
」
：
 

実
証

実
験

を
実

施
し

た
企

業
に

有
償

サ
ー

ビ
ス

開
始

（
1
1
月
）
 

             ○
Io

T
支

援
サ

イ
ト

を
開

設
し

、
展

示
ス

ペ
ー

ス
の

見
学

会
や

ク
ラ

ウ
ド

ミ
ニ

セ
ミ

ナ
ー

を
開

催
 

 ○
I
oT

支
援

サ
イ

ト
開

設
式

（
10

月
1
5
日

都
産

技
研

）
 

         ○
I
oT

支
援

サ
イ

ト
（

展
示

ス
ペ

ー
ス

）
 

        ○
評

価
試

験
装

置
（

無
線

通
信

評
価

）
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2－
共
同
研
究

 

企
業
、
都
内
自
治
体
等
の
観
光
へ
の
取
り
組
み
紹
介
を
中
心
と
し
た
勉
強
会
を
実
施
。
ま
た
都
内
自
治

体
、
観
光
振
興
協
会
等
を
訪
問
し
、
観
光
に
お
け
る

I
o
T
活
用
方
法
を
研
究
。
 

製
造

WG
：
 

I
o
T
関
連
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
扱
う
企
業
を
中
心
に
、
製
造
業
の
工
場
に

Io
T
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
導

入
す
る
た
め
の
研
究
、
工
場
見
学
（
1
2
月

2
1
日
）
な
ど
を
実
施
。
 

農
業

WG
：
 

I
o
T
を
実
際
に
導
入
し
た
農
家
や

Io
T
シ
ス
テ
ム
を
扱
う
企
業
を
講
師
と
し
て
、
都
内
若
手
農
家
向
け

に
セ
ミ
ナ
ー
お
よ
び
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
（
10

月
3
日
）
。
 

・
市
販
の

Io
T
キ
ッ
ト
と
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
用
い
た
ハ
ン
ズ
オ
ン
講
習
会
開
催
 
計

1
回
（
9
月

7
日
、
1
5
名
）
 

・
I
o
T
ビ
ジ
ネ
ス
に
必
要
な
基
礎
知
識
を
全

4
回
（
1
回

3
時
間
）
で
学
ぶ
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
供
を
開

始
（
新
規
）
 
計

2
コ
ー
ス
実
施
（
1
0
月
～
12

月
、
3
4
名
）
（
1
月
～
2
月
、
31

名
）
 

・
I
o
T
研
究
会
員
専
用

W
e
b
サ
イ
ト
の
開
設
（
h
t
t
ps
:
/
/m
y
p
a
g
e
.i
o
t
.i
r
i
-t
o
k
yo
.
j
p/
）
 

 
c
)
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
 

 
 
・
ク
ラ
ウ
ド
＆
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
セ
ミ
ナ
ー
（
7
月

19
日
、
35

名
）
 

 
 
・
I
o
T×

観
光
ワ
ー
キ
ン
グ
オ
ー
プ
ン
セ
ミ
ナ
ー
（
8
月

2
7
日
、
38

名
）
 

 
 
・
工
場
向
け
ワ
イ
ヤ
レ
ス

I
o
T
講
習
会
（
総
務
省
関
東
総
合
通
信
局
共
催
）（

1
2
月

1
4
日
、
62

名
）
 

 
 
・
中
小
企
業
を
強
く
す
る
た
め
の

AI
活
用
法
セ
ミ
ナ
ー
（
東
京
都
中
小
企
業
振
興
公
社
共
催
）（

1
2
月

25
日
、

1
0
4
名
）
 

 
 
・
製
造
現
場
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
新
た
な
価
値
創
出
セ
ミ
ナ
ー
（
2
月

13
日
、
9
3
名
）
 

d
)
I
o
T
有
識
者
会
議
 

 
 
中
小
企
業
へ
の

Io
T
化
支
援
事
業
の
推
進
に
あ
た
り
、
公
平
で
客
観
的
な
観
点
か
ら
事
業
全
体
へ
の
有
意
義
な
意

見
を
聴
取
す
る
こ
と
で
、
よ
り
実
効
的
な
事
業
運
営
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
中
小
、
一
般
企
業
を
含
む
産

業
界
、
学
識
経
験
者
、
東
京
都
中
小
企
業
振
興
公
社
等
か
ら
成
る
有
識
者
会
議
を
開
催
。
 

 
 
・
I
o
T
有
識
者
会
議
開
催
（
5
月

16
日
 
2
月

1
5
日
）
 

 
e
)
職
員
向
け
研
修
の
実
施
 

 
 
都
産
技
研
職
員
全
体
の

I
o
T・

AI
リ
テ
ラ
シ
を
向
上
し
、
よ
り
広
範
な
分
野
の
中
小
企
業
の

I
o
T
化
を
支
援
す
る

た
め
、
職
員
向
け
研
修
を
実
施
。
 

 
 
・「

デ
ー
タ
解
析
・
A
I
講
習
会
」（

2/
1
9
）：

 
I
o
T
開
発
セ
ク
タ
ー
の
他
、
ロ
ボ
ッ
ト
、
情
報
、
電
気
・
電
子
分
野

か
ら
計

2
4
名
参
加
。
 

○
東

京
都

I
oT

研
究

会
の

運
営

 

・
東

京
都

I
oT

研
究

会
会

員
業

種
の

内
訳

 

              ・
4
つ

の
ワ

ー
キ

ン
グ

グ
ル

ー
プ
（

現
場

で
改

善
I
o
T、

観

光
I
o
T
、

製
造

、
農

業
）

を
設

置
し

、
そ

れ
ぞ

れ
の

テ
ー

マ
ご

と
に

分
科

会
活

動
を

実
施

 

 ・
人

材
育

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
提

供
 

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

（
1
コ

ー
ス

：
3
時

間
×

4
回

）
 

第
1
回

 
 

I
o
T
概

論
 

 
I
o
T
ビ

ジ
ネ

ス
 

 
I
o
T
の

世
界

 

第
2
回

 
 

I
o
T
デ

バ
イ

ス
の

構
成

要
素

 

 
代

表
的

な
I
oT

デ
バ

イ
ス

 

 
I
o
T
デ

バ
イ

ス
の

活
用

 

第
3
回

 
 

無
線

通
信

規
格

 

 
通

信
プ

ロ
ト

コ
ル

 

 
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
対

策
 

第
4
回

 
 

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

 

 
デ

ー
タ

分
析

と
AI

 

 
I
o
T
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
 

 人
材

育
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
 

                 

 

製
造

業
, 

3
1
.1

%

情
報

通

信
業

, 

3
0
.6

%

学
術

研

究
、

専

門
・
技

術

サ
ー

ビ
ス

業
, 
1
7
.5

%

サ
ー

ビ
ス

業
（
他

に

分
類

さ
れ

な
い

も

の
）
, 
6
.1

%

そ
の

他

の
分

類
, 

1
4
.7

%

大
変

満
足

, 

1
3
.8

%

満
足

, 

4
8
.5

%

ふ
つ

う
, 

3
1
.1

%

や
や

不

満
, 
6
.1

%

大
変

不
満

, 

0
.5

%

n=
19

6（
延

べ
8日

間
の

日
ご

と
回
答

を
累
計

）
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3－
外
部
資
金
導
入
研
究
・
調
査
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

中
期
計
画
【
項
目
別
評
価
単
位
】
 

年
度
計
画
【
項
目
別
評
価
単
位
】
 

項
目
 

自
己
評
価
 

平
成

30
年
度
 
年
度
計
画
に
係
る
実
績
 

特
記
事
項
 

1
-
3
 
外
部
資
金
導
入
研
究
・
調
査
 

都
産
技
研
が
保
有
す
る
研
究
成
果
を

基
に
、
科
学
技
術
研
究
費
や
産
業
振
興
を

目
的
と
す
る
外
部
資
金
等
に
積
極
的
に

応
募
し
採
択
を
目
指
す
。
外
部
資
金
を
導

入
し
た
研
究
・
調
査
を
実
施
し
た
成
果
を

も
っ
て
、
中
小
企
業
の
ニ
ー
ズ
や
社
会
的

ニ
ー
ズ
の
解
決
に
応
え
て
い
く
。
外
部
資

金
導
入
研
究
・
調
査
の
採
択
件
数
に
つ
い

て
は
、
第
三
期
中
期
計
画
期
間
中
に

7
0

件
を
目
標
と
す
る
。
 

都
産
技
研
が
保
有
す
る
研
究
成

果
を
基
に
、
科
学
技
術
研
究
費
や
産

業
振
興
を
目
的
と
す
る
外
部
資
金

等
に
積
極
的
に
応
募
し
採
択
を
目

指
す
。
 

(
1
)
提
案
公
募
型
研
究
 

技
術
開
発
の
要
素
が
大
き
い
経

済
産
業
省
や
文
部
科
学
省
な
ど
の

提
案
公
募
型
事
業
へ
積
極
的
に
応

募
し
、
採
択
を
目
指
す
と
と
も
に
、

採
択
さ
れ
た
研
究
を
確
実
に
実
施

す
る
。
 

未
利
用
外
部
資
金
の
調
査
を
行
い
、

申
請
可
能
な
も
の
を
抽
出
し
て
積

極
的
に
申
請
す
る
。
 

3
 

Ａ
 

外
部
資
金
導
入
研
究
（
提
案
公
募
型
研
究
お
よ
び
受
託
研
究
）
の
件
数
と
平
成

30
年
度
歳
入
総
額
の
実
績
 

 
 
提
案
公
募
型
研
究
 
39

件
実
施
 
総
額
 
99
,
5
85

千
円
、
（
前
年
度
：
40

件
実
施
  
7
1
,
6
22

千
円
）
 

 
 
受
託
研
究
 
 
 
 
19

件
実
施
 
総
額
 
 9
,
4
81

千
円
、
（
前
年
度
：
15

件
実
施
  
 
9
,
2
65

千
円
）
 

 
 
合
計
 
 
 
 
 
 
58

件
実
施
 
総
額
 
10
9
,
06
6
千
円
、
（
前
年
度
：
55

件
実
施
  
8
0
,
8
87

千
円
）
 

 
 
中
期
計
画
期
間
目
標
達
成
率
：（

累
計

9
2
件
）
/
（
期
間
目
標
累
計

7
0
件
）
＝
1
3
1％

 

 (
1
)
提
案
公
募
型
研
究
の
実
績
 

1
)
応
募
実
績
 

提
案
公
募
型
研
究
費
獲
得
活
動
を
強
化
し
、
提
案
公
募
型
研
究
へ

1
3
0
件
応
募
 

提
案
公
募
型
研
究
テ
ー
マ
応
募
件
数
内
訳
 

 
平
成

28
年
度
 

平
成

29
年
度
 

平
成

30
年
度
 

文
部
科
学
省
事
業
（
科
研
費
）（

件
）
 

3
4
 

5
3
 

9
4
 

科
学
技
術
振
興
機
構
事
業
 
 （

件
）
 

1
 

3
 

3
 

経
済
産
業
省
事
業
 
 
 
 
 （

件
）
 

1
 

1
 

7
 

そ
の
他
 
 
 
 
 
 
 
 
 （

件
）
 

1
8
 

1
5
 

2
6
 

合
計
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 （

件
）
 

5
4
 

7
2
 

1
3
0 

 
2
)
採
択
実
績
 

新
規
採
択

16
件
（
前
年
度
：
1
0
件
）、

新
規
採
択

1
34
,
2
57

千
円
（
前
年
度
：
1
5,
6
2
5
千
円
）
 

 
 
【
実
施
テ
ー
マ
事
例
】
 

 
・「

プ
ロ
テ
オ
グ
リ
カ
ン
を
複
合
し
た
コ
ラ
ー
ゲ
ン
高
次
階
層
バ
ン
ド
ル
の
創
製
と
そ
の
生
体
内
再
構
築
機
序
」

（
科
研
費
、
新
規
）
 

 
・
「
精
密
ナ
ノ
イ
ン
プ
リ
ン
ト
法
を
用
い
た
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
検
査
チ
ッ
プ
の
開
発
」（

科
研
費
、
新
規
）
等
 

 
3
)
実
施
状
況
 

a
)
 
文
部
科
学
省
お
よ
び
独
立
行
政
法
人
日
本
学
術
振
興
会
（
科
学
研
究
費
助
成
事
業
）
 

2
9
件
実
施
（
新
規

9
件
、
継
続

1
7
件
、
継
続
新
規

3
件
）（

前
年
度
：
3
1
件
）
、
総
額

35
,
1
3
4
千
円
（
前

年
度
：
3
8
,
05
5
千
円
）
 

b
)
 
科
学
技
術
振
興
機
構
事
業
 
 

2
件
実
施
（
継
続

1
件
、
継
続
新
規

1
件
）（

前
年
度
：
1
件
）、

総
額

6,
7
88

千
円
（
前
年
度
：
5
,
20
0
千
円
）  

c
)
 
経
済
産
業
省
事
業
 

3
件
実
施
（
新
規

2
件
、
継
続

1
件
）
（
前
年
度
：
3
件
）、

総
額

4
9
,6
3
6
千
円
（
前
年
度
：
2
5,
8
12

千
円
）
 

d
)
 
そ
の
他
の
国
（
環
境
省
、
農
林
水
産
省
）
・
民
間
機
関
の
提
案
公
募
型
に
採
択
さ
れ
た
事
業
 

5
件
実
施
（
新
規

5
件
、
継
続

0
件
）
（
前
年
度
：
5
件
）、

総
額

8
,
02
7
千
円
（
前
年
度
：
2
,5
5
5
千
円
）
 

 (
2
)
提
案
公
募
型
研
究
費
獲
得
活
動
の
強
化
 

1
)
こ
れ
ま
で
応
募
し
て
い
な
か
っ
た
外
部
資
金
へ
の
応
募
 

外
部
資
金
の
積
極
的
な
活
用
を
図
る
た
め
、
募
集
案
内
を
全
職
員
に
随
時
通
知
し
応
募
を
促
進
し
、
新
た
に

17

件
応
募
 
2
件
採
択
決
定
(前

年
度
：
1
3
件
応
募
）
 

・
国
立
研
究
開
発
法
人
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発
機
構
（
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
）
(
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
等
に
よ

る
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
革
新
支
援
事
業
) 

4
,
29
0
千
円
 採

択
 

・
一
般
社
団
法
人
日
本
機
械
学
会
(研

究
助
成
) 

6
,0
0
0
千
円
 採

択
 

2
)
外
部
資
金
獲
得
の
た
め
の
研
修
、
指
導
を
継
続
 

・
科
研
費
獲
得
に
関
す
る
書
籍
の
著
者
を
招
き
、
職
員
向
け
の
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
（
新
規
)（

７
月

10
日
、
13
5

名
参
加
) 

・
科
研
費
応
募
手
続
き
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

2.
5
か
月
前
倒
し
、
査
読
・
申
請
書
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
に
十
分

な
時
間
が
取
れ
る
様
に
体
制
を
整
備
 

・
戦
略
的
基
盤
技
術
高
度
化
支
援
事
業
（
サ
ポ
イ
ン
事
業
）
に
つ
い
て
、
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
の
方
を
招

き
、
応
募
準
備
に
向
け
た
説
明
会
と
相
談
会
を
実
施
（
新
規
）
（
2
月

7
日
、
1
7
名
）

 
・
新
規
採
用
の
研
究
員
に
科
研
費
「
研
究
活
動
ス
タ
ー
ト
支
援
」
へ
の
応
募
を
義
務
化
(継

続
) 

・
公
募
中
の
外
部
資
金
お
よ
び
提
案
公
募
型
研
究
の
手
順
等
に
つ
い
て
、
職
員
向
け
掲
示
板
で
の
周
知
 

3
)
科
学
研
究
費
補
助
金
申
請
団
体
と
し
て
の
要
件
確
保
 

 
 
a
)活

動
内
容
 

○
外
部
資
金
導
入
研
究

5
8
件
実
施
 

提
案
公
募
型
研
究

3
9
件
、
受
託
研
究

1
9
件
 

 〇
外
部
資
金
導
入
研
究
の
平
成

3
0
年
度
歳
入
総
額
 

1
0
9
,
0
66

千
円
（
前
年
度
：
80
,
8
8
7
千
円
）
 

 ○
外
部
資
金
導
入
研
究
の
新
規
実
績
 

提
案
公
募
型
研
究

1
6
件
（
前
年
度
：
1
0
件
）
 

受
託
研
究
 
 
 
 
1
9
件
（
前
年
度
：
15

件
）
 

中
期
計
画
期
間
目
標
達
成
率
：（

累
計

9
2
件
）
/（

期

間
目
標
累
計

7
0
件
）
＝
1
3
1％

 

 

 
 ○
提
案
公
募
型
研
究
費
獲
得
活
動
の
強
化
 

・
提
案
公
募
型
研
究
へ
の
応
募

1
3
0
件
 

・
未
利
用
外
部
資
金
へ
の
応
募

1
7
件
 

・
科
研
費
獲
得
に
関
す
る
書
籍
の
著
者
を
招
き
、
職
員

向
け
の
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
（
新
規
) 

・
科
研
費
応
募
手
続
き
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

2
.
5
か
月

前
倒
し
、
査
読
・
申
請
書
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
に

十
分
な
時
間
が
取
れ
る
様
に
体
制
を
整
備
 
等
 

 

 
  

2
0

1
0

1
6

1
2

1
5

1
9

0

2
0

4
0

6
0

8
0

1
0
0

H
2
8

H
29

H
3
0

件 数

新
規
外
部
資
金
導
入
研
究

提
案
公
募
型

受
託

累
計

3
2

2
5

3
5

累
計
目
標
値
：
7
0件

3
4

5
3

9
4

1
8

1
5

2
6

04080

1
20

H
2
8

H
29

H
3
0

件 数

提
案
公
募
型
研
究
テ
ー
マ
応
募
件
数

そ
の
他

経
済
産
業
省

科
学
技
術
振
興
機
構

文
部
科
学
省

5
4

7
2

1
3
0
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3－
外
部
資
金
導
入
研
究
・
調
査
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・
各
部
ご
と
に
目
標
値
設
定
し
、
科
研
費
要
件
に
係
る
論
文
著
者
数
、
著
者
名
を
毎
月
各
部
長
に
報
告
 

・
査
読
付
き
論
文
の
執
筆
・
掲
載
状
況
の
調
査
お
よ
び
把
握
 

・
査
読
付
き
論
文
へ
の
投
稿
促
進
す
る
た
め
、
論
文
投
稿
時
英
文
校
閲
費
用
を
確
保
 

 
 
b
)活

動
結
果
 

 
 
・
論
文
著
者
数

59
名
（
研
究
者
数
の

3
0
.4
％
）（

前
年
度
：
5
5
名
、
28
.
9％

）
 

 
論
文
著
者
数
と
執
筆
割
合
の
推
移
 

年
度
 

H
2
2 

H
2
3 

H
2
4 

H
2
5 

H
2
6 

H
2
7 

H
2
8 

H
2
9 

H
3
0 

研
究
者
数
（
人
）
 

1
7
3 

1
7
4 

1
7
6 

1
8
0 

1
8
5 

1
9
7 

1
8
1 

1
9
0 

1
9
4 

執
筆
者
数
（
人
）
 

3
5
 

4
2
 

3
9
 

4
1
 

3
9
 

3
4
 

5
5
 

5
5
 

5
9
 

執
筆
割
合
（
％
）
 

2
0
.
2 

2
4
.
1 

2
2
.
2 

2
2
.
8 

2
1
.
1 

1
7
.
3 

3
0
.
3 

2
8
.
9 

3
0
.
4 

4
)
外
部
資
金
申
請
団
体
と
し
て
の
体
制
確
保
 

 
 

a)
文
部

科
学

省
「

研
究
機

関
に

お
け

る
公

的
研

究
費
の

管
理

・
監

査
の

ガ
イ

ド
ラ
イ

ン
（

実
施

基
準

）
」
等

の

改
正
に
伴
う
所
内
体
制
・
規
程
類
整
備
実
施
、
当
該
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き
、
研
究
デ
ー
タ
の
保
存
に
対

す
る
組
織
管
理
の
た
め
、
研
究
ノ
ー
ト
と
技
術
支
援
ノ
ー
ト
を
明
確
に
区
別
し
、
所
属
長
・
所
属
部
長
に
よ

る
チ
ェ
ッ
ク
を
実
施
 

b
)
科
学
研
究
費
助
成
事
業
説
明
会
（
9
月
、
受
講
者

5
8
名
）
 

新
規
採
用
職
員
、
今
年
度
科
研
費
担
当
職
員
お
よ
び
科
研
費
未
申
請
の
若
手
職
員
を
中
心
に
全
職
員
を
対
象

と
し
て
、
科
研
費
の
制
度
や
最
近
の
動
向
に
関
す
る
説
明
会
を
実
施
 

 (
3
)
受
託
研
究
（
中
小
企
業
の
技
術
課
題
、
行
政
課
題
解
決
の
迅
速
な
支
援
）
の
実
施
 

 
受
託
研
究
の
実
施
状
況
：
19

件
実
施
、
9
,
4
81

千
円
（
前
年
度
：
1
5
件
、
9,
2
6
5
千
円
）
 

 
 
【
実
施
テ
ー
マ
事
例
】
 

 
 
・
粉
末
冶
金
法
に
よ
る
軽
量
ハ
イ
エ
ン
ト
ロ
ピ
ー
合
金
の
創
生
に
関
す
る
研
究
 

 
 
・
非
接
触
レ
ー
ダ
ー
ア
ン
テ
ナ
の
設
計
（
平
成

3
0
年
度
）
等
 

 (
4
)
外
部
資
金
導
入
研
究
に
よ
る
成
果
事
例
 

1
)
製
品
化
・
事
業
化
等
に
向
け
た
取
り
組
み
 

【
成
果
事
例
】
 

a
)
 
戦
略
的
基
盤
技
術
高
度
化
支
援
事
業
（
サ
ポ
イ
ン
事
業
）
 

 
・
戦

略
的
基

盤
技

術
高
度
化
支
援

事
業
（

サ
ポ

イ
ン
事
業

）
「

話
者

の
音
声

特
性

を
改
善

す
る

難
聴
者

聴
こ

え
支
援
会
話
シ
ス
テ
ム
の
開
発
」
に
基
づ
く
コ
ン
テ
ス
ト
応
募
、
一
般
社
団
法
人
日
本
福
祉
工
学
会
 
技

術
賞
受
賞
（
事
例

1
）

 
b
)
 
科
研
費
研
究
 

 
・
科
研
費
研
究
「
摩
擦
フ
ェ
イ
ド
ア
ウ
ト
現
象
の
実
用
化
お
よ
び
メ
カ
ニ
ズ
ム
解
明
」
に
基
づ
く
、
受
賞
 

 
 
一
般
社
団
法
人
日
本
ト
ラ
イ
ボ
ロ
ジ
ー
学
会
 
2
0
17

年
度
日
本
ト
ラ
イ
ボ
ロ
ジ
ー
学
会
技
術
賞
受
賞
（
事

例
2
）

 
 
・
L
T
C
C
-G
E
M（

め
っ
き
加
工
品
）
 
科
研
費
の
成
果
を
基
に
製
造
プ
ロ
セ
ス
に
「
金
エ
ッ
チ
ン
グ
」
と
「
無

電
解
め
っ
き
」
を
追
加
し
、
動
作
中
の
放
電
量
を
最
高

1
/1
0
ま
で
削
減
。
販
売
開
始
か
ら
令
和
元
年

5

月
末
現
在
ま
で
、
売
上

1
4
枚
 
1
9
6
万
円
（
事
例

3）
 

 
c
)
 受

託
研
究
 

 
 
・
次
世
代
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

2
02
0
交
流
会
に
シ
ー
ズ
提
供
。
採
択
企
業
か
ら
の
受
託

研
究
の
受
け
入
れ
に
よ
る
都
政
課
題
の
解
決
（
2
件
）
 

 
・
受
託
研
究
お
よ
び

OM
開
発
支
援
に
よ
り

LD
L
マ
ー
カ
の
検
討
を
担
当
し
、「

悪
玉
Ｌ
Ｄ
Ｌ
自
動
測
定
装
置
」

を
開
発
 

2
)
特
許
等
出
願
（
計

13
件
）
 

・
「
回
転
型
レ
オ
メ
ー
タ
―
用
乾
燥
防
止
用
具
」
 

・
「
圧
力
測
定
方
法
お
よ
び
圧
力
測
定
装
置
」
 等

 

 (
5
)外

部
資
金
導
入
研
究
成
果
の
普
及
活
動
 

学
協
会
等

85
件
、
う
ち
海
外
発
表

13
件
（
前
年
度
：
57

件
、
う
ち
海
外
発
表

9
件
）
 

 

○
提
案
公
募
型
研
究
の
実
施
状
況
 

・
科
学
研
究
費
助
成
事
業
 

2
9
件
実
施
（
新
規

9
件
、
継
続

1
7
件
、
継
続
新
規

3
件
）（

前
年
度
：
3
1
件
）
 

・
科
学
技
術
振
興
機
構
事
業
 

2
件
実
施
（
継
続

1
件
、
継
続
新
規

1
件
）（

前
年

度
：
1
件
）
 

・
経
済
産
業
省
事
業
 

3
件
実
施
（
新
規

2
件
、
継
続

1
件
）（

前
年
度
：
3

件
）
 

・
そ
の
他
国
（
環
境
省
・
農
水
省
）・

民
間
機
関
事
業
 

5
件
実
施
（
新
規

5
件
、
継
続

0
件
）（

前
年
度
：
5

件
）
 

  ○
 
外
部
資
金
導
入
研
究
に
よ
る
成
果
事
例
 

 ・
外
部
発
表
受
賞
 
2
件
 

（
事
例

1
）
一
般
社
団
法
人
日
本
福
祉
工
学
会
 
技
術

賞
受
賞
 

 
（
事
例

2
）
2
0
1
7
年
度
日
本
ト
ラ
イ
ボ
ロ
ジ
ー
学
会
技

術
賞
受
賞
 

 ・
製
品
化
・
事
業
化
 

（
事
例

3）
L
T
CC
-
G
EM
（
め
っ
き
加
工
品
）
科
研
費
の

成
果
を
基
に
製
造
プ
ロ
セ
ス
に
「
金
エ
ッ
チ
ン
グ
」
と

「
無
電
解
め
っ
き
」
を
追
加
し
、
動
作
中
の
放
電
量
を

最
高

1
/
1
0
ま
で
削
減
。
販
売
開
始
か
ら
令
和
元
年

5
月
末
現
在
ま
で
、
売
上

1
4
枚
 
1
9
6
万
円
 

・
 

          
 

 ・
受
託
研
究

2
件
 

・
特
許
等
出
願

13
件
 

9

― 77 ―― 76 ―



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3－

外
部
資
金
導
入
研
究
・
調
査
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(
2
)
地
域
結
集
型
研
究
 

第
二
期
に
完
了
し
た
製
品
化
研

究
に
基
づ
き
、
こ
れ
ま
で
に
得
ら
れ

た
研
究
成
果
の
事
業
化
を
推
進
す

る
。
 

(
6
)
地
域
結
集
型
研
究
成
果
の
事
業
化
の
推
進
 

独
立
行
政

法
人
科

学
技

術
振
興

機
構
と

東
京
都

の
支

援
を
受

け
、
「
都
市

の
安
全

・
安
心
を

支
え
る

環
境
浄

化

技
術
開
発
」
を
テ
ー
マ
に
、
産
・
学
と
連
携
し
て

V
O
C
排
出
削
減
技
術
の
研
究
開
発
を
実
施
。
平
成

1
8
年

12
月

か
ら
実
施
し
、
平
成

26
年

11
月
に
終
了
。
地
域
結
集
型
研
究
に
て
製
品
化
・
事
業
化
を
行
っ
た
企
業

6
社
に
対

し
追
跡
調
査
を
実
施
。
 

［
製
品
化
・
事
業
化
の
状
況
］
 

・
e
c
o
-P
A
CT

搭
載
機
器
（
平
成

3
0
年
度
販
売
数

3
件
）
 

・
超
微
量
イ
オ
ン
測
定
器
関
連
製
品
（
平
成

30
年
度
販
売
数

1
件
）
 

・
高
感
度
毒
性
ガ
ス
モ
ニ
タ
ー
（
平
成

30
年
度
販
売
数

4
件
）
 

○
地

域
結

集
型

研
究

成
果

の
製

品
化

・
事

業
化

の
追

跡
調
査
を
実
施
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ロ
ボ
ッ
ト
産
業
活
性
化
事
業

 

中
期
計
画
【
項
目
別
評
価
単
位
】
 

年
度
計
画
【
項
目
別
評
価
単
位
】
 

項
目
 

自
己
評
価
 

平
成

30
年
度
 
年
度
計
画
に
係
る
実
績
 

特
記
事
項
 

1
-
4
 
ロ
ボ
ッ
ト
産
業
活
性
化
事
業
 

今
後
の
少
子
高
齢
化
対
策
並
び
に
生

活
の
質
の
向
上
対
策
と
し
て
期
待
さ
れ

て
い
る
ロ
ボ
ッ
ト
産
業
の
活
性
化
事
業

を
実
施
し
、
中
小
企
業
や
大
学
と
の
共
同

研
究
を
通
じ
た
事
業
化
・
産
業
化
を
推
進

す
る
。
ま
た
、
ロ
ボ
ッ
ト
産
業
の
活
性
化

に
必
要
な
産
業
人
材
を
育
成
す
る
。
 

今
後
の
少
子
高
齢
化
対
策
並
び

に
生
活
の
質
の
向
上
対
策
と
し
て

期
待
さ
れ
て
い
る
ロ
ボ
ッ
ト
産
業

の
活
性
化
事
業
を
実
施
し
、
中
小
企

業
や
大
学
と
の
共
同
研
究
を
通
じ

た
事
業
化
・
産
業
化
を
推
進
す
る
。
 

公
募
型
研
究
開
発
事
業
を
推
進

し
、
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
の
製
品
化
・
事

業
化
を
促
進
す
る
。
 

4
 

Ｓ
 

(
1
)
技
術
開
発
 

1
)
基
盤
研
究
・
実
証
研
究
 

ロ
ボ
ッ
ト
開
発
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
な
る
技
術
開
発
（
基
盤
研
究
）
5
テ
ー
マ
を
実
施
（
前
年
度
：
1
テ

ー
マ
）。

う
ち

3
テ
ー
マ
が

AI
活
用
 

・
「
移
動
案
内
ロ
ボ
ッ
ト

L
ib
r
a
の
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
改
良
と
そ
の
評
価
」
 

・
「
痛
覚
耐
性
基
準
に
よ
る
移
動
ロ
ボ
ッ
ト
の
衝
突
安
全
性
評
価
の
た
め
の
圧
力
測
定
シ
ス
テ
ム
の
開
発
」
 

・
「
A
I
に
よ
る
自
律
移
動
用
地
図
の
特
徴
抽
出
」
 

・
「
A
I
技
術
を
活
用
し
た
環
境
変
動
に
ロ
バ
ス
ト
な
自
動
位
置
復
旧
の
開
発
」
 

・
「
A
I
技
術
を
活
用
し
た
多
言
語
案
内
ロ
ボ
ッ
ト
向
け
音
声
言
語
識
別
と
応
答
文
生
成
技
術
の
開
発
」
 

2
)
共
同
研
究
 

企
業
や
業
界
団
体
な
ど
と
協
力
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
持
つ
技
術
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
融
合
し
て
ロ
ボ
ッ
ト
の
実
用
化
に

向
け
た
開
発
を
行
う
共
同
研
究

4
テ
ー
マ
を
実
施
（
前
年
度
：
1
テ
ー
マ
）
 

・
「
T
型
ロ
ボ
ッ
ト
ベ
ー
ス
の
最
適
化
に
よ
る
走
行
安
定
性
能
向
上
」
（
東
京
都
、
平
成

27
年
度
 
短
期
展
開
型

の
発
展
）
 

・
「
メ
カ
ナ
ム
ホ
イ
ー
ル
を
用
い
た

T
型
ロ
ボ
ッ
ト
ベ
ー
ス
の
事
業
化
」（

東
京
都
）
 

・
「
排
気
管
内
部
清
掃
ロ
ボ
ッ
ト
の
改
良
・
開
発
」
（
東
京
都
、
平
成

2
9
年
度
 共

同
研
究
の
継
続
）
 

・
「
カ
ル
バ
ー
ト
点
検
用
ロ
ボ
ッ
ト
の
実
用
化
に
向
け
た
開
発
」（

東
京
都
、
平
成

27
年
度
 
新
市
場
創
出
型
の

発
展
）
 

3
)
公
募
型
共
同
研
究
開
発
事
業
 

ロ
ボ
ッ
ト
の
実
用
化
を
加
速
す
る
た
め
、
開
発
体
制
に
ユ
ー
ザ
ー
を
含
む
こ
と
を
要
件
と
し
た
公
募
型
の
共
同

研
究
を
実
施
。
日
本
全
国
の
中
小
企
業
を
対
象
に
、
開
発
経
費
を
都
産
技
研
が
負
担
す
る
委
託
研
究
と
し
て
実

施
 

 

 
研
究
開
始
年
月
 

実
施
期
間
 

テ
ー
マ
数
 

H
2
9 

下
半
期
 

H
3
0 

上
半
期
 

H
3
0 

下
半
期
 

H
3
1 

上
半
期
 

a
)
短
期
展
開
型
 

／
1
年
 

H
2
9
年

1
0
月
 

 H
3
0
年

1
0
月
 

 

 6
テ
ー
マ
 

 
   5
テ
ー
マ
 

 

1
1
 

b
)
新
市
場
創
出
型
 

／
3
年
 

H
2
7
年

1
0
月
 

 H
2
8
年

1
0
月
 

 

 4
テ
ー
マ
 

  

 
 

 

1
0
 

c
)
テ
ー
マ
設
定
型
 

／
1
年
 

H
3
0
年

1
月
 

 H
3
1
年

1
月
 

 

 
 2
テ
ー
マ
 

 
   2
テ
ー
マ
 

4
 

d
)
実
証
検
証
型
 

／
9
ヵ
月
 

H
3
1
年

3
月
 

 
 

 
 2
テ
ー
マ
 

2
 

合
計
 

 
 

 
 

 
2
7
 

 a
)
短
期
展
開
型
（
開
発
期
間

1
年
 
委
託
上
限
額

1
,0
0
0
万
円
）
 

1
9
テ
ー
マ
申
請
の
中
か
ら

5
テ
ー
マ
を
採
択
（
前
年
度
：
6
テ
ー
マ
）
 

・
「
自
律
移
動
型

A
G
V
の
事
業
化
」
（
東
京
都
）
 

・
「
農
作
業
用
パ
ワ
ー
ア
シ
ス
ト
ス
ー
ツ
の
高
機
能
化
」
（
青
森
県
）
 
等
 

b
)
新
市
場
創
出
型
（
開
発
期
間

3
年
 
委
託
上
限
額

3
,
00
0
万
円
）
 

平
成

27
年
度
 
4
テ
ー
マ
、
平
成

2
8
年
度
 6

テ
ー
マ
、
計

10
テ
ー
マ
を
継
続
し
て
実
施
。
平
成

28
年
度

1

テ
ー
マ
は
、
実
際
の
事
業
を
開
始
し
た
た
め
公
募
型
共
同
研
究
開
発
事
業
を
中
止
、
更
な
る
機
能
向
上
に
向

○
公
募
型
共
同
研
究
開
発
事
業
の
実
施
 

・
短
期
展
開
型

11
テ
ー
マ
 

・
新
市
場
創
出
型

1
0
テ
ー
マ
 

・
テ
ー
マ
設
定
型

4
テ
ー
マ
 

・
実
証
検
証
型

2
テ
ー
マ
 

 ○
基
盤
・
実
証
研
究
に
基
づ
い
た
知
的
財
産
出
願
 

T
型
ロ
ボ
ッ
ト
ベ
ー
ス
（
都
産
技
研
開
発
の
ロ
ボ
ッ
ト

走
行
基
盤
）
に
関
す
る
特
許
の
実
施
許
諾
を
締
結
 

特
許
出
願
：
1
件
 
実
施
許
諾
：
2
社

8
件
 

 ○
公
募
型
共
同
研
究
開
発
成
果
に
よ
る
製
品
化
・
事
業

化
9
件
 

 （
事
例

1
）
既
設
大
型
風
力
発
電
機
の
ブ
レ
ー
ド
に
対

す
る
点
検
／
塗
装
の
自
働
化
 

           

風
力
発
電
所
で
の
点
検
の
様
子
 

 （
事
例

2
）
高
速
巡
航
型
マ
ル
チ
コ
プ
タ
ー
を
用
い
た

広
域
観
測
シ
ス
テ
ム
の
開
発
 

          

製
品
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
 

      

6
テ
ー
マ
→
5
テ
ー
マ
 

1
1
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ロ
ボ
ッ
ト
産
業
活
性
化
事
業

 

け
N
E
DO
「
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
等
に
よ
る
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
革
新
支
援
事
業
」
に
採
択
 

c
)
テ
ー
マ
設
定
型
（
開
発
期
間

1
年
 
委
託
上
限
額

3
,
00
0
万
円
）
 

都
産
技
研
の
技
術
シ
ー
ズ
等
を
活
用
し
、「

物
流
業
界
」「

外
食
・
食
品
業
界
」
で
利
用
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
シ
ス

テ
ム
の
開
発
・
実
証
を
テ
ー
マ
に
公
募
を
実
施
。
6
テ
ー
マ
申
請
の
中
か
ら

2
テ
ー
マ
を
採
択
 

・
「
先
導
お
よ
び
追
従
型
自
律
移
動
型
ピ
ッ
キ
ン
グ
カ
ー
ト
」（

東
京
都
）
 

・
「
調
理
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
」（

兵
庫
県
）
 

d
)
実
証
検
証
型
（
開
発
期
間

9
ヵ
月
 
委
託
上
限
額

2
0
0
万
円
）（

新
規
）
 

a
)
～
c
)の

更
な
る
発
展
を
促
す
た
め
、
公
募
型
共
同
研
究
開
発
事
業
で
試
作
し
た
ロ
ボ
ッ
ト
を
ベ
ー
ス
に
、

新
規
ユ
ー
ザ
ー
に
対
し
て
機
能
追
加
と
実
証
実
験
を
行
う
テ
ー
マ
を
募
集
。
3
テ
ー
マ
申
請
の
中
か
ら

2
テ

ー
マ
を
採
択
 

・
「
葛
西
臨
海
水
族
園
来
園
者
向
け
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
案
内
ロ
ボ
ッ
ト
の
実
証
検
証
」（

東
京
都
、
平
成

2
8
年
度
 
テ
ー
マ
設
定
型
の
発
展
）
 

・「
イ
ベ
ン
ト
や
教
育
現
場
へ
の
遠
隔
参
加
に
お
け
る

i
T
OU
R
 
の
検
証
」（

兵
庫
県
、
平
成

2
8
年
度
 
短
期
展

開
型
の
発
展
）
 

4
)
基
盤
・
実
証
研
究
に
基
づ
い
た
知
的
財
産
出
願
 

基
盤
研
究
等
か
ら
創
出
さ
れ
た
技
術
等
を
、
ロ
ボ
ッ
ト
の
事
業
化
に
活
用
す
る
た
め
知
的
財
産
を
出
願
。
T
型

ロ
ボ
ッ
ト
ベ
ー
ス
に
関
す
る
特
許
の
実
施
許
諾
を
締
結
 

特
許
出
願
：
1
件
 
実
施
許
諾
：
2
社

8
件
 

 (
2
)
事
業
化
支
援
 

1
)
製
品
化
・
事
業
化
事
例
 
新
規

9
件
（
事
業
累
計

1
6
件
）
 

a
)
公
募
型
共
同
研
究
開
発
成
果
に
よ
る
製
品
化
・
事
業
化
 
6
件
 

【
製
品
化
・
事
業
化
事
例
】
 

・
既
設
大
型
風
力
発
電
機
の
ブ
レ
ー
ド
に
対
す
る
点
検
／
塗
装
の
自
働
化
（
平
成

28
年
度
 
新
市
場
創
出
型
、

そ
の
他
の
製
造
業
）
（
事
例

1）
 

風
力
発
電
機
の
ブ
レ
ー
ド
の
先
端
に
し
が
み
つ
き
、
上
下
移
動
し
な
が
ら
撮
影
す
る
こ
と
で
、
ブ
レ
ー
ド

の
損
傷
・
劣
化
状
況
を
把
握
。
ま
た
、
ブ
レ
ー
ド
表
面
を
保
護
す
る
た
め
の
塗
装
や
避
雷
針
の
導
通
チ
ェ

ッ
ク
を
安
全
な
場
所
か
ら
遠
隔
で
可
能
に
 

・
高
速
巡
航
型
マ
ル
チ
コ
プ
タ
ー
を
用
い
た
広
域
観
測
シ
ス
テ
ム
の
開
発
（
平
成

2
9
年
度
 
短
期
展
開
型
、

電
気
機
械
器
具
製
造
業
）
（
事
例

2
）
 

ド
ロ
ー
ン
の
問
題
で
あ
る
飛
行
時
間
、
飛
行
距
離
を
大
幅
に
改
善
し
、
3
0
分
、
3
0k
m
の
継
続
飛
行
が
可

能
に
。
災
害
時
だ
け
で
な
く
気
象
観
測
機
器
の
定
期
検
査
や
鉄
道
施
設
の
定
期
点
検
に
活
用
で
き
る
サ
ー

ビ
ス
と
し
て
事
業
を
開
始
 

・
服
薬
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
を
活
用
し
た
高
齢
者
見
守
り
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
化
（
平
成

2
9
年
度
 
短
期
展
開
型
、

そ
の
他
の
製
造
業
）
（
事
例

3）
 

介
護
現
場
で
の
服
薬
支
援
、
見
守
り
を
行
う
ロ
ボ
ッ
ト
。
決
め
ら
れ
た
時
刻
に
声
掛
け
を
行
い
、
本
体
内

に
収
納
さ
れ
た
薬
包
を
差
し
出
す
。
介
護
者
は
、
介
護
現
場
に
居
な
く
て
も
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
被
介
護

者
を
見
守
る
こ
と
（
服
薬
状
況
、
周
囲
温
度
・
湿
度
な
ど
）
が
可
能
 

・
日
常
生
活
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
ア
ー
ム
の
開
発
（
平
成

2
7
年
度
 新

市
場
創
出
型
、
電
気
機
械
器
具
製
造
業
）

（
事
例

4
）
 

上
肢
に
障
害
を
持
つ
人
の
日
常
生
活
を
支
援
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
ア
ー
ム
。
利
用
者
の
代
わ
り
に
コ
ッ
プ
等
を

持
ち
、
食
事
や
身
だ
し
な
み
を
整
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
総
重
量
は

5k
g
以
下
で
従
来
に
無
い
軽
量
化
・

コ
ン
パ
ク
ト
化
を
実
現
。
電
動
車
椅
子
等
に
ワ
ン
タ
ッ
チ
で
取
付
・
取
外
し
が
可
能
 

・
美
術
館
来
館
者
向
け
施
設
案
内
ロ
ボ
ッ
ト
の
開
発
（
平
成

2
8
年
度
 テ

ー
マ
設
定
型
、
映
像
・
音
声
・
文

字
情
報
制
作
業
）（

事
例

5）
 

中
小

企
業

庁
「

も
の

づ
く

り
補

助
金

」
に

採
択

さ
れ

、
都

産
技

研
で

試
作

し
た

多
言

語
案

内
ロ

ボ
ッ

ト

L
i
b
ra

を
ベ
ー
ス
に
博
物
館
、
美
術
館
向
け
案
内
ロ
ボ
ッ
ト
「
お
ー
い
ち
ゃ
ん
」
商
用
機
を
製
作
。
案
内

サ
ー
ビ
ス
、
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
専
門
会
社
を
設
立
 

・
駅
施
設
に
お
け
る
監
視
、
警
備
業
務
効
率
化
（
平
成

29
年
度
 テ

ー
マ
設
定
型
、
機
械
器
具
卸
売
業
）（

事

例
6
）
 

搭
載
さ
れ
た

A
I
カ
メ
ラ
で
不
審
者
・
不
審
物
等
の
異
常
を
検
知
し
、
駅
係
員
に
通
報
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
。

定
点
カ
メ
ラ
と
連
動
し
、
異
常
発
生
現
場
ま
で
移
動
し
て
声
掛
け
を
行
う
。
移
動
機
構
に
は
都
産
技
研
の

大
型
ロ
ボ
ッ
ト
ベ
ー
ス

T
a
ur
u
s
の
技
術
を
移
転
。
大
手
警
備
会
社
へ
の
導
入
が
決
定
 

（
事
例

3）
服
薬
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
を
活
用
し
た
高
齢
者

見
守
り
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
化

 
             ラ
イ
フ
・
ワ
ー
ク
・
バ
ラ
ン
ス

E
X
P
O
東
京
 
20
1
9
で

デ
モ
展
示
し
て
い
る
様
子
（
2
月

7
日
）
 

 （
事
例

4
）
日
常
生
活
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
ア
ー
ム
の
開
発
 

           

ロ
ボ
ッ
ト
ア
ー
ム
の
製
品
外
形

 
電
動
車
椅
子
等
に
取
付
・
取
外
し
が
可
能

 
  （
事
例

5）
美
術
館
来
館
者
向
け
施
設
案
内
ロ
ボ
ッ
ト

の
開
発
 

         

専
門
会
社
を
設
立
 

案
内
ロ
ボ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
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4－
ロ
ボ
ッ
ト
産
業
活
性
化
事
業

 

b
)
公
募
型
共
同
研
究
開
発
の
成
果
展
開
に
よ
る
製
品
化
・
事
業
化
 
3
件
 

【
製
品
化
・
事
業
化
事
例
】
 

・
建
築
現
場
で
の
照
度
測
定
ロ
ボ
ッ
ト
（
電
気
機
械
器
具
製
造
業
）
 

建
設
中
ビ
ル
内
の
照
明
照
度
を
計
測
す
る
ロ
ボ
ッ
ト

 
・
1
ト
ン
級
ロ
ボ
ッ
ト
台
車
（
電
気
機
械
器
具
製
造
業
）
 

建
機
レ
ン
タ
ル
会
社
向
け

1
ト
ン
級
の
運
搬
ロ
ボ
ッ
ト
台
車
。
試
作
車
納
入
 

・
配
膳
ロ
ボ
ッ
ト
（
生
産
用
機
械
器
具
製
造
業
）
 

料
理
や
飲
み
物
を
運
ぶ
ロ
ボ
ッ
ト
。
福
島
県
の
介
護
施
設
、
都
内
レ
ス
ト
ラ
ン
等
で
実
証
実
験
し
、
販
売

を
開
始
。
ロ
ボ
ッ
ト
の
台
車
部
分
に
特
許
の
実
施
許
諾

1
件
 

2
)
国
内
展
示
会
へ
の
出
展
（
10

件
）
 

都
産
技
研
技
術
シ
ー
ズ
や
共
同
開
発
成
果
を
出
展
し
、
事
業
の

P
R
お
よ
び
中
小
企
業
の
製
品
拡
販
を
支
援
。

J
a
p
a
n
 R
o
b
o
t
 W
e
e
k
 2
0
1
8
で
は
、
案
内
・
産
業
・
点
検
・
介
護
支
援
で
分
類
し
た
ロ
ボ
ッ
ト

23
種
を
展
示
す

る
と
と
も
に
展
示
ス
ペ
ー
ス
内
ス
テ
ー
ジ
で
共
同
開
発
ロ
ボ
ッ
ト
の
デ
モ
を
実
演
 

 

展
示
会
 

会
期
 

ス
ペ
ー
ス
 

展
示
ロ
ボ
ッ
ト
種
 

共
同
開
発
 

都
産
技
研
 

合
計
 

第
3
回
サ
ー
ビ
ス
ロ
ボ
ッ
ト

開
発
技
術
展
 

6
/
7
-
8 

5
4
㎡
 

9
 

3
 

1
2
 

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
・
レ
ジ
リ
エ

ン
ス

TO
K
Y
O 
2
0
18
 

7
/
1
8
-
20
 

5
4
㎡
 

1
0
 

2
 

1
2
 

シ
ス

テ
ム

デ
ザ

イ
ン

フ
ォ

ー
ラ
ム

2
0
18
 

1
0
/
3 

-
 

0
 

1
 

1
 

J
a
p
a
n
 R
o
b
ot
 
W
ee
k
 
2
0
1
8 

1
0
/
1
7
-1
9 

1
4
4
㎡
 

1
9
 

4
 

2
3
 

け
い

は
ん

な
情

報
通

信
フ

ェ
ア

20
1
8 

1
0
/
2
5
-2
7 

5
㎡
 

0
 

1
 

1
 

産
業
交
流
展

2
01
8
 「

次
世

代
ロ
ボ
ッ
ト
ゾ
ー
ン
」
 

1
1
/
1
4
-1
6 

3
6
5
㎡
 

1
1
 

5
 

1
6
 

第
3
回
ロ
ボ
デ
ッ
ク
ス
 

1
/
1
6
-
18
 

7
2
㎡
 

1
3
 

3
 

1
6
 

品
川

情
報

ク
ラ

ス
タ

ー
フ

ェ
ア

20
1
9 

1
/
3
1 

-
 

0
 

1
 

1
 

ラ
イ
フ
・
ワ
ー
ク
・
バ
ラ
ン

ス
E
X
PO

東
京
 
2
01
9
 

2
/
7 

2
4
㎡
 

3
 

2
 

5
 

イ
ン

バ
ウ

ン
ド

マ
ー

ケ
ッ

ト
E
X
PO
 
2
01
9 

2
/
1
9
-
22
 

5
4
㎡
 

7
 

3
 

1
0
 

 

3
)
国
際
展
示
会
へ
の
出
展
（
1
件
）
 

都
産
技
研
技
術
シ
ー
ズ
を
出
展
し
、
事
業
を

PR
。
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
る
観
光
案
内
を
デ
モ
 

 

展
示
会
 

会
期
 

ス
ペ
ー
ス
 

展
示
ロ
ボ
ッ
ト
種
 

共
同
開
発
 

都
産
技
研
 

合
計
 

日
ア

フ
リ

カ
官

民
経

済
フ

ォ
ー
ラ
ム
併
催
展
示
会
 

（
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
ク
）
 

5
/
3
-
4 

-
 

0
 

2
 

2
 

 

4
)
サ
ー
ビ
ス
ロ
ボ
ッ
ト
事
業
化
交
流
会
の
設
置
（
新
規
）
 

ユ
ー
ザ
ー
企
業
か
ら
の
相
談
、
問
合
せ
を
受
け
て
ロ
ボ
ッ
ト
利
用
の
要
望
を
ま
と
め
、
ロ
ボ
ッ
ト
開
発
・
製
造

企
業
、
サ
ー
ビ
ス
ロ
ボ
ッ
ト

S
I
e
r
（
S
y
s
te
m
 
In
t
e
gr
a
t
or
）
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
支
援
。
会
員
企
業
の
交
流

の
場

と
し

て
全

体
会

を
開

催
す

る
と

と
も

に
、

専
用

ウ
ェ

ブ
ペ

ー
ジ

を
開

設
し

て
会

員
企

業
の

検
索

を
可

能

に
。
ま
た
、
ロ
ボ
ッ
ト
の
走
行
・
会
話
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
に
関
す
る
技
術
講
習
会
を
実
施
 

（
会
員
企
業

1
4
9
社
、
全
体
会
議

3
回
、
技
術
講
習
会

2
件
）
 

（
事
例

6
）
駅
施
設
に
お
け
る
監
視
、
警
備
業
務
効
率

化
 

          
西
武
新
宿
駅
で
の
警
備
ロ
ボ
ッ
ト
の
実
証
実
験
 

A
I
監
視
カ
メ
ラ
で
異
常
検
知
し
、
急
行
 

              
 

製
品
化
・
事
業
化
件
数
の
推
移

 
 ○
展
示
会
へ
の
出
展
（
国
内

1
0
件
、
海
外

1
件
）
 

              J
a
p
a
n
 R
o
b
ot
 
W
ee
k
 
20
1
8、

案
内
・
産
業
・
点
検
・

介
護
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
等

2
3
種
を
展
示
 

 

3
4

9

02468

1
0

H
2
8

H
2
9

H
3
0

件 数

製
品
化
・
事
業
化
件
数
の
推
移

1
3
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4－
ロ
ボ
ッ
ト
産
業
活
性
化
事
業

 

5
)
ロ
ボ
ッ
ト
利
用
相
談
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
の
運
営
 

ロ
ボ
ッ
ト
産
業
活
性
化
事
業
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
て
、
各
共
同
研
究
開
発
ロ
ボ
ッ
ト
（
開
発
中
を
含
む
）
の
利
用

事
例
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
ユ
ー
ザ
ー
企
業
開
拓
の
た
め
の
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
相
談
ペ
ー
ジ
を
運
営
（
ア
ク
セ

ス
件
数
：
7
,6
2
9
件
、
相
談
件
数
：
3
0
件
）

 
6
)
共
同
開
発
ロ
ボ
ッ
ト
の
紹
介
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
刷
新
 

ベ
ー
ス
ロ
ボ
ッ
ト

1
種
、
案
内

5
種
、
点
検

5
種
、
介
護

7
種
、
産
業

8
種
、
都
産
技
研

4
種
、
計

30
種
（
前

年
度
：
2
6
種
）
 

 (
3
)
ロ
ボ
ッ
ト
産
業
人
材
育
成
 

1
)
サ
ー
ビ
ス
ロ
ボ
ッ
ト

 S
I
er

人
材
育
成
事
業
の
開
始
（
期
間

1
年
 
委
託
上
限
額

2,
0
0
0
万
円
）（

新
規
）
 

ロ
ボ
ッ
ト
導
入
促
進
の
た
め
、
ユ
ー
ザ
ー
企
業
と
ロ
ボ
ッ
ト
開
発
・
製
造
企
業
の
間
を
取
り
持
つ

SI
e
r（

S
y
s
te
m 

I
n
t
e
g
ra
t
o
r）

育
成
を
テ
ー
マ
に
募
集
。
ユ
ー
ザ
ー
企
業
と
と
も
に
ロ
ボ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
の
導
入
検
討
と
実
証

実
験
を
行
い
、
市
場
化
可
能
な
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
お
よ
び
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
立
案
。
7
テ
ー
マ
申
請
の
中
か

ら
3
テ
ー
マ
を
採
択
 

・
「
物
流
分
野
で
の
サ
ー
ビ
ス
ロ
ボ
ッ
ト
を
利
用
し
た
省
人
化
の
実
証
～
事
業
化
」（

東
京
都
）
 

・
「
個
別
指
導
塾
の
講
師
役
と
な
る
先
生
ロ
ボ
ッ
ト
の
開
発
と
サ
ー
ビ
ス
の
構
築
」（

東
京
都
）
 

・
「
準
天
頂
対
応
大
型

L
T
E
ド
ロ
ー
ン
の
開
発
」（

東
京
都
）
 

2
)
普
及
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
 
計

1
回
（
前
年
度
：
2
回
）
 

・
セ
ミ
ナ
ー
「
ロ
ボ
ッ
ト
産
業
活
性
化
事
業
セ
ミ
ナ
ー
～
サ
ー
ビ
ス
ロ
ボ
ッ
ト
／
協
働
ロ
ボ
ッ
ト
の
安
全
と
規

格
適
合
～
」
2
月

2
8
日
、
94

名
 

3
)
実
習
を
伴
う
講
習
会
の
開
催
 
計

2
回
（
前
年
度
：
1
回
）
 

・
講
習
会
「
ロ
ボ
ッ
ト
用
ミ
ド
ル
ウ
ェ
ア
を
活
用
し
た
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
入
門
【
R
T
ミ
ド
ル
ウ
ェ
ア
編
】
」
7

月
2
4
日
、
9
名
 

・
講
習
会
「
ロ
ボ
ッ
ト
用
ミ
ド
ル
ウ
エ
ア
を
活
用
し
た
自
律
走
行
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
入
門
【
R
O
S
編
】
」
3
月

14

日
～
15

日
、
8
名
 

 

 ○
サ
ー
ビ
ス
ロ
ボ
ッ
ト
事
業
化
交
流
会
の
設
置
（
会
員

企
業

14
9
社
）
 

           

第
1
回
 
全
体
会
議
の
様
子
、
都
産
技
研
本
部
に
て
 

開
催
（
5
月

2
9
日
）
 

 ○
ロ
ボ
ッ
ト
利
用
相
談
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
の
運
営
 

ユ
ー

ザ
ー

企
業

開
拓

の
た

め
の

ロ
ボ

ッ
ト

導
入

相
談

ペ
ー
ジ
を
運
営
（
ア
ク
セ
ス
件
数
：
7
,
6
2
9
件
、
相
談

件
数
：
3
0
件
）
 

 〇
共
同
開
発
ロ
ボ
ッ
ト
の
紹
介
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
刷
新
 

                ○
ロ
ボ
ッ
ト
産
業
人
材
育
成
 

ロ
ボ
ッ
ト
導
入
促
進
の
た
め
、
ユ
ー
ザ
ー
企
業
と
ロ
ボ

ッ
ト

開
発

・
製

造
企

業
の

間
を

取
り

持
つ

SI
e
r

（
S
y
s
te
m
 I
n
t
e
gr
a
t
or
）
を
育
成
す
る

SI
e
r
育
成
事

業
の
開
始
（
新
規
）
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5－
生
活
関
連
産
業
の
支
援

 

中
期
計
画
【
項
目
別
評
価
単
位
】
 

年
度
計
画
【
項
目
別
評
価
単
位
】
 

項
目
 

自
己
評
価
 

平
成

30
年
度
 
年
度
計
画
に
係
る
実
績
 

特
記
事
項
 

1
-
5
 
生
活
関
連
産
業
の
支
援
 

ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
製
品
に
代
表
さ
れ

る
よ
う
に
、
生
活
関
連
製
品
の
付
加
価

値
向
上
の
重
要
性
が
増
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
感
性
工
学
な
ど
新
た
な
産
業
技

術
に
も
と
づ
く
開
発
促
進
お
よ
び
製
品

評
価
に
係
る
技
術
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
実

施
す
る
。
 

  

生
活

関
連

産
業

の
付

加
価

値
向

上
を

目
的

と
し

た
技

術
支

援
サ

ー

ビ
ス

を
拡

充
す

る
た

め
、

人
間

の

特
性

や
感

性
に

考
慮

し
た

生
活

支

援
製
品
の
開
発
を
継
続
す
る
。
 

 

5
 

Ａ
 

(
1
)
生
活
関
連
産
業
支
援
の
取
り
組
み

 
・
感
性
工
学
や
人
間
工
学
な
ど
新
た
な
産
業
技
術
に
基
づ
く
研
究
開
発
を
推
進
し
、
デ
ザ
イ
ン
性
の
向
上
な
ど
差
別

化
に
つ
な
が
る
製
品
開
発
支
援
を
実
施
 

・「
生
活
動
作
計
測
ス
タ
ジ
オ
」
を
墨
田
支
所
生
活
技
術
開
発
セ
ク
タ
ー
に
新
た
に
設
置
し
、
生
活
関
連
産
業
支
援
の

た
め
の
技
術
支
援
体
制
を
強
化
 

・
都
産
技
研
内
の
各
部
署
と
連
携
し
た
研
究
開
発
や
付
加
価
値
向
上
の
た
め
の
デ
ザ
イ
ン
協
力
を
行
い
、
さ
ら
に
中

小
企
業
・
技
術
研
究
会
を
通
じ
た
人
材
育
成
を
実
施
 

 (
2
)
研
究
開
発

 
従
来
の
情
報
、
デ
ザ
イ
ン
、
品
質
評
価
な
ど
の
分
野
に
加
え
、
人
間
の
動
き
や
体
型
、
感
覚
等
に
着
目
し
た
製
品

開
発
、
評
価
技
術
に
関
わ
る
研
究
を
実
施
（
基
盤
研
究

14
件
（
前
年
度
：

10
件
）、

共
同
研
究

9
件
（
前
年
度
：

5
件
）
、
外
部
資
金
導
入
研

4
件
（
前
年
度
：

6
件
）
）

 
特
定
運
営
費
交
付
金
事
業
の
ロ
ボ
ッ
ト
産
業
活
性
化
事
業
、
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
研
究
開
発
推
進
事
業
、
中
小
企
業

へ
の

Io
T
化
支
援
事
業
に
お
い
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
研
究

4
件
（
前
年
度
：

6
件
）
を
実
施

 
【
生
活
技
術
関
連
研
究
テ
ー
マ
例
】

 
1
)
 
基
盤
研
究
（

14
件
）
 

・
「
広
角
カ
メ
ラ
映
像
か
ら
の
人
物
行
動
解
析
手
法
に
関
す
る
研
究
」
（
事
例

1
）
 

・
「
人
体
解
剖
学
及
び
生
理
学
に
基
づ
い
た
体
温
調
整
モ
ジ
ュ
ー
ル
構
築
の
た
め
の

3
D
カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
技
術
の
開

発
」
（
事
例

2
）
 

・
「
感
性
価
値
デ
ザ
イ
ン
の
た
め
の
評
価
手
法
の
検
討
」
 

・
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
と

A
I
を
融
合
し
た
自
動
構
造
設
計
技
術
の
開
発
」
 

・
「
呈
色
反
応
を
利
用
し
た
ヒ
ト
由
来
不
快
臭
気
成
分
の
定
量
化
技
術
の
検
討
」
 

・
「
接
触
圧
力
計
測
シ
ス
テ
ム
の
開
発
」
 
 

・
「
殿
部
組
織
厚
み
推
定
方
法
の
高
精
度
化
の
た
め
の
殿
部
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
モ
デ
ル
構
築
」
 
等
 
 

2
)
共
同
研
究
（

9
件
）
 

・
「
快
適
な
コ
ン
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
ウ
ェ
ア
素
材
の
開
発
」
 

・
「
人
間
工
学
に
基
づ
く
カ
ト
ラ
リ
ー
の
開
発
」
 
等
 

3
)
外
部
資
金
導
入
研
究
（

4
件
）
 

・
「
ノ
イ
ズ
の
事
前
情
報
を
必
要
と
し
な
い
非
線
形
カ
ル
マ
ン
フ
ィ
ル
タ
の
開
発
」（

科
研
費
）
 

・
「
肢
位
の
違
い
が
腱
振
動
刺
激
に
よ
る
運
動
錯
覚
に
与
え
る
影
響
の
解
明
」（

科
研
費
）
 
等
 

4
)
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
研
究
に
お
け
る
研
究
事
例
（

4
件
）
 

・「
同
調
制
御
を
用
い
た
歩
行
支
援
ロ
ボ
テ
ィ
ッ
ク
ウ
ェ
ア

c
u
r
a
ra

の
実
用
化
」（

ロ
ボ
ッ
ト
 
公
募
型
共
同
研
究
）

（
継
続
）
 

・
「
さ
わ
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
 
～
T
a
ng
i
b
le
 
S
po
r
t
s～

」（
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
 
基
礎
研
究
）
（
継
続
）
 

・
「
子
供
用
歩
行
（
走
行
）
支
援
機
器
の
開
発
」（

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
 
基
礎
研
究
）
（
継
続
）（

事
例

3
）
 

・
「
I
oT

用
発
電
靴
本
底
商
品
化
開
発
」
（
Io
T
化
 
公
募
型
共
同
研
究
）【

再
掲
：
項
目

2】
（
継
続
）
 
等
 

 

(
3
)
製
品
化
・
事
業
化
支
援

 
1
)
生
活
動
作
計
測
ス
タ
ジ
オ
の
新
設
 

生
活
関
連
産
業
分
野
の
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
創
出
を
促
進
す
る
た
め
、
生
活
動
作
計
測
ス
タ
ジ
オ
を
整
備
し
、
新

た
な
機
器
を
導
入
し
て
、
人
間
の
特
性
、
生
活
空
間
・
環
境
を
活
か
し
た
も
の
づ
く
り
支
援
を
拡
充
 

a
)
新
規
機
器
整
備
（
4
機
種
）
 

筋
骨
格
解
析
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
、
フ
ォ
ー
ス
プ
レ
ー
ト
、
機
械
的
危
険
確
認
治
具
、
反
発
弾
性
試
験
機
 

 
 
b
)Ｐ

Ｒ
活
動
 

・
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
(
1
1
月
) 

・
T
I
R
I 
N
E
WS
 
1
月
号
記
事
掲
載
「
人
間
に
と
っ
て
の
使
い
や
す
さ
を
製
品
開
発
に
活
か
す
」
 

・
施
設
公
開
ビ
ジ
ネ
ス
デ
ー
開
催
（
1
月

2
4
日
）
 

生
活
動
作
計
測
ス
タ
ジ
オ
の
紹
介
 
来
場
者
：
7
0
名
 

セ
ミ
ナ
ー
「
人
に
や
さ
し
い
も
の
づ
く
り
入
門
」
受
講
者
：
2
9
名
 

講
師
：
畠
中
順
子
氏
（
一
般
社
団
法
人
人
間
生
活
工
学
研
究
セ
ン
タ
ー
）
 

 
 
c
)運

用
開
始
 

3
月

1
日
よ
り
依
頼
試
験
・
機
器
利
用
等
で
の
運
用
を
開
始
 

○
人
間
の
動
き
や
体
型
、
感
覚
等
に
着
目
し
た
製
品
開

発
、
評
価
技
術
に
関
わ
る
研
究
を
実
施

 
基
盤
研
究

14
件
（
前
年
度
：

10
件
）

 
共
同
研
究

9
件
（
前
年
度
：

5
件
）

 
外
部
資
金
導
入
研

4
件
（
前
年
度
：

6
件
）

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
研
究

4
件
（
前
年
度
：

6
件
）

 
 ○
基
盤
研
究

 
（
事

例
1
）
「

広
角
カ
メ
ラ

映
像
か
ら
の
人
物
行

動
解

析
手
法
に
関
す
る
研
究
」
 

     

 

広
角
カ
メ
ラ
映
像
 
 
人
物
位
置
・
姿
勢
の
認
識
 

 （
事

例
2
）
「

人
体
解
剖
学

及
び
生
理
学
に
基
づ

い
た

体
温
調
整
モ
ジ
ュ
ー
ル
構
築
の
た
め
の

3D
カ
ッ
テ
ィ

ン
グ
技
術
の
開
発
」
特
許
出
願
（
平
成

30
年

8
月
）
 

   

体
温
調
節
衣
服
 

      （
事

例
3
）
「

子
供
用
歩
行

（
走
行
）
支
援
機
器

の
開

発
」
 

          

子
供
用
歩
行
器
 

A
タ
イ
プ
（
左
）、

B
タ
イ
プ
（
右
）
 

   

1
5

― 83 ―― 82 ―



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

5－
生
活
関
連
産
業
の
支
援

 

2
)
技
術
相
談

 
a
)
デ
ザ
イ
ン
成
果
事
例
集
の
増
刷
 
 

平
成

29
年
度
末
に

2
0
0
0
部
発
行
し
た
が
、
好
評
の
た
め

20
0
0
部
追
加
発
行
。
都
産
技
研
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
 

ウ
ェ
ブ
ブ
ッ
ク
を
掲
載
中
。
ht
t
p
s
:
//
w
w
w.
i
r
i-
t
o
ky
o
.
jp
/
s
i
t
e
/d
e
s
ig
n
/ 

b
)
人
間
生
活
工
学
機
器
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
「
D
H
u
LE
」
の
活
用
 
 

1
5
機
関

1
33

機
器
掲
載
、
閲
覧
者
数
：
4
,1
5
3
人
(前

年
度

3
,
3
6
3
人
) 

技
術
相
談
 
22

件
、
他
機
関
に
よ
る
活
用
報
告
(
兵
庫
、
広
島
、
H
QL
)
 
1
1
件
 
 

（
相
談
例
）・

立
位
時
の
足
へ
の
負
荷
測
定
 

 
 
 
 
 
  
 
 ・

製
品
形
状
に
よ
る
手
に
か
か
る
負
荷
の
測
定
 

3
)
製
品
化
・
事
業
化
支
援
事
例
 

a
)
都
産
技
研
内
の
組
織
横
断
的
な
デ
ザ
イ
ン
協
力
 

 
デ
ザ
イ
ン
に
関
す
る
所
内
依
頼
件
数

8,
3
2
4
件
（
前
年
度
：
2
,8
1
6
件
、
前
々
年
度
：
3
,
3
33

件
）
 

・
バ
ン
コ
ク
支
所
日
系
企
業
年
鑑

20
1
9
 裏

表
紙
デ
ザ
イ
ン
支
援
（
経
営
企
画
部
）
 

・
チ
リ
ン
ロ
ボ
土
台
新
規
デ
ザ
イ
ン
（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
推
進
部
）
 

・
本
部
展
示
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
時
の
製
品
化
事
例
展
示
デ
ザ
イ
ン
（
経
営
企
画
部
）
 
等
 

b
)
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
開
発
支
援
に
よ
る
製
品
化
 

感
性
工
学
分
野
へ
の
取
り
組
み
、
「
使
い
や
す
さ
」
「
楽
し
さ
」
「
潜
在
ニ
ー
ズ
」
等
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
 

オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
開
発
支
援
等
を

42
件
実
施
（
前
年
度
：
4
4
件
）
 

・
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
製
品
の
デ
ザ
イ
ン
・
試
作
支
援
 

ア
ー
ツ
カ
ウ
ン
シ
ル
東
京
 海

外
発
文
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
名
「
生
命
体
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
工
房
」
の
実
施
団
体
で
あ
る
東
京
工
業
大
学
か
ら
の
支
援
依
頼
を
受
け
、「

1
0
年
後
の
東
京
、

ひ
と
は
な
に
を
着
て
い
る
か
？
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
の
試
作
を
支
援
 

 
h
t
t
p:
/
/
ww
w
.
me
t
r
o.
t
o
ky
o
.
j
p
/
to
s
e
i/
h
o
do
h
a
pp
y
o
/p
r
e
s
s
/
20
1
7
/1
2
/
01
/
0
9.
h
t
ml
 

・
ベ
ビ
ー
用
洗
浄
除
菌
ス
プ
レ
ー
の
ラ
ベ
ル
お
よ
び
チ
ラ
シ
の
デ
ザ
イ
ン
支
援
 
等
 
 

 
 
c
)オ

ー
ダ
ー
メ
ー
ド
試
験
に
よ
る
製
品
化
 

・
た
ば
こ
臭
軽
減
の
た
め
の
オ
ゾ
ン
脱
臭
機
の
効
果
を
検
証
 

 
d
)
受
託
研
究
に
よ
る
製
品
化
支
援
 

・
包
丁
グ
リ
ッ
プ
ハ
ン
ド
ル
の
テ
ス
ト
方
法
の
研
究
 

e
)
支
援
事
業
（
技
術
相
談
・
機
器
利
用
）
に
よ
る
製
品
化
 

【
製
品
化
事
例
】
 

・
タ
ー
プ
厚
手
生
地
縫
製
仕
様
の
技
術
指
導
お
よ
び
機
器
利
用
（
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
式
筒
型
電
子
ミ
シ
ン
）
で

支
援
し
た
タ
ー
プ
テ
ン
ト
が

G
O
O
D
 
DE
S
I
GN
 賞

2
0
18

を
受
賞
（
事
例

4）
 

・
呼
吸
機
能
測
定
装
置
の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
デ
ザ
イ
ン
（
T
I
R
I 
N
E
WS
2
0
19
 
4
月
号
掲
載
）（

事
例

5）
 

4
)
国
際
化
支
援
に
向
け
た
取
り
組
み
 

・
日
本
発
の
産
業
用
映
像
国
際
規
格
(
C
o
aX
P
r
es
s
)に

お
け
る
唯
一
の
依
頼
試
験
機
関
と
し
て
支
援
 

・
H
D
MI

規
格
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス
の
検
証
イ
ベ
ン
ト
第

1
4
回
日
本
プ
ラ
グ
フ
ェ
ス
ト
の
開
催
の
た
め
（
一
社
）
組

込
み
シ
ス
テ
ム
技
術
協
会
を
後
援
（
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ハ
ブ
、
11

月
29

日
～
3
0
日
、
36

名
）
 

 
5
)
中
小
企
業
の
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
支
援
 

・
J
A
SA

共
催
「
中
小
企
業
の
た
め
の
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
入
門
」
の
実
施
 

 
 
 
警
視
庁
、
I
P
A、

中
小
企
業
振
興
公
社
か
ら
講
師
を
招
き
、
少
人
数
制
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
 

（
本
部
研
修
室
、
6
月

2
9
日
、
1
6
名
）
 

 (
4
)
人
材
育
成
 

 
 
感
性
工
学
や
人
間
工
学
を
取
り
入
れ
た
製
品
開
発
の
た
め
の
技
術
セ
ミ
ナ
ー
・
講
習
会
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

感
性
工
学
の
専
門
家
で
あ
る
研
究
員
が
中
小
企
業
者
の
商
品
開
発
研
究
会
に
参
加
し
て
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
、
さ
ら
に

職
員
の
能
力
向
上
の
た
め
学
会
や
会
議
参
加
を
積
極
的
に
実
施
 

1
)
技
術
セ
ミ
ナ
ー
・
講
習
会
（
1
4
テ
ー
マ
、
27
5
名
）
 

 

セ
ミ
ナ
ー
「
景
品
表
示
法
・
医
薬
品
医
療
機
器
等
法
を
踏
ま
え
た
生
体
計
測
に
よ
る
生
活
製
品
評
価
入
門
」
8
月

2

日
、
32

名
 

講
習
会
「
に
お
い
分
析
と
官
能
評
価
」
2
回
開
催
、
1
0
月

1
8
日
 
2
月

2
6
日
、
計

1
2
名
 

セ
ミ
ナ
ー
「
初
め
て
で
も
取
り
組
め
る
「
人
に
や
さ
し
い
も
の
づ
く
り
入
門
」」

施
設
公
開
ビ
ジ
ネ
ス
デ
ー
、
1
月

2
4
日
、
2
9
名
 

セ
ミ
ナ
ー
「
感
性
工
学
に
よ
る
製
品
評
価
法
[入

門
編
]
筋
電
・
心
電
図
～
表
情
分
析
」
2
月

27
日
、
2
5
名
 
等
 

2
)
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
商
品
の
企
画
開
発
研
究
会
（
UF

商
品
研
究
会
）
の
開
発
事
例
と
活
動
 

「
今
ま
で
に
な
い
も
の
を
、
今
ま
で
に
な
い
発
想
で
つ
く
ろ
う
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
生
地
メ
ー
カ
ー
へ
の
見
学
や
、

感
性
工
学
を
専
門
と
す
る
研
究
者
へ
の
相
談
な
ど
を
行
い
な
が
ら
活
動
。
会
員
の
技
術
的
な
課
題
や
相
談
内
容

〇
生
活
動
作
計
測
ス
タ
ジ
オ
の
新
設
 

人
間

の
動
作
計

測
で
き
る

部
屋
と

4
種
類
の
機

器
を

整
備
 

         

 

 ○
都
産
技
研
内
の
組
織
横
断
的
な
デ
ザ
イ
ン
協
力
 

デ
ザ
イ
ン
に
関
す
る
所
内
依
頼
件
数

8
,
32
4
件
（
前
年

度
：
2
,8
1
6
件
、
前
々
年
度
：
3
,
3
33

件
）
 

・
バ
ン
コ
ク
支
所
日
系
企
業
年
鑑

20
1
9
 裏

表
紙
デ
ザ

イ
ン
支
援
 

 
 

          ○
支
援
事
業
（
技
術
相
談
・
機
器
利
用
）
に
よ
る
製
品

化
 

（
事
例

4
）
支
援
事
業
に
よ
り
製
品
化
し
た
タ
ー
プ
テ

ン
ト
が

G
O
OD
D
E
SI
G
N
20
1
8
を
受
賞
 

（
受
賞
報
告
：

 
ht

tp
://

 w
w

w.
su

ns
et

cl
im

ax
.c

om
/c

ol
um

n/
33

33
/) 

   

1
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5－
生
活
関
連
産
業
の
支
援

 

に
応
じ
て
、
技
術
支
援
や
開
発
支
援
を
行
う
ほ
か
、
機
器
利
用
や
評
価
方
法
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
の
サ

ポ
ー
ト
を
実
施
。（

T
I
R
I
 
N
EW
S
 
1
0
月
号
に
掲
載
）
 

・
ス
パ
イ
ラ
ル
イ
ン
ナ
ー
 

怪
我
を
し
た
際
に
患
部
を
守
る
包
帯
の
よ
う
な
機
能
を
持
つ
“
ら
せ
ん
”
形
状

の
肌
着
「
ス
パ
イ
ラ
ル
イ
ン

ナ
ー
」
を
開
発
。
試
作
品
は

20
名
の
モ
ニ
タ
ー
か
ら
着
用
感
や
肌
触
り
、
動
き
や
す
さ
な
ど
を
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
、

改
良
 

・
国
際
ユ
ニ
ヴ
ァ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
会
議
に
て
製
品
紹
介
 

U
F
商
品
研
究
会
の
会
員
が
参
加
し
て
い
る
衣
の

U
DP
J
*
1
（
IA
U
D*

2
で
実
施
）
の
成
果
と
し
て
、
ユ
ー
ザ
ー
フ

レ
ン
ド
リ
ー
な
製
品
(
衝
撃
を
吸
収
す
る
よ
う
な
フ
ー
ド
や
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
か
ら
開
口
す
る
た
め
に
前
身
頃

に
3
つ
の
開
口
部
が
あ
る
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
)を

紹
介
。
 

*
1
：
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
 
 

*
2
：
国
際
ユ
ニ
ヴ
ァ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
協
議
会
 

・
機
関
誌
「
人
間
生
活
工
学
」
 

一
般
社
団
法
人
人
間
生
活
工
学
研
究
セ
ン
タ
ー
が
発
行
す
る
機
関
誌
に
活
動
内

容
を
ま
と
め
た
記
事
が
掲
載

（
都
産
技
研
へ
の
謝
辞
掲
載
あ
り
）。

 

 
3)
学
会
お
よ
び
会
議
等
へ
の
参
加
 

 
 
・
日
本
感
性
工
学
会
第

2
0
回
大
会
（
東
京
大
学
 
、
9
月

4
日
～
6
日
、
発
表
者
 
3
名
、
参
加
者
 
5
名
）
 

 
 
 
企
画
セ
ッ
シ
ョ
ン
「
感
性
に
響
く
も
の
づ
く
り
、
デ
ザ
イ
ン
の
魅
力
と
機
能
」
の
座
長
を
担
当
。
 

都
産
技
研
か
ら
は
デ
ザ
イ
ン
関
連
研
究
成
果
を

4
テ
ー
マ
発
表
（
9
月

5
日
）
 

 
 
・
国
際
ユ
ニ
ヴ
ァ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
会
議
 
i
n
 バ

ン
コ
ク
（
3
月

4
日
～
6
日
、
参
加
者
 1

名
）
 

 

 （
事
例

5
）
ユ
ー
ザ
ー
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
を
一
新
し

使
い

や
す

さ
と

親
し

み
や

す
さ

を
実

現
し

た
呼

吸
機

能
測
定
装
置
 

          

 

 ○
人
材
育
成
 

感
性

工
学

や
人

間
工

学
を

取
り

入
れ

た
製

品
開

発
の

た
め

の
技

術
セ

ミ
ナ

ー
講

習
会

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、
感
性
工
学
の
専
門
家
で
あ
る
研
究
員
が
中
小
企
業

者
の

商
品

開
発

研
究

会
に

参
加

し
て

活
動

を
サ

ポ
ー

ト
 

 ○
U
F
商
品
研
究
会
へ
の
支
援
 

・
機
関
誌
「
人
間
生
活
工
学
」
に
記
事
が
掲
載
 

 

 

    

 

「
U
n
i
ve
r
s
al
 
F
as
h
i
on

商
品
開
発
研
究
会
の
活
動

に
つ
い
て
」
 

V
o
l
.
2
0 
N
o
.1
（
20
1
9
.3
）

P
5
6
-
5
9  

1
7

― 85 ―― 84 ―



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

6－
技
術
相
談

 

中
期
計
画
【
項
目
別
評
価
単
位
】
 

年
度
計
画
【
項
目
別
評
価
単
位
】
 

項
目
 

自
己
評
価
 

平
成

30
年
度
 
年
度
計
画
に
係
る
実
績
 

特
記
事
項
 

2
 
中
小
企
業
の
製
品
・
技
術
開
発
、
新
事
業
展
開
を
支
え
る
技
術
支
援
 

2
-
1
 
技
術
的
課
題
の
解
決
の
た
め
の
支
援
 

(
1
)
 
技
術
相
談
 

も
の
づ
く
り
の
基
盤
的
技
術
分
野
の

技
術
支
援
ニ
ー
ズ
の
み
な
ら
ず
、
環
境
、

生
活
技
術
、
安
全
・
安
心
な
ど
都
市
課
題

の
解
決
に
向
け
た
幅
広
い
技
術
支
援
に

取
組
む
。
 

本
部
に
設
置
し
た
総
合
支
援
窓
口
の

取
組
み
を
継
続
し
、
複
数
技
術
分
野
に
ま

た
が
る
相
談
へ
の
一
括
対
応
な
ど
サ
ー

ビ
ス
機
能
の
総
合
化
を
図
り
、
お
客
様
へ

の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
を
継
続
す

る
。
 

中
小
企
業
の
現
場
で
の
支
援
が
必
要

な
場
合
は
、
職
員
や
専
門
家
を
現
地
に
派

遣
す
る
実
地
技
術
支
援
を
実
施
す
る
。
都

産
技
研
が
保
有
し
て
い
な
い
技
術
分
野

の
相
談
が
あ
っ
た
場
合
は
、
専
門
家
へ
の

委
嘱
あ
る
い
は
他
の
試
験
研
究
機
関
や

大
学
へ
紹
介
す
る
な
ど
お
客
様
の
利
便

性
向
上
に
努
め
る
。
 

技
術
相
談
件
数
に
つ
い
て
は
、
第
三
期

中
期
計
画
期
間
の
最
終
年
度
で
あ
る
令

和
2
年
度
の
年
間
実
績

12
0
,
00
0
件
を
目

標
と
す
る
。
 

中
小
企
業
等
に
対
し
、
職
員
の
専

門
的
な
知
識
に
基
づ
く
技
術
相
談

を
実
施
し
、
製
品
開
発
支
援
や
技
術

課
題
の
解
決
を
図
る
。
 

①
お
客
様
へ
的
確
な
技
術
相
談
を

提
供
す
る
た
め
、
本
部
の
実
施
体
制

を
継
続
す
る
。
 

6
 

Ａ
 

(
1
)
技
術
相
談
の
実
績
 

 
1
)
都
産
技
研
全
体
の
技
術
相
談
実
績
  

・
中
小
企
業
に
対
し
、
職
員
の
専
門
的
な
知
識
を
活
用
し
、
来
所
、
電
話
、
電
子
メ
ー
ル
等
に
よ
る
技
術
相

談
を
実
施
し
、
製
品
開
発
支
援
や
技
術
的
課
題
解
決
に
貢
献
 

・
技
術
相
談
実
績
:
1
3
9,
8
35

件
(
前
年
度
:1
3
6
,6
6
6
件
、
中
期
計
画
目
標
値
比

11
7
％
) 
 

 
 
2
)
ア
ウ
ト
カ
ム
調
査
の
実
施

 

・
平
成

3
0
年
に
都
産
技
研
を
利
用
し
た
お
客
様
に
ア
ウ
ト
カ
ム
調
査
を
実
施
 

・
技
術
相
談
事
業
の
目
的
達
成
度
は
、
非
常
に
高
い
満
足
度
を
獲
得
(「

十
分
達
成
で
き
た
」
、「

あ
る
程
度
達

成
で
き
た
」
を
合
計
し
て

96
%
)
 

 
 
3
)
支
援
事
例
カ
ー
ド
に
よ
る
事
例
把
握
と
事
例
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
 

 
 
・「

支
援
事
例
カ
ー
ド
」
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
、
ク
ロ
ス
集
計
に
よ
り
利
用
し
た
事
業
、
支
援
内
容
、
製
品

開
発
フ
ェ
ー
ズ
、
事
業
効
果
等
を
明
確
に
把
握
し
、
利
用
者
満
足
度
向
上
へ
の
取
り
組
み
を
実
施
 

 
 
・
平
成

3
0
年
度
に
収
集
し
た
支
援
事
例
:
38
7
件
 

・
技
術
相
談
に
関
す
る
事
例
:3
3
2
件
 

・
技
術
相
談
か
ら
依
頼
試
験
等
の
事
業
に
進
ん
だ
事
例
:
32
6
件
 

 
 
4
)
都
産
技
研
ご
利
用
カ
ー
ド
発
行
を
継
続
 

 
 
・
都
産
技
研
の
全
拠
点
で
利
用
で
き
る
ご
利
用
カ
ー
ド
発
行
を
継
続
 

 
 
・
平
成

1
8
年
か
ら
の
累
計
発
行
枚
数
:
5
5
,4
7
9
枚
 

 
 
・
平
成

3
0
年
発
行
枚
数
:
3
,
8
90

枚
(前

年
度
:
3
,
5
1
5
枚
) 

 【
製
品
化
事
例
】
 

 
・
小
物
入
れ
の
製
品
デ
ザ
イ
ン
に
関
す
る
技
術
相
談
(
他
に
分
類
さ
れ
な
い
製
造
業
)
(事

例
1)
 

 
 
平
成

30
年
度
中
小
企
業
振
興
公
社
「
東
京
手
仕
事
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
製
品
 

 
・
歯
科
用
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
開
発
の
た
め
の
回
路
設
計
に
関
す
る
相
談
(医

療
用
機
械
器
具
製
造
業
) 

 
・
展
示
会
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の
相
談
(
窯
業
・
土
石
製
品
製
造
業
) 

 (
2
)
本
部
の
技
術
相
談
実
績
 

本
部
技
術
相
談
実
績
の
着
実
な
維
持
 

・
本
部
技
術
相
談
実
績
:
1
0
0,
0
6
3
件
(
前
年
度
:1
0
0
,9
4
1
件
)
 

・
全
事
業
所
に
対
す
る
本
部
の
相
談
実
績
比
率

7
1％

(
前
年
度
:
74
％
) 

 (
3
)
本
部
で
の
技
術
相
談
実
施
体
制
の
継
続
 

 
1
)
本
部
全
所
属
の
電
話
番
号
公
開
に
よ
る
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
の
継
続
 

 
2
)
お
客
様
ト
ラ
ブ
ル
の
対
応
体
制
強
化
の
継
続
 

・
総
合
支
援
窓
口
、
来
所
者
受
付
担
当
、
会
計
窓
口
、
警
備
担
当
の

4
か
所
を
イ
ン
タ
ー
フ
ォ
ン
等
に
よ
り

情
報
共
有
し
、
お
客
様
ト
ラ
ブ
ル
時
に
適
切
に
対
応
で
き
る
体
制
を
継
続
 

・
総
合
支
援
窓
口
と
来
所
者
受
付
と
の
情
報
共
有
シ
ー
ト
を
新
規
導
入
し
、
お
客
様
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
寄
与
 

3
)
職
員
連
絡
用

PH
S
の
活
用
に
よ
る
ク
イ
ッ
ク
レ
ス
ポ
ン
ス
体
制
の
継
続
 

 
 
技
術
相
談
の
即
応
性
確
保
の
た
め
、
職
員
連
絡
用

P
HS

を
全
職
員
が
活
用
 

4
)
災
害
時
の
事
業
継
続
計
画
へ
の
対
応
の
継
続
 

 
 
災
害
時
を
想
定
し
、
事
業
継
続
計
画
(
B
C
P)
に
対
応
し
た
窓
口
職
員
出
勤
体
制
の
継
続
 

     

○
高
い
技
術
相
談
実
績
を
継
続
 

技
術
相
談
実
績
:
13
9
,
83
5
件
(
前
年
度

1
36
,
6
66

件
) 

 中
期
計
画
目
標
値
比

1
1
7％

 

 ○
技
術
相
談
事
業
に
関
す
る
目
的
達
成
度
の
調
査
 

 
「
十
分
達
成
で
き
た
」
、
「
あ
る
程
度
達
成
で
き
た
」
 

が
9
6％

と
非
常
に
高
い
満
足
度
を
獲
得
 

目
的
達
成
度
 

回
答
比
率
 

十
分
達
成
で
き
た
 

4
8
.
3
％
 

あ
る
程
度
達
成
で
き
た
 

4
7
.
7
％
 

わ
ず
か
し
か
達
成
で
き
な
か
っ
た
 

3
.
0
％
 

達
成
で
き
な
か
っ
た
 

1
.
0
％
 

n
=
1
,
6
91
 

 ○
支
援
事
例
カ
ー
ド
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
 

        支
援
事
例
カ
ー
ド
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
、
ク
ロ
ス
集
計

に
よ
り
支
援
事
例
の
把
握
、
活
用
を
実
施
 

 ○
製
品
化
事
例
 

(
事
例

1
)
小
物
入
れ
 

        

小
物
入
れ
の
製
品
 

デ
ザ

イ
ン

に
関

す
る

技
術
相
談
を
実
施
 

「
東
京
手
仕
事
」

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
製
品

 

1
8

― 86 ―



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

6－
技
術
相
談

 

②
総
合
支
援
窓
口
の
取
組
み
に
よ

り
、
料
金
収
納
及
び
成
績
証
明
書
の

発
行
窓
口
の
統
合
や
複
数
技
術
分

野
に
ま
た
が
る
相
談
へ
の
一
括
対

応
な
ど
サ
ー
ビ
ス
機
能
の
総
合
化

を
継
続
す
る
。
 

(
4
)
総
合
支
援
窓
口
サ
ー
ビ
ス
機
能
の
充
実
 

本
部
で
の
お
客
様
の
利
便
性
向
上
や
機
能
充
実
、
複
数
技
術
分
野
へ
の
一
括
対
応
を
目
的
と
し
た
取
り
組
み

を
実
施
 

1
)
都
産
技
研
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
の
技
術
相
談
継
続
 

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
の
相
談
実
績
:
4,
2
62

件
(前

年
度
:
3,
3
9
2
件
)
 

 
2
)
総
合
支
援
窓
口
で
の
電
話
対
応
を
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
し
、
研
究
員
の
不
在
状
況
等
を
す
ぐ
に
確
認
で
き
る
仕
組

み
と
共
に
、
お
客
様
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
寄
与
。
 

 
3
)
昼
休
み
時
間
に
お
け
る
技
術
相
談
窓
口
と
払
い
込
み
窓
口
利
用
の
継
続
 

 
昼
休
み
時
間
帯
の
総
合
支
援
窓
口
、
払
込
窓
口
の
利
用
を
可
能
と
し
(
継
続
)
、
9
時
か
ら

17
時
ま
で
常
時
、

ご
利
用
カ
ー
ド
発
行
、
来
所
お
よ
び
電
話
相
談
、
料
金
収
納
に
対
応
 

 
4
)
代
表
電
話
か
ら
の
技
術
相
談
体
制
継
続
 

代
表
電
話
か
ら
の
技
術
相
談
対
応
職
員
を
配
置
す
る
と
と
も
に
、
簡
易
電
話
交
換
機
を
設
置
し
、
問
い
合
わ

せ
か
ら
職
員
へ
の
転
送
ま
で
を
円
滑
に
行
う
体
制
を
継
続
 

5
)
技
術
相
談
検
索
シ
ス
テ
ム
の
全
所
利
用
を
開
始
 

 
 
・「

技
術
相
談
手
引
書
」
(
小
冊
子
)
の
内
容
の
一
部
を
デ
ジ
タ
ル
化
 

 
 
・
手
引
書
か
ら
引
用
し
て
い
た
技
術
相
談
検
索
シ
ス
テ
ム
に
登
録
す
る
デ
ー
タ
を
、
担
当
者
が
直
接
登
録
す

る
よ
う
手
順
を
簡
素
化
し
、
情
報
の
質
を
向
上
 

・
検
索
シ
ス
テ
ム
を
全
所
使
用
で
き
る
よ
う
情
報
共
有
を
開
始
、
登
録
項
目
数

18
7
5
件
 

 

○
技
術
相
談
検
索
シ
ス
テ
ム
 

全
所
利
用
開
始
、
登
録
デ
ー
タ
を
直
接
担
当
者
が
登
録

す
る
こ
と
に
よ
り
、
詳
細
情
報
が
登
録
さ
れ
、
総
合
支

援
窓
口
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
寄
与
 

 

 

③
幅
広
い
技
術
相
談
ニ
ー
ズ
に
的

確
に
対
応
す
る
た
め
専
門
相
談
員

を
設
置
し
、
中
小
企
業
の
技
術
開
発

を
支
援
す
る
。
 

(
5
)
専
門
相
談
員
に
よ
る
相
談
対
応
 

 
1
)
専
門
相
談
員
の
配
置
(継

続
) 

総
合
支
援
窓
口
に
、
お
客
様
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
が
多
い
が
研
究
員
で
は
支
援
の
難
し
い

1
0
分
野
の
専
門
相

談
員
(1

名
/日

)を
交
代
勤
務
で
配
置
し
技
術
相
談
を
継
続
 

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
相
談
員
紹
介
ペ
ー
ジ
を
置
き
、
専
用
予
約
フ
ォ
ー
ム
か
ら
相
談
受
付
 

専
門
相
談
員
の
分
野
:機

械
、
生
産
管
理
、
計
測
分
析
シ
ス
テ
ム
、
工
業
デ
ザ
イ
ン
、
有
機
材
料
等
  

 
2
)
利
用
実
績
 

 
 
専
門
相
談
日
数
:
17
6
日
 

 
 
相
談
利
用
件
数
:
25
7
件
(
前
年
度
:計

2
1
5
件
) 

 

 
【
専
門
相
談
員
に
よ
る
支
援
事
例
】
 
 

 
 
・
自
社
工
場
の
品
質
確
保
に
つ
い
て
(
電
気
機
械
器
具
製
造
業
) 

 
・
バ
ー
コ
ー
ド
に
よ
る
分
類
に
対
応
す
る
コ
ン
ベ
ヤ
シ
ス
テ
ム
開
発
に
つ
い
て
(
製
本
業
、
印
刷
物
加
工
業
) 

・
電
動
四
輪
車
の
材
料
設
計
に
関
す
る
相
談
(輸

送
用
機
械
器
具
製
造
業
) 

・
樹
脂
製
品
の
破
損
事
故
に
関
す
る
改
良
方
法
の
相
談
(電

気
機
械
器
具
卸
売
業
) 

 

○
専
門
相
談
員
の
配
置
(
継
続
)
 

職
員
で
は
支
援
の
難
し
い
分
野
に

1
0
分
野
の
専
門
相

談
員
を
配
置
し
、
継
続
(平

成
2
9
年

4
月
か
ら
開
始
(3

年
目
)
) 

  

④
も
の
づ
く
り
に
関
連
す
る
サ
ー

ビ
ス
産
業
等
の
技
術
分
野
の
相
談

に
つ
い
て
積
極
的
に
対
応
す
る
。
 

(
6
)
も
の
づ
く
り
に
関
連
す
る
サ
ー
ビ
ス
産
業
等
へ
の
技
術
相
談
(継

続
) 

1
)
サ
ー
ビ
ス
産
業
等
へ
の
技
術
相
談
の
対
応
 

・
業
務
提
携
し
て
い
る
金
融
機
関
や
経
営
支
援
機
関
と
協
力
し
、
幅
広
い
業
種
に
都
産
技
研
紹
介
を
実
施
 

・
本
部
の
見
学
会
実
施
等
を
提
携
機
関
と
連
携
し
て
実
施
 

2
)
も
の
づ
く
り
に
関
連
す
る
サ
ー
ビ
ス
産
業
等
へ
の
技
術
相
談
対
応
実
績
 

a
)
相
談
実
績
:
1
4
,3
6
6
件
(全

相
談
件
数
の

1
0％

、
前
年
度

1
2
,
9
8
5
件
) 

b
)
サ
ー
ビ
ス
産
業
に
し
め
る
業
種
比
率
 

 
卸
売
業
・
小
売
業

62
％
、
デ
ザ
イ
ン
業
等
専
門
サ
ー
ビ
ス
業

10
％
、
機
械
設
計
等
技
術
サ
ー
ビ
ス
業

9％
、

情
報
サ
ー
ビ
ス
業

9
％
、
他

10
％
 

 

○
も

の
づ

く
り

に
関

連
す

る
サ

ー
ビ

ス
産

業
等

へ
の

技

術
支
援
へ
の
対
応
 

相
談
実
績
:
14
,
3
66

件
(
全
相
談
件
数
の

1
0
％
、
前
年

度
:
1
2
,9
8
5
件
) 

 

 

⑤
中
小
企
業
の
現
場
で
の
支
援
が

必
要
な
場
合
は
、
職
員
や
専
門
家
を

現
地
に
派
遣
す
る
実
地
技
術
支
援

を
実
施
す
る
。
 

(
7
)
実
地
技
術
支
援
の
実
施
 

1
)
都
産
技
研
職
員
に
よ
る
実
地
技
術
支
援
(
無
料
) 

 
 
実
施
件
数
:
94
2
件
(
前
年
度
:
92
7
件
)
 
 

2
)
技
術
指
導
員
ま
た
は
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
都
産
技
研
職
員
に
よ
る
実
地
技
術
支
援
(無

料
) 

 
 
実
施
件
数
:
57

件
(
前
年
度
:
3
9
件
) 

 

 
【
実
地
技
術
支
援
事
例
】
 

 
・
カ
ビ
の
発
生
を
遅
ら
せ
る
こ
と
の
で
き
る
防
カ
ビ
シ
ー
ト
の
開
発
(
専
門
サ
ー
ビ
ス
業
) 

 
・
ド
ロ
ー
ン
事
業
開
始
に
向
け
た
技
術
指
導
(
専
門
サ
ー
ビ
ス
業
) 

 
・
ガ
ラ
ス
製
品
の
洗
浄
技
術
・
洗
浄
装
置
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
(ガ

ラ
ス
・
同
製
品
製
造
業
) 

 

○
職
員
や
専
門
家
に
よ
る
実
地
技
術
支
援
の
継
続
実
施
 

実
施
件
数
:
99
9
件
(
前
年
度
:9
6
6
件
) 
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6－
技
術
相
談

 

⑥
都
産
技
研
の
保
有
し
て
い
な
い

技
術
に
つ
い
て
は
、
他
の
試
験
研
究

機
関
や
大
学
、
専
門
知
識
を
有
す
る

外
部
専
門
家
を
活
用
し
て
課
題
の

解
決
を
図
り
、
利
用
者
の
要
望
に
応

え
る
。
 

3
)
外
部
専
門
家
(エ

ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
)
に
よ
る
実
地
技
術
支
援
(
有
料
) 

 
 
都
産
技
研
に
登
録
さ
れ
た
専
門
知
識
を
有
す
る
外
部
専
門
家
(
1
11

名
。
前
年
度

15
9
名
か
ら

48
名
減
)
に
よ

る
生
産
現
場
で
の
支
援
を
希
望
す
る
企
業
に
対
し
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
現
地
に
派
遣
し
、

実
地
技
術
支
援
を
実
施
 

実
施
件
数
:
49

企
業

2
26

日
(前

年
度

4
3
企
業

2
1
4
日
(
5
企
業
増
、
1
2
日
増
)
) 

 
【
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
実
地
技
術
支
援
事
例
】
 

 
・
製
織
技
術
の
指
導
に
よ
る
ネ
ク
タ
イ
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ペ
入
選
作
品
の
製
品
化
(
織
物
業
)
(
事
例

2)
 

 
・
I
S0
9
0
01

取
得
に
向
け
た
指
導
(
ゴ
ム
ベ
ル
ト
・
ゴ
ム
ホ
ー
ス
・
工
業
用
ゴ
ム
製
品
製
造
業
) 

 
・
新
製
品
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
支
援
(医

薬
品
・
化
粧
品
等
卸
売
業
) 

  
4
)
自
治
体
と
の
連
携
に
よ
る
外
部
専
門
家
派
遣
支
援
の
取
り
組
み
を
継
続
 

外
部
専
門
家
派
遣
の
企
業
負
担
分
を
助
成
す
る
制
度
を
提
供
す
る
自
治
体
 

千
代
田
区
、
港
区
、
江
東
区
、
品
川
区
、
世
田
谷
区
、
板
橋
区
、
足
立
区
、
葛
飾
区
、
八
王
子
市
、
昭
島
市
、

日
野
市
の

8
区

3
市
で
助
成
制
度
利
用
可
能
 

 

○
実
地
技
術
支
援
に
よ
る
製
品
化
事
例
 

(
事
例

2
)製

織
技
術
の
指
導
に
よ
る
ネ
ク
タ
イ
デ
ザ
イ
ン

コ
ン
ペ
入
選
作
品
の
製
品
化
 

 

⑦
協
定
締
結
機
関
と
連
携
し
た
技

術
相
談
体
制
を
継
続
お
よ
び
拡
充

す
る
。
 

(
8
)
協
定
締
結
機
関
と
連
携
し
た
技
術
支
援
体
制
の
拡
充
《
関
連
項
目
:項

目
1
8
、
1
9
》
 

 
1
)
区
市
等
自
治
体
と
の
技
術
相
談
《
関
連
項
目
:
19
》
 

 
 
品
川
区
、
板
橋
区
、
江
戸
川
区
、
荒
川
区
と
連
携
相
談
を
実
施
し
た
。
 

 
 
 
例
)・

品
川
区
の
工
業
化
学
製
品
製
造
業
の
知
財
相
談
に
、
特
任
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
東
京
き
ら
ぼ
し
フ
ィ
ナ

ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ
が
連
携
し
対
応
 

・
荒
川
区
と
鍍
金
工
業
組
合
城
東
支
部
と
で
、
都
産
技
研
の
研
究
成
果
で
あ
る
め
っ
き
製
品
の
洗
浄
方

法
の
展
開
に
つ
い
て
意
見
交
換
会
を
実
施
 

2
)
金
融
機
関
と
の
連
携
相
談
《
関
連
項
目
:
1
8》

 

 
 
a
)東

京
き
ら
ぼ
し
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ
: 

 
 
 
行
員
か
ら
企
業
へ
の
紹
介
増
に
よ
り
、
技
術
相
談

3
3
件
(う

ち
都
産
技
研
新
規
利
用

19
社
)、

実
地
技
術
 

支
援

12
件
、
依
頼
試
験

1
件
、
機
器
利
用

1
件
に
発
展
) 

東
京
き
ら
ぼ
し
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ
事
業
「
新
事
業
創
出
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
案
件
管
理
簿
」
に

よ
る
連
携
相
談
の
成
果
展
開
の
フ
ォ
ロ
ー
 

例
)
情

報
通

信
機

械
器

具
製

造
業

か
ら

の
機

器
ノ

イ
ズ

の
計

測
に

つ
い

て
機

器
利

用
を

実
施
 

 
 
b
)城

南
信
用
金
庫
、
さ
わ
や
か
信
用
金
庫
、
亀
有
信
用
金
庫
等
と
技
術
相
談
 

 
 
 
例
) 電

気
機

械
器

具
製

造
業

か
ら

の
電

子
回

路
網

の
計

測
に

つ
い

て
機

器
利

用
を

実
施
 

 
3
)
東
京
商
工
会
議
所
「
産
学
公
連
携
相
談
窓
口
」
に
よ
る
技
術
相
談

1
0
件
 

例
)
繊
維
・
衣
服
系
等
卸
売
業
か
ら
の
高
機
能
素
材
開
発
の
相
談
に
都
産
技
研
、
首
都
大
が
連
携
し
て
対
応

し
、
有
料
の
実
地
支
援
を
実
施
 

 
4
)
大
学
・
研
究
機
関
と
の
連
携
相
談
《
関
連
項
目
:
1
8》

 

 
 
東
京
理
科
大
学
、
電
気
通
信
大
学
、
東
京
農
工
大
学
、
産
業
技
術
総
合
研
究
所
、
東
京
都
農
林
水
産
振
興
財
 
 

 
 
団
と
の
連
携
相
談
 

 
 
 
例
)廃

棄
物
処
理
業
の
廃
棄
物
有
効
利
用
に
関
し
東
京
理
科
大
と
連
携
相
談
お
よ
び
意
見
交
換
を
実
施
 

 
5
)
平
成

29
年
度
経
産
省
承
認
「
1
都

3
県

1
市
に
お
け
る
次
世
代
自
動
車
産
業
分
野
の
連
携
支
援
計
画
」
の
参

画
機
関
に
よ
る
連
携
相
談
の
開
始
(都

産
技
研
、
公
社
、
産
総
研
、
東
京
き
ら
ぼ
し
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル

ー
プ
、
東
京
東
信
用
金
庫
) 

 
 

 
例

)
電

気
機
械

器
具

製
造

業
か

ら
の

製
造
ラ

イ
ン

の
自

動
化

に
つ

い
て
東

京
き

ら
ぼ

し
フ

ィ
ナ

ン
シ
ャ
ル

グ
ル
ー
プ
と
連
携
し
て
対
応
し
、
無
料
の
実
地
支
援
を
実
施

 

 

○
東

京
き

ら
ぼ

し
フ

ィ
ナ

ン
シ

ャ
ル

グ
ル

ー
プ

と
連

携

し
た
技
術
相
談
の
利
用
拡
大
 

・
行
員
か
ら
企
業
へ
の
紹
介
増
に
よ
り
利
用
拡
大

3
3
件

(
前
年
度

1
8
件
) 

・
都
産
技
研
の
新
規
利
用

19
社
(
前
年
度

2
社
) 

・
技
術
相
談
 

か
ら
実
地
技
術
支
援

1
2
件
(前

年
度

1
件
)
に
発
展
 

・
「

新
事

業
創

出
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
案

件
管

理
簿

」
に

よ
る
連
携
相
談
の
成
果
展
開
の
フ
ォ
ロ
ー
 

○
「
1
都

3
県

1
市
に
お
け
る
次
世
代
自
動
車
産
業
分
野

の
連
携
支
援
計
画
」
の
連
携
相
談
窓
口
を

T
K
F
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
に
開
設
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6－
技
術
相
談

 

⑧
震
災
に
よ
る
電
力
不
足
に
対
応

す
る
た
め
、
都
内
お
よ
び
被
災
地
中

小
企
業
の
節
電
や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
関
す
る
技
術
相
談
や
実
地
技
術

支
援
を
継
続
実
施
す
る
。
 

(
9
)
被
災
地
域
の
利
用
料
金
の
減
額
 

激
甚
災
害
等
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
中
小
企
業
者
へ
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
災
害
復
興
緊
急
技

術
支
援
に
係
る
料
金
減
額
措
置
を
実
施
 

 
1
)
平
成

28
年
熊
本
地
震
復
興
支
援
へ
の
対
応
(
継
続
) 

 
 
熊
本
地
震
の
被
災
地
域
(熊

本
県
、
大
分
県
、
鹿
児
島
県
、
長
崎
県
、
宮
崎
県
、
佐
賀
県
、
福
岡
県
)
お
よ
び

都
内
の
中
小
企
業
者
(被

災
地
域
に
本
社
・
事
業
所
等
が
あ
る
こ
と
)
試
験
料
金
等
の

5
0％

減
額
を
実
施
 

・
利
用
実
績
 
75

件
(依

頼
試
験
＋
機
器
利
用
件
数
合
計
)(
前
年
度
:
2
7
0
件
) 

・
減
額
金
額
 
約

6
万
円
(前

年
度
:約

2
0
万
円
) 

 
2
)
東
日
本
大
震
災
の
対
応
 

 
 
被
災
地
の
震
災
復
興
支
援
の
た
め
、
対
象
地
域

1
都

9
県
(岩

手
県
、
宮
城
県
、
福
島
県
、
栃
木
県
、
茨
城
県
、

青
森
県
、
千
葉
県
、
新
潟
県
、
長
野
県
)の

試
験
料
金
等
の

5
0％

減
額
を
継
続
実
施
 
 

 
 
・
利
用
実
績
 
4
,8
1
8
件
(
依
頼
試
験
＋
機
器
利
用
件
数
合
計
)
(
前
年
度
:
5
,
35
0
件
)
 

 
 
 
(
東
京
都
 2
,
8
80

件
、
茨
城
県
 
1,
1
45

件
、
千
葉
県
 
5
38

件
、
宮
城
県
 2
7
件
、
そ
の
他
 
22
8
件
) 

 
 
・
減
額
金
額
 
約

5
6
2
万
円
(前

年
度
:約

8
3
7
万
円
) 

 
3
)
平
成

30
年

7
月
豪
雨
へ
の
対
応
(
新
規
) 

 
 
平
成

3
0
年

7
月
豪
雨
に
よ
り
被
災
地
域
(岐

阜
県
、
京
都
府
、
兵
庫
県
、
鳥
取
県
、
島
根
県
、
岡
山
県
、
広

島
県
、
山
口
県
、
愛
媛
県
、
高
知
県
、
福
岡
県
)
お
よ
び
都
内
の
中
小
企
業
者
(
被
災
地
域
に
本
社
・
事
業
所

等
が
あ
る
こ
と
)試

験
料
金
等
の

5
0％

減
額
を
実
施
 

 
 
・
利
用
実
績
 
0
件
 

       

○
被
災
地
域
企
業
の
減
免
利
用
 

・
平
成

2
8
年
熊
本
地
震
へ
の
対
応
 

 
熊

本
地

震
震

災
復

興
支

援
に

よ
る

試
験

料
金

等
の

5
0
％
減
額
を
継
続
 

・
東
日
本
大
震
災
へ
の
対
応
 

東
日

本
震

災
復

興
支

援
に

よ
る

試
験

料
金
等

の
50
％

減
額
を
継
続
実
施
 

・
平
成

3
0
年

7
月
豪
雨
へ
の
対
応
 

平
成

3
0
年

7
月
豪
雨
復
興
技
術
支
援
に
よ
る
試
験
料

金
等
の

5
0％

減
額
を
実
施
 

 ○
試
験
料
金
減
額
の
利
用
実
績
 

・
利
用
実
績
:
計

4
,
8
9
3
件
 

 
 
平
成

28
年
熊
本
地
震
:7
5
件
(前

年
度
:
2
70

件
) 

 
 
東
日
本
大
震
災
:
4
,
8
18

件
(
前
年
度
:5
,
3
50

件
) 

・
減
額
実
績
:
計
約

5
6
8
万
円
 

 
 
平
成

28
年
熊
本
地
震
:約

6
万
円
 

 
 
東
日
本
大
震
災
:
約

5
62

万
円
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7－
依
頼
試
験

 

中
期
計
画
【
項
目
別
評
価
単
位
】
 

年
度
計
画
【
項
目
別
評
価
単
位
】
 

項
目
 

自
己
評
価
 

平
成

30
年
度
 
年
度
計
画
に
係
る
実
績
 

特
記
事
項
 

(
2
)
 
依
頼
試
験
 

製
品
の
品
質
・
性
能
証
明
や
事
故
原

因
究
明
な
ど
都
内
中
小
企
業
の
技
術
的

課
題
の
解
決
及
び
高
品
質
、
高
性
能
、

高
安
全
性
な
ど
付
加
価
値
の
高
い
も
の

づ
く
り
を
支
援
で
き
る
よ
う
、
依
頼
試

験
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
効
果
的

な
技
術
的
ア
ド
バ
イ
ス
を
実
施
す
る
。

J
I
S
等
に
定
め
の
な
い
分
析
・
評
価
な

ど
、
お
客
様
の
個
別
の
試
験
ニ
ー
ズ
に

対
し
て
は
、
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
試
験
に

よ
り
柔
軟
に
対
応
す
る
。
 

膨
大
か
つ
多
様
な
試
験
ニ
ー
ズ
に
対

応
す
る
た
め
、
首
都
圏
公
設
試
連
携
体

(
以
下
「
T
K
F」

と
い
う
。
)に

参
加
し

て
い
る
近
隣
の
公
設
試
験
研
究
機
関
と

連
携
し
、
お
客
様
の
相
互
紹
介
を
行
う

な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
す
る
。
 

中
小
企
業
の
海
外
取
引
の
拡
大
や
高

度
化
す
る
製
品
開
発
に
伴
っ
て
必
要
と

な
る
品
質
証
明
に
関
す
る
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
、
公
的
試
験
研
究
機
関
と
し
て
の

信
頼
の
維
持
向
上
を
図
る
た
め
、
機
器

の
保
守
・
更
新
、
校
正
管
理
を
よ
り
適

切
に
行
う
。
試
験
所
認
定
を
受
け
た
登

録
分
野
の
技
術
支
援
を
実
施
す
る
こ
と

で
、
依
頼
試
験
の
高
品
質
化
を
進
め

る
。
 

高
付

加
価

値
な

製
品

の
開

発
に

必
要

と
な

る
高

度
か

つ
多

様
な

試
験

ニ
ー

ズ

に
対

応
す

る
た

め
、

試
験

項
目

の
追

加

等
を

適
宜

行
う

と
と

も
に

、
全

国
の

公

設
試

験
研

究
機

関
に

は
な

い
都

産
技

研

の
特

徴
あ

る
技

術
分

野
(
非

破
壊

透
視

試
験
、
音
響
試
験
、
照
明
試
験
等
)に

つ

い
て

は
、

試
験

精
度

の
向

上
や

試
験

内

容
の

充
実

を
図

る
な

ど
一

層
高

品
質

な

サ
ー

ビ
ス

の
提

供
に

努
め

る
。

都
産

技

研
の

特
徴

あ
る

技
術

分
野

が
依

頼
試

験

製
品
等
の
品
質
・
性
能
の
評
価

や
、
事
故
原
因
究
明
な
ど
中
小
企

業
の
生
産
活
動
に
伴
う
技
術
課
題

の
解
決
を
目
的
と
し
て
、
依
頼
試

験
を
実
施
す
る
。
 

①
導
入
し
た
機
器
を
活
用
し
、
高

品
質
、
高
性
能
、
高
安
全
性
な
ど

付
加
価
値
の
高
い
も
の
づ
く
り
を

支
援
で
き
る
よ
う
、
依
頼
試
験
の

充
実
を
図
る
。
 

7
 

Ｓ
 

(
1
)
依
頼
試
験
の
実
績
 

依
頼
試
験
体
制
の
充
実
を
図
り
、
高
い
依
頼
試
験
実
績
を
継
続
 

1
)
都
産
技
研
全
体
の
依
頼
試
験
実
績
 

・
依
頼
試
験
実
績
:
1
4
8
,
8
09

件
(
前
年
度
:1
4
3
,0
9
3
件
) 

2
)
ア
ウ
ト
カ
ム
調
査
の
実
施
 

 
 
・
平
成

3
0
年
に
都
産
技
研
を
利
用
し
た
お
客
さ
ま
に
ア
ウ
ト
カ
ム
調
査
を
実
施
 

 
 
・
依
頼
試
験
事
業
の
目
的
達
成
度
は
、
非
常
に
高
い
満
足
度
を
獲
得
(「

十
分
達
成
で
き
た
」
、「

あ
る
程
度
達
成

で
き
た
」
を
合
計
し
て

9
7
%)
 

 (
2
)
依
頼
試
験
項
目
の
充
実
お
よ
び
見
直
し
 

1
)
新
た

に
導
入
し
た
機

器
や
こ
れ
ま

で
オ
ー
ダ
ー
メ

ー
ド
試
験
で

対
応
し
て
い
た

内
容
の
一
部

を
依
頼
試
験
項

目

と
し
て
追
加
 

a
)
追
加
数
:
42

項
目
(
全
依
頼
試
験
項
目
数
:
8
93

項
目
) 

b
)
追
加
項
目
に
よ
る
依
頼
試
験
実
績
:
1
,
64
0
件
 

c
)
主
な
利
用
実
績
 

 
・
各
種
材
料
の
解
析
機
能
付
き
白
色
干
渉
計
に
よ
る
表
面
粗
さ
の
測
定
:
12
1
件
 

 
・
塗
装
面
な
ど
の
触
覚
評
価
試
験
:
2
9
件
 

 
・
航
空
機
規
格
対
応
の
振
動
試
験
:
2
4
件
 
等
 

 
2
)
試
験
利
用
の
少
な
く
な
っ
た
試
験
項
目
の
廃
止
を
実
施
:
4
4
項
目
 

 
3
)
利
用
が
多
い
依
頼
試
験
項
目
 

 
 
・
X
線

C
T
ス
キ
ャ
ン
試
験
:
2
2
,1
7
5
件
 

 
 
・
塩
水
噴
霧
試
験
:
2
2
,
00
2
件
 

 
 
・
非
金
属
材
料
の
静
的
強
度
試
験
:
7,
7
37

件
 

 
 
・
促
進
耐
候
試
験
:
6
,
2
55

件
 

 
 
・
耐
久
試
験
(
往
復
動
)
:4
,
0
2
2
件
 

 【
製
品
化
事
例
】
 

・
小
型
で
簡
単
な
構
造
を
持
つ
高
効
率
な
モ
ー
タ
の
開
発
に
お
け
る
性
能
試
験
(そ

の
他
の
小
売
業
)
(事

例
1
) 

・
安
全
面
に
考
慮
し
た
意
匠
性
の
高
い
ダ
イ
ニ
ン
グ
チ
ェ
ア
(
不
動
産
管
理
業
)
(事

例
2)
 

・
粒
子
径
を
制
御
し
均
一
な
粒
子
と
し
た
固
体
潤
滑
剤
の
開
発
に
お
け
る
品
質
証
明
(塗

装
製
造
業
) 

・
身
体
冷
却
シ
ス
テ
ム
ウ
エ
ア
の
試
作
設
計
 
(ポ

ン
プ
・
圧
縮
機
器
製
造
業
) 

 

○
高
い
依
頼
試
験
実
績
を
継
続
 

依
頼
試
験
実
績
:
14
8
,
80
9
件
(
前
年
度

1
43
,
0
93

件
) 

【
製
品
化
事
例
】
 

(
事
例

1
)
小
型
で
簡
単
な
構
造
の
高
効
率
モ
ー
タ
 

販
売
予
定
価
格
:
79
,
0
00

円
/台

 

 

(
事
例

2
)
安
全
面
に
考
慮
し
た
意
匠
性
の
高
い
 

ダ
イ
ニ
ン
グ
チ
ェ
ア
 

販
売
予
定
価
格
:
23
0
,
00
0
円
/
脚
 

 

②
J
I
S
等
に
定
め
の
な
い
分
析
・
評

価
な
ど
、
お
客
様
の
個
別
の
試
験

ニ
ー
ズ
に
対
し
て
は
、
オ
ー
ダ
ー

メ
ー
ド
試
験
に
よ
り
柔
軟
に
対
応

す
る
。
 

(
3
)
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
試
験
 

お
客
さ
ま
の
個
別
の
試
験
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
試
験
を
実
施
 

1
)
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
試
験
実
績
:
1
57

件
(前

年
度

1
88

件
、
前
年
度
比

8
4％

) 

 
依
頼
試
験
項
目
へ
新
規
に
追
加
、
機
器
利
用
へ
の
移
行
な
ど
か
ら
利
用
件
数
は
減
少
。
 

 
【
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
試
験
事
例
】
 

・
形
状
変
位
を
正
確
に
測
定
で
き
る
レ
ー
ザ
ス
キ
ャ
ナ
の
精
度
検
証
(電

子
応
用
装
置
製
造
業
)
(事

例
3
) 

・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
用
ガ
ラ
ス
保
護
フ
ィ
ル
ム
の
表
面
摩
耗
試
験
(
商
品
卸
売
業
) 

・
ス
キ
ャ
ニ
ン
グ
レ
ー
ザ
ー
振
動
計
に
よ
る
振
動
計
測
(そ

の
他
の
卸
売
業
) 

【
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
試
験
事
例
】
 

(
事
例

3
)
レ
ー
ザ
ス
キ
ャ
ナ
 

 

③
首
都
圏
公
設
試
験
研
究
機
関
連

携
体
(以

下
、「

T
KF
」
と
い
う
。
)

に
参
加
し
て
い
る
近
隣
の
公
設
試

験
研
究
機
関
と
連
携
し
た
試
験
実

施
体
制
を
継
続
す
る
。
 

(
4
)
近
隣
の
公
設
試
験
研
究
機
関
と
連
携
し
た
試
験
実
施
体
制
の
継
続
 

1
)
T
K
F
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
連
携
技
術
相
談
の
実
施
 

 
2
)
T
KF

ミ
ニ
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
活
用
し
た
公
設
試
相
互
の
試
験
品
質
向
上
の
取
り
組
み
 

 

《
詳
細
は
項
目

19
に
記
載
》
 

 

2
2

― 90 ―



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

7－
依
頼
試
験

 

全
体

に
占

め
る

割
合

に
つ

い
て

は
、

第

三
期

中
期

計
画

期
間

の
最

終
年

度
で

あ

る
令
和

2
年
度
の
年
間
実
績
で

2
3
％
を

目
標
と
す
る
。
 

④
本
部
の
品
質
保
証
推
進
セ
ン
タ

ー
に
お
い
て
、
電
気
、
温
度
、
長

さ
の

3
分
野
の
計
量
法
認
定
事
業

者
(
J
C
SS
)
、
照
明
、
鉄
鋼
・
非
鉄

金
属
の

2
分
野
の
試
験
所
認
定
事

業
者
(
JN
L
A
)と

し
て
校
正
お
よ
び

試
験
業
務
を
継
続
実
施
す
る
。
 

(
5
)
J
N
LA

試
験
所
認
定
事
業
者
お
よ
び
計
量
法
認
定
事
業
者
(
J
C
SS
)
と
し
て
依
頼
試
験
業
務
を
継
続
 

 
品
質
保
証
推
進
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
試
験
実
施
体
制
を
整
備
し
、
試
験
お
よ
び
校
正
業
務
を
継
続
 

 
J
N
LA

は
4
年
毎
の
登
録
更
新
審
査
を
受
検
し
、
適
切
な
対
応
に
よ
り
認
定
さ
れ
、
事
業
継
続
 

 

《
詳
細
は
項
目

14
に
記
載
》
 

 

⑤
多
摩
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ

E
M
C
サ
イ

ト
に
お
い
て
、
E
MC

分
野
の
試
験

所
認
定
事
業
者
(
VL
A
C
)と

し
て
試

験
業
務
を
継
続
実
施
す
る
。
 

(
6
)
電
磁
環
境
試
験
所
認
定
セ
ン
タ
ー
(
V
L
AC
)
認
定
の
依
頼
試
験
業
務
の
継
続
 

E
M
C
分
野
に
お
い
て

V
L
A
C
認
定
試
験
所
と
し
て
試
験
業
務
を
継
続
 

1
)
規
格
確
認
適
合
試
験
を
実
施
 

支
援
企
業
数

7
社
(
1
7
件
)
(前

年
度

1
4
社
(
42

件
))
 

規
格
適
合
が
確
認
さ
れ
た
製
品
に
対
す
る
国
内
・
海
外
に
通
用
す
る
成
績
書
の
発
行
 

5
社
(
10

件
)(
前
年
度

9
社
(3
1
件
)
)う

ち
、
英
文
成
績
書
発
行
数

5
社
(
5
件
) 

【
製
品
化
事
例
】
 

・
デ
ジ
タ
ル
精
密
水
準
器
(電

子
機
器
製
造
業
)
(事

例
4
) 

【
製
品
化
事
例
】
 

(
事
例

4
)
デ
ジ
タ
ル
精
密
水
準
器
 

⑥
産
技
研
の
特
徴
的
な
技
術
分
野

で
あ
る
非
破
壊
検
査
、
照
明
、
音

響
、
高
電
圧
、
ガ
ラ
ス
技
術
、
環

境
・
防
か
び
、
放
射
線
技
術
、
高

速
通
信
、
め
っ
き
・
塗
装
複
合
試

験
、
光
学
特
性
計
測
技
術
分
野
に

お
い
て
、
試
験
精
度
の
向
上
や
試

験
範
囲
の
拡
充
な
ど
一
層
高
品
質

な
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
す
る
。
 

(
7
)
都
産
技
研
の
特
徴
的
な
技
術
分
野
の
試
験
精
度
向
上
や
試
験
範
囲
拡
充
へ
の
取
り
組
み
 

1
)
都
産
技
研
ブ
ラ
ン
ド
試
験
(東

京
都
な
ら
で
は
の
試
験
)の

拡
充
 

都
産
技
研
の
特
徴
的
な
試
験
と
し
て
今
年
度

1
分
野
を
追
加
し
、
計

1
1
分
野
を
ブ
ラ
ン
ド
試
験
と
位
置
付
け

試
験
実
施
体
制
を
整
備
し
、
高
品
質
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
 

利
用
実
績
計

4
9
,9
1
5
件
(
全
依
頼
試
験
中

3
4％

)
(前

年
度
計

4
6
,3
2
6
件
、
全
依
頼
試
験
中
 
3
2％

) 

a
)
繊
維
・
複
合
材
料
評
価
試
験
(
新
規
)
(繊

維
製
品
・
複
合
材
料
に
対
す
る
高
度
か
つ
総
合
的
な
評
価
試
験
) 

試
験
実
績
:
1,
7
37

件
 

b
)
音
響
試
験
(
音
の
技
術
分
野
を
総
合
的
に
試
験
) 

試
験
実
績
:
6,
5
01

件
(
前
年
度
:
7
,
05
9
件
) 

c
)
照
明
試
験
(
L
ED

照
明
等
の
照
明
機
器
の
新
需
要
や
新
規
格
に
対
応
し
た
製
品
評
価
試
験
) 

試
験
実
績
:
65
9
件
(
前
年
度
:8
7
8
件
) 

d
)
高
電
圧
試
験
(高

精
度
な
交
流
電
圧
発
生
装
置
や
雷
イ
ン
パ
ル
ス
電
圧
発
生
装
置
に
よ
る
試
験
) 

試
験
実
績
:
39
5
0
件
(前

年
度
:
3
,
0
91

件
) 

e
)
非
破
壊
透
視
試
験
(
繊
維
強
化
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
等
の
工
業
製
品
の
非
破
壊
透
視
試
験
) 

試
験
実
績
:
26
,
7
01

件
(
前
年
度
:
2
3
,5
7
9
件
) 

 
 
f
)ガ

ラ
ス
技
術
(ガ

ラ
ス
の
破
損
事
故
解
析
等
の
特
徴
的
な
試
験
) 

試
験
実
績
:
69
1
件
(
前
年
度
:7
7
1
件
) 

g
)
環
境
防
か
び
試
験
(
各
種
工
業
製
品
の
防
か
び
試
験
や
か
び
抵
抗
性
試
験
) 

試
験
実
績
:
1,
9
45

件
(
前
年
度
:
1
,
69
1
件
) 

 
 
h
)放

射
線
試
験
(放

射
線
計
測
や
放
射
性
物
質
の
測
定
、
食
品
照
射
検
知
試
験
) 

試
験
実
績
:
2,
1
59

件
(
前
年
度
:
1
,
91
4
件
) 

i
)
高
速
通
信
試
験
(
高
速
通
信
規
格
に
準
拠
し
た
機
器
や
デ
バ
イ
ス
に
対
す
る
電
気
的
適
合
試
験
) 

試
験
実
績
:
3,
1
94

件
(
前
年
度
:
3
,
03
4
件
) 

j
)
め
っ
き
・
塗
装
複
合
試
験
(め

っ
き
と
塗
装
複
合
被
膜
の
不
具
合
解
析
か
ら
性
能
評
価
試
験
) 

試
験
実
績
:
1,
4
22

件
(
前
年
度
:
3
,
22
9
件
) 

k
)
光
学
特
性
計
測
技
術
(
可
視
光
か
ら
赤
外
線
ま
で
材
料
の
光
学
特
性
を
幅
広
く
測
定
) 

 
 
 
試
験
実
績
:
9
56

件
(
前
年
度
:
1
,
08
0
件
) 

 【
支
援
事
例
】
 

・
高
吸
水
性
タ
オ
ル
(繊

維
織
物
業
)
(事

例
5
) 

・
学
習
用
デ
ス
ク
ラ
イ
ト
(電

気
機
器
製
造
業
)
(事

例
6
)
  

・
防
カ
ビ
シ
ー
ト
(
印
刷
業
)(
事
例

7)
 

・
工
業
製
品
(
ロ
ボ
ッ
ト
)の

X
線

CT
ス
キ
ャ
ン
(
情
報
通
信
業
)
(事

例
8
)
  

 

○
都
産
技
研
ブ
ラ
ン
ド
試
験
の
拡
充
 

1
)
新
た
に
「
繊
維
・
複
合
材
料
評
価
試
験
」
を
加
え
、

ブ
ラ
ン
ド
試
験
を

1
1
分
野
に
拡
充
 

2
)
高
い
試
験
実
績
と
比
率
、中

期
計
画
目
標
値
を
達
成
 

試
験
実
績
:計

4
9,
9
1
5
件
 
(全

依
頼
試
験
中

34
%
) 

(
前
年
度
計

4
6
,
32
6
件
、
全
依
頼
試
験
中

3
2
%)
 

 【
支
援
事
例
】
 

          

吸
水
性
能
を

 
定
量
的
に
評
価

 
影
が
生
じ
に
く
く
、

 
自
然
な
色
見
え
の

 
学
習
用
デ
ス
ク
ラ
イ
ト

 
37

,0
00

円
/台

   
(
事
例

7
) 

防
カ
ビ
シ
ー
ト

 

(
事
例

5
) 

高
吸
水
性
タ
オ
ル
 

 

(
事
例

6
) 

学
習
用
デ
ス
ク
ラ
イ
ト

 

(
事
例

8
) 

工
業

製
品

(
ロ

ボ
ッ

ト
)
の

X
線

C
T
ス
キ
ャ
ン

 
 

カ
ビ
の
発
生
を
遅
ら
せ
る

シ
ー
ト
の
開
発
支
援

  
梱
包
状
態
で
工
業
製
品
の

 
非
破
壊
検
査
を
実
施

 
 

2
3

― 91 ―― 90 ―



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

7－
依
頼
試
験

 

 

⑦
中
小
企
業
ニ
ー
ズ
及
び
最
新
の

技
術
動
向
等
に
基
づ
き
、
試
験
・

研
究
設
備
及
び
機
器
の
導
入
・
更

新
を
実
施
す
る
。
 

(
8
)
試
験
・
研
究
設
備
お
よ
び
機
器
の
導
入
・
更
新
 

1
)
都
産
技
研
保
有
機
器
数
 

 
 
 
保

有
機
器

の
情
報

を
一

元
管
理

す
る
た

め
、
機

器
管

理
シ
ス

テ
ム
の

運
用
を

継
続

。
高
額

機
器
を

中
心
に
約

1
,
2
7
0
機
種
登
録
 

2
)
機
器
整
備
の
概
要
 

都
産
技
研
ブ
ラ
ン
ド
試
験
や
国
際
規
格
対
応
等
ニ
ー
ズ
の
高
い
機
器
を
中
心
に
機
器
を
整
備
 

a
)
本
部
 

①
都
産
技
研
ブ
ラ
ン
ド
試
験
対
応
機
器
 

 
 
 
ガ
ラ
ス
強
度
計
(
更
新
)
、
歪
検
査
器
(
更
新
) 

②
本
部
セ
ク
タ
ー
で
用
い
る
機
器
 

抵
抗
負
荷
装
置
(更

新
) 

b
)
多
摩
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
 

 
 
 
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
制
御
横
編
機
(
新
規
) 

 
 
 
 
c
)墨

田
支
所
・
生
活
技
術
開
発
セ
ク
タ
ー
 

 
 
 
機
械
的
危
険
確
認
治
具
(
新
規
)
、
反
発
弾
性
試
験
機
(
新
規
) 

 
 
d
)城

東
支
所
 

デ
ザ
イ
ン
ス
タ
ジ
オ
シ
ス
テ
ム
サ
ー
バ
ー
 

 

○
ブ
ラ
ン
ド
試
験
対
応
機
器
の
更
新

 
・
ガ
ラ
ス
強
度
計

 

 

・
歪
検
査
機

 

 

⑧
公
的
試
験
研
究
機
関
と
し
て
の

信
頼
の
維
持
向
上
を
図
る
た
め
、

機
器
の
保
守
・
更
新
、
校
正
管
理

を
よ
り
適
切
に
行
う
。
 

(
9
)
機
器
の
保
守
・
更
新
、
校
正
管
理
の
適
切
な
実
施
 

・
機
器
の
保
守
・
校
正
実
施
件
数
:
40
6
件
 

 
 
・
保
守
・
校
正
費
用
:
4
.0

億
円
(
前
年
度

4.
0
億
円
) 

 

⑨
震
災
に
よ
る
電
力
不
足
に
対
応

す
る
た
め
、
中
小
企
業
の
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
、
高
効
率
化
に
関
す
る
製

品
開
発
を
促
進
す
る
依
頼
試
験
を

継
続
実
施
す
る
。
 

(
1
0
)
中
小
企
業
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
高
効
率
化
に
関
す
る
製
品
開
発
を
促
進
す
る
依
頼
試
験
の
継
続
 

 
1
)
L
ED

照
明
に
関
す
る
試
験
(
器
具
の
照
明
試
験
、
電
気
安
全
性
試
験
)
実
績
:
5
51

件
(前

年
度
:
8
78

件
) 

 
2
)
消
費
電
力
測
定
に
関
す
る
試
験
実
績
:
4
0
件
(前

年
度
:
7
5
件
) 

 

⑩
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
伴

い
、
工
業
製
品
等
の
放
射
線
量
測

定
試
験
を
継
続
実
施
す
る
。
 

(
1
1
)
工
業
試
験
等
の
放
射
線
量
測
定
試
験
(
都
内
中
小
企
業
は
無
料
実
施
) 

 
都
内
中
小
企
業
製
品
の
風
評
被
害
対
策
の
た
め
放
射
線
量
試
験
を
計

3
7
件
実
施
(
前
年
度
:
50

件
) 

 
1
)
持
ち
込
み
に
よ
る
放
射
線
量
測
定
試
験
 

 
 
・
持
ち
込
み
試
験
件
数
:2
3
件
(う

ち
都
内
中
小
企
業
試
験
件
数
:
20

件
) 

 
 
・
成
績
証
明
書
発
行
数
:1
9
件
(う

ち
都
内
中
小
企
業
試
験
件
数
:
16

件
、
う
ち
英
語
:
1
0
件
) 

 
 
・
依
頼
品
目
:
機
械
装
置
、
ガ
ラ
ス
製
品
、
雑
貨
 
等
 

 
2
)
出
張
に
よ
る
放
射
線
量
測
定
試
験
 

 
 
大

型
の
試
験
品
へ
の

測
定
依
頼

に
対
し
て
は
、
測

定
試
験
機

器
を
工
場
等
へ
持

ち
込
み
、

職
員
が
現
場
で
測

定

を
実
施
(
延
べ

8
人
日
/
件
) 

 
 
・
出
張
試
験
件
数
:
1
4
件
 
(う

ち
都
内
中
小
企
業
試
験
件
数
:
1
4
件
) 

 
 
・
成
績
証
明
書
発
行
数
:1
4
件
(う

ち
都
内
中
小
企
業
試
験
件
数
:
14

件
、
う
ち
英
語
:
1
4
件
) 
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8－
機
器
利
用

 

中
期
計
画
【
項
目
別
評
価
単
位
】
 

年
度
計
画
【
項
目
別
評
価
単
位
】
 

項
目
 

自
己
評
価
 

平
成

30
年
度
 
年
度
計
画
に
係
る
実
績
 

特
記
事
項
 

2
-
2
 
開
発
型
中
小
企
業
の
支
援
 

(
1
)
 
機
器
利
用
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
 

中
小
企
業
で
は
導
入
が
困
難
な
測
定

機
器
や
分
析
機
器
を
整
備
し
、
中
小
企
業

に
お
け
る
新
製
品
・
新
技
術
開
発
の
た
め

に
機
器
の
直
接
利
用
の
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
。
利
用
に
際
し
て
は
、
職
員
の
豊

富
な
知
識
を
活
か
し
て
、
的
確
な
機
器
利

用
に
関
す
る
指
導
・
助
言
を
行
う
。
 

高
度
な
先
端
機
器
に
つ
い
て
も
、
利
用

方
法
習
得
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
機
器

利
用
ラ
イ
セ
ン
ス
を
発
行
す
る
制
度
に

よ
り
、
中
小
企
業
の
機
器
利
用
の
促
進
を

図
る
。
 

都
産
技
研
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
(
以
下
、「

都

産
技
研

H
P」

と
い
う
。
)
を
活
用
し
、
利

用
可
能
情
報
を
提
供
す
る
な
ど
、
機
器
利

用
に

際
し

て
の

利
便

性
向

上
を

図
る

取

り
組
み
を
継
続
す
る
。
 

①
中
小
企
業
で
は
導
入
が
困
難
な

測
定
機
器
や
分
析
機
器
を
整
備
し
、

中
小
企
業
に
お
け
る
新
製
品
・
新
技

術
開
発
の
た
め
に
機
器
利
用
の
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
。
 

8
 

Ｓ
 

(
1
)
機
器
利
用
の
実
績
 

依
頼
試
験
か
ら
機
器
利
用
へ
の
移
行
を
進
め
、
実
績
週
報
に
よ
る
進
捗
管
理
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
過
去

最
高
の
機
器
利
用
実
績
を
達
成
 

1
)
都
産
技
研
全
体
の
機
器
利
用
実
績
 

・
機
器
利
用
実
績
:
1
5
7,
5
41

件
(
前
年
度
:1
4
4
,7
3
7
件
) 

2
)
ア
ウ
ト
カ
ム
調
査
の
実
施
 

・
平
成

3
0
年
度
に
都
産
技
研
を
利
用
し
た
お
客
さ
ま
に
ア
ウ
ト
カ
ム
調
査
を
実
施
 

・
機
器

利
用

事
業

の
目

的
達
成

度
は

、
非

常
に

高
い
満
足
度

を
獲

得
(
「

十
分

達
成

で
き
た

」
、
「

あ
る

程
度

達

成
で
き
た
」
を
合
計
し
て

98
%
)
 

 
3
)
利
用
が
多
い
機
器
利
用
項
目
 

 
 
①
 
恒
温
恒
湿
槽
:1
5
,
59
3
件
 

 
 
②
 
恒
温
槽
:1
1
,
53
8
件
 

 
 
③
 
小
型
冷
熱
衝
撃
試
験
装
置
:
8,
9
87

件
 

 
 
④
 
恒
温
恒
湿
室
:4
,
4
95

件
 

 
 
⑤
 
冷
熱
衝
撃
試
験
装
置
:
2
,
6
33

件
 

 (
2
)
機
器
利
用
項
目
の
充
実
お
よ
び
見
直
し
 

1
)
新
た
に
導
入
し
た
機
器
や
依
頼
試
験
等
他
事
業
か
ら
機
器
利
用
へ
移
行
し
、
機
器
利
用
項
目
を
追
加
 

a
)
追
加
数
:
58

項
目
(機

器
利
用
全
項
目
数
:
5
91

項
目
) 

b
)
追
加
項
目
に
よ
る
機
器
利
用
実
績
:
6
85

件
 

c
)
主
な
利
用
実
績
 

・
折
り
曲
げ
試
験
器
:
13
1
件
 

・
ロ

ボ
ッ

ト
開

発
セ

ク
タ

ー
に

お
け
る

サ
ー
ビ
ス

ロ
ボ

ッ
ト

関
連
機

器
利

用
(
傾

斜
路

走
行

試
験
装

置
、

疑

似
実
証
実
験
ス
ペ
ー
ス
等
)
:9
6
件
 

・
デ
ジ
タ
ル
ビ
デ
オ
映
像
編
集
シ
ス
テ
ム
:
7
8
件
 
等
 

 
2
)
利
用
の
少
な
い
機
器
利
用
項
目
を
廃
止
:
28

項
目
 

 【
製
品
化
事
例
】
 

・
レ
ー
ザ
加
工
機
に
よ
る
江
戸
木
版
画
を
用
い
た
う
ち
わ
の
製
品
化
(他

に
分
類
さ
れ
な
い
卸
売
業
)
(
事
例

1
) 

平
成

30
年
度
中
小
企
業
振
興
公
社
「
東
京
手
仕
事
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
製
品
 

・
生
地

用
イ
ン

ク
ジ

ェ
ッ
ト
プ
リ
ン

タ
利
用

に
よ

る
着
装
バ

ラ
ン

ス
を
考

慮
し

た
ス
カ
ー

フ
の

開
発

(
婦
人

・
子

供
服
小
売
業
)
(
事
例

2)
 

・
高
所
で
の
利
用
を
考
慮
し
た
印
刷
機
開
発
時
の
性
能
評
価
(
電
子
計
算
機
・
同
附
属
装
置
製
造
業
)
 

 

○
過
去
最
高
の
機
器
利
用
実
績
を
達
成
 

機
器
利
用
実
績
:
15
7
,
54
1
件
(
前
年
度
:
1
44
,
7
37

件
) 

【
製
品
化
事
例
】
 

(
事
例

1
)
 江

戸
木
版
画
を
用
い
た
う
ち
わ
 

       

(
事
例

2
)
着
装
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
た
ス
カ
ー
フ
 

 
 

販
売
実
績
：
2
5
,
00
0
円
、
10
0
枚
(完

売
) 

②
機
器
の
操
作
方
法
の
ア
ド
バ
イ

ス
や
、
測
定
デ
ー
タ
の
説
明
、
課
題

解
決
の
た
め
の
的
確
な
指
導
・
助
言

を
行
う
。
 

(
3
)
機
器
利
用
に
関
す
る
指
導
・
助
言
の
実
施
 

1
)
機
器
利
用
に
関
す
る
指
導
実
績
 

 
 
機
器
の
的
確
な
操
作
法
習
得
お
よ
び
評
価
結
果
の
指
導
を
実
施
 

・
機
器
利
用
指
導
実
績
:
1
1
,6
9
6
件
(前

年
度
:
10
,
7
29

件
) 

○
機
器
利
用
に
関
す
る
指
導
・
助
言
の
実
施
 

 
機

器
利

用
指

導
実

績
:
1
1,
6
96

件
(
前

年

度
:
1
0
,7
2
9
件
) 

③
高
度
な
先
端
機
器
は
利
用
方
法

習
得
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
、
機
器

利
用
ラ
イ
セ
ン
ス
制
度
に
よ
り
利

用
可
能
な
機
器
を
拡
張
す
る
。
 

(
4
)
機
器
利
用
ラ
イ
セ
ン
ス
制
度
の
活
用
拡
大
 

 
 
高
度
な
先
端
機
器
の
利
用
拡
大
を
図
る
た
め
、「

事
前
講
習
会
」
(熱

拡
散
率
測
定
、
2
回
)や

利
用
方
法
習
得
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
習
熟
度
に
基
づ
く
機
器
利
用
ラ
イ
セ
ン
ス
発
行
数
の
拡
大
 

1
)
対
象
機
種
数
:
19

機
種
(前

年
度
:
18

機
種
) 

 
a
)
新
規
追
加
機
器
:高

速
デ
ィ
ー
プ
エ
ッ
チ
ン
グ
装
置
 

2
)
機
器
利
用
ラ
イ
セ
ン
ス
カ
ー
ド
発
行
枚
数
:
13
3
枚
(
前
年
度
:
17
1
枚
)
、
累
計
発
行
数

8
7
2
枚
 

3
)
機
器
利
用
ラ
イ
セ
ン
ス
制
度
利
用
実
績
:
5
,
77
9
件
(
前
年
度
:
4,
4
87

件
) 

 
4
)
ラ
イ
セ
ン
ス
発
行
枚
数
が
多
い
機
器
 

 
 
①
分
析
機
能
付
き
走
査
電
子
顕
微
鏡
(
新
規

4
5
件
、
累
計
:
28
5
枚
) 

②
Ｘ
線
回
折
装
置
 

 
(
新
規

1
9
件
、
累
計
:
12
6
枚
)
 

 
 
 
 
③
音
響
管
 

 
 

(
新
規

1
6
件
、
累
計
:
57

枚
) 

○
機
器
利
用
ラ
イ
セ
ン
ス
制
度
の
活
用
 

・
ラ
イ
セ
ン
ス
発
行
数
:
1
33

枚
、
累
計

87
2
枚
 

・
利
用
実
績
:
5
,
77
9
件
(
前
年
度
:
4,
4
87

件
) 
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8－
機
器
利
用

 

④
都
産
技
研
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活

用
し
、
機
器
利
用
可
能
情
報
の
提
供

を
継
続
す
る
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
経
由
で
の
予
約
申
し
込
み
受

付
の
対
象
機
器
を
継
続
す
る
。
 

(
5
)
都
産
技
研
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
活
用
し
た
機
器
利
用
可
能
情
報
の
提
供
 

 
1
)
機
器
利
用
情
報
の
提
供
 

 
 
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
の
利
用
可
能
機
器
予
約
状
況
の
提
供
を
継
続
。
計

41
7
機
種
(前

年
度
:
42
8
機
種
) 

 
 
・
本
部
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
19
1
機
種
(
8
機
種
減
) 

 
 
・
多
摩
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
9
7
機
種
(
増
減
な
し
) 

 
 
・
城
東
支
所
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
4
3
機
種
(
増
減
な
し
) 

 
 
・
墨
田
支
所
(
生
活
技
術
開
発
セ
ク
タ
ー
) 

 
54

機
種
(
4
機
種
減
) 

 
 
・
城
南
支
所
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
2
機
種
(
1
機
種
増
) 

 
2
)
機
器
利
用
の
オ
ン
ラ
イ
ン
予
約
の
継
続
 

 
 
・
温
湿
度
試
験
機
器
等

2
8
台
を

継
続
 

 
 
・
登
録
人
数
:
4
79

名
(前

年
度
:
3
91

名
)、

予
約
件
数
:
9
5
件
(前

年
度
:
1
73

件
) 

○
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
を

活
用

し
た

機
器

利
用

可
能

情
報

の
提
供
 

 
計

41
7
機
種
(前

年
度
:
4
28

機
種
) 

 

⑤
城
東
支
所
に
お
い
て
は
地
域
に

密
着
し
た
高
付
加
価
値
も
の
づ
く

り
支
援
を
強
化
し
、
墨
田
支
所
に
お

い
て
は
サ
ー
ビ
ス
産
業
等
へ
の
技

術
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
継
続
し
、
城
南

支
所
に
お
い
て
は
先
端
も
の
づ
く

り
産
業
支
援
を
継
続
す
る
な
ど
、
地

域
の
特
徴
を
活
か
す
支
援
を
実
施

す
る
。
 

(
6
)
城
東
支
所
「
デ
ザ
イ
ン
ス
タ
ジ
オ
・
も
の
づ
く
り
ス
タ
ジ
オ
」
を
活
用
し
た
も
の
づ
く
り
支
援
 

1
)
平
成

2
9
年
度
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
時
に
導
入
し
た
主
要
機
器
に
よ
る
機
器
利
用
の
継
続
 

・
多
種
類
材
料
対
応
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
式

A
M
(2
,
9
08

件
)
 

・
万
能
試
験
機
(
43
4
件
) 

・
フ
ァ
イ
バ
ー
レ
ー
ザ
ー
加
工
機
(
20
6
件
) 

・
デ
ジ
タ
ル
マ
イ
ク
ロ
ス
コ
ー
プ
(
14
4
件
) 

2
)
城
東
支
所
の
機
器
利
用
実
績
 

機
器
利
用
実
績
:
14
,
3
47

件
(前

年
度
:
1
0
,4
9
0
件
) 

【
製
品
化
事
例
】
 

・
3
D
プ
リ
ン
タ
(A
M
)に

よ
る
銀
食
器
の
試
作
と
デ
ザ
イ
ン
設
計
指
導
(貴

金
属
・
宝
石
製
品
製
造
業
)
(事

例
3
) 

平
成

30
年
度
中
小
企
業
振
興
公
社
「
東
京
手
仕
事
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
製
品
 

 
(
7
)
墨
田
支
所
(
生
活
技
術
開
発
セ
ク
タ
ー
)
に
よ
る
技
術
支
援
サ
ー
ビ
ス
 

1
)
生
活
動
作
計
測
ス
タ
ジ
オ
を
開
設
し
、
計

4
機
種
の
新
規
導
入
で
サ
ー
ビ
ス
拡
充
《
詳
細
は
項
目

5
に
記
載
》
 

筋
骨
格
解
析
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
、
フ
ォ
ー
ス
プ
レ
ー
ト
、
機
械
的
危
険
確
認
治
具
、
反
発
弾
性
試
験
機
 

2
)
生
活
技
術
開
発
セ
ク
タ
ー
の
機
器
利
用
実
績
 

 
 
機
器
利
用
実
績
:計

1
1,
9
0
9
件
(
前
年
度
:1
0
,
07
1
件
) 

 
 
・
日
射
試
験
装
置
:
1
,
78
7
件
 
(
前
年
度
:1
,
6
00

件
) 

・
流
体
可
視
化
装
置
:
17
6
件
(
前
年
度
:
58

件
) 

・
テ
ク
ス
チ
ャ
ー
評
価
装
置
:1
0
3
件
(
前
年
度
:1
3
件
)
 
等
 

【
製
品
化
事
例
】
 

・
座
ク
ッ
シ
ョ
ン
(
繊
維
製
品
製
造
業
)
(
事
例

4)
 

シ
ー
ト
型
圧
力
分
布
測
定
機
に
よ
る
体
圧
分
布
効
果
を
定
量
化
 

・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
用
チ
ュ
ー
ブ
(
運
動
用
具
製
造
業
) 

製
品
形
状
に
合
わ
せ
た
固
定
方
法
を
提
案
し
、
疲
労
試
験
を
実
施
 

 (
8
)
城
南
支
所
に
お
け
る
先
端
も
の
づ
く
り
産
業
支
援
 

1
)
城
南
支
所
の
機
器
利
用
実
績
:
9
,
31
5
件
(
前
年
度
:
8
,
78
7
件
) 

・
溶
融
積
層
造
形
装
置
:
1
,
09
7
件
(前

年
度
:
1
,2
7
9
件
) 

・
光
造
形
装
置
:
1,
4
79

件
(前

年
度
:
1
,
26
7
件
)
 
等
 

【
製
品
化
事
例
】
 

 
 
・
虫
刺
さ
れ
時
の
毒
を
吸
引
す
る
吸
引
器
の
開
発
(金

属
製
品
製
造
業
) 

 
 
 
本
体
材
質
を

AB
S
樹
脂
で
設
計
、
溶
融
積
層
造
形
装
置
(
FD
M
)に

よ
る
試
作
、
製
品
化
に
向
け
た
助
言
 

2
)
医
療
関
連
機
器
等
の
海
外
展
開
支
援
 

機
器
利
用
、
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
開
発
支
援
等
で
製
品
の
性
能
を
「
見
え
る
化
」
し
、
国
際
医
療
機
器
展
示
会

に
同
行
し
て
製
品
の
技
術
的
優
位
性
を

PR
 

 
【
製
品
化
事
例
】
 

 
 
・
オ
ー
ル
樹
脂
製
鉗
子
( 生
産
用
機
械
器
具
製
造
業
)
(事

例
5)
 

オ
ー
ト
ク
レ
ー
ブ
滅
菌
後
の
形
状
評
価
と
把
持
力
評
価
 

 
 
・
電
子
回
路
布
か
ら
な
る
衣
服
(
電
子
機
械
器
具
製
造
業
) 

X
線
透
視
検
査
試
験
お
よ
び

X
線

CT
ス
キ
ャ
ン
に
よ
り
電
子
部
品
の
接
触
部
を
視
覚
的
に
評
価
 

 

○
各
支
所
の
利
用
実
績

 
各
支
所
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後
、
着
実
な
運
営
を
実
施
し
、

順
調
に
機
器
利
用
実
績
が
増
加

 
城
東
支
所
:
14
,
3
47

件
(
前
年
度
:
1
0
,4
9
0
件
) 

墨
田
支
所
:
11
,
9
09

件
(
前
年
度
:
1
0
,0
7
1
件
) 

城
南
支
所
:
9,
3
15

件
(前

年
度
:
8
,
78
7
件
) 

 【
製
品
化
事
例
】

 
(
事
例

3
)
銀
食
器
 

    (
事
例

4
)
座
ク
ッ
シ
ョ
ン
 

 
臀
部
形
状
に
あ
っ
た
座
面
を

作
る
こ
と
が
で
き
る
モ
ジ
ュ

ラ
ー
型
座
ク
ッ
シ
ョ
ン
の
体

圧
分
布
効
果
を
定
量
把
握
し

製
品
開
発
を
支
援

 
 (
事
例

5
)
オ
ー
ル
樹
脂
製
鉗
子

 

 

オ
ー
ト
ク
レ
ー
ブ
滅

菌
後
の
形
状
評
価
と
把

持
力
評
価
を
行
い
、
耐

久
性
を
実
証
し
、
医
療

機
器
分
野
参
入
を
支
援

 

デ
ザ

イ
ン

設
計

を
指

導
し
、

3
D
プ
リ
ン
タ
の
機
器
利
用
で

製
品
開
発
を
支
援
 

販
売
価
格
：
(大

)
54
,
0
00

円
、

(
小
)
4
8,
0
00

円
 

2
6

― 94 ―



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

9－
３
Ｄ
も
の
づ
く
り
セ
ク
タ
ー

 

中
期
計
画
【
項
目
別
評
価
単
位
】
 

年
度
計
画
【
項
目
別
評
価
単
位
】
 

項
目
 

自
己
評
価
 

平
成

30
年
度
 
年
度
計
画
に
係
る
実
績
 

特
記
事
項
 

(
２
)
 
高
付
加
価
値
製
品
の
開
発
支
援
 

ア
デ
ィ
テ
ィ
ブ
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ャ

リ
ン
グ
設
備
に
よ
る
試
作
・
製
作
支

援
、
三
次
元

C
A
D
デ
ー
タ
作
成
等
の
デ

ジ
タ
ル
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
支
援
を
行

う
た
め
の
「
3
D
も
の
づ
く
り
セ
ク
タ

ー
」
を
開
設
し
、
3
D
技
術
や
リ
バ
ー
ス

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
を
活
用
し
た
製
品

開
発
を
総
合
的
に
支
援
す
る
。「

3
D
も
の

づ
く
り
セ
ク
タ
ー
」
に
お
け
る
依
頼
試

験
と
機
器
利
用
の
総
件
数
に
つ
い
て

は
、
第
三
期
中
期
計
画
期
間
の
最
終
年

度
で
あ
る
令
和

2
年
度
の
年
間
実
績

2
1
,
1
00

件
を
目
標
と
す
る
。
 

①
ア
デ
ィ
テ
ィ
ブ
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク

チ
ャ
リ
ン
グ
設
備
に
よ
る
試
作
・

製
作
支
援
、
三
次
元

C
A
D
デ
ー
タ

作
成
等
の
デ
ジ
タ
ル
エ
ン
ジ
ニ
ア

リ
ン
グ
支
援
を
行
う
た
め
、
本
部

の
「
3D

も
の
づ
く
り
セ
ク
タ
ー
」

を
拠
点
と
し
、
3D

技
術
や
リ
バ
ー

ス
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
を
活
用
し

た
製
品
開
発
を
総
合
的
に
支
援
す

る
。
 

9
 

Ｓ
 

(
1
)
3
D
も
の
づ
く
り
セ
ク
タ
ー
の
事
業
 

中
小
企
業
の
高
付
加
価
値
な
製
品
開
発
、
品
質
評
価
お
よ
び

3
D
技
術
や
リ
バ
ー
ス
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
を
活

用
し
た
製
品
開
発
の
総
合
的
支
援
の
た
め
、「

3D
も
の
づ
く
り
セ
ク
タ
ー
」
を
平
成

2
8
年
度
に
開
設
(
11

名
体
制
)  

1
)
ア
デ
ィ
テ
ィ
ブ
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ャ
リ
ン
グ
(
A
M
)設

備
に
よ
る
高
付
加
価
値
製
品
の
開
発
支
援
 

・
A
M
(
3D

プ
リ
ン
タ
ー
)
ラ
ボ

1
 

主
に
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
(
17
-
4
PH
、
S
U
S
6
30

相
当
)
を
材
料
と
す
る
金
属
粉
末
積
層
造
形
装
置
お
よ
び
ワ
イ
ヤ

ー
放
電
加
工
機
等
の
活
用
に
よ
り
医
療
器
具
や
作
業
工
具
等
の
技
術
開
発
お
よ
び
事
業
化
に
関
わ
る
試
作
・

製
作
支
援
を
推
進
 

・
A
M
(
3D

プ
リ
ン
タ
ー
)
ラ
ボ

2
 

樹
脂
粉
末
(ナ

イ
ロ
ン

1
1
、
12

系
)を

材
料
と
す
る
ナ
イ
ロ
ン
粉
末
造
形
装
置
等
の
活
用
に
よ
り
電
子
部

品
筐
体
や
医
療
器
具
等
さ
ま
ざ
ま
な
製
品
の
技
術
開
発
お
よ
び
事
業
化
に
関
わ
る
試
作
・
製
作
支
援
を
推
進
 

2
)
三
次
元

CA
D
デ
ー
タ
作
成
等
の
デ
ジ
タ
ル
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
に
よ
る
高
付
加
価
値
製
品
の
開
発
支
援
 

三
次
元

CA
D
/
CA
E
シ
ス
テ
ム
、
パ
タ
ー
ン
投
影
式

3
D
デ
ジ
タ
イ
ザ
等
の
活
用
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
な
工
業
用

製
品
の
試
作
・
製
作
支
援
を
推
進
 

3
)
高
精
度
な
寸
法
測
定
～
形
状
測
定
技
術
等
に
よ
る
製
品
の
品
質
評
価
の
た
め
の
支
援
 

中
小
企
業
で
は
評
価
が
困
難
な

1
/
10
0
0
mm

オ
ー
ダ
ー
の
寸
法
測
定
や
形
状
測
定
等
を
依
頼
試
験
に
て
実
施

し
、
製
品
の
品
質
向
上
・
高
付
加
価
値
化
を
支
援
 

4
)
平
成

3
0
年
度
導
入
設
備
: 
解
析
機
能
付
き
白
色
干
渉
計
を
導
入
 

 (
2
)
利
用
実
績
 

1
)
依
頼
試
験
お
よ
び
機
器
利
用
の
合
計
利
用
実
績
:
28
,
2
09

件
(依

頼
試
験
:4
,
7
09

件
、
機
器
利
用
:
23
,
5
00

件
) 

(
中
期
計
画
目
標
値
比
:
1
3
4％

、
前
年
度
合
計
利
用
実
績
:
24
,
0
3
3
件
) 

a
)
依
頼
試
験
の
代
表
的
な
利
用
実
績
 

・
三
次
元
座
標
測
定
機
 

 
8
7
4
件
 

・
高
精
度
画
像
測
定
機
 

 
5
9
0
件
 

・
X
線

C
T
ス
キ
ャ
ン
試
験
 

 
4
4
2
件
 

・
白
色
干
渉
測
定
機
 
 

 
3
6
1
件
 

b
)
機
器
利
用
の
代
表
的
な
利
用
実
績
 

・
ナ
イ
ロ
ン
粉
末
造
形
装
置
 

 
1
6
,
9
72

件
 

・
金
属
粉
末
積
層
造
形
装
置
 

 
4
6
4
件
 

 
2
)
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
開
発
支
援
 

2
2
件
(前

年
度
:
22

件
) 

 
3
)
セ
ミ
ナ
ー
・
講
習
会
 

 
1
0
件
(前

年
度
:
9
件
) 

講
習
会
「
3
D-
C
AD

入
門
(
第

1
回
～
第

6
回
)」

4
月
、
6
月
、
8
月
、
1
0
月
、
12

月
、
2
月
、
計

60
名
 

講
習
会
「
測
定
器
具
の
使
用
方
法
と
精
度
管
理
」
10

月
12

日
、
1
2
名
 

講
習
会
「
測
定
器
具
の
使
用
方
法
と
精
度
管
理
」
10

月
25

日
、
バ
ン
コ
ク
、
5
名
 

セ
ミ
ナ
ー
「
光
学
測
定
機
セ
ミ
ナ
ー
及
び
技
術
相
談
会
」
11

月
27

日
、
3
2
名
 

講
習
会
「
C
AE

入
門
～
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
構
造
解
析
～
」
9
月

26
日
、
3
名
 

 【
支
援
事
例
】
 

 
・
ニ
ー
ド
ル
一
体
型
ノ
ズ
ル
式
ス
チ
ー
ム
ト
ラ
ッ
プ
(金

属
製
品
製
造
業
)
(事

例
1
) 

金
属

積
層
造

形
装
置

の
活
用

に
よ

り
、
工

場
で
利

用
さ
れ
る

蒸
気

の
ロ

ス
を
最

小
限
に
抑

制
す

る
ス

チ
ー
ム

ト
ラ
ッ
プ
の
試
作
を
通
じ
て
製
品
化
を
支
援
 

 
・
ロ
ボ
ッ
ト
ア
ク
チ
ュ
エ
ー
タ
(そ

の
他
の
製
造
業
)
(事

例
2
) 

減
速
機
、
モ
ー
タ
、
ブ
レ
ー
キ
、
制
御
基
板
を
一
体
化
し
た
小
型
ア
ク
チ
ュ
エ
ー
タ
に
つ
い
て
、
試
作
と
検
証

プ
ロ
セ
ス
の
繰
り
返
し
を
樹
脂

A
M
の
活
用
に
よ
り
短
縮
、
早
期
の
製
品
開
発
を
支
援
 

 
・
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン
(
電
気
機
器
製
造
業
)
(
事
例

3)
 

骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン
の
フ
ッ
ク
部
分
に
つ
い
て
、
複
数
形
状
の
掛
け
心
地
を
検
証
、
樹
脂

A
M
に
よ
り
試
作
・
検

証
、
AM

技
術
に
よ
り
複
数
形
状
の
一
括
検
証
が
可
能
に
な
り
、
迅
速
な
製
品
化
を
実
現
 

 
・
リ
バ
ー
ス
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
支
援
 

カ
テ
ー
テ
ル
治
療
用
静
脈
弁
切
開
刃
(
C
O
MP
A
M
ED

出
展
)、

二
輪
車
用
リ
ア
ア
ー
ム
の
製
品
化
を
支
援
 

 
・
三
次
元

C
A
D/
C
A
E
シ
ス
テ
ム
・
パ
タ
ー
ン
投
影
式

3D
デ
ジ
タ
イ
ザ
に
よ
る
製
品
化
支
援
 

○
利

用
実

績
28
,
2
09

件
(
中

期
計

画
目

標
値

比
:
1
3
4％

) 

【
支
援
事
例
】
 

 
(
事
例

1
)ニ

ー
ド
ル
一
体
型
ノ
ズ
ル
式
ス
チ
ー
ム
 

ト
ラ
ッ
プ
 

        

従
来
品
に
対
し

7～
2
0％

蒸
気
ロ
ス
を
削
減
 

 

(
事
例

2
)
ロ
ボ
ッ
ト
ア
ク
チ
ュ
エ
ー
タ
 

 減
速
機
、
モ
ー
タ
、
ブ
レ
ー
キ
、
制
御
基
板
を
一
体

化
し
た
小
型
ア
ク
チ
ュ
エ
ー
タ
(
販
売
数
:1
0
個
) 

 (
事
例

3
)
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン
 

イ
ヤ
ホ
ン
の
フ
ッ
ク
部
分
の
掛
け
心
地
を
検
証
す
る

た
め
、
樹
脂

A
M
に
よ
り
試
作
・
検
証
 

(
販
売
数

5
,0
0
0
セ
ッ
ト
超
) 

樹
脂
造
形
品

 
製
品

 

金
属
造
形
品

 
 

製
品

 

形
状

 
最
適
化

 

2
7

― 95 ―― 94 ―



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

9－
３
Ｄ
も
の
づ
く
り
セ
ク
タ
ー

 

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
基
部
の
改
良
設
計
、
医
療
用
製
品
の
改
良
設
計
、
生
活
必
需
品
の
改
良
設
計
、
ホ
ビ
ー
品

の
デ
ー
タ
採
取
、
建
材
の
構
造
設
計
 
電
子
機
器
の
筐
体
設
計
 
等
 

 
・
高
精
度
な
寸
法
、
幾
何
公
差
、
表
面
性
状
等
の
測
定
に
よ
る
品
質
評
価
支
援
 

三
次
元
測
定
機
や
画
像
測
定
機
の
精
度
チ
ェ
ッ
ク
用
ゲ
ー
ジ
で
あ
る
ボ
ー
ル
バ
ー
の
校
正
、
内
外
径
の
標
準

ゲ
ー
ジ
で
あ
る
リ
ン
グ
ゲ
ー
ジ
・
プ
ラ
グ
ゲ
ー
ジ
の
校
正
 
等
 

 (
3
)
研
究
開
発
の
推
進
 

3
D
も
の
づ
く
り
技
術
の
駆
使
に
よ
る
事
業
化
に
向
け
た
「
プ
ロ
セ
ス
の
革
新
」
と
、
最
終
的
な
「
プ
ロ
ダ
ク
ト

の
革
新
」
を
目
指
す
中
小
企
業
支
援
に
資
す
る
研
究
開
発
を
推
進
 

1
)
基
盤
研
究
 
5
件
 

・
高

透
過

性
レ

ー
ザ

と
吸

収
剤

に
よ

る
造

形
品

の
高

精
細

化
に

関
す

る
研

究
 

・
A
M
に

よ
る

三
次

元
回

路
部

品
の

開
発

(
事

例
4
)
 

等
 

2
)
協
創
的
研
究
開
発
 
1
件
 

・
A
M
材
料
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
と
そ
の
連
携
に
関
す
る
協
創
的
研
究
 

3
)
共
同
研
究
 
8
件
 

・
比
較
測
定
用
校
正
シ
ス
テ
ム
の
高
度
化
お
よ
び
実
用
化
 

・
パ
ー
ト
ケ
ー
キ
冷
却
機
構
を
搭
載
し
た
積
層
造
形
装
置
の
開
発
 
等
 

4
)
外
部
資
金
導
入
研
究
 
7
件
 

 
a
)
提
案
公
募
 

・
金
属
積
層
造
形
に
お
け
る
薄
肉
形
状
製
品
の
品
質
・
生
産
性
向
上
の
た
め
の
生
産
支
援
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発

(
経
済
産
業
省
サ
ポ
イ
ン
事
業
)
 

・
A
d
d
it
i
v
e 

M
a
n
uf
a
c
tu
r
in
g
を
核
と
し
た
新
し
い
も
の
づ
く
り
創
出
の
研
究
開
発
(
SI
P
(
戦
略
的
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
創
造
プ
ロ
グ
ラ
ム
)／

革
新
的
設
計
生
産
技
術
) 

 
・
精
密
ナ
ノ
イ
ン
プ
リ
ン
ト
法
を
用
い
た
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
検
査
チ
ッ
プ
の
開
発
(科

研
費
) 

・
レ

ー
ザ

式
金

属
積

層
造

形
に

お
け
る

強
度
と
除

去
性

を
両

立
す
る

異
方

性
半

焼
結

体
サ

ポ
ー
ト

の
開

発
(
科

研
費
) 

b
)
受
託
研
究
 

・
漆
掻
き
カ
ン
ナ
の
技
術
伝
承
に
向
け
た
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
化
(漆

関
連

N
PO

法
人
)
(
事
例

5
) 

・
内
視
鏡
手
術
用
は
さ
み
の
開
発
(理

容
ハ
サ
ミ
製
造
業
)
(事

例
6)
 

5
)
研
究
成
果
の
展
開
(カ

ッ
コ
内
は
前
年
度
実
績
) 

特
許
出
願
 

論
文
掲
載
 

学
協
会
発
表
 

依
頼
講
演
等
 

実
施
許
諾
 

2
件
(
3
件
) 

1
件
(
1
件
) 

1
0
件
(6

件
) 

1
件
(
7
件
) 

2
件
(
0
件
) 

 
 
・
実
施
許
諾
例
 
A
M
バ
イ
オ
リ
ン
 
特
許
第

56
3
2
59
7
号
(
U
S
 
8
72
9
3
71
 
B
2)
 

A
M
技
術
を
用
い
た
バ
イ
オ
リ
ン
製
作
に
関
す
る
特
許
を
実
施
許
諾
、
技
術
の
普
及
に
貢
献
 

 (
4
)
情
報
発
信
・
情
報
提
供
 

3
D
も
の
づ
く
り
セ
ク
タ
ー
の
事
業
を
積
極
的
に

P
R
し
、
利
用
拡
大
を
促
進
 

1
)
動
画
を
活
用
し
た
情
報
発
信
 

Y
o
u
T
u
be
「
3D

プ
リ
ン
タ
ー
で
バ
イ
オ
リ
ン
、
そ
の
設
計
と
製
作
」
8
月

20
日
公
開
、
約

2
万
回
再
生
 

2
)
外
部
講
演
 

・
「
A
M
バ
イ
オ
リ
ン
の
設
計
と
製
作
」
、
産
業
技
術
連
携
推
進
会
議
、
10

月
 

・
「
レ
ー
ザ
ー
を
用
い
た

3
D
も
の
づ
く
り
」
マ
テ
リ
ア
ル
ラ
イ
フ
学
会
 
表
面
-
界
面
物
性
研
究
会
、
9
月
 

・「
都
産
技
研
の

3D
も
の
づ
く
り
に
お
け
る
支
援
事
業
と
技
術
開
発
」
ト
ラ
イ
ボ
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
技
術
研
究
会

(
1
2
月
) 

3
)
刊
行
物
 

・
精
密
工
学
会
誌
「
3D

も
の
づ
く
り
で
中
小
企
業
を
支
援
」
1
1
月
 

・
都
産
技
研
技
術
情
報
誌
「
TI
R
I
 
N
EW
S
」、

2
月
号
（
3
D
も
の
づ
く
り
セ
ク
タ
ー
研
究
事
例
紹
介
）
 

4
)
新
聞
、
テ
レ
ビ
報
道
 

・
A
M
バ
イ
オ
リ
ン
、
読
売
新
聞
、
8
月
 

・
A
M
バ
イ
オ
リ
ン
、
江
東
区
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
、
9
月
 

5
)
展
示
会
出
展
 

・
M
E
T
AL
E
X
 2
0
1
8(
1
1
月
、
タ
イ
王
国
 バ

ン
コ
ク

B
I
T
EC
)
 

・
T
C
T
 J
a
p
an
 
2
01
9
(1

月
、
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
) 

 

【
研
究
開
発
事
例
】
 

3
D
も
の
づ
く
り
技
術
に
よ
る
研
究
開
発
を
推
進
 

 (
事
例

4
)
 
AM

に
よ
る
三
次
元
回
路
部
品
 

 

(
事

例
5)

漆
掻

き
カ

ン
ナ

の
技

術
伝

承
に

向
け

た
デ

ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
化
 

職
人
技
術
継
承
お
よ
び
教
育
教
材
へ
の
活
用
 

               

 

 (
事
例

6
)
内
視
鏡
手
術
用
は
さ
み
の
設
計
・
試
作
支
援
 

      ○
実
施
許
諾
例
 

A
M
バ
イ
オ
リ
ン
 

A
M
技
術
を
用
い
た
バ
イ
オ
リ
ン
製
作
に
関
す
る
特
許

を
実
施
許
諾
、
技
術
の
普
及
に
貢
献
 

金
属

A
M

製
 

樹
脂

A
M

製
 

設
計
図

  
設
計
図

  

都
知
事
視
察

 

漆
カ
ン
ナ
(実

物
) 

ポ
リ
ゴ
ン
化

 

A
M
に
よ
る
複
製

 
刃
先
の
形
状
比
較

 

金
属

 樹
脂

 

C
T
撮
影

 

試
作

 

現
物
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10
－
先
端
材
料
開
発
セ
ク
タ
ー

 

中
期
計
画
【
項
目
別
評
価
単
位
】
 

年
度
計
画
【
項
目
別
評
価
単
位
】
 

項
目
 

自
己
評
価
 

平
成

30
年
度
 
年
度
計
画
に
係
る
実
績
 

特
記
事
項
 

機
能
性
材
料
、
環
境
対
応
製
品
な
ど
先

端
材
料
製
品
の
開
発
に
用
い
る
高
度
先

端
機
器
を
集
中
配
置
し
た
「
先
端
材
料
開

発
セ
ク
タ
ー
」
を
開
設
し
、
中
小
企
業
に

よ
る
高
度
な
研
究
開
発
や
技
術
課
題
の

解
決
を
支
援
す
る
。
「
先
端
材
料
開
発
セ

ク
タ
ー
」
に
お
け
る
依
頼
試
験
と
機
器
利

用
の
総
件
数
に
つ
い
て
は
、
第
三
期
中
期

計
画
期
間
の
最
終
年
度
で
あ
る
令
和

2
年

度
の
年
間
実
績

7,
6
0
0
件
を
目
標
と
す

る
。
 

②
機
能
性
材
料
、
環
境
対
応
製
品
な

ど
先

端
材

料
製

品
の

開
発

に
用

い

る
高

度
先

端
機

器
を

集
中

配
置

し

た
本
部
の
「
先
端
材
料
開
発
セ
ク
タ

ー
」
を
拠
点
と
し
、
中
小
企
業
に
よ

る
高

度
な

研
究

開
発

や
技

術
課

題

の
解
決
を
支
援
す
る
。
 

 

1
0 

Ｓ
 

(
1
)
先
端
材
料
開
発
セ
ク
タ
ー
の
事
業
 

中
小
企
業
に
よ
る
高
度
な
研
究
開
発
や
技
術
課
題
の
解
決
を
支
援
す
る
た
め
、
「
先
端
材
料
開
発
セ
ク
タ
ー
」

を
平
成

2
8
年
度
に
開
設
(
14

名
体
制
) 

1
)
高
度
先
端
分
析
・
特
性
解
析
機
器
を
活
用
し
た
技
術
支
援
・
製
品
開
発
支
援
 

既
存
の
高
度
先
端
分
析
・
特
性
解
析
機
器
の
一
部
を
本
部

1
階
に
集
中
配
置
し
、
機
能
性
材
料
、
環
境
対
応
製

品
等
先
端
材
料
製
品
の
研
究
開
発
や
技
術
課
題
の
解
決
の
支
援
を
推
進
 

2
)
分
散
・
混
合
機
を
活
用
し
た
技
術
支
援
・
製
品
開
発
支
援
 

粒
子
分
散
・
混
合
機
器
、
微
粉
末
材
料
の
特
性
解
析
機
器
を
本
部

4
階
に
集
中
配
置
し
、
微
粒
子
応
用
製
品
の

研
究
開
発
や
技
術
課
題
の
解
決
の
支
援
を
推
進
 

3
)
ス
ク
リ
ー
ン
印
刷
機
器
を
活
用
し
た
技
術
支
援
・
製
品
開
発
支
援
 

ス
ク
リ
ー
ン
印
刷
機
器
を
本
部

4
階
に
集
中
配
置
し
、
印
刷
技
術
を
活
用
し
た
機
能
性
材
料
の
部
材
・
製
品
へ

応
用
展
開
の
支
援
を
推
進
 

4
)
技
術
支
援
業
務
の
拡
充
 

・
昨
年
度
に
機
械
技
術
グ
ル
ー
プ
よ
り
移
管
し
た
ス
パ
ー
ク
放
電
発
光
分
析
装
置
に
よ
る
依
頼
試
験
を
開
始
。

鉄
鋼
材
料
や
ア
ル
ミ
合
金
材
料
の
成
分
分
析
技
術
を
活
用
し
、
中
小
企
業
の
製
品
開
発
の
支
援
を
推
進
。
 

・
光
学
顕
微
鏡
、
レ
ー
ザ
ー
顕
微
鏡
の
機
器
利
用
業
務
を
実
証
試
験
セ
ク
タ
ー
よ
り
移
管
。
走
査
電
子
顕
微
鏡

を
含
む
各
種
顕
微
鏡
を
同
じ
部
屋
に
集
中
設
置
し
、
顕
微
鏡
の
機
器
利
用
に
つ
い
て
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス

化
を
達
成
 

・
走
査
型
電
子
顕
微
鏡
観
察
・
分
析
や
蛍
光

X
線
分
析
の
担
当
者
を
増
員
し
、
ニ
ー
ズ
の
多
い
試
験
業
務
の
支

援
体
制
を
拡
充
(走

査
型
電
子
顕
微
鏡
観
察
・
分
析
、
蛍
光

X
線
分
析
の
実
績

7
8
3
件
増
) 

 (
2
)
利
用
実
績
 

 
1
)
依
頼
試
験
お
よ
び
機
器
利
用
の
合
計
利
用
実
績
:
7
,
8
76

件
(依

頼
試
験
 4
,
1
90

件
、
機
器
利
用
 
3,
6
86

件
) 

(
前
年
度
合
計
利
用
実
績
:
5
,4
8
7
件
、
中
期
計
画
目
標
値
比
:
1
0
4
％
) 

a
)
依
頼
試
験
の
代
表
的
な
利
用
実
績
 

・
走
査
型
電
子
顕
微
鏡
観
察
・
分
析
 
 
1
,
2
84

件
 

・
蛍
光

X
線
分
析
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
6
69

件
 

 
・
核
磁
気
共
鳴
分
析
 
 
 
 
 
 
 
 
 
5
4
5
件
 

b
)
機
器
利
用
の
代
表
的
な
利
用
実
績
 

 
・
走
査
型
電
子
顕
微
鏡
 
 
 
 
 
 
 
1
,0
7
9
件
 

 
・
X
線
回
折
装
置
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
6
6
4
件
 

 
・
蛍
光

X
線
分
析
装
置
 
 
 
 
 
 
 
 
2
9
4
件
 

 
 
c
)利

用
方
法
習
得
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、
機
器
利
用
ラ
イ
セ
ン
ス
を
発
行
(
69

枚
、
前
年
度
:
97

枚
) 

2
)
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
開
発
支
援
 
 
 
 
49

件
(
前
年
度
:
60

件
) 

3
)
セ
ミ
ナ
ー
・
講
習
会
 
 
 
 
 
 
 
5
件
(
前
年
度
:
3
件
) 

技
術
セ
ミ
ナ
ー
「
多
孔
質
材
料
の
触
媒
関
連
分
野
へ
の
応
用
」
10

月
30

日
、
2
4
名
 

講
習
会
「
有
機
合
成
の
基
礎
技
術
」
7
月

3
日
、
4
名
 

講
習
会
「
ス
ク
リ
ー
ン
印
刷
と
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
バ
イ
ス
(入

門
編
)
」
2
月

27
日
、
5
名
 

講
習
会
「
微
粒
子
分
散
体
と
そ
の
評
価
方
法
(入

門
編
)
」
2
月

28
日
、
4
名
 

講
習
会
「
多
孔
質
材
料
解
析
」
3
月

5
日
、
4
名
 

 【
支
援
事
例
】
 

・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
代
わ
る
新
素
材
の
製
品
化
支
援
(
そ
の
他
の
製
造
業
)
(
事
例

1)
 

微
細
に
粉
砕
し
た
紙
粉
を

51
 %
以
上
含
有
さ
せ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
代
替
材
料
に
つ
い
て
、
相
談
や
走
査
電
子
顕

微
鏡

に
よ

る
試

料
断

面
観

察
を

通
し

、
機

械
的
特

性
を

向
上

さ
せ
た

改
良

品
の

開
発

を
支

援
(
相

談
・

依
頼
試

験
) 

・
抗
菌
ガ
ラ
ス
の
販
売
認
可
取
得
支
援
(窯

業
・
土
石
製
品
製
造
業
) 

銀
を
含
有
す
る
抗
菌
ガ
ラ
ス
の
表
面
に
銀
ナ
ノ
粒
子
が
存
在
し
な
い
こ
と
を
示
す
写
真
を
透
過
型
電
子
顕
微
鏡

で
取
得
し
、
ナ
ノ
粒
子
に
対
す
る
規
制
の
始
ま
っ
た
米
国
で
の
販
売
許
可
取
得
申
請
を
支
援
(依

頼
試
験
) 

・
作
業
環
境
測
定
用
標
準
試
料
の
開
発
支
援
(公

益
法
人
)
(事

例
2)
 

粒
度
分
布
測
定
や

X
線
回
折
に
よ
る
構
造
解
析
等
様
々
な
デ
ー
タ
を
取
得
し
、
作
業
環
境
測
定
で
用
い
る
遊
離

け
い
酸
分
析
用
標
準
試
料
の
開
発
を
支
援
(
依
頼
試
験
) 

 

○
利
用
実
績
:
7
,
87
6
件
 

(
中
期
計
画
目
標
値
比
:1
0
4％

)
 

ニ
ー
ズ
の
多
い
試
験
の
支
援
体
制
を
拡
充
し
、
中
期

計
画
目
標
値
を
達
成
 

【
支
援
事
例
】
 

(
事
例

1
)
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
代
わ
る
新
素
材
 

紙
粉
を
主
原
料
と
し
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
代
替
材
料
 

(
価
格

2
5
0
円
/
k
g、

出
荷
量
 数

十
ト
ン
/月

) 

          

機
械
的
特
性
を
向
上
さ
せ
た
改
良
品
 

 

(
事
例

2
)
粒
度
分
布
や
構
造
解
析
に
よ
る
製
品
化
 

       

遊
離
け
い
酸
分
析
用
標
準
試
料
 

2
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10
－
先
端
材
料
開
発
セ
ク
タ
ー

 

・
熱
交
換
器
向
け
特
殊
熱
伝
導
塗
料
の
開
発
を
支
援
(
繊
維
粗
製
品
製
造
業
) 

ビ
ー

ズ
ミ

ル
法

に
よ

る
炭

素
繊

維
の

超
微

粒
子

化
に

加
え

、
得

ら
れ

た
微

粒
子

の
粒

子
径

分
布

測
定

を
実

施

し
、
化
学
工
業
日
報
に
て
紹
介
さ
れ
た
リ
サ
イ
ク
ル
炭
素
繊
維
を
原
料
に
し
た
熱
交
換
器
向
け
の
特
殊
熱
電
塗

料
の
開
発
を
支
援
(
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
開
発
支
援
) 

・
透
明
断
熱
材
の
事
業
化
支
援
(
そ
の
他
の
化
学
工
業
)  

走
査
電
子
顕
微
鏡
に
よ
る
観
察
と
技
術
相
談
を
通
し
、
競
合
他
社
品
に
比
べ
て
軽
量
か
つ
透
明
度
の
高
い
断
熱

材
の
製
品
開
発
を
支
援
(
依
頼
試
験
) 

・
ナ
ノ
薄
膜
材
料
を
活
用
し
た
事
業
化
を
支
援
(
電
子
デ
バ
イ
ス
製
造
業
)
(
事
例

3)
 

収
束
イ
オ
ン
ビ
ー
ム
に
よ
る
断
面
加
工
と
走
査
電
子
顕
微
鏡
観
察
に
よ
り
、
膜
厚
の
異
な
る

2
種
類
の
め
っ
き

を
施
し
た
製
品
に
つ
い
て
、
各
め
っ
き
層
の
断
面
観
察
と
技
術
相
談
を
通
し
、
ナ
ノ
薄
膜
を
有
す
る
製
品
の
事

業
化
を
支
援
(
依
頼
試
験
) 

 
 

(
3
)
研
究
開
発
の
推
進
 

環
境

・
エ

ネ
ル

ギ
ー

、
生
活
技

術
・
ヘ

ル
ス

ケ
ア

、
安
全
・

安
心
に

寄
与

す
る

機
能
性
材

料
の
研

究
開

発
や

機
能
性
材
料
の
分
析
・
解
析
に
関
す
る
技
術
開
発
を
実
施
 

1
)
基
盤
研
究
 
8
件
 

 
・
「
第
一
原
理
計
算
を
用
い
た
熱
電
材
料
の
探
索
及
び
物
性
評
価
と
デ
バ
イ
ス
構
築
」
等
 

・
基
盤
研
究
で
得
ら
れ
た
成
果
を
学
会
で
発
表
、
優
秀
な
発
表
と
し
て
認
め
ら
れ
、
若
手
ポ
ス
タ
ー
賞
を
受
賞
 

 
2
)
共
同
研
究
 
3
件
 

 
 
平
成

26
年
度
基
盤
研
究
の
成
果
を
活
用
し
た
「

マ
グ

ネ
シ

ウ
ム

空
気

電
池

の
放

電
特

性
の

改
善
」
等
 

 
3
)
外
部
資
金
導
入
研
究
 
5
件
 

 
・
基
盤
研
究
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
成
果
を
発
展
さ
せ
た
科
研
費
研
究
「
複
合
量
子
ド
ッ
ト
光
触
媒
の
合
成
と
プ
ロ

ト
ン
お
よ
び
二
酸
化
炭
素
還
元
反
応
へ
の
応
用
」
等
 

 
4
)
 研

究
成
果
の
展
開
(
カ
ッ
コ
内
は
前
年
度
実
績
)
 

特
許
出
願
 

論
文
掲
載
 

学
協
会
発
表
 

依
頼
講
演
等
 

9
.
5
件
(
4
件
) 

4
件
(
4
件
) 

2
8
件
(2
2
件
) 

7
件
(
5
件
) 

・
優
れ
た
ガ
ス
拡
散
能
と
機
械
的
強
度
を
有
す
る
電
極
を
開
発
、
空
気
電
池
の
製
品
開
発
に
展
開
 

発
泡
ニ
ッ
ケ
ル
を
集
電
体
に
用
い
、
フ
ッ
素
樹
脂
を
担
持
し
た
疎
水
性
カ
ー
ボ
ン
を
塗
布
・
圧
着
す
る
こ
と
で

優
れ
た
ガ
ス
拡
散
能
と
機
械
的
強
度
を
両
立
さ
せ
た
電
極
を
開
発
、
特
許
出
願
。
電
子
機
器
を
製
造
す
る
中
小

企
業

が
空

気
電

池
の

電
極

と
し

て
採

用
、

非
常

時
用

電
源

と
し

て
利

用
可

能
な

空
気

電
池

の
製

品
化

を
支

援

(
特
願

2
0
1
8-
1
3
37
1
5
) 

・
有
機
半
導
体
材
料
の
製
品
化
に
向
け
、
新
規
機
能
性
材
料
を
開
発
 

 
 
溶
媒
へ
の
溶
解
性
を
向
上
さ
せ
た
非
対
象
構
造
ポ
ル
フ
ィ
リ
ン
錯
体
を
開
発
、
特
許
出
願
後
に
国
際
学
会
で
発

表
。
日
刊
工
業
新
聞
に
て
研
究
内
容
が
紹
介
さ
れ
、
報
道
を
見
て
興
味
を
持
っ
た
都
内
中
小
企
業
の
化
学
薬
品

メ
ー
カ
ー
に
実
施
許
諾
し
、
有
機
半
導
体
材
料
の
製
品
化
を
支
援
(
特
願

2
01
8
-
11
7
8
44
、
実
施
許
諾
) 

 (
4
)
情
報
発
信
・
情
報
提
供
 

 
1
)
動
画
を
活
用
し
た
情
報
発
信
 

 
 
Y
ou
T
u
be

に
ス
ク
リ
ー
ン
印
刷
の
工
程
を
紹
介
す
る
動
画
を
掲
載
(
3
月

5
日
公
開
、
再
生
回
数

2
3
4
回
) 

 
2
)
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
活
用
し
た
情
報
発
信
 

 
 
運
用
す
る
機
器
の
仕
様
を
紹
介
す
る
の
で
は
な
く
、
各
機
器
の
具
体
的
な
活
用
例
を
紹
介
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
作
成
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
。
 

3
)
学
会
、
研
究
会
、
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
を
通
し
た
先
端
材
料
開
発
セ
ク
タ
ー
事
業
の

P
R
 

・
化
学
技
術
研
究
会
(
10

月
23

日
、
1
2
月

1
4
日
)
 

・
機
能
性
フ
ィ
ル
ム
研
究
会
(6

月
8
日
) 

・
日
本
化
学
会
第

8
回

C
S
J
化
学
フ
ェ
ス
タ
(
10

月
2
4
日
)
 

・
K
I
S
TE
C
 
In
n
o
va
t
i
on
 
H
ub
 
2
0
1
8
(1
0
月

2
6
日
)
 

・
産
業
交
流
展

20
1
8
(1
1
月

1
4
日
～
1
1
月

1
6
日
)
 

・
東
京
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
発
信
交
流
会
(1

月
29

日
) 

 

(
事
例

3
)
微
細
加
工
・
観
察
技
術
に
よ
る
事
業
化
 

        

ナ
ノ
薄
膜
材
料
の
断
面
電
子
顕
微
鏡
像
 

 ○
研
究
開
発
の
推
進
 

・
特
許
出
願

9.
5
件
、
論
文
掲
載

4
件
、
学
協
会
発
表

2
8
件
、
依
頼
講
演
等

7
件
 

 ・
受
賞
 

 
日
本
分
析
化
学
会
 第

6
7
回
年
会
 
若
手
ポ
ス
タ
ー

賞
を
受
賞
 

          

受
賞

発
表

題
目

:
大

気
中

光
電

子
収

量
分

光
装

置
を

用
い

た
有

機
半

導
体

材
料

の
固

体
・

薄
膜

状
態
で
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
準
位
の
測
定
法
 

 ・
有
機
半
導
体
用
新
材
料
の
開
発
 

           ○
情
報
発
信
・
情
報
提
供
 

・
活
用
事
例
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
 

     

 

 

 

開
発
し
た
新
有
機
材
料
に
つ
い
て
、
 

日
刊
工
業
新
聞
の
紹
介
か
ら

 
実
施
許
諾
に
展
開

 

各
試

験
機

器
の

具
体

的
な

活
用
例
を
紹
介
し
た

 
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
掲
載

 
保
有
機
器
の
利
用
を
促
進

 

3
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11
－
複
合
素
材
開
発
セ
ク
タ
ー

 

中
期
計
画
【
項
目
別
評
価
単
位
】
 

年
度
計
画
【
項
目
別
評
価
単
位
】
 

項
目
 

自
己
評
価
 

平
成

30
年
度
 
年
度
計
画
に
係
る
実
績
 

特
記
事
項
 

産
業
用
繊
維
や
炭
素
繊
維
な
ど
の
複

合
素
材
の
開
発
を
支
援
す
る
た
め
、
多
摩

テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
に
「
複
合
素
材
開
発
セ
ク

タ
ー
」
を
開
設
し
、
成
長
産
業
へ
参
入
を

希
望
す
る
中
小
企
業
の
支
援
を
行
う
。

「
複
合
素
材
開
発
セ
ク
タ
ー
」
に
お
け
る

依
頼
試
験
と
機
器
利
用
の
総
件
数
に
つ

い
て
は
、
第
三
期
中
期
計
画
期
間
の
最
終

年
度
で
あ
る
平
成

3
2
年
度
の
年
間
実
績

1
9
,
5
00

件
を
目
標
と
す
る
。
 

③
産

業
用

繊
維

や
炭

素
繊

維
な

ど

の
複

合
素

材
の

開
発

を
支

援
す

る

多
摩
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
の
「
複
合
素
材

開
発
セ
ク
タ
ー
」
を
拠
点
と
し
、
成

長
産

業
へ

参
入

を
希

望
す

る
中

小

企
業
の
支
援
を
行
う
。
 

 

1
1 

Ａ
 

(
1
)
複
合
素
材
開
発
セ
ク
タ
ー
の
事
業
 

こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
繊
維
加
工
技
術
、
繊
維
評
価
技
術
、
化
学
素
材
評
価
技
術
を
発
展
さ
せ
、
高
機
能
繊
維

材
料
や
繊
維
強
化
材
料
に
よ
る
製
品
開
発
を
支
援
す
る
た
め
、「

複
合
素
材
開
発
セ
ク
タ
ー
」
を
平
成

2
8
年
度
に

開
設
（
1
4
名
体
制
）
し
、
関
連
機
器
を
整
備
し
た
「
複
合
素
材
開
発
サ
イ
ト
」
を
平
成

2
8
年

7
月
に
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
オ
ー
プ
ン
。
平
成

3
0
年
度
は
依
頼
試
験
と
機
器
利
用
の
年
間
総
件
数
の
増
加
に
努
め
、
第
三
期
中
期
計
画

目
標
の
達
成
、
セ
ク
タ
ー
の
さ
ら
な
る

PR
、
支
援
技
術
の
向
上
を
推
進
 

1
)
炭
素
繊
維
強
化
複
合
材
料
の
試
作
技
術
支
援
 

熱
硬
化
性
樹
脂
、
熱
可
塑
性
樹
脂
の
複
合
材
料
成
形
に
対
応
す
る
た
め
オ
ー
ト
ク
レ
ー
ブ
成
形
機
、
高
温
プ
レ

ス
成
形
機
を
整
備
し
、
試
作
支
援
を
推
進
 

2
)
高
機
能
繊
維
製
品
開
発
を
支
援
 

炭
素
繊
維
、
金
属
繊
維
等
高
強
度
繊
維
と
プ
リ
ン
ト
技
術
を
融
合
し
、
燃
料
電
池
等
の
開
発
を
支
援
 

3
)
繊
維
・
材
料
の
評
価
に
よ
る
ク
レ
ー
ム
原
因
解
析
 

繊
維
製
品
や
金
属
製
品
の
破
損
、
変
色
、
腐
食
等
の
原
因
を
解
析
し
、
事
故
・
ク
レ
ー
ム
再
発
防
止
を
支
援
 

4
)
ブ
ラ
ン
ド
試
験
の
実
施
(1

月
開
始
)
: 

繊
維
・
材
料
の
ク
レ
ー
ム
解
析
試
験
を
は
じ
め
、
糸
か
ら
最
終
製
品
の
試
作
加
工
や
評
価
を
総
合
的
に
支
援
で

き
る
体
制
を
整
備
し
、「

繊
維
・
複
合
材
料
評
価
試
験
」
と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
試
験
を
開
始
（
1
月
か
ら

3
月
の
利

用
実
績
:
2
,
09
0
件
）
 

 (
2
)
利
用
実
績
 

1
)
依
頼
試
験
お
よ
び
機
器
利
用
の
合
計
利
用
実
績
:
20
,
1
7
6
件
(依

頼
試
験

13
,
3
10

件
、
機
器
利
用

6
,
86
6
件
) 

（
前
年
度
合
計
利
用
実
績
:
19
,
7
3
1
件
、
中
期
計
画
目
標
値
比
:
1
0
3％

）
 

a
)
依
頼
試
験
の
代
表
的
な
利
用
実
績
 

・
X
線

C
T
ス
キ
ャ
ン
試
験
（
平
成

28
年
度
導
入
）
 

 
3
,
3
7
4
件
 

・
繊
維
製
品
等
の
物
性
試
験
 

 
 

 
2
,
6
7
1
件
 

・
温
湿
度
試
験
（
恒
温
恒
湿
試
験
等
）
 

 
 

1
,
7
4
7
件
 

・
塩
水
噴
霧
試
験
(
複
合
サ
イ
ク
ル
含
む
) 

 
 

1
,
6
6
2
件
 

・
染
色
仕
上
げ
加
工
試
験
（
染
色
堅
牢
度
等
）
 

 
1
,
0
9
4
件
 

・
編
織
準
備
（
整
経
、
撚
糸
等
）
 

 
 

6
7
8
件
 

b
)
機
器
利
用
の
代
表
的
な
利
用
実
績
 

・
電
子
顕
微
鏡
（
簡
易
型
、
分
析
機
能
付
き
）
 

 
8
3
2
件
 

・
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
 
 

 
4
4
6
件
 

・
オ
ー
ト
ク
レ
ー
ブ
成
形
機
（
平
成

2
8
年
度
導
入
）
 
 

2
6
4
件
 

・
高
温
プ
レ
ス
成
形
機
（
平
成

2
8
年
度
導
入
）
 

 
1
8
0
件
 

・
マ
イ
ク
ロ
ハ
イ
ス
コ
ー
プ
 

 
 

 
1
4
1
件
 

2
)
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
開
発
支
援
 

1
2
件
（
前
年
度
:2
7
件
）
 

3
)
セ
ミ
ナ
ー
・
講
習
会
 

 
3
件
（
前
年
度
:
7
件
）
 

セ
ミ
ナ
ー
「
金
属
腐
食
の
基
礎
」
12

月
14

日
、
2
5
名
 

講
習
会
「
静
電
植
毛
加
工
技
術
」
6
月

28
日
、
1
5
名
 

講
習
会
「
Ｘ
線
Ｃ
Ｔ
装
置
を
用
い
た
繊
維
強
化
複
合
材
料
の
観
察
技
術
」
11

月
22

日
、
8
名
 

4
)
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
セ
ミ
ナ
ー
 
20

件
（
前
年
度
:1
7
件
）（

家
政
系
大
学
、
繊
維
関
連
機
関
等
）
 

参
加
人
数
合
計

19
4
名
(
前
年
度
:
1
42

名
) 

 【
支
援
事
例
】
 

・
高
分
解
能

X
線

C
T
に
よ
り
、
F
R
P
材
料
・
試
作
品
の
評
価
を
実
施
 

F
R
P
材
料
の
繊
維
配
向
や
内
部
欠
陥
の
検
査
（
樹
脂
製
品
製
造
業
）
 

・
高
温
プ
レ
ス
機
に
よ
り

CF
R
P
製
品
の
製
品
開
発
を
支
援
(
事
例

1
) 

使
用
済
み
回
収
炭
素
繊
維
不
織
布
を
成
形
板
に
加
工
、
製
品
試
作
を
促
進
（
金
属
製
品
製
造
業
）
 

・
編
織
準
備
（
撚
糸
技
術
）
を
応
用
し
、
特
殊
糸
を
用
い
た
衣
料
品
の
開
発
を
支
援
(事

例
2
) 

ウ
ー
リ
ー
糸
を
用
い
た
意
匠
性
の
高
い
シ
ル
ク
ス
ト
ー
ル
の
開
発
（
織
物
製
品
製
造
業
）
 

・
編
織
準
備
（
組
紐
技
術
）
を
応
用
し
て
国
産
素
材

1
0
0
％
の
生
活
用
品
の
開
発
を
支
援
(
事
例

3
) 

1
0
0
％
和
紙
糸
に
よ
る
組
紐
の
開
発
支
援
（
織
物
製
品
製
造
業
）
 

  

○
利
用
実
績
:
2
0
,1
7
6
件
 

（
中
期
計
画
目
標
値
比
:
1
0
3％

）
 

 

○
支
援
事
例
 

(
事
例

1
)
炭
素
繊
維
の
リ
サ
イ
ク
ル
 

     
炭
素
繊
維
不
織
布
 
 
  
 
 成

形
品
 

 
製
品
試
作
段
階
に
展
開
 

(
事
例

2
)
シ
ル
ク
ス
ト
ー
ル
の
開
発
 

撚
糸
技
術
を
応
用
し
、
意
匠
性
の
高
い
製
品
を
開
発
 

1
着

5
0,
0
00

円
、
2
5
着
販
売
 

 (
事
例

3
)
 
10
0
％
和
紙
糸
を
用
い
た
 

紙
バ
ッ
グ
用
持
ち
手
 

    1
0
0
％
和
紙
糸
を
用
い
た
紙
バ
ッ
グ
用
持
ち
手
の
開
発

支
援
、
ブ
ラ
ン
ド
品
バ
ッ
グ
の
持
ち
手
に
採
用
 

  

3
1
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－
複
合
素
材
開
発
セ
ク
タ
ー

 

(
3
)
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
開
発
支
援
に
よ
る
特
徴
の
あ
る
製
品
開
発
支
援
 

・
自
社
開
発
の
高
強
度
糸
を
用
い
た
耐
切
創
衣
料
品
の
開
発
(
繊
維
製
品
製
造
業
) 

・
ス
テ
ン
レ
ス
糸
を
用
い
た
農
業
資
材
用
丸
編
生
地
サ
ン
プ
ル
の
作
製
(
官
公
庁
) 

・
レ
ー
ザ
ー
加
工
機
に
よ
る
染
色
用
型
紙
の
試
作
(繊

維
製
品
加
工
業
) 

 

(
4
)
研
究
開
発
の
推
進
 

繊
維
材
料
へ
の
機
能
付
与
、
繊
維
強
化
複
合
材
料
に
関
す
る
研
究
開
発
、
お
よ
び
伝
統
的
繊
維
技
術
と
先
端
技

術
の
融
合
化
研
究
を
実
施
 

1
)
基
盤
研
究
 
4
件
 

・
形
状
追
従
性
に
優
れ
た
複
合
材
用
基
材
の
開
発
 
等
 

2
)
共
同
研
究
 
3
件
 

・
小
型
燃
料
電
池
の
開
発
 

・
e
テ
キ
ス
タ
イ
ル
を
用
い
た
燃
料
電
池
用
集
電
材
の
開
発
 

・
高
速
回
転
体
用
円
盤
形
炭
素
織
物
の
開
発
 

3
)
研
究
成
果
の
展
開
（
カ
ッ
コ
内
は
前
年
度
実
績
）
 

特
許
出
願
 

論
文
掲
載
 

学
協
会
発
表
 

依
頼
講
演
等
 

0
件
（
2
件
）
 

1
件

（
1
件
）
 

7
件
（
5
件
）
 

6
件
（
6
件
）
 

・
論
文
掲
載
 
摩
擦
試
験
に
よ
る
静
電
植
毛
加
工
品
の
植
毛
強
さ
評
価
と
そ
の
問
題
点
、「

繊
維
製
品
消
費
科
学
」

（
一
社
）
日
本
繊
維
製
品
消
費
科
学
会
、
V
o
l
.5
9
,
No
.
4
(
20
1
8
)
p
.2
9
3
-2
9
6 

・
平
成

29
年
度
基
盤
研
究
で
試
作
し
た
装
置
を
依
頼
試
験
に
活
用
し
て
、
オ
ゾ
ン
等
の
酸
化
性
物
質
に
よ
る
繊

維
製
品
等
の
影
響
を
評
価
 

 
【
支
援
事
例
】
 

 
・
応
力
を
分
散
さ
せ
る
構
造
に
し
た
高
速
回
転
体
用
円
盤
形
炭
素
繊
維
を
開
発
し
、
実
用
化
に
む
け
都
内
中
小

企
業
と
共
同
研
究
中
（
事
例

4
）
 

 
・
軽
量
で
高
強
度
な
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
コ
ア
材
を
開
発
し
、
特
許
を
取
得
。
自
動
車
部
品
等
へ
の
製
品
化
に
向
け

て
都
内
中
小
企
業
と
共
同
研
究
中
（
事
例

5
）
 

 
・
C
FR
P
（
炭
素
繊
維
強
化
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
）
を
用
い
た
ナ
ッ
ト
・
ボ
ル
ト
を
開
発
、
X
線
が
透
過
す
る
の
で
医

療
用
締
結
部
品
に
向
け
た
共
同
研
究
を
実
施
（
事
例

6
）
 

 (
5
)
外
部
専
門
家
派
遣
に
よ
る
現
地
で
の
技
術
相
談
 

・
外
部
専
門
家
を
派
遣
し
て
、
ネ
ク
タ
イ
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ペ
入
選
作
品
の
製
品
化
に
向
け
た
支
援
を
実
施
、「

マ

ル
ベ
リ
ー
シ
テ
ィ
ネ
ク
タ
イ
」
と
し
て

11
月
よ
り

1
本

8,
0
0
0
円
で

43
2
本
販
売
開
始
(
繊
維
製
品
製
造
業
) 

 (
6
)
情
報
発
信
・
情
報
提
供
 

1
)
展
示
会
、
学
協
会
に
お
け
る
広
報
活
動
 
4
件
 

・
展
示
会
出
展
:
AN
E
X
20
1
8
ア
ジ
ア
不
織
布
産
業
総
合
展
示
会
（
6
月

6
-
8
日
）、

エ
ヌ
プ
ラ
ス
（
9
月

2
6-
2
8

日
）
、
西
武
信
用
金
庫
ビ
ジ
ネ
ス
フ
ェ
ア
(
11

月
6
日
)
、
繊
維
学
会
被
服
科
学
研
究
委
員
会
(
1
1
月

30
日
)、

J
F
l
e
x
20
1
9（

1
月

3
0
日
-
2
月

1
日
）
 

2
)
学
協
会
、
業
界
紙
へ
の
依
頼
原
稿
・
取
材
 
2
件
 

・
炭

素
繊

維
強

化
C
FR
P

材
料

を
開

発
「

月
刊

ス
ク

リ
ー

ン
印

刷
」

(
株

)
印

刷
紙

業
社

、

V
o
l
.
5
4,
N
o
.5
,
p
45
-
4
8(
2
0
18
)
 

・
未

来
に

つ
い

て
若

手
研

究
者

に
聞

き
ま

し
た

「
繊

維
学

会
誌

」
（

一
社

）
繊

維
学

会
、

V
o
l
.
7
5,
N
o
.1
,
p
.2
2
(
20
1
9
) 

3
)
新
聞
等
報
道
 
1
件
 

・
日
刊
工
業
新
聞
、
5
月

29
日
、
「
レ
ー
ザ
ー
加
工
で
染
小
紋
型
紙
」
の
見
出
し
で
掲
載
 

4
)
T
I
R
I 

N
EW
S
 
3
件
 

研
究
紹
介
「
金
属
編
地
を
用
い
た
耐
熱
樹
脂
複
合
材
の
特
性
評
価
」
9
月
号
、
設
備
紹
介
「
生
地
用
イ
ン
ク

ジ
ェ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
」（

1
0
月
号
）、

新
ブ
ラ
ン
ド
試
験
「
繊
維
・
複
合
材
料
評
価
試
験
」
紹
介
（
1
月
号
）
」
 

○
研
究
開
発
 

【
支
援
事
例
】
 

（
事
例

4
）
高
速
回
転
体
用
円
盤
形
炭
素
繊
維
織
物
 

     

高
速
回
転
用
に
応
力
を
分
散
さ
れ
る
構
造
を
開
発
 

 

（
事
例

5
）
軽
量
で
高
強
度
な
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
コ
ア
材
 

     （
事
例

6
）
C
F
R
P
製
ナ
ッ
ト
・
ボ
ル
ト
 

     医
療
用
締
結
部
品
に
向
け
た
共
同
研
究
を
実
施
 

    ○
A
N
E
X2
0
18

で
の
事
業
紹
介
 

     

 

3
2

― 100 ―



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

12
－
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
開
発
支
援

 

中
期
計
画
【
項
目
別
評
価
単
位
】
 

年
度
計
画
【
項
目
別
評
価
単
位
】
 

項
目
 

自
己
評
価
 

平
成

30
年
度
 
年
度
計
画
に
係
る
実
績
 

特
記
事
項
 

中
小

企
業

が
自

社
製

品
を

開
発

す
る

際

の
上

流
工

程
の

技
術

課
題

解
決

に
対

応

す
る
た
め
、
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
開
発
支
援

を
実
施
し
、
新
製
品
や
新
技
術
の
開
発
を

支
援
す
る
。
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
開
発
支
援

の
件
数
に
つ
い
て
は
、
第
三
期
中
期
計
画

期
間
の
最
終
年
度
で
あ
る
令
和

2
年
度
の

年
間
実
績

45
0
件
を
目
標
と
す
る
。
 

④
中
小
企
業
が
自
社
製
品
を
開
発
す

る
際
の
上
流
工
程
の
技
術
課
題
解
決

に
対
応
す
る
た
め
、
オ
ー
ダ
ー
メ
ー

ド
開
発
支
援
を
継
続
す
る
。
 

1
2 

Ａ
 

(
1
)
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
開
発
支
援
事
業
の
継
続
 

中
小
企

業
の
製
品
開
発

に
お
け
る
上

流
工
程
・
上
流
設
計
支
援
を

目
的
に
、
製
品

開
発
に
直
接

つ
な
が
る
オ

ー

ダ
ー
メ
ー
ド
開
発
支
援
事
業
を
実
施
 

1
)
実
施
実
績

5
0
4
件
（
中
期
計
画
目
標
値
比
:
11
2
％
）
 

 
2
)
技
術
分
野
ご
と
の
内
訳
 

材
料
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 9
9
件
 
 
 
放
射
線
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
3
件
 

精
密
加
工
 
 
 
 
 
 
 
 7
2
件
 
 
 
繊
維
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
9
件
 

デ
ザ
イ
ン
 
 
  

 
 
 
 
3
6
件
 
 
 
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
 
 
 
 
1
1
件
 

エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
 
 
  

5
0
件
  
 
 
  
ロ
ボ
ッ
ト
 
 
 
 
 
 
 
 
 
6
件
 

評
価
技
術
 
 
 
 
 
 
  

6
0
件
 
 
 
I
T 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1
4
件
 

光
音
・
照
明
 
 
 
 
 
  

2
3
件
  
 
 
  
生
活
・
少
子
高
齢
・
福
祉
  

 
6
件
 

環
境
 
 
 
 
 
 
 
 
  

2
2
件
 
 
 
そ
の
他
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
9
件
 

バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
 
  

5
4
件
  
 
 
  
 

3
)
試
作
品
を
含
む
製
品
化
・
事
業
化
支
援
実
績

5
7
件
（
前
年
度
:
60

件
）
 

 【
支
援
事
例
】
 

 
さ
ま

ざ
ま
な
技
術
分
野

に
お
い
て

、
技
術
的
知
見
お

よ
び
研
究

成
果
を
活
用
し
て

新
製
品
や

新
技
術
の
開
発
を

支
援
 

1
)
材
料
 

・
自
転
・
公
転
ミ
キ
サ
ー
（
生
産
用
機
械
器
具
製
造
業
）
(事

例
1)
 

 
混
合
物
の
熱
サ
イ
ク
ル
試
験
後
の
流
動
性
評
価
、
劣
化
評
価
、
安
定
性
評
価
に
よ
り
混
合
性
能
を
評
価
 

2
)
精
密
加
工
 

・
牛
刀
お
よ
び
和
包
丁
（
金
属
製
品
製
造
業
）
 

 
製
品
表
面
に
微
細
文
字
入
れ
を
施
す
た
め
、
レ
ー
ザ
ー
型
彫
り
装
置
を
用
い
て
マ
ー
キ
ン
グ
加
工
を
実
施
し
、

製
品
加
飾
を
支
援
 

3
)
デ
ザ
イ
ン
 

 
・
ア
パ
レ
ル
試
作
支
援
（
国
立
大
学
法
人
）
(
事
例

2
) 

 
 
「
持
続
可
能
な
日
本
ら
し
い
次
世
代
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
ア
パ
レ
ル
製
品
の
試
作
支
援
 

・
江
戸
ガ
ラ
ス
を
用
い
た
醤
油
さ
し
（
そ
の
他
の
小
売
業
）
(
事
例

3
) 

 
 
伝

統
工
芸
品
の
江
戸

ガ
ラ
ス
の

技
術
を
用
い
た
、

液
だ
れ
し

な
い
新
規
性
の
あ

る
外
観
の

醤
油
さ
し
を
開
発

す
る
た
め
、
商
品
の
企
画
か
ら
デ
ザ
イ
ン
、
量
産
、
販
売
促
進
に
至
る
ま
で
の
商
品
開
発
を
支
援
 

4
)
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
 

 
・
マ
イ
ク
ロ
流
路
チ
ッ
プ
（
技
術
サ
ー
ビ
ス
業
）
 

 
 
 

試
作
品
を
量
産
化
す
る
た
め

、
マ
イ
ク
ロ
流
路
チ
ッ
プ
量

産
化
用
ジ
グ
の
設
計
試
作
と

改
良
を
実
施
し
、

量

産
化
に
向
け
た
技
術
開
発
を
支
援
 

5
)
評
価
技
術
 

 
・
無
給
電
セ
ン
サ
（
そ
の
他
の
製
造
業
（
他
に
分
類
さ
れ
な
い
製
造
業
））

 

 
 
製

品
の
特
性
を
評
価

す
る
た
め

、
セ
ン
サ
の
入
出

力
値
を
測

定
し
て
個
体
差
や

周
波
数
に

よ
っ
て
特
性
が
異

な
る
こ
と
を
確
認
し
、
製
品
改
良
を
支
援
 

6
)
光
音
・
照
明
 

・
防
音
換
気
装
置
（
電
気
機
械
器
具
製
造
業
）
(
事
例

4
) 

 
 
開

発
品
の
性
能
を
確

認
す
る
た

め
、
製
品
単
体
で

の
音
響
性

能
の
確
認
、
外
壁

設
置
製
品

と
組
み
合
わ
せ
た

状
態
で
の
音
響
透
過
損
失
性
能
の
測
定
を
し
て
製
品
化
に
向
け
た
評
価
を
実
施
 

7
)
環
境
 

 
・
石
炭
灰
（
廃
棄
物
処
理
業
）
 

材
料

開
発
の
た
め
、

粉
砕
、
調
合

、
混
合
、
電
気
炉
を
用
い
た

溶
融
、
流
し
出

し
、
徐
冷
の

一
連
の
プ
ロ

セ

ス
に
つ
い
て
開
発
を
支
援
 

8
)
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
 

 
・
角
膜
（
学
術
・
開
発
研
究
機
関
）
 

処
理
さ
れ
た
角
膜
を
評
価
す
る
た
め
、
テ
ク
ス
チ
ャ
試
験
機
を
使
用
し
て
特
性
を
評
価
 

  

〇
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
開
発
支
援
の
年
度
別
推
移
 

実
施
実
績

50
4
件
（
中
期
計
画
目
標
値
比
:
1
1
2％

）
 

 

【
支
援
事
例
】
 

(
事
例

1
)
自
転
・
公
転
ミ
キ
サ
ー
 

自
転
と
公
転
を
行
い
な
が
ら
、
均
質
な
攪
拌
が
 

可
能
な
ミ
キ
サ
ー
 

  (
事
例

2
)
ア
パ
レ
ル
試
作
支
援
 

         

 

「
空
気
を
ま
と
う
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
ア
パ
レ
ル
製
品

の
試
作
支
援
渋
谷
ヒ
カ
リ
エ
で
の
成
果
発
表
会
に
て

展
示
 

       

3
3

― 101 ―― 100 ―



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

12
－
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
開
発
支
援

 

9
)
繊
維
 

 
・
耐
切
創
衣
料
用
部
材
（
繊
維
工
業
）
 

 
 
自
社
開
発
の
高
強
度
糸
を
用
い
た
衣
料
品
を
開
発
す
る
た
め
、
横
編
機
を
用
い
て
試
作
品
を
複
数
回
作
製
し
、
製

品
化
に
向
け
た
試
作
を
実
施
 

1
0
)
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
 

 
 
・
回
折
格
子
用
マ
ス
タ
ー
（
金
属
製
品
製
造
業
）
 

 
 
 

製
品
開
発
の
た
め
、
複
数
パ

タ
ー
ン
の
条
件
で
目
標
膜
厚

を
満
た
す
回
折
格
子
用
マ
ス

タ
ー
の
試
作
を
実

施

し
、
開
発
を
支
援
 

1
1
)
ロ
ボ
ッ
ト
 

 
 
・
ロ
ボ
ッ
ト
ベ
ー
ス
（
電
気
機
械
器
具
製
造
業
）
 

 
 
 

製
品
の
改
良
の
た
め
、
ロ
ボ

ッ
ト
ベ
ー
ス
制
御
用
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
モ
ジ
ュ
ー
ル
を
試
作

し
て
使
い
方
を
説

明

し
、
開
発
を
支
援
 

1
2
)
I
T
  

 
・
レ
ン
ジ
対
応
食
品
容
器
（
そ
の
他
の
製
造
業
（
他
に
分
類
さ
れ
な
い
製
造
業
）
）
 

 
 
製
品
の
性
能
向
上
の
た
め
、
レ
ン
ジ
で
使
用
す
る
食
品
容
器
の
熱
流
体
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
解
析
を
実
施
し
、
十

分
な
性
能
を
確
保
す
る
た
め
の
設
計
比
較
を
実
行
 

 
1
3
)生

活
・
少
子
高
齢
・
福
祉
 

 
 
・
保
湿
ク
リ
ー
ム
（
そ
の
他
の
卸
売
業
（
医
薬
品
・
化
粧
品
等
卸
売
業
）
）
 

 
 
 

収
納
の
し
や
す
さ
、
見
や
す

さ
に
配
慮
し
た
ユ
ー
ザ
ー
へ

の
心
配
り
の
あ
る
商
品
を
開

発
す
る
た
め
、
プ

ロ

ダ
ク
ト
デ
ザ
イ
ン
に
よ
っ
て
商
品
開
発
を
支
援
 

 (
2
)
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
開
発
支
援
か
ら
の
新
製
品
・
新
技
術
へ
の
展
開
 

 
 
平
成

29
年
度
以
前
に
実
施

し
た
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
開
発
支
援
か
ら
展
開
 

 
【
製
品
化
事
例
】
 

 
 
・
身
体
冷
却
シ
ス
テ
ム
（
汎
用
機
械
器
具
製
造
業
）
 

 
 
 
平
成

3
0
年
度
本
格
販
売

を
開
始
 

 
・
悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
（
L
D
L）

自
動
測
定
装
置
（
業
務
用
機
械
器
具
製
造
業
）
(事

例
5
) 

 
 
 
平
成

2
8
年
度
受
託
研
究

を
実
施
し
、
平
成

30
年
度
新
聞
掲
載
 

 (
3
)
製
品
化
達
成
度
に
関
す
る
ア
ウ
ト
カ
ム
調
査
結
果
 

 
 
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
開
発
支
援
に
よ
る
製
品
化
達
成
度
を
ア
ウ
ト
カ
ム
調
査
に
よ
っ
て
確
認
 

「
十
分
達
成
で
き
た
」
、「

あ
る
程
度
達
成
で
き
た
」
の
合
計
で
、
9
5
.
5％

達
成
の
評
価
（
前
年
度
:
95
.
0％

）
 

お
客
さ
ま
の
声
: 

 
 
・
液
晶
デ
バ
イ
ス
の
回
折
現
象
に
つ
い
て
基
本
的
な
特
性
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
 

 
 
・
社
内
で
は
不
可
能
な
物
性
測
定
と
、
今
後
の
配
合
設
計
に
役
立
つ
指
針
が
得
ら
れ
た
。
 

 

(
事
例

3
)
 江

戸
ガ
ラ
ス
を
用
い
た
醤
油
さ
し
 

         江
戸

ガ
ラ

ス
を

用
い

た
新

し
い

醤
油

さ
し

の
デ

ザ
イ

ン
を
提
案
、
試
作
支
援
を
実
施
 

 (
事
例

4
)
防
音
換
気
装
置
 

        

 

遮
音
性
能
を
有
し
た
小
型
建
築
部
品
を
開
発
 

   〇
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
開
発
支
援
か
ら
の
新
製
品
・
新
技
 
 

 
術
へ
の
展
開
 

【
製
品
化
事
例
】
 

(
事
例

5
)
L
DL

自
動
測
定
装
置
 

          

 

日
刊
工
業
新
聞
に
掲
載
 

 

 

3
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13
－
製
品
開
発
支
援
ラ
ボ

 

中
期
計
画
【
項
目
別
評
価
単
位
】
 

年
度
計
画
【
項
目
別
評
価
単
位
】
 

項
目
 

自
己
評
価
 

平
成

30
年
度
 
年
度
計
画
に
係
る
実
績
 

特
記
事
項
 

新
製
品
・
新
技
術
開
発
を
目
指
す
中
小

企
業
の
研
究
・
実
験
ス
ペ
ー
ス
へ
の
ニ
ー

ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
本
部
の
製
品
開
発

支
援
ラ
ボ

1
9
室
に
加
え
て
多
摩
テ
ク
ノ

プ
ラ

ザ
の

製
品

開
発

支
援

ラ
ボ

5
室

を

引
き
続
き
利
用
に
供
す
る
。
 

共
同
研
究
企
業
が
無
料
で
利
用
可
能

な
共
同
研
究
開
発
室
を

3
室
設
置
し
、

共
同
研
究
の
成
果
を
活
用
し
た
迅
速
な

製
品
の
開
発
を
促
進
す
る
。
 

⑤
新
製
品
・
新
技
術
開
発
を
目
指

す
中
小
企
業
に
対
す
る
支
援
施
設

と
し
て
「
製
品
開
発
支
援
ラ
ボ
」

を
本
部
に

19
室
、
多
摩
テ
ク
ノ
プ

ラ
ザ
に

5
室
を
引
き
続
き
提
供
す

る
。
 

1
3 

Ｓ
 

(
1
)
2
4
時
間
利
用
可
能
な
製
品
開
発
支
援
ラ
ボ
の
運
営
 

本
部

19
室
、
多
摩
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ

5
室
を
活
用
し
て
新
製
品
・
新
技
術
開
発
を
目
指
す
中
小
企
業
等
を
支
援
 

1
)
入
居
率
 
 

 
a
)
本
部
 
8
9
.
0％

(前
年
度
:
9
4
.
3％

)
 
 
 

 
b
)
多
摩
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
 
95
.
0
％
(前

年
度
:
98
.
3％

) 

2
)
本
部
お
よ
び
多
摩
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
入
居
者
の
業
種
分
類
 

 
 
製
造
業
だ
け
で
な
く
、
サ
ー
ビ
ス
産
業
を
含
む
幅
広
い
分
野
の
技
術
開
発
型
企
業
が
入
居
 

 
 
サ
ー
ビ
ス
産
業

20
％
(卸

売
・
小
売
業

10
％
、
サ
ー
ビ
ス
業

1
0
％
) 

(
前
年
度
:
サ
ー
ビ
ス
産
業

17
％
(
卸
売
・
小
売
業

8％
、
サ
ー
ビ
ス
業

9％
)
) 

業
種
分
類
別
構
成
 

 
3
)
製
品
開
発
支
援
ラ
ボ
の
入
居
者
選
定
 

・
入
居
希
望
企
業
の
見
学
要
望
に
随
時
対
応
し
、
利
用
希
望
分
野
の
所
内
見
学
を
実
施
(4
7
企
業
) 

・
入
居
率
向
上
の
た
め
随
時
募
集
を
実
施
し
、
応
募
か
ら
概
ね
一
ヶ
月
以
内
に
入
居
者
選
定
審
査
会
を
開
催
し

て
迅
速
に
対
応
 

・
入
居
者
選
定
審
査
会
を

6
回
開
催
し
、
新
規

3
企
業
、
再
契
約

6
企
業
の
決
定
 

 
 
 

(
2
)
入
居
者
に
対
す
る
製
品
化
・
事
業
化
支
援
 

1
)
新
規
入
居
者
と
都
産
技
研
と
の
面
談
の
開
催
(
継
続
) 

 
・
入
居
者
の
製
品
化
促
進
の
た
め
の
意
見
交
換
を
目
的
と
し
た
面
談
の
随
時
実
施
 

 
 
・
製
品
開
発
の
課
題
解
決
に
向
け
た
技
術
支
援
へ
の
要
望
、
会
議
室
利
用
に
関
す
る
要
望
が
多
数
 

2
)
入
居
者
へ
の
会
議
ス
ペ
ー
ス
の
提
供
(継

続
) 

会
議
室
・
相
談
室
の
優
先
利
用
等
に
よ
り
会
議
ス
ペ
ー
ス
(6
0
㎡
)を

提
供
 

ラ
ボ
交
流
室
を
打
合
せ
室
・
会
議
室
と
し
て
提
供
 
利
用
実
績
:
49
4
件
(
前
年
度
:
6
3
1
件
) 

3
)
都
産
技
研
主
催
イ
ベ
ン
ト
へ
入
居
企
業
の
出
展
 
 
 
2
事
業
 

 
東
京
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
発
信
交
流
会
 
6
社
出
展
 
(前

年
度
:6

社
)
 

 
産
業
交
流
展

20
1
8 

 
 
 
 
 
 
 
8
社
出
展
 
(前

年
度
:
5
社
) 

 
産
業
交
流
展
へ
出
展
し
た
入
居
企
業

8
社
の
う
ち

3
社
が
商
談
に
発
展
 

 
4
)
入
居
者
へ
の
競
争
的
資
金
獲
得
 
 
 
計

1
件
(
前
年
度
:
計

4
件
)
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ラ
ボ
入
居
者
へ
競
争
的
資
金
に
関
す
る
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
で
獲
得
を
支
援
 

・
経
済
産
業
省
 平

成
3
0
年
度
補
正
予
算
 
革
新
的
も
の
づ
く
り
補
助
金
 
新
規

1
件
 
 

 
5
)
T
IR
I
 
NE
W
S、

都
産
技
研
活
用
事
例
集
へ
の
掲
載
 
3
社
 
(前

年
度
:
3
社
) 

 
 
 

(
3
)
入
居
者
の
都
産
技
研
事
業
利
用
実
績
 

 
依
頼
試
験
 

機
器
利
用
 

技
術
相
談
 

工
場
等
 

実
地
技
術
支
援
 

本
部
入
居
者
(
件
) 

1
,
2
1
6 

 
8
,
2
8
1 

 
1
2
0
 
 

6
9
 
 

多
摩
入
居
者
(
件
) 

8
 
 

2
1
 
 

1
4
 
 

1
3
 
 

合
計
(件

) 
1
,
2
2
4 

 
8
,
3
0
2 

 
1
3
4 

8
2
 
 

前
年
度
:
比
(％

) 
5
6
6
.
6 

1
3
0
.
0 

1
2
7
.
6 

2
9
2
.
8 

 
 
 
 
＊
依
頼
試
験
、
機
器
利
用
、
技
術
相
談
は
利
用
件
数
 

 
 
 
 
＊
工
場
等
実
地
技
術
支
援
は
受
付
件
数
 

○
高
い
入
居
率
を
維
持
 

 
本
部
 
8
9％

、
多
摩
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
 
9
5
％
 

・
入
居
前
の
見
学
実
施
や
迅
速
な
審
査
等
に
よ
り
、
高

い
入
居
率
を
維
持
 

・
5
年
経
過
に
よ
る
退
去
企
業
 
 
5
企
業
 

・
3
年
経
過
に
よ
る
退
去
企
業
 
 
3
企
業
 

・
新
規
入
居
企
業
 
 
 
 
3
企
業
 

・
1
年
再
契
約
企
業
 
 
 
6
企
業
 

      ○
入
居
者
の
都
産
技
研
事
業
利
用
実
績
 

・
依
頼
試
験
前
年
度
比

5
66
.
6％

、
機
器
利
用
前
年
度

比
1
3
0.
0
％
 

 
年
内
の
製
品
化
を
目
指
す
企
業

3
社
の
集
中
利
用

に
よ
り
実
施
件
数
が
大
幅
増
 

・
技
術
相
談

1
2
7.
6
％
 

実
地
技
術
支
援

29
2
.
8％

 

技
術
開
発
、
共
同
研
究
、
製
品
の
国
際
化
を
見
据
え

た
特
許
取
得
等
を
支
援
 

 【
事
業
化
事
例
】
 

(
事
例

1
)
緩
み
止
め
ナ
ッ
ト

 
       

機
器
利
用
で
耐
久
性
等
を
検
証
 

鉄
道
や
高
層
建
築
物
、
石
油
プ
ラ
ン
ト
等
で
活
用
 

 

3
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13
－
製
品
開
発
支
援
ラ
ボ

 

(
4
)
製
品
化
・
事
業
化
実
績
  

 
1
)
製
品
化
・
事
業
化
件
数
 
計

9
件
(前

年
度
:計

1
4
件
)
 
 
 
 
 
 
  

 
2
)
製
品
化
・
事
業
化
に
よ
る
売
上
金
額
 
1
,8
5
2
,8
5
4
千
円
(前

年
度
:
3
1
6
,
2
78

千
円
) 

 
【
事
業
化
事
例
】
 

・
緩
み
止
め
ナ
ッ
ト
の
例
(事

例
1
) 

・
A
I
を
搭
載
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ロ
ボ
ッ
ト
(
事
例

2
) 

人
間

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

目
的

と
し

て
開

発
さ

れ
た

家
族

型
ロ

ボ
ッ

ト
。
全

身
に

内

蔵
さ

れ
た

5
0
以

上
の

タ
ッ

チ
セ

ン
サ

ー
と

、
デ

ィ
ー

プ
ラ

ー
ニ

ン
グ

と
機

械
学

習
技

術
に

よ

り
、

リ
ア

ル
タ

イ
ム

で
動

作
 

・
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
コ
ー
ス
タ
ー
 

空
気
中
の
二
酸
化
炭
素
と
の
反
応
に
よ
り
硬
化
す
る
炭
酸
ガ
ス
吸
収
硬
化
型
カ
ル
シ
ウ
ム
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
。

再
び
石
灰
石
に
戻
る
た
め
、
リ
サ
イ
ク
ル
が
可
能
 

・
家
畜
用
状
態
監
視
シ
ス
テ
ム
 

I
o
T
利
用
に
よ
り
家
畜
の
行
動
デ
ー
タ
情
報
を
ク
ラ
ウ
ド
上
に
集
積
し
、
情
報
を
「
見
え
る
化
」
す
る
こ
と

で
2
4
時
間
の
行
動
デ
ー
タ
か
ら
病
気
と
成
長
の
因
果
関
係
の
定
量
化
と
評
価
。
家
畜
の
生
産
効
率
の
向
上

を
支
援
 

 (
5
)
ラ
ボ
退
出
企
業
の
成
果
把
握
へ
の
取
り
組
み
 

入
居
期
間
の
開
発
製
品
の
製
品
化
・
事
業
化
状
況
 

・
レ
ー
ザ
ー
ラ
マ
ン
分
光
装
置
の
開
発
・
製
造
(
平
成

3
0
年
度
退
出
、
電
気
電
子
機
器
製
造
業
) 

・
ス
タ
ジ
ア
ム
用
ス
ポ
ー
ツ
向
け
多
視
点
映
像
シ
ス
テ
ム
の
開
発
(
平
成

3
0
年
度
退
出
、
I
T
製
造
業
) 

・
セ
ラ
ミ
ッ
ク

3D
プ
リ
ン
タ
ー
用
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
開
発
(
平
成

3
0
年
度
退
出
、
電
気
機
器
製
造
業
) 

 

(
事
例

2
)
A
I
を
搭
載
し
た
 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ロ
ボ
ッ
ト
 

       

2
0
1
9
年

1
2
月
末
出
荷
開
始
予
定
 

2
9
9
,
8
00

円
/
台
 

      

⑥
共
同
研
究
企
業
が
無
料
で
利
用

可
能
な
共
同
研
究
開
発
室
を

3
室

引
き
続
き
提
供
し
、
迅
速
な
製
品

の
開
発
を
促
進
す
る
。
 

(
6
)
共
同
研
究
開
発
室
の

3
室
の
提
供
 

 
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
随
時
共
同
研
究
者
・
共
同
研
究
企
業
に
提
供
 

 
ラ
ボ
入
居
企
業
（
共
同
研
究
実
施
企
業
数
 
6
企
業
）
に
も
共
同
研
究
の
推
進
・
打
合
せ
に
提
供
 

 

 

⑦
製
品
開
発
支
援
ラ
ボ
と
共
同
研

究
開
発
室
の
入
居
者
に
よ
る
製
品

化
・
事
業
化
を
支
援
す
る
た
め
、

共
同
利
用
の
試
作
加
工
室
を
提
供

す
る
と
と
も
に
、
技
術
経
営
相
談

な
ど
に
も
幅
広
く
対
応
で
き
る
人

材
を
配
置
す
る
。
 

(
7
)
共
同
利
用
の
試
作
加
工
室
の
提
供
 

1
)
本
部
で
の
機
器
の
提
供
(計

2
9
機
種
)と

利
用
実
績
(件

数
は
日
単
位
)
(
継
続
) 

a
)
機
械
加
工
機
器
(
計

1
7
機
種
)
 
計

1
40

件
(前

年
度
:計

1
5
3
件
) 

b
)
電
気
試
験
機
器
(
計

1
2
機
種
)
 
計

7
件
(
前
年
度
:
計

28
件
) 

 
 
 
 

(
8
)
共
同
利
用
の
化
学
実
験
室
を
提
供
 

 
薬
品
取
り
扱
い
や
排
気
・
洗
浄
を
必
要
と
す
る
簡
易
な
作
業
用
に
、
共
同
利
用
の
化
学
実
験
室
を
整
備
 

ド
ラ
フ
ト
チ
ャ
ン
バ
ー
4
機
種
(
有
機
用

2
機
種
・
無
機
用

2
機
種
)、

精
密
天
秤
を
設
置
 

化
学
実
験
室
の
利
用
実
績
 
 
3
2
6
件
(前

年
度
:
1
11

件
) 

 
 

(
9
)
ラ
ボ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
配
置
 

 
1
)
配
置
状
況
 

 
 
本
部
、
多
摩
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
に
各

1
名
を
配
置
(
継
続
)
 

 
2
)
ラ
ボ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
よ
る
製
品
化
に
向
け
た
橋
渡
し
の
取
り
組
み
 

 
 
都
産
技
研
保
有
特
許
の
実
施
許
諾
 
1
件
 
 
「
家
畜
骨
残
漬
の
処
理
方
法
」
 

 
 
共
同
研
究
の
実
施
支
援
（
積
極
的
に
研
究
員
へ
の
紹
介
）
 
 
 
6
件
(
前
年
度
:1

件
)
 
 

 
「
移
植
用
細
胞
シ
ー
ト
製
品
評
価
系
の
開
発
」
、
「
緩
み
止
め
機
能
を
有
す
る
歯
科
用
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
部
品
開
発
」
 

 
「
金
属
積
層
造
形
で
の
構
造
最
適
化
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
義
足
用
高
機
能
ア
ダ
プ
タ
ー
の
開
発
」
等
 

 (
1
0
)
近
隣
の
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
施
設
と
の
連
携
 

1
)
近
隣
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
施
設
の
紹
介
(継

続
) 

2
)
近
隣
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
施
設
と
の
情
報
交
流
 

白
鬚
西

R
&
D
セ
ン
タ
ー
、
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
オ
フ
ィ
ス

T
A
MA
、
品
川
区
施
設
、
S
O
HO
、
東
京
企
業
立
地
相

談
セ
ン
タ
ー
、
産
業
立
地
ナ
ビ

T
O
KY
O
、
一
般
財
団
法
人

mo
n
o 

          ○
共
同
研
究
へ
の
展
開
 

 
技

術
相

談
か

ら
積

極
的

に
入

居
企

業
と

研
究

員
と

の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
図
り
、
6
件
の
共
同
研
究
へ
発
展
 

   
 

 

都
内
美
術
館
の
 

お
土
産
品
等
と
 

し
て
販
売

 

(
事
例

3
) 

セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
 

コ
ー
ス
タ
ー

 

(
事
例

4
) 

家
畜
用
状
態
監
視

シ
ス
テ
ム

 

I
o
T
と

A
I
に
よ
り

家
畜
の
行
動
デ
ー
タ

な
ど
を
監
視

 

3
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14
－
実
証
試
験
セ
ク
タ
ー

 

中
期
計
画
【
項
目
別
評
価
単
位
】
 

年
度
計
画
【
項
目
別
評
価
単
位
】
 

項
目
 

自
己
評
価
 

平
成

30
年
度
 
年
度
計
画
に
係
る
実
績
 

特
記
事
項
 

(
3
)
 
製
品
の
品
質
評
価
支
援
 

中
小
企
業
の
安
全
で
信
頼
性
の
高
い

製
品
開
発
の
た
め
に
必
要
な
温
湿
度
、
振

動
、
衝
撃
、
劣
化
、
ノ
イ
ズ
等
の
試
験
を

行
う
際
に
、
技
術
相
談
、
依
頼
試
験
、
機

器
利
用
を
一
貫
し
て
支
援
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
環
境
試
験
機
器
を
「
実
証

試
験
セ
ク
タ
ー
」
に
集
約
し
、
迅
速
か
つ

効
率
的
な
試
験
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
。

「
実
証
試
験
セ
ク
タ
ー
」
に
お
け
る
依
頼

試
験
と
機
器
利
用
の
総
件
数
に
つ
い
て

は
、
第
三
期
中
期
計
画
期
間
の
最
終
年
度

で
あ
る
令
和

2
年
度
の
年
間
実
績

4
8
,
0
00

件
を
目
標
と
す
る
。
 

本
部
の
「
実
証
試
験
セ
ク
タ
ー
」

を
活
用
し
、
中
小
企
業
の
安
全
で
信

頼
性
の
高
い
製
品
開
発
を
支
援
す

る
た
め
に
、
技
術
相
談
、
依
頼
試
験
、

機
器
利
用
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
効

率
的
に
技
術
支
援
す
る
。
 

特
に
、
温
湿
度
、
機
械
、
電
気
試

験
分
野
に
お
い
て
、
各
種
規
格
に
対

応
し
た
質
の
高
い
試
験
を
継
続
さ

せ
る
。
 

1
4 

Ｓ
 

(
1
)
実
証
試
験
セ
ク
タ
ー
の
事
業
 

中
小
企
業
に
対
し
、
安
全
で
信
頼
性
の
高
い
製
品
開
発
を
支
援
す
る
た
め
、
第
二
期
(平

成
2
3
年
度
)
に
開
設

し
た
実
証
試
験
セ
ク
タ
ー
を
第
三
期
(
平
成

2
8
年
度
)
も
継
続
、
支
援
を
実
施
 

1
)
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
技
術
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
 

製
品
化
や
出
荷
前
検
査
と
し
て
必
要
と
な
る
温
湿
度
、
劣
化
、
振
動
、
衝
撃
、
電
気
・
耐
ノ
イ
ズ
等
の
試
験

機
器
全

1
4
4
機
種
(
う
ち
新
規
導
入

1
機
種
、
更
新

6
機
種
)を

利
用
可
能
と
し
、
本
部

2
階
の
専
用
窓
口
に
お

い
て
、
高
品
質
、
高
性
能
な
製
品
開
発
の
た
め
の
技
術
相
談
、
依
頼
試
験
、
機
器
利
用
を
中
心
と
し
た
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
 

＜
新
規
導
入
お
よ
び
更
新
機
器
＞
 

冷
熱
衝
撃
試
験
機

4
台
、
高
調
波
・
フ
リ
ッ
カ
試
験
器
、
漏
れ
電
流
試
験
器
、
抵
抗
負
荷
装
置
 

2
)
温
湿
度
、
機
械
、
電
気
試
験
分
野
に
お
け
る
機
器
と
各
種
規
格
へ
対
応
し
た
質
の
高
い
試
験
 

 
 
 
 
a
)温

湿
度
試
験
分
野
へ
の
対
応
 

・
需
要
が
多
い
冷
熱
衝
撃
試
験
機
は
大
型
機
を
新
規
導
入
し
、
よ
り
大
型
の
製
品
試
験
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
 

冷
熱
衝
撃
試
験
機
全

5
台
の
機
器
利
用
件
数
:
11
,
1
38

件
(
前
年
度
:
1
0
,8
6
8
件
) 

・
環
境
試
験
の
温
湿
度
試
験
機
器
:全

3
2
機
種
(
実
証
:
2
4、

ガ
ス
腐
食
:
1
、
耐
候
性
:
4、

塩
水
:
3
) 
 

 
 

【
対

応
規

格
】
J
I
S
/I
E
C 
6
0
0
6
8-
2
 

電
気
・

電
子
－
環

境
試

験
方
法

の
温
湿

度
サ
イ

ク
ル

試
験
、

腐
食

関
連
規
格
等
、
I
EC
6
0
06
8
-
2-
1
3
減
圧
試
験
方
法
も
対
応
 

b
)
機
械
試
験
分
野
へ
の
対
応
 

 
 
 ・

製
品
・
材
料
強
度
試
験
機
器
(
1
9
機
種
) 

【
対
応
規
格
】
J
IS
 Z
 2
2
4
1
 金

属
材
料
引
張
試
験
方
法
 の

4
 お

よ
び

5
 号

試
験
片
の
引
張
強
さ
(
JN
LA
 

に
基
づ
く
試
験
報
告
書
発
行
)お

よ
び
伸
び
、
絞
り
の
試
験
に
関
し
て
対
応
 

・
振
動
、
衝
撃
試
験
機
器
(3

機
種
) 

【
対
応
規
格
】
自
動
車
規
格
や
輸
送
規
格
に
則
し
た
振
動
試
験
、
衝
撃
試
験
に
対
応
 

c
)
電
気
試
験
分
野
へ
の
対
応
 

・
利
用
頻
度
が
多
く
、
老
朽
化
し
て
い
た
高
調
波
・
フ
リ
ッ
カ
試
験
器
、
漏
れ
電
流
試
験
器
を
更
新
、
IE
C
 規

格
E
M
C
 試

験
、
電
気
・
温
度
の
計
量
法
校
正
事
業
者
登
録
制
度
(
J
CS
S
)
に
よ
る
校
正
試
験
や
熱
拡
散
率
測

定
装
置
に
よ
り
、
幅
広
い
規
格
や
材
料
に
対
応
。
熱
拡
散
率
測
定
装
置
で
は
、
測
定
の
原
理
や
装
置
の
使
用

方
法
を
習
得
す
る
た
め
の
講
習
会
を
年
に

2
回
開
催
し
て
新
規
ユ
ー
ザ
ー
の
確
保
に
努
め
、
機
器
利
用
ラ
イ

セ
ン
ス
制
度
で
の
運
用
を
継
続
 

・
電
気
試
験
機
器
:
全

9
0
機
種
 

【
対
応
規
格
】
I
EC
6
1
00
0
-
4-
4
 
E
d
.
3
電
気
的
フ
ァ
ス
ト
・
ト
ラ
ン
ジ
ェ
ン
ト
／
バ
ー
ス
ト
・
イ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ

試
験

、
電

気
(
直
流

抵
抗
器

)
お

よ
び

温
度

(
熱

電
対

)
の

J
C
S
S
校

正
試

験
(I
S
O
/I
EC
1
7
0
2
5
)
、

I
S
O 

8
3
0
1
断
熱
 定

常
熱
抵
抗
及
び
関
連
特
性
の
測
定
方
法
 
等
 

3
)
国
際
規
格
対
応
支
援
の
利
用
拡
大
と
規
格
改
正
へ
の
対
応
 

 
・

国
際

規
格

対
応

試
験

を
実

施
し
て

い
る

5
つ

の
分

野
の

品
質
マ

ニ
ュ

ア
ル

お
よ

び
品

質
記
録

、
実

績
を
一
 
 
 
 

元
管
理
す
る
品
質
保
証
推
進
セ
ン
タ
ー
を
継
続
 

・
国
際
規
格
対
応
試
験
事
業
を
広
く
普
及
さ
せ
る
た
め
、
今
年
度
新
た
に
セ
ミ
ナ
ー
「
海
外
で
通
用
す
る
高
品

質
な
評
価
試
験
」
を
開
催
(北

区
・
板
橋
区
共
催
セ
ミ
ナ
ー
) 

・
J
C
S
S
校
正
お
よ
び

J
NL
A
試
験
に
お
い
て
参
照
し
て
い
る
国
際
規
格

I
S
O/
I
E
C
 1
7
0
25

が
平
成

29
年
に
改
正

さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
品
質
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
全
面
改
訂
を
実
施
し
、
引
き
続
き
安
定
し
た
事
業
継
続
が
で
き

る
よ
う
な
体
制
を
構
築
 

・
認
定
機
関
に
よ
り
工
業
標
準
化
法
試
験
事
業
者
登
録
制
度
(
J
N
LA
)
に
お
け
る
 4

年
毎
の
登
録
更
新
審
査
が
実

施
さ
れ
、
適
切
な
対
応
に
よ
り
認
定
さ
れ
、
事
業
継
続
 

・
法
規
制
緩
和
を
原
因
と
し
た
需
要
減
少
に
よ
り

JN
L
A
試
験
実
績
減
 

   

○
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
技
術
支
援
サ
ー
ビ
ス
設
備
の
充
実
 

・
全

1
4
4
機
種
(新

規
導
入

1
機
種
、
更
新

6
機
種
)

に
よ
り
、
温
湿
度
、
機
械
、
電
気
試
験
分
野
に
お
い

て
各
種
規
格
に
対
応
し
た
質
の
高
い
試
験
を
実
施
 

                    ○
実
証
試
験
セ
ク
タ
ー
の
高
い
利
用
実
績
と
要
望
 

・
依

頼
試

験
お

よ
び

機
器

利
用

の
合

計
利

用
実

績
:
7
0
,8
9
1
件
(中

期
計
画
目
標
値
比
:
1
4
8％

) 

・
利
用
者
か
ら
の
評
価
 

ア
ウ
ト
カ
ム
調
査
の
結
果
、
利
用
し
た
い
サ
ー
ビ
ス
と

し
て
「
実
証
試
験
セ
ク
タ
ー
」
の
回
答
が
有
効
回
答
数

2
,
0
1
6
件
中

1
,
61
8
件
(
8
0.
3％

)
と
昨
年
度
に
引
き
続

き
最
も
高
い
割
合
を
維
持
 

 

更
新
機
器
例

: 
抵
抗
負
荷
装
置

 

新
規
導
入
機
器

: 
大
型
冷
熱
衝
撃
試
験
機

 
従
来
の
小
型
試
験
機
の
代
替
機
と
し
て
導
入
、

よ
り
大
型
の
製
品
試
験
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
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－
実
証
試
験
セ
ク
タ
ー

 

(
2
)
利
用
実
績
 

 
1
)
依
頼
試
験
お
よ
び
機
器
利
用
合
計
利
用
実
績
:
70
,
8
91

件
(依

頼
試
験
:
2
0
,
27
6
件
、
機
器
利
用
:
5
0
,6
1
5
件
) 

(
中
期
計
画
目
標
値
比
:1
4
8
％
、
前
年
度
合
計
利
用
実
績
:
74
,
9
6
9
件
) 

a
)
依
頼
試
験
の
代
表
的
な
利
用
実
績
 

・
塩
水
噴
霧
試
験
 
 
  
7
,
52
5
件
(前

年
度
:
9
,7
1
9
件
) 

・
促
進
耐
候
試
験
 
 
  
4
,
79
3
件
(前

年
度
:
5
,5
4
8
件
) 

・
ガ
ス
腐
食
試
験
 
 
  
1
,
28
6
件
(前

年
度
:
2
,3
4
3
件
) 

b
)
機
器
利
用
の
代
表
的
な
利
用
実
績
 

・
温
湿
度
試
験
機
 
 
 3
9
,
32
7
件
(前

年
度
:
3
6,
8
4
2
件
) 

・
強
度
試
験
機
 
  
 
 
  
2
,
17
2
件
(前

年
度
:
2
,0
9
2
件
) 

・
振
動
試
験
機
 
 
 
 
  
1
,
45
1
件
(前

年
度
:
1
,6
2
2
件
) 

2
)
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
開
発
支
援
 
 
27

件
(前

年
度
:
34

件
) 

3
)
セ
ミ
ナ
ー
・
講
習
会
 
 
 
  
 
 
 
 
8
件
(前

年
度
:
5
件
) 

前
年
度
の
受
講
者
数
や
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
基
に
、
新
た
な
講
習
会
を

1
件
立
ち
上
げ
る
と
共
に
人
気
の
高

い
テ
ー
マ
に
つ
い
て
増
回
し
、
延
べ

9
1
名
が
受
講
 

<
新
>
講
習
会
「
計
測
器
の
精
度
管
理
と
不
確
か
さ
評
価
」
2
月

1
日
、
2
0
名
 

 
 
 
講
習
会
「
金
属
材
料
の
硬
さ
試
験
入
門
(
第

1
回
)」

6
月

1
3
日
、
4
名
 

 
<
増
>講

習
会
「
金
属
材
料
の
硬
さ
試
験
入
門
(
第

2
回
)」

1
1
月

7
日
、
5
名
 

講
習
会
「
重
大
事
故
防
止
の
た
め
の
ね
じ
締
結
体
設
計
の
基
礎
(
第

1
回
)
」
9
月

1
8
日
、
1
1
名
 

<
増
>
講
習
会
「
重
大
事
故
防
止
の
た
め
の
ね
じ
締
結
体
設
計
の
基
礎
(第

2
回
)
」
1
2
月

1
8
日
、
1
2
名
 

講
習
会
「
熱
拡
散
率
測
定
(第

1
回
)
」
7
月

19
日
、
1
3
名
 

 
 
 
講
習
会
「
熱
拡
散
率
測
定
(第

2
回
)
」
3
月

7
日
、
1
6
名
 

講
習
会
「
製
品
開
発
の
た
め
の
製
品
・
材
料
の
強
度
評
価
法
入
門
」
3
月

20
日
、
1
0
名
 

4
)
品
質
保
証
推
進
セ
ン
タ
ー
の
利
用
実
績
 
1
,3
3
4
件
(前

年
度
:
1,
3
5
2
件
) 

・
J
C
S
S(
電
気
に
関
連
す
る
試
験
)
:
6
件
(前

年
度
:
1
2
件
)
 

・
J
C
S
S(
温
度
に
関
連
す
る
試
験
)
:
5
34

件
(
前
年
度
:6
0
1
件
)
 

・
J
C
S
S(
長
さ
に
関
連
す
る
試
験
)
:
7
88

件
(
前
年
度
:6
7
5
件
)
 

・
J
N
L
A(
金
属
材
料
引
張
試
験
)
:
0
件
(
前
年
度
:4

件
) 

・
J
N
L
A(
照
明
に
関
す
る
試
験
)
:
6
件
(
前
年
度
:6
0
件
) 

5
)
利
用
者
か
ら
の
評
価
 

平
成

30
年
度
ア
ウ
ト
カ
ム
評
価
報
告
書
「
参
入
予
定
分
野
・
利
用
予
定
事
業
(サ

ー
ビ
ス
)
」
よ
り
、
利
用

し
た
い
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
「
実
証
試
験
セ
ク
タ
ー
」
の
回
答
が
有
効
回
答
数

2
,
01
6
件
中

1
,
61
8
件
(
8
0
.3
％
)

と
最
多
を
維
持
 

 【
支
援
事
例
】
 

・
自
動
車
用
灯
火
器
に
対
す
る
環
境
試
験
(
自
動
車
・
同
附
属
品
製
造
業
)
(
事
例

1)
 

高
地
で
の
使
用
が
見
込
ま
れ
る
自
動
車
の
灯
火
器
に
対
し
、
平
地
よ
り
も
気
圧
お
よ
び
気
温
が
低
く
な
る
こ

と
に
よ
る
影
響
の
有
無
を
確
認
す
る
こ
と
で
、
過
酷
な
環
境
下
で
の
信
頼
性
を
確
保
(機

器
利
用
) 

・
製
品
の
流
通
過
程
を
想
定
し
た
環
境
試
験
に
よ
る
品
質
保
証
(プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
製
造
業
、
他
) 

海
外
の
工
場
か
ら
船
便
や
航
空
便
で
日
本
へ
運
ば
れ
る
製
品
が
、
輸
送
中
に
受
け
る
環
境
負
荷
(温

湿
度
、
振

動
、
衝
撃
等
)に

よ
っ
て
品
質
が
低
下
し
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
で
、
品
質
保
証
を
支
援
(機

器
利
用
) 

・
薄
膜
型
熱
電
対
の
熱
起
電
力
測
定
に
よ
る
製
品
開
発
支
援
(
電
気
部
品
製
造
業
)(
事
例

2
) 

 
 

JC
SS

で
培
っ
た
高
度
な
精
密
測
定
ノ
ウ
ハ
ウ
に
よ
り
特
殊
な
形
状
の
熱
電
対
の
熱
起
電
力
の
評
価
を
実
現

し
、
品
質
が
確
保
さ
れ
た
製
品
化
を
支
援
(
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
開
発
支
援
) 

・
電
子
書
籍
端
末
の
試
作
か
ら
量
産
ま
で
の
性
能
検
証
(技

術
サ
ー
ビ
ス
業
)
(事

例
3
) 

試
作
段
階
、
量
産
段
階
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
必
要
な
品
質
管
理
、
動
作
確
認
等
の
試
験
を
行
い
、
家
庭
内
で

の
使
用
か
ら
航
空
機
内
で
の
使
用
に
も
耐
え
ら
れ
る
製
品
と
し
て
の
実
用
化
を
支
援
(技

術
相
談
・
機
器
利
用
) 

・
手
術
器
具
の
品
質
向
上
に
向
け
た
総
合
的
な
技
術
支
援
(光

学
機
械
器
具
・
レ
ン
ズ
製
造
業
業
)
(
事
例

4)
 

平
成

29
年
度
の

C
O
M
PA
M
E
D
出
展
を
機
に
、
製
造
プ
ロ
セ
ス
の
改
善
と
製
品
強
度
の
評
価
を
繰
り
返
し
行
い
、

                                                 

講
習
会
風
景
②
 
「
熱
拡
散
率
測
定
」

 
装
置
を
使
っ
た
実
習

 

講
習
会
風
景
①
 
「
熱
拡
散
率
測
定
」

 
研
修
室
で
の
座
学

 

減
圧
恒
温
槽
で
高
地
環
境
を
模
擬
し
性
能
確
認
 

(
事
例

1
)
 
自
動
車
用
灯
火
器
の
環
境
試
験
 

(
事
例

3
)
 
薄
膜
型
熱
電
対
の
開
発
支
援
  

特
殊
形
状
の
熱
電
対
を
対
象
に
熱
起
電
力
を
評
価
 

(
事
例

2
)
 
薄
膜
型
熱
電
対
の
開
発
支
援
  

3
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－
実
証
試
験
セ
ク
タ
ー

 

製
品
の
品
質
向
上
を
支
援
(技

術
相
談
・
依
頼
試
験
) 

 (
3
)
研
究
開
発
事
業
の
活
性
化
に
よ
る
成
果
展
開
 

1
)
試
験
の
質
、
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
の
基
盤
研
究
を
実
施
(
6
件
) 

 
 
・
金
属
粉
末
積
層
造
形
材
料
の
超
音
波
疲
労
試
験
に
よ
る
疲
労
特
性
評
価
 

・
異
方
性
材
料
に
お
け
る
強
度
設
計
指
針
の
検
討
 

・
被

締
結

部
材

の
異

な
る

ボ
ル

ト
締

結
体

へ
の

ト
ル

ク
法

の
適

用
 

・
工
場
等
に
お
け
る
熱
電
対
校
正
試
験
技
術
の
確
立
 

 
 
・
低
温
域
校
正
の
た
め
の
抵
抗
温
度
計
校
正
技
術
の
確
立
 

 
 
・
電
気
計
測
器
一
般
校
正
試
験
へ
の
不
確
か
さ
表
記
拡
大
に
向
け
た
不
確
か
さ
評
価
技
術
の
確
立

 
 

2
)
研

究
活

動
に

よ
る

成
果

展
開

 

・
基
盤
研
究
で
確
立
し
た
電
流
・
電
圧
の
校
正
方
法
の
シ
ー
ズ
を
高
精
度
な
抵
抗
自
動
評
価
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
製

品
化
を
目
指
し
た
共
同
研
究
に
展
開
 
 
 
 

・
学
会
発
表

1
6
件

、
査

読
付

論
文

掲
載

3
件

 

 (
4
)
利
用
促
進
に
向
け
た
取
り
組
み
 

 
1
)
機
器
利
用
、
依
頼
試
験
の
た
め
の
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
提
供
(平

成
3
0
年

3
月

2
,
50
0
部
発
行
) 

 
 
・
実
証
試
験
セ
ク
タ
ー
の
サ
ー
ビ
ス
を

1
冊
に
ま
と
め
た
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
、
来
所
者
や
展
示
会
、
講
習
会
等

で
積
極
的
に
配
布
(
平
成

2
9
年
度
よ
り
継
続
) 

 
2
)
紹
介
ビ
デ
オ
の
積
極
的
な
運
用
 

 
・
セ
ク
タ
ー
の
所
有
機
器
を
紹
介
す
る
映
像
を
環
境
試
験
室
設
置
の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
で
上
映
 

3
)
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
効
果
的
な
活
用
に
よ
る
情
報
提
供
 

 
 
・
Y
o
u
Tu
b
e「

実
証
試
験
で
製
品
開
発
を
支
援
 環

境
試
験
装
置
」
平
成

30
年

2
月

4
日
公
開
、
再
生
回
数
約

3
,
0
0
0
回
 

・
機
器
の
保
守
校
正
や
冷
熱
衝
撃
試
験
機
の
更
新
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
随
時
提
供
し
、
機
器
の
停
止
に
伴
う
お
客

様
へ
の
影
響
を
最
小
化
 

4
)
2
8
台
に
つ
い
て
オ
ン
ラ
イ
ン
予
約
を
継
続
実
施
 

・
オ
ン
ラ
イ
ン
予
約
か
ら
の
機
器
利
用
件
数

95
件
(前

年
度
:
1
73

件
) 

・
オ
ン
ラ
イ
ン
予
約
新
規
登
録
申
込
者
数

1
9
名
(
累
計
:
47
6
名
) 

5
)
展
示
会
へ
の
出
展
 

 
 
・
I
N
T
ER
M
E
AS
U
R
E 
2
0
18
(
9
月

26
日
～
9
月

2
8
日
) 

・
計
測
展

20
1
8
 O
S
A
KA
(
1
1
月

7
日
～
11

月
9
日
) 

・
産
業
交
流
展

20
1
8
(1
1
月

1
4
日
～
1
1
月

1
6
日
) 

                                              

 

開
発
過
程
で
複
数
回
の
環
境
試
験
を
実
施
 

(
事
例

3
)
 
新
型
電
子
書
籍
端
末
 

掲
載

可
(た

だ
し

事
前

に
確

認
し

た
い

と
の

こ
と

) 

展
示
会
へ
の
出
展
 
国
際
軽
量
計
測
展

2
0
18
 

試
作
と
強
度
試
験
を
繰
り
返
し
、
品
質
向
上
を
支
援
 

(
事
例

4
)
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
用
静
脈
弁
切
開
刃
 

3
9

― 107 ―― 106 ―



15
－
技
術
経
営
支
援
 
 
 
 

 

中
期
計
画
【
項
目
別
評
価
単
位
】
 

年
度
計
画
【
項
目
別
評
価
単
位
】
 

項
目
 

自
己
評
価
 

平
成

30
年
度
 
年
度
計
画
に
係
る
実
績
 

特
記
事
項
 

2
-
3
 
新
事
業
展
開
、
新
分
野
開
拓
の
た
め
の
支
援
 

（
１
）
 
技
術
経
営
へ
の
支
援
 

中
小
企
業
が
自
社
の
「
技
術
力
」
を

強
力
な
経
営
基
盤
と
し
て
活
用
し
、
戦

略
的
な
事
業
展
開
や
技
術
経
営
手
法
の

導
入
等
に
活
か
し
て
い
け
る
よ
う
、
公

益
財
団
法
人
東
京
都
中
小
企
業
振
興
公

社
（
以
下
、「

中
小
企
業
振
興
公
社
」
と

い
う
。）

な
ど
の
経
営
支
援
機
関
と
連
携

し
て
、
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
や
企
業
へ
の

実
地
技
術
支
援
等
を
行
う
。
 

都
産
技
研
の
成
果
と
し
て
蓄
積
し
た

優
れ
た
新
技
術
や
技
術
的
知
見
を
、
中

小
企
業
の
技
術
開
発
や
製
品
開
発
に
活

か
す
た
め
、
知
的
財
産
権
の
出
願
や
そ

れ
ら
を
活
用
す
る
使
用
許
諾
を
推
進
す

る
。
第
三
期
中
期
計
画
期
間
中
に
都
産

技
研
の
知
的
財
産
権
を
中
小
企
業
等
へ

実
施
許
諾
す
る
件
数
に
つ
い
て
は
、
3
0

件
を
目
標
と
す
る
。
 

①
公

益
財

団
法

人
東

京
都

中
小

企

業
振
興
公
社
（
以
下
、「

中
小
企
業
振

興
公
社
」
と
い
う
。
）
の
経
営
支
援
部

門
等

他
の

機
関

と
の

連
携

を
活

用

し
て
、
新
事
業
分
野
へ
の
展
開
を
図

る
と
と
も
に
、
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
や

企
業

へ
の

実
地

技
術

支
援

等
を

行

う
。
 

 

1
5 

Ａ
 

(
1
)
中
小
企
業
振
興
公
社
と
の
連
携
推
進
会
議
開
催
 

両
機
関
理
事
長
な
ら
び
に
幹
部
職
員
に
よ
る
連
携
推
進
会
議
を
開
催
 

1
)
連
携
推
進
会
議
（
3
月

20
日
）
 

a
)
中

小
企
業
振

興
公
社
と

協
力
し

、
両
機
関

で
支
援
し

た
製
品

開
発
や
課

題
解
決
の

事
例
を

ま
と
め
た

連
携
支

援
事
例
集
を
作
成
（
3
50

部
配
布
）
 

b
)
医
工
連
携
事
業
の
取
組
み
の
紹
介
 

c
)
平
成

3
1
年
度
事
業
展
開
の
紹
介
 

2
)
事
務
局
担
当
者
会
議
 
計

2
回
開
催
 

連
携
事
業
の
協
力
体
制
の
確
認
、
新
規
事
業
の
検
討
 

 (
2
)
中
小
企
業
振
興
公
社
と
連
携
し
た
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

6
件
（
前
年
度
：
3
件
）
 

1
)
ジ
ェ
ト
ロ
・
中
小
企
業
振
興
公
社
・
都
産
技
研
の

3
機
関
合
同
に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー
「
輸
出
の
た
め
の
認
証
取
得

支
援
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
開
催
（
6
月

2
7
日
 
7
月

5
日
 
7
月

12
日
、
計

89
名
）
 

2
)
第

1
回
東
京
都
デ
ザ
イ
ン
導
入
支
援
セ
ミ
ナ
ー
「
中
小
企
業
が
取
り
組
む
新
商
品
開
発
」（

5
月

16
日
、
8
6
名
）  

3
)
「
東
京
手
仕
事
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
商
品
開
発
海
外
輸
出
セ
ミ
ナ
ー
（
7
月

1
7
日
、
13

名
）
 
等
 

 (
3
)
中
小
企
業
へ
の

I
oT

化
支
援
事
業
に
お
け
る
中
小
企
業
振
興
公
社
と
の
連
携
 

1
)
相
談
窓
口
の
連
携
 

中
小
企
業
振
興
公
社

Io
T
経
営
相
談
窓
口
に
よ
せ
ら
れ
た
相
談
の
う
ち
、
技
術
的
専
門
性
の
高
い
相
談
対
応
（
都

産
技
研
対
応

3
件
）
 

2
)
I
o
T
有
識
者
会
議
委
員
の
依
頼
（
5
月

1
6
日
、
中
小
企
業
振
興
公
社
総
合
支
援
課
長
）
 

3
)
公
募
型
共
同
研
究

2
次
審
査
会
委
員
の
依
頼
（
8
月

3
日
 
8
月

6
日
、
I
o
T
経
営
相
談
窓
口
相
談
員

1
名
）
 

4
)
連
携
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

2
回
 

a
)
第

3
回

Io
T
セ
ミ
ナ
ー
「
中
小
企
業
を
強
く
す
る
た
め
の

A
I
活
用
法
セ
ミ
ナ
ー
」
（
12

月
25

日
、
1
0
4
名
）

《
再
掲
：
項
目

2》
 

b
)
中
小
企
業
へ
の

I
o
T
化
支
援
事
業
セ
ミ
ナ
ー
「
製
造
現
場
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
新
た
な
価
値
創
出
」（

2
月

1
3
日
、
9
3
名
）
《
再
掲
：
項
目

2
》
 

5
)
都
産
技
研
・
中
小
企
業
振
興
公
社
・
東
京
都
産
業
労
働
局
創
業
支
援
課
・
東
京
都
産
業
労
働
局
経
営
支
援
課
の

4

者
事
務
担
当
者
会
議
を
計

3
回
開
催
 

 (
4
)
医
療
機
器
参
入
支
援
事
業
に
お
け
る
連
携
 

・
都
産
技
研
主
催
の
第

2
回
医
工
連
携
セ
ミ
ナ
ー
（
3
月

13
日
、
2
3
名
）
に
お
い
て
、
中
小
企
業
振
興
公
社
の
助

成
金
制
度
や
経
営
、
販
路
開
拓
等
の
支
援
事
業
を
案
内
 

・
事
業
の
出
口
支
援
と
し
て
、
展
示
会
（
M
E
D
TE
C
 J
a
p
an
 2
0
1
9
）
に
出
展
す
る
企
業
を
訪
問
し
、
シ
ー
ズ
と
な
る

技
術

の
聞
き
取

り
調
査
を

実
施
。

出
展
企
業

案
内
パ
ン

フ
レ
ッ

ト
の
作
成

に
お
け
る

技
術
セ

ー
ル
ス
ポ

イ
ン
ト

の
表
現
を
ア
ド
バ
イ
ス
。
 

 (
5
)
技
術
開
発
・
製
品
開
発
事
業
に
お
け
る
連
携
 

1
)
T
A
MA

イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
オ
フ
ィ
ス
入
居
企
業
の
都
産
技
研
事
業
活
用
支
援
 

2
)
中
小
企
業
振
興
公
社
「
広
域
多
摩
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
利
用
企
業
へ
の

3
次
元
造
形
試
作

支
援
（
5
社
）
：
試
作
支
援
し
た
製
品
が

H3
0
年
度
発
明
大
賞
の
発
明
奨
励
賞
を
受
賞
 

3
)
中
小
企
業
振
興
公
社
「
東
京
手
仕
事
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
て
都
産
技
研
職
員

2
名
が
商
品
開
発
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

と
し
て
活
動
 

【
製
品
化
事
例
】
 

江
戸
打
刃
物
：
商
品
開
発
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
サ
ポ
ー
ト
（
事
例

1）
 

4
)
東

京
き
ら
ぼ
し

フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ

ル
グ
ル
ー
プ

・
中
小
企
業
振

興
公
社
・
川

崎
市
主
催
「
知

的
財
産
マ
ッ

チ
ン
グ

会
」
に
て
都
産
技
研
シ
ー
ズ

3
件
紹
介
、
個
別
相
談
に
職
員
１
名
を
派
遣
、
2
社
対
応
（
1
1
月

6
日
）
 

5
)
中
小
企
業
振
興
公
社
主
催
「
知
的
財
産
マ
ッ
チ
ン
グ
会
」
に
て
都
産
技
研
シ
ー
ズ

4
件
紹
介
、
個
別
相
談
に
職

員
1
名
を
派
遣
、
2
社
対
応
（
3
月

5
日
）
 

○
中
小
企
業
振
興
公
社
と
の
連
携
支
援
事
例
集
の
作

成
 

         

 

 ○
中
小
企
業
振
興
公
社
と
連
携
し
た
セ
ミ
ナ
ー
の
開

催
6
件
（
前
年
度
：
3
件
）
 

 ○
中
小
企
業
へ
の

I
oT

化
支
援
事
業
に
お
け
る
中
小

企
業
振
興
公
社
と
の
連
携
 

相
談
窓
口
の
連
携
、
連
携
セ
ミ
ナ
ー
開
催
（
2
回
）、

有
識
者
会
議
・
審
査
会
等
で
の
技
術
協
力
 

 ○
技
術
開
発
・
製
品
開
発
事
業
に
お
け
る
連
携
 

・
試
作
支
援
し
た
製
品
が
発
明
大
賞
の
発
明
奨
励
賞

を
受
賞
（
3
次
元
造
形
試
作
支
援
：
多
摩
テ
ク
ノ
プ

ラ
ザ
、
室
内
換
気
口
）
 

        

 

 ・
中
小
企
業
振
興
公
社
「
東
京
手
仕
事
」
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
へ
都
産
技
研
職
員

2
名
が
参
加
 

（
事
例

1
）「

東
京
手
仕
事
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
 

江
戸
打
刃
物
 
E
D
O 
U
C
HI
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6
)
中
小
企
業
振
興
公
社
の
助
成
企
業
へ
の
実
地
技
術
支
援

2
9
2
件
（
前
年
度

3
4
7
件
）
 

 (
6
)
都
産
技
研
主
催
事
業
に
お
け
る
中
小
企
業
振
興
公
社
と
の
協
力
強
化
 

1
)
「
東
京
ベ
イ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
へ
中
小
企
業
振
興
公
社
か
ら

3
社
推
薦
 

2
)「

東
京
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
発
信
交
流
会

2
0
19
」
へ
中
小
企
業
振
興
公
社
か
ら

4
社
推
薦
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、

テ
ク
ニ
カ
ル
オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー
お
よ
び
ビ
ジ
ネ
ス
ナ
ビ
ゲ
ー
タ

18
名
を
派
遣
 

 (
7
)
中
小
企
業
振
興
公
社
と
広
報
・
普
及
事
業
の
連
携
 

1
)
中
小
企
業
振
興
公
社
広
報
誌
「
ア
ー
ガ
ス
」
に
技
術
解
説
の
連
載
記
事
を
掲
載

4
回
 

2
)
中
小
企
業
振
興
公
社
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
で
の
都
産
技
研
記
事
の
掲
載

1
3
件
 
 

3
)
都
産
技
研
メ
ー
ル
ニ
ュ
ー
ス
で
の
中
小
企
業
振
興
公
社
記
事
の
掲
載

1
4
件
 

 

 ・
中
小
企
業
振
興
公
社
の
助
成
企
業
へ
の
実
地
技
術

支
援

29
2
件
（
前
年
度

3
4
7
件
）
 

 ○
都
産
技
研
主
催
事
業
に
お
け
る
中
小
企
業
振
興
公

社
と
の
協
力
強
化
 

・
「
東
京
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
発
信

交
流
会

20
1
9」

 

中
小
企
業
振
興
公
社
よ
り

4
社
推
薦
 

中
小
企
業
振
興
公
社
よ
り
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、

テ
ク
ニ
カ
ル
オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー
お
よ
び
ビ
ジ
ネ
ス

ナ
ビ
ゲ
ー
タ
 
1
8
名
派
遣
 

②
研
究
の
成
果
と
し
て
得
た
新
技

術
に
関
し
て
知
的
財
産
の
出
願
に

努
め
る
と
と
も
に
、
使
用
許
諾
を

推
進
し
中
小
企
業
支
援
に
活
用
す

る
。
 

 
(
8
)
知
的
財
産
権
管
理
体
制
の
強
化
 

1
)
知
的
財
産
管
理
業
務
の
効
率
化
 

a
)
知
的
財
産
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
活
用
し
た
管
理
（
継
続
）
 

膨
大
な
知
財
案
件
の
権
利
化
進
行
状
況
等
の
知
的
財
産
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
、
円
滑
に
管
理
 

b
)
特
許
年
金
支
払
い
業
務
の
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
（
継
続
）
 

c
)
保
有
知
的
財
産
権
の
見
直
し
（
継
続
）
 

平
成

30
年
度
 
放
棄

1
件
 

d)
知
財
関
連
規
程
の
整
備
（
要
綱
等
の
改
正
）
 

2
)
積
極
的
な
目
利
き
と
知
財
化
を
実
施
 

重
点
分
野
「
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
」「

生
活
技
術
・
ヘ
ル
ス
ケ
ア
」「

機
能
性
材
料
」「

安
全
・
安
心
」
か
ら
の
出

願
例
 

＜
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
＞
 
白
金
族
金
属
イ
オ
ン
の
分
離
回
収
シ
ス
テ
ム
 
等
 

＜
生
活
技
術
・
ヘ
ル
ス
ケ
ア
＞
 
体
温
調
節
衣
服
 
等
 

＜
機
能
性
材
料
＞
 
ポ
ル
フ
ィ
リ
ン
誘
導
体
 
等
 

＜
安
全
・
安
心
＞
 
繊
維
強
化
樹
脂
製
ボ
ル
ト
及
び
ナ
ッ
ト
 
等
 

 (
9
)
優
れ
た
特
許
等
出
願
へ
の
取
り
組
み
 

 
1
)
基
盤
研
究
に
基
づ
い
た
計
画
的
な
特
許
等
出
願
を
推
進
 

・
基
盤
研
究
か
ら
創
出
さ
れ
た
技
術
を
権
利
化
し
、
製
品
化
を
望
む
企
業
へ
の
実
施
許
諾
、
あ
る
い
は
共
同
研
究

へ
繋
げ
技
術
の
高
度
化
・
製
品
化
を
推
進
 

 
2
)
共
同
研
究
に
基
づ
く
特
許
等
出
願
 

・
権
利
化
に
よ
り
共
同
研
究
先
企
業
の
製
品
展
開
を
支
援
 

 
3
)
そ
の
他
の
取
り
組
み
 

・
定
期

的
に
職

務
発

明
審

査
会

を
開

催
し
、

創
出

さ
れ

た
発

明
等

を
特
許

性
お

よ
び

産
業

性
も

視
野
に
審
議
を

行
い
、
迅
速
か
つ
適
切
な
権
利
化
を
推
進
（
計

1
1
回
開
催
）
 

 
 
  

(
1
0
)
知
的
財
産
等
出
願
登
録
実
績
 

1
)
知
的
財
産
出
願
件
数
 
全

6
5
件
（
前
年
度
：
5
4
件
）
 

特
許
出
願
：
6
1
件
（
PC
T
出
願
、
各
国
移
行
外
国
出
願
等
を
含
む
）
、
意
匠
登
録
出
願
：
4
件
 

2
)
知
的
財
産
登
録
件
数
 
全

2
7
件
（
前
年
度
：
2
8
件
）
 

特
許
登
録
：
2
5
件
（
外
国
特
許
登
録
等
を
含
む
）
、
意
匠
登
録
：
2
件
 

3
)
保
有
特
許
権
等
 
4
06

件
（
存
続
中
の
権
利
）
 

 (
1
1
)
知
的
財
産
権
実
施
許
諾
の
促
進
 

1
)
保
有
知
的
財
産
の
積
極
的

P
R
 

・
平
成

3
0
年
度
「
技
術
シ
ー
ズ
集
」
刊
行
（
1
1
月

1
2
日
、
1
,
5
0
0
部
）
 技

術
シ
ー
ズ
紹
介

3
7
件
、
う
ち
知
財

化
2
3
件
掲
載
 

・
東
京
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
発
信
交
流
会
（
1
月

2
9
日
）
 技

術
シ
ー
ズ
紹
介

9
件
、
聴
講

3
5
名
 

・
そ
の
他
連
携
機
関
の
知
財
マ
ッ
チ
ン
グ
会
 

T
A
M
A
協
会
（
1
0
月

5
日
）
 技

術
シ
ー
ズ
紹
介

6
件
、
個
別
相
談

3
件
 

○
知
的
財
産
権
管
理
体
制
の
強
化
 

・
知
的
財
産
管
理
業
務
の
効
率
化
 

知
的
財
産
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
を
活
用
し
た
管

理
、
特
許

年
金
支
払
い

業
務
の
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ

、
保
有
知

的
財
産
権
の

見
直
し
、
知
財
関
連
規
程
の

整
備
を
実

施
 

・
積
極
的
な
目
利
き
と
知
財
化
を
実
施
 

重
点
分
野
「
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
」「

生
活
技
術
・
ヘ

ル
ス
ケ
ア

」
「
機
能
性
材
料
」
「
安
全
・
安
心
」

か
ら

の
出
願
 

  ○
知
的
財
産
等
出
願
登
録
実
績
 

・
知
的
財
産
出
願
件
数
 

全
6
5
件
（
前
年
度
：
5
4
件
）
 

・
知
的
財
産
権
登
録
件
数
 

全
2
7
件
（
前
年
度
：
2
8
件
）
 

 ○
知
的
財
産
権
使
用
許
諾
の
促
進
 

・
新
た
な
実
施
許
諾
実
績
：
17

件
（
前
年
度
：
8
件
） 

中
期
計
画
期
間
目
標
達
成
率
：
  

（
平
成

2
8～

3
0
年
度
累
計

32
件
）
/（

中
期
計
画
期

間
累
計
目
標
値

30
件
）
＝
10
7
％
 

 

 
 

7
8

1
7

0

1
0

2
0

3
0

H
2
8

H
2
9

H
3
0

件 数

実
施
許
諾
件
数
の
推
移

年
度
実
績

累
計

累
計
目
標
値
：3
0
件

4
1
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15
－
技
術
経
営
支
援
 
 
 
 

 

 

中
小
企
業
振
興
公
社
・
東
京
き
ら
ぼ
し
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ
（
1
1
月

6
日
）
 技

術
シ
ー
ズ
紹
介

3

件
、
個
別
相
談

3
件
 

西
武
信
用
金
庫
（
1
1
月

6
日
）
 
技
術
シ
ー
ズ
紹
介

1
0
件
、
個
別
相
談

7
件
 

2
)
共
同
研
究
先
な
ど
企
業
へ
の
実
施
許
諾
促
進
の
取
り
組
み
 

・
実
施
許
諾
前
の
検
証
等
仮
実
施
期
間
を
設
け
る
た
め
の
秘
密
保
持
契
約
の
設
定
（
10

件
）
 

3
)
平
成

3
0
年
度
新
た
に
実
施
許
諾
し
た
実
績
 

・
実
施
許
諾
：
17

件
（
前
年
度
：
8
件
）、

中
期
計
画
期
間
目
標
達
成
率
：
1
07
％
 

【
実
施
許
諾
事
例
】
 

・
特
願

2
0
18
-
1
17
8
4
4：

新
規
な
ポ
ル
フ
ィ
リ
ン
誘
導
体
、
ポ
ル
フ
ィ
リ
ン
誘
導
体
の
製
造
方
法
、
 

ド
ナ
ー
材
料
、
光
電
変
換
装
置
、
お
よ
び
光
電
変
換
装
置
の
製
造
方
法
 

許
諾
先
：
化
学
薬
品
等
製
造
販
売
業
 

・
特
許
第

56
3
2
59
7
号
：
弦
楽
器
、
弦
楽
器
の
製
造
方
法
及
び
弦
楽
器
製
造
装
置
 

許
諾
先
：
造
形
装
置
製
造
販
売
業
 

・
特
願

2
0
17
-
0
98
8
5
6：

偏
光
特
性
の
測
定
方
法
お
よ
び
偏
光
特
性
測
定
装
置
 

及
び
特
願

20
1
7
-2
5
2
9
9
0
：
撮
影
シ
ス
テ
ム
及
び
画
像
処
理
装
置
並
び
に
画
像
処
理
方
法
 

許
諾
先
：
製
品
検
査
装
置
製
造
販
売
業
 

・
意
願

2
0
18
-
0
18
7
8
4：

ス
タ
ン
ド
付
き
調
味
料
用
容
器
 

許
諾
先
：
生
活
用
品
製
造
販
売
業
 

・
特
許
第

62
6
2
40
1
号
：
ロ
ッ
カ
ー
ボ
ギ
ー
（
米
国
、
欧
州
、
中
国
に
も
出
願
中
）
（
事
例

2
）
 
等
 

許
諾
先
：
ロ
ボ
ッ
ト
機
械
等
製
造
業
 

4
)
実
施
許
諾
率
 

・
保
有
特
許
権
等

40
6
件
(
出
願
中
、
実
用
新
案
、
意
匠
、
商
標
、
外
国
出
願
等
を
含
む
)の

う
ち
、
本
年
度
の
新

規
実
施
許
諾

1
7
件
を
含
め
、
5
8
件
の
特
許
等
を
延
べ

6
5
件
実
施
許
諾
（
実
施
許
諾
率
:6
5
/
4
0
6＝

1
6.
0
％
）
 

 

  ○
平
成

3
0
年
度
新
た
に
実
施
許
諾
し
た
実
績
 

（
事
例

2
）
特
許
第

6
2
6
2
4
01

号
：
ロ
ッ
カ
ー
ボ
ギ

ー
（
米
国
、
欧
州
、
中
国
に
も
出
願
中
）
 

 
 ○
実
施
許
諾
率
 

 
全

58
件
の
特
許
等
を
延
べ

6
5
件
実
施
許
諾
 

実
施
許
諾
率
：
65

件
/
4
0
6
件
＝
1
6
.
0％

 

4
2
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16
－
技
術
審
査

 

 中
期
計
画
【
項
目
別
評
価
単
位
】
 

年
度
計
画
【
項
目
別
評
価
単
位
】
 

項
目
 

自
己
評
価
 

平
成

30
年
度
 
年
度
計
画
に
係
る
実
績
 

特
記
事
項
 

（
２
）
 
技
術
審
査
へ
の
貢
献
 

東
京
都
や
自
治
体
、
経
営
支
援
機
関
等

が
実
施
す
る
中
小
企
業
等
へ
の
助
成
や

表
彰
な
ど
の
際
に
行
わ
れ
る
技
術
審
査

に
積
極
的
に
協
力
す
る
。
 

公
的
試
験
研
究
機
関
と
し
て
公
平
・
公

正
・
中
立
な
審
査
を
効
率
的
に
行
え
る
よ

う
、
学
会
や
展
示
会
な
ど
で
の
最
新
の
技

術
情
報
の
収
集
・
研
究
や
研
修
等
の
実
施

に
よ
り
審
査
ス
キ
ル
の
向
上
に
努
め
る
。
 

①
東
京
都
や
自
治
体
、
経
営
支
援
機

関
等
が
実
施
す
る
中
小
企
業
等
へ

の
助
成
や
表
彰
な
ど
の
際
に
行
わ

れ
る
技
術
審
査
に
積
極
的
に
協
力

す
る
。
 

1
6 

Ａ
 

(
1
)
技
術
審
査
実
施
実
績
 

公
平
、
公
正
、
中
立
な
技
術
審
査
が
可
能
な
公
的
機
関
と
し
て
評
価
を
受
け
、
都
、
区
市
、
商
工
団
体
等
か
ら

数
多
く
の
技
術
審
査
を
受
託
し
、
中
小
企
業
の
優
秀
製
品
、
優
秀
技
術
の
発
掘
に
寄
与
 

1
)
審
査
実
績
 

技
術
書
類
審
査
に
加
え
、
現
地
審
査
、
面
接
審
査
、
審
査
会
出
席
に
よ
り
審
査
を
実
施
 

a
)
審
査
件
数
 

5
,
8
5
9
件
（
前
年
度
：
5
,
5
08

件
 
前
年
度
比
：
1
0
6％

）
 

う
ち
、
現
地
で
の
審
査
件
数
（
現
地
審
査
、
面
接
審
査
、
審
査
会
等
）
 

・
審
査
件
数
：
3
,8
3
8
件
（
前
年
度
：
3
,2
9
8
件
、
前
年
度
比
：
1
1
6％

）
 

・
実
施
職
員
：
延
べ

86
9
名
（
前
年
度
：
8
6
0
名
、
前
年
度
比
：
1
0
1％

）
 

 
 
b
)技

術
審
査
受
託
収
益
：
5
3
,
02
9
千
円
（
前
年
度
：
5
6
,
0
54

千
円
 
前
年
度
比
：
9
5
％
）
 

 
 
 
 
 
・
書
類
審
査
 
 
：
2
,0
2
1
件
 
金
額
：
3
7,
2
6
2
千
円
 

 
 
 
 
 
・
現
地
で
の
審
査
：
3
,8
3
8
件
 
金
額
：
1
5,
7
6
7
千
円
 

c
)
実
施
団
体
数
：
3
1
団
体
（
前
年
度
：
31

団
体
）
 

 
 
1
団
体
か
ら
新
た
な
審
査
業
務
を
受
託
 

 
・
足
立
区
 

d
)
事
業
数
：
6
8
事
業
（
前
年
度
：
62

事
業
 
前
年
度
比
：
1
1
0
％
）
 

8
事
業
の
新
た
な
審
査
業
務
を
受
託
（
新
規
審
査
件
数
：
全

7
8
件
 
全
技
術
審
査
の

1.
3
％
）
 

・
地
域
版
第
４
次
産
業
革
命
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会
（
東
京
都
）
 
 
 
  
 
 
  
 
 
  
 
5
件
 

・
医
療
関
連
機
器
等
の
海
外
展
示
会
出
展
支
援
等
運
営
業
務
委
託
の
企
画
審
査
会
 

（
東
京
都
）
 
 
 
  
 
 
  
 
 
  
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
2
件
 

・
ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
分
野
の
海
外
展
示
会
出
展
支
援
等
運
営
業
務
委
託
の
企
画
審
査
会
 

（
東
京
都
）
 
 
 
  
 
 
  
 
 
  
 
 
 
 
 
  
 
 
  
 
 
  
 
 
  
 
 
  
 
 
 
 
 
  
 
 
  
 
 
  
 
 
  
 
3
件
 

・
未
来
を
拓
く
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

TO
K
Y
O
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
東
京
都
）
 
 
 
  
 
 
  
 
 
  
2
6
件
 

・
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
オ
フ
ィ
ス
・
T
AM
A
外
部
審
査
員
（
中
小
企
業
振
興
公
社
）
 
  
1
件
 

・
新
宿
区
新
製
品
・
新
サ
ー
ビ
ス
事
業
開
発
支
援
助
成
（
新
宿
区
）
 
  
 
 
  
 
 
  
 
 
  
3
1
件
 

・
足
立
区

IT
・
Io
T
導
入
補
助
金
（
足
立
区
）
 
 
 
  
 
 
  
 
 
 
 
 
  
 
 
  
 
 
  
 
 
  
 
 
  
2
件
 

・
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
推
進
委
員
会
（
東
京
都
中
小
企
業
団
体
中
央
会
）
 
  
 
 
  
 
8
件
 

2
)
実
施
し
た
主
な
技
術
審
査
 

a
)
東
京
都
：
1
7
事
業
、
1
,
49
4
件
（
全
技
術
審
査
の

2
5
.
5％

）
（
前
年
度
：
1,
3
74

件
 2
4
.
9
％
）
 

・
世
界
発
信
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
（
製
品
・
技
術
（
ベ
ン
チ
ャ
ー
技
術
）
部
門
）
 
 
 
 5
3
5
件
 
 

・
経
営
革
新
計
画
承
認
審
査
会
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
  

 
  
 
 
46
6
件
 等

 

b
)
中
小
企
業
振
興
公
社
：
13

事
業
、
2
,
5
54

件
（
全
技
術
審
査
の

4
3
.6
％
）（

前
年
度
：
2
,
0
93

件
 
3
8％

）
 

・
新
製
品
・
新
技
術
開
発
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
  
 
 
 5
3
7
件
 

・
製
品
改
良
・
規
格
等
適
合
化
支
援
事
業
 
 
 
  
 
 
  
 
 
  
 
 
 
 
 
 
  
 
 
  
 
 
  
 
 
21
5
件
 

・
次
世
代
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

20
2
0
助
成
事
業
 
 
  
 
 
  
 
 
  
 
 
27
1
件
 
等
 

c
)
区
市
：
26

事
業
、
56
7
件
（
全
技
術
審
査
の

9
.
7％

）（
前
年
度
：
8
07

件
 
1
4
.7
％
）
 

・
大
田
区
新
製
品
・
新
技
術
支
援
事
業
、
中
小
企
業
新
製
品
・
新
技
術
コ
ン
ク
ー
ル
 
21
2
件
 

・
板
橋
区
板
橋
製
品
技
術
大
賞
、
板
橋
区
開
発
チ
ャ
レ
ン
ジ
補
助
金
事
業
 
  
 
 
  
 
 
  
8
5
件
  
 
 
  
 
 
  
 
 
  
 
 
  
 
 
 
 
 
  
 
 
  
 
 
  
 
 
  
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 

・
品
川
区
新
製
品
・
新
技
術
開
発
促
進
事
業
、
メ
ー
ド
イ
ン
品
川

P
R
事
業
 
 
 
  
 
 
5
2
件
 等

 

d
)
商
工
団
体
な
ど
：
12

事
業
、
1
,
2
44

件
（
全
技
術
審
査
の

2
1
.2
％
）（

前
年
度
：
1
,2
3
4
件
 
2
2
.
4％

）
 

・
受
注
型
中
小
製
造
業
競
争
力
強
化
支
援
事
業
（
東
京
都
中
小
企
業
団
体
中
央
会
）
 
 5
8
9
件
 

・
発
明
大
賞
表
彰
（
日
本
発
明
振
興
協
会
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
 
 
20
6
件
 

・
勇
気
あ
る
経
営
大
賞
等
（
東
京
商
工
会
議
所
）
 
  
 
 
  
 
 
 
 
 
  
 
 
  
 
  

 
 
  
 
 
 7
0
件
 
等
 

3
)
主
な
現
地
で
の
審
査
業
務
 

a
)
新
製
品
・
新
技
術
開
発
助
成
事
業
（
中
小
企
業
振
興
公
社
）
 

2
3
4
件
、
審
査
会
出
席
人
数
延
べ

23
4
名
（
前
年
度
：
2
19

件
、
審
査
会
出
席
人
数
延
べ

2
1
9
名
）
 

b
)
新
事
業
分
野
開
拓
者
認
定
制
度
（
東
京
都
ト
ラ
イ
ア
ル
発
注
認
定
制
度
）（

東
京
都
）
 

4
5
件
、
審
査
会
出
席
人
数
：
延
べ

7
名
 

c
)
経
営
革
新
計
画
承
認
審
査
会
（
東
京
都
）
 

○
技
術
審
査
実
績
 

・
審
査
件
数
：
5
,8
5
9
件
（
前
年
度
比
：
1
0
6％

）
 

・
技
術
審
査
受
託
収
益
：
5
3,
0
2
9
千
円
 

（
前
年
度
：
5
6
,
05
4
千
円
 
前
年
度
比

95
％
）
 

 
・
実
施
団
体
数
：
31

団
体
（
前
年
度
：
3
1
団
体
）
 

 
・
事
業
数
：
68

事
業
（
前
年
度
：
6
2
事
業
）
 

 ○
主
な
現
地
で
の
審
査
 

新
製
品
・
新
技
術
開
発
助
成
事
業
（
中
小
企
業
振

興
公
社
）
等
 

・
技
術
書
類
審
査
に
加
え
、
現
地
審
査
、
面
接
審
査
、

審
査
会
出
席
に
よ
り
厳
正
な
審
査
を
実
施
 

 
 

技
術
審
査
件
数
の
年
度
別
推
移
 

           

 

受
託
先
別
審
査
件
数
割
合
 

          ○
審
査
依
頼
団
体
か
ら
高
い
評
価
 

公
平
・
公
正
・
中
立
な
技
術
審
査
が
評
価
さ
れ
、
着

実
に
新
た
な
審
査
業
務
を

8
事
業
受
託
 

・
地
域
版
第
４
次
産
業
革
命
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委

員
会
（
東
京
都
）
 

・
医
療
関
連
機
器
等
の
海
外
展
示
会
出
展
支
援
等
運

営
業
務
委
託
の
企
画
審
査
会
（
東
京
都
）
 

・
ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
分
野
の
海
外
展
示
会
出
展
支
援

等
運
営
業
務
委
託
の
企
画
審
査
会
（
東
京
都
）
 

・
未
来
を
拓
く
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

TO
K
Y
O
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
（
東
京
都
）
 

・
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
オ
フ
ィ
ス
・
TA
M
A
外
部
審

査
員
（
中
小
企
業
振
興
公
社
）
 

4
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16
－
技
術
審
査

 

合
計

12
回
、
延
べ

4
66

件
、
8
4
時
間
、
延
べ

12
名
 

毎
月

1
回
開
催
（
9
:
3
0～

1
7:
3
0
）
、
毎
回

3
9
件
程
度
の
審
査
を
実
施
 

 

(
2
)
技
術
審
査
機
関
の
指
導
 

 
 
東
京
都
、
区
等
の
自
治
体
、
商
工
団
体
が
行
う
技
術
審
査
事
業
に
関
し
、
審
査
を
受
託
す
る
だ
け
で
な
く
、
審

査
の
方
法
や
進
め
方
等
に
つ
い
て
指
導
を
行
い
、
他
団
体
の
技
術
審
査
事
業
の
公
正
化
、
効
率
化
に
貢
献
 

＜
指
導
団
体
＞
 

 
・
足
立
区
（
I
T・

I
oT

導
入
補
助
金
）
計

5
回
（
電
話
に
よ
る
指
導
も
含
む
）
 

 

・
新
宿
区
新
製
品
・
新
サ
ー
ビ
ス
事
業
開
発
支
援
助
 

 
成
（
新
宿
区
）
 

・
足
立
区

IT
・
Io
T
導
入
補
助
金
（
足
立
区
）
 

・
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
推
進
委
員
会
（
東
京
都

中
小
企
業
団
体
中
央
会
）
 

 

◯
技
術
審
査
機
関
の
指
導
を
実
施
 

 
・
足
立
区
（
I
T・

I
o
T
導
入
補
助
金
）
に
つ
い
て
指

導
を
実
施
。
平
成

3
0
年

1
1
月
か
ら
事
業
化
 

 

②
審
査
・
評
価
の
公
平
か
つ
中
立
な

実
施
と
、
精
度
の
維
持
向
上
を
図
る

た
め
、
最
新
の
技
術
情
報
の
収
集
・

研
究
や
研
修
等
の
実
施
に
よ
り
審

査
ス
キ
ル
の
向
上
に
努
め
る
。
 

(
3
)
技
術
審
査
実
施
体
制
の
強
化
 

1
)
審
査
体
制
の
維
持
 

専
任
の
ベ
テ
ラ
ン
職
員
を
中
心
に
、
各
部
門
が
連
携
協
力
す
る
体
制
を
継
続
 

2
)
審
査
の
質
向
上
へ
の
取
り
組
み
（
継
続
）
 

・
「
技
術
審
査
の
手
引
き
」
の
更
新
 

各
審
査
の
事
業
趣
旨
、
審
査
の
着
眼
点
を
見
直
し
に
加
え
、
新
規
審
査
案
件
を
追
加
充
実
し
、
職
員
研
修
の

テ
キ
ス
ト
と
し
て
使
用
 

・
中
小
企
業
振
興
公
社
の
審
査
は
、
既
存
の
審
査
と
同
様
の

1
案
件

2
名
に
て
審
査
を
実
施
し
、
評
定
の
ば
ら

つ
き
を
低
減
さ
せ
る
等
、
技
術
審
査
の
質
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
を
実
施
 

3
)
職
員
専
門
研
修
の
実
施
 

技
術
審
査
ス
キ
ル
向
上
を
図
る
た
め
に
職
員
専
門
研
修
の
実
施
を

3
回
に
拡
充
（
前
年
度
：
1
回
）
 

実
施
場
所
 
本
部
 

4
)
技
術
審
査
精
度
向
上
の
た
め
の
技
術
情
報
の
収
集
 

・
技
術
審
査
の
精
度
向
上
を
目
的
と
し
て
中
小
企
業
が
活
用
可
能
な
最
新
の
事
例
を
調
査
 

 
 
 
77

件
（
前
年
度
：
1
01

件
）
（
学
会
・
講
習
会
・
展
示
会
等
に
参
加
）
 

 
 
5
)
技
術
審
査
の
業
務
時
間
 

 
 
職
員
の
業
務
全
体
に
占
め
る
技
術
審
査
時
間
の
割
合

1
.
8
％
 （

前
年
度
：
2
.8
％
）
 

 

   ○
審
査
の
質
向
上
へ
の
取
り
組
み
（
継
続
）
 

・
「
技

術
審
査

の
手
引

き
」
を
更

新
し
職

員
研
修

に

活
用
 

・
職
員
専
門
研
修
の
実
施
を

3
回

に
拡
充
 

（
前
年
度
：
1
回
）
 

・
審
査
の
た
め
の
技
術
情
報
の
収
集
、
調
査
 

（
7
7
件
）
 

③
技
術
審
査
事
業
を
通
じ
た
産
業

振
興
へ
の
貢
献
度
把
握
を
継
続
す

る
。
 

(
4
)
技
術
審
査
に
よ
る
産
業
へ
の
貢
献
度
把
握
の
取
り
組
み
（
継
続
）
 

 
 
助
成
金
獲
得
、
賞
の
受
賞
企
業
の
事
業
展
開
に
つ
い
て
追
跡
調
査
を
実
施
 

・
「
F
R
P（

繊
維
強
化
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
）
製
防
災
・
救
命
シ
ェ
ル
タ
ー
」
 

先
進
的
防
災
技
術
実
用
化
支
援
事
業
（
中
小
企
業
振
興
公
社
）
を
活
用
し
製
品
化
 

・
「
尿
意
を
感
じ
に
く
い
人
等
を
対
象
と
し
た
排
泄
予
測
デ
バ
イ
ス
」
 

世
界
発
信
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン

2
0
17

に
お
い
て
、
製
品
・
技
術
（
ベ
ン
チ
ャ
ー
技
術
）
部
門
で
東
京
都
ベ

ン
チ
ャ
ー
技
術
特
別
賞
を
受
賞
。
介
護
施
設
向
け
自
立
支
援
サ
ー
ビ
ス
、
個
人
向
け
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
 

 (
5
)
表
彰
受
賞
企
業
や
助
成
事
業
採
択
企
業
の
都
産
技
研
利
用
状
況
 

優
れ
た
製
品
の
表
彰
事
業
や
技
術
創
出
に
つ
な
が
る
助
成
事
業
採
択
企
業
の
多
く
が
都
産
技
研
を
利
用
し
、
都

産
技
研
は
産
業
振
興
に
貢
献
 

a
)
次
世
代
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

20
2
0
助
成
事
業
 

採
択
企
業

15
社
の
う
ち

4
社
は
都
産
技
研
利
用
企
業
（
2
7％

）
（
前
年
度
：
53
％
）
 

b
)
世
界
発
信
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
（
製
品
・
技
術
（
ベ
ン
チ
ャ
ー
技
術
）
部
門
）
 

受
賞
企
業

17
社
の
う
ち

1
3
社
は
都
産
技
研
利
用
企
業
 
（
7
7
％
）（

前
年
度
：
7
1％

）
 

c
)
新
事
業
分
野
開
拓
者
認
定
制
度
（
東
京
都
ト
ラ
イ
ア
ル
発
注
認
定
制
度
）
 

認
定
企
業

11
社
の
う
ち

4
社
は
都
産
技
研
利
用
企
業
 
（
36
％
）
（
前
年
度
：
60
％
）
 

 

○
助
成
金
獲
得
、
賞
受
賞
後
の
事
業
展
開
に
つ
い
て
追

跡
調
査
を
実
施
 

・「
F
R
P（

繊
維
強
化
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
）
製
防
災
・
救

命
シ
ェ
ル
タ
ー
」
 

先
進
的
防
災
技
術
実
用
化
支
援
事
業
（
中
小
企

業
振
興
公
社
）
を
活
用
し
製
品
化
 

・
「
尿

意
を
感

じ
に
く

い
人
等
を

対
象
と

し
た
排

泄

予
測
デ
バ
イ
ス
」
 

世
界
発
信
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン

2
0
17

に
お
い

て
、
製
品
・
技
術
（
ベ
ン
チ
ャ
ー
技
術
）
部
門
で

東
京
都
ベ
ン
チ
ャ
ー
技
術
特
別
賞
を
受
賞
。
介
護

施
設
向
け
自
立
支
援
サ
ー
ビ
ス
、
個
人
向
け
サ
ー

ビ
ス
を
開
始
 

 ○
優
秀
製
品
や
優
秀
技
術
の
発
掘
 

・
世
界
発
信
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
 

 
受
賞
企
業

1
7
社
の
う
ち

13
社
は
都
産
技
研
利
用
企

業
 
（
77
％
）（

前
年
度
：
7
1％

）
 

 

 

4
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17
－
海
外
展
開
技
術
支
援

 
 

 中
期
計
画
【
項
目
別
評
価
単
位
】
 

年
度
計
画
【
項
目
別
評
価
単
位
】
 

項
目
 

自
己
評
価
 

平
成

30
年
度
 
年
度
計
画
に
係
る
実
績
 

特
記
事
項
 

2
-
4
 
中
小
企
業
の
海
外
展
開
を
支
え
る
技
術
支
援
 

（
１
）
 
国
際
規
格
対
応
へ
の
支
援
 

中
小
企
業
が
製
品
輸
出
や
海
外
進
出

な
ど
を
行
う
際
に
、
相
手
国
の
規
格
へ
の

適
合
性
を
確
認
す
る
た
め
の
測
定
や
分

析
の
必
要
性
な
ど
の
情
報
が
中
小
企
業

に
十
分
に
提
供
さ
れ
て
い
な
い
現
状
を

踏
ま
え
、
国
際
規
格
に
関
す
る
相
談
や
国

際
規
格
の
動
向
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を

実
施
し
、
海
外
展
開
を
目
指
す
都
内
中
小

企
業
を
支
援
す
る
。
 

中
小

企
業

の
海

外
展

開
等

で
必

要
と

な
る

国
際

規
格

に
対

応
し

た
試

験
に

よ

り
都

内
中

小
企

業
の

海
外

展
開

支
援

を

す
す
め
る
。
第
三
期
中
期
計
画
期
間
の
最

終
年

度
で

あ
る

令
和

2
年
度
の

年
間
実

績
4
,
00
0
件
を
目
標
と
す
る
。
 

①
広

域
首

都
圏

輸
出

製
品

技
術

支

援
セ
ン
タ
ー
（
M
TE
P
）
を
支
援
拠
点

と
し
て
、
中
小
企
業
が
製
品
輸
出
や

海
外

進
出

を
行

う
際

に
必

要
な

国

際
規

格
へ

の
適

合
性

な
ど

の
技

術

情
報
を
提
供
す
る
。
 

17
  

Ａ
 

(
1
)
中
小
企
業
が
製
品
輸
出
や
海
外
進
出
を
行
う
際
に
必
要
な
国
際
規
格
へ
の
適
合
性
な
ど
の
技
術
情
報
を
提
供
 

 
 
都
委
託
事
業
終
了
後
も
内
部
予
算
に
よ
り
海
外
展
開
支
援
事
業
を
推
進
 

1
)
M
T
EP

専
門
相
談
員
に
よ
る
海
外
規
格
解
説
テ
キ
ス
ト
の
拡
充
お
よ
び
配
布
（
継
続
）
 

 
a
)
CE

マ
ー
キ
ン
グ
応
用
シ
リ
ー
ズ

2
冊
の
無
料
配
布
（
新
規
）
 

 
 
・「

医
療
機
器
規
則
(
M
D
R)
」
、「

体
外
診
断
用
医
療
機
器
規
則
(
IV
D
R
)」

を
新
た
に
発
行
し
、
無
料
配
布
を
開

始
（
3
月
）
 

 
 
 
2
種
類
合
計
配
布
実
績
：
58

部
 

b
)
C
E
マ
ー
キ
ン
グ
入
門
シ
リ
ー
ズ

5
冊
の
無
料
配
布
（
継
続
）
 

 
・
「
EU

指
令
入
門
」
、
「
E
MC

指
令
入
門
」
、「

低
電
圧
指
令
入
門
」
、「

機
械
指
令
入
門
」
、「

R
o
HS

指
令
入
門
」
 

5
種
類
合
計
配
布
実
績
：
2
,2
8
5
部
（
前
年
度
：
4
,
06
0
部
、
累
計
：
7
,9
6
7
部
）
 

 
 
c
)国

際
規
格
・
海
外
規
格
入
門
シ
リ
ー
ズ

2
冊
の
無
料
配
布
（
継
続
）
 

 
 
・「

東
南
ア
ジ
ア
（
マ
レ
ー
シ
ア
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
タ
イ
）
編
」
 

配
布
実
績
：
1
7
2
部
（
前
年
度
：
6
30

部
、
累
計

9
95

部
）
 

 
 
・「

フ
タ
ル
酸
エ
ス
テ
ル
類
規
制
へ
の
対
応
」
 

配
布
実
績
：
2
9
8
部
（
前
年
度
：
1
50

部
、
累
計

4
48

部
）
 

 
d
)
平
成

27
年
度
以
前
に
発
行
し
た
海
外
規
格
解
説
テ
キ
ス
ト
の
配
布
（
継
続
）
 

 
 
 
・
「
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
」
、「

E
N6
0
2
04
-
1
 適

合
の
実
務
」
、
「
R
o
H
S
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

シ
ス
テ
ム
の
構
築
」
 
 

3
種
類
合
計
配
布
実
績
 
6
93

部
（
前
年
度
：
1
,4
5
1
部
、
累
計

7,
2
4
2
部
）
 

 
2
)
「
M
T
E
P 
G
u
id
e
b
oo
k
 
S
er
i
e
s
」
の
配
布
（
継
続
）
 

平
成

29
年
度
で
終
了
し
た
都
委
託
事
業
で
あ
っ
た
が
、
多
く
の
企
業
の
要
望
に
応
え
、
継
続
配
布
 

 
 
a
)「

M
TE
P
 
Gu
i
d
eb
o
o
k
 S
e
r
i
e
s」

の
ウ
ェ
ブ
ブ
ッ
ク
に
よ
る
無
料
公
開
（
継
続
) 

 
 
 
 
3
冊
の
ウ
ェ
ブ
ブ
ッ
ク
（
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
）
を
作
成
し
、
M
T
EP

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
て
無
料
公
開
（
継
続
)  

・
「
医

療
機

器
指

令
(
M
D
D
)
か

ら
医

療
機

器
規

則
(
M
D
R
)
へ

」
、
「
CP
R
(建

築
資
材
規
則
)
」
、「

P
PE
R
(個

人
用
保
 

護
具
規
則
)」

 

3
種
類
合
計
ア
ク
セ
ス
数
（
ペ
ー
ジ
ビ
ュ
ー
）：

計
4
8
0
件
 

 
 
b
)平

成
2
8
年
度
に
発
行
し
た
「
M
T
E
P 
G
u
id
e
b
oo
k
 
Se
r
i
e
s
」
の
無
料
配
布
（
継
続
）
 

・
「
各
国
無
線
認
証
制
度
」
、「

各
国
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
制
度
」
、「

C
B
認
証
制
度
と

I
E
C 
6
2
36
8
-
1
」
 

 
3
種
類
合
計
配
布
実
績

5
91

部
（
前
年
度
：
9
4
5
部
、
累
計

3
,
81
8
部
）
 

 
 
c
)平

成
2
7
年
度
に
発
行
し
た
「
M
T
E
P 
G
u
id
e
b
oo
k
 
Se
r
i
e
s
」
の
無
料
配
布
（
継
続
）
 

・
「
圧
力
機
器
指
令
」
、
「
防
爆
指
令
」
、「

玩
具
指
令
」
 

3
種
類
合
計
配
布
実
績

6
0
0
部
、
（
前
年
度
：
1,
0
83

部
、
累
計

8,
1
2
6
部
) 

 
3
)
海
外
規
格
書
の
閲
覧
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
 

 
 
a
)日

本
規
格
協
会
提
供
の
最
新

I
S
O、

I
E
C、

JI
S
規
格
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
、
都
産
技
研
の
来
所
者
に
対
し
て

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
閲
覧
・
利
用
可
能
な
サ
ー
ビ
ス
 
約

4
7
,
0
00

規
格
（
継
続
）
 

 
 
b
)冊

子
に
よ
る
規
格
閲
覧
サ
ー
ビ
ス
：
AM
S
、
C
I
S
PR
、
E
N、

I
E
C
な
ど
各
規
格
書
を
平
成

30
年
度
時
点
で
の
更

新
・
更
改
分
を
整
備
 

 
4
)
国
際
規
格
に
か
か
る
教
育
用
教
材
の
製
作
（
新
規
）
 

 
 
・

安
全
規

格
「

E
N
61
0
1
0-
1
:
2
0
10
（
計
測

，
制

御
及
び
試

験
所

使
用
電

気
機

器
の
安
全

要
求

事
項

）
」
を

よ
り

理
解
す
る
た
め
、
実
例
の
サ
ン
プ
ル
を
製
作
し
、
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
の
教
育
用
教
材
と
し
て
活
用
予
定
。
ま
た
、

こ
の
対
応
方
法
を
習
得
す
る
た
め
、
解
説
書
を
作
成
（
3
月
）
 

◯
都

委
託

事
業

終
了

後
も

内
部

予
算

に
よ

り
海

外
展

開
支
援
事
業
を
推
進
 

○
M
T
EP

専
門
相
談
員
に
よ
る
海
外
規
格
解
説
テ
キ
ス

ト
を
新
た
に

2
冊
発
行
し
、
無
料
配
布
を
開
始
（
3

月
）
（
新
規
）
 

・
「
医
療
機
器
規
則
(
M
DR
)
」
 

・
「
体
外
診
断
用
医
療
機
器
規
則
(
I
V
DR
)
」
 

 ○
国
際
規
格
に
か
か
る
教
育
用
教
材
の
製
作
（
新
規
）

安
全
規
格
「
E
N
61
0
1
0-
1
:
2
0
10
（
計
測
，
制
御
及
び

試
験
所
使
用
電
気
機
器
の
安
全
要
求
事
項
）」

を
よ

り
理
解
す
る
た
め
、
設
計
支
援
の
強
化
と
し
て
、
セ

ミ
ナ

ー
な

ど
で

活
用

で
き

る
実

例
サ

ン
プ

ル
及

び

解
説
書
を
作
成
 実

例
サ
ン
プ
ル
 

 

       

解
説
書
 

②
海
外
展
開
を
目
指
す
中
小
企
業

を
支
援
す
る
た
め
、
輸
出
製
品
に
関

す
る
相
談
体
制
や
情
報
提
供
を
拡

充
す
る
と
と
も
に
、
海
外
取
引
に
関

す
る
技
術
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
。
 

(
2
)
広
域
首
都
圏
輸
出
製
品
技
術
支
援
セ
ン
タ
ー
（
M
TE
P
）
の
支
援
体
制
 

 
1
)
1
都

10
県

1
市
の
機
関
参
画
支
援
体
制
の
継
続
 

 
 
 
平
成

2
7
年

4
月
、
広
域
首
都
圏
公
設
試
の
支
援
体
制
整
備
を
完
了
し
、
平
成

30
年
度
も
連
携
し
て
継
続
 

 
2
)
M
TE
P
事
務
局
会
議
お
よ
び
運
営
委
員
会
の
開
催
 

M
T
E
P
連
携
機
関
と
連
絡
会
議
で
あ
る
事
務
局
会
議
と
事
業
促
進
を
目
的
と
し
た
運
営
委
員
会
を
計

2
回
開
催
 

計
9
5
名
参
加
 
（
事
務
局
会
議
、
運
営
委
員
会
と
も
会
長
は
都
産
技
研
理
事
長
が
担
当
) 
 

開
催
場
所
：
東
京
都
（
1
0
月
 
4
5
名
）
、
埼
玉
県
（
1
月
 
5
0
名
）
 

3
)
M
T
EP

輸
出
製
品
相
談
体
制
の
継
続
 

        

(規
格

 適
合

例
) 

(規
格

 不
適

合
例

) 

4
5
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17
－
海
外
展
開
技
術
支
援

 
 

 

a
)
専
門
相
談
員
 
連
携
機
関
と
合
わ
せ
て

3
0
名
体
制
で
継
続
（
前
年
度
：
31

名
) 

・
都
産
技
研
で
は

8
月
に

1
名
増
員
、
9
月
に

2
名
が
任
期
満
了
を
迎
え

16
名
体
制
（
前
年
度
：
17

名
）
 

b
)
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
相
談
業
務
 
 
1
都

10
県

1
市
公
設
試
で
の
相
談
体
制
を
継
続
 

 (
3
)
海
外
展
開
に
対
応
す
る
た
め
の

MT
E
P
相
談
 

1
)
M
T
EP

相
談
利
用
実
績
 

相
談
実
績

1,
5
2
8
件
（
前
年
度
：
1
,5
2
6
件
 
前
年
度
比

10
0
％
) 

・
利
用
方
法
（
来
所

3
7
％
、
メ
ー
ル

5
0％

、
電
話

8％
、
実
地

2％
、
T
V
会
議
そ
の
他

3
％
) 

①
実
地
技
術
支
援
：
29

件
（
前
年
度
：
22

件
) 

②
テ
レ
ビ
会
議
遠
隔
相
談
：
6
件
（
前
年
度
：
11

件
) 

・
主
な
技
術
分
野
別
（
CE

マ
ー
キ
ン
グ
関
連

26
％
、
Ro
HS

関
連

15
％
、
RE
AC
H
関
連

9％
、
他

17
％
) 

2
)
海
外
規
格
に
関
し
て
よ
く
あ
る
相
談
・
問
い
合
わ
せ
の
解
説
等
を
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
 

2
0
1
8
年

3
月
時
点
の
最
新
指
令
・
規
則
へ
の
対
応
と
し
て
、
M
T
E
P
相
談
で
の
よ
く
あ
る
質
問
（
F
A
Q
)に

つ

い
て
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
 
 
ア
ク
セ
ス
数
（
ペ
ー
ジ
ビ
ュ
ー
）
：
計

6
0,
4
7
9
件
（
前
年
度
：
2
6,
2
18

件
）
 

①
 
C
E
マ
ー
キ
ン
グ

30
問
の
回
答
を
継
続
公
開
（
継
続
）
 
2
4
,
2
4
8
件
（
前
年
度
：
9
,
4
06

件
）
 

②
 
R
o
H
S
(
II
)
指
令
 
50

問
の
回
答
を
継
続
公
開
（
継
続
）
 
3
6
,
2
3
1
件
（
前
年
度
：
1
6
,
81
2
件
）
 

 (
4
)
技
術
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
 

平
成

2
9
年
度
ま
で
は
都
委
託
事
業
で
無
料
実
施
し
て
い
た
が
、
多
く
の
企
業
の
要
望
や
反
響
も
あ
り
、
有
料

セ
ミ
ナ
ー
と
し
て
継
続
開
催
 

セ
ミ
ナ
ー
等
に
職
員
お
よ
び
専
門
相
談
員
を
派
遣
し
普
及
活
動
を
推
進
 
計

4
0
件
（
前
年
度
：
4
8
件
）
 

 
1
)
都
産
技
研
主
催

MT
E
P
セ
ミ
ナ
ー
 
計

3
1
件
 
87
0
名
（
前
年
度
：
3
9
件
、
1,
2
0
3
名
）
 

 
 
a
)・

海
外
展
開
特
別
セ
ミ
ナ
ー
 

 
 
 
 
 
  
 
「
I
N
N
OV
E
S
TA
!
2
0
18
 
海
外
展
開
に
お
け
る
知
財
戦
略
の
重
要
性
」（

5
月
 
58

名
）
 

・
海
外
規
格
精
通
シ
リ
ー
ズ
 
「
医
療
機
器

QM
S
 
I
S
O
13
4
8
5
」
（
1
0
月
 
16

名
）
 
等
 

 
 
b
)グ

ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
シ
リ
ー
ズ
 
計

5
回
 
1
00

名
（
前
年
度
：
計

8
回
 
21
7
名
）
 

 
c
)
現
場
で
役
立
つ
シ
リ
ー
ズ
 
計

4
回
 
90

名
（
前
年
度
：
計

5
回
 
79

名
）
 
等
 

 
 
d
)神

奈
川
県
・
東
京
都
連
携
 
MT
E
P
セ
ミ
ナ
ー
 

「
R
o
H
S/
R
E
AC
H
に
対
応
す
る
自
律
的
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
構
築
【
導
入
編
】
」
（
7
月

2
回
の
う
ち

1

回
を
主
催
 
2
0
1
名
）
 

 
 
e
)(
独
)日

本
貿
易
振
興
機
構
・
中
小
企
業
振
興
公
社
連
携
 新

輸
出
大
国
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
事
業
 

「
輸
出
の
た
め
の
認
証
取
得
支
援
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
 
計

3
回
う
ち

1
回
を
主
催
 
計

8
9
名
 

（
前
年
度
：
計

3
回
 
計

15
4
名
）
 

 
2
)
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
セ
ミ
ナ
ー
に
よ
る
海
外
展
開
の
社
内
体
制
構
築
支
援
（
継
続
）
計

9
件
（
前
年
度
：
9
件
）
 

 (
5
)
海
外
展
開
支
援
の
成
果
事
例
 
 

 
1
)
平
成

30
年
度
海
外
展
開
支
援
事
例
集
の
発
行
 

都
産
技
研

MT
E
P
活
用
事
例
集
の
発
行
 
13

事
例
を
紹
介
（
3
月
）
 

 
 
【
海
外
規
格
対
応
・
海
外
展
開
の
達
成
事
例
】
 
 

①
 
「
金
網
折
り
紙
」
の

CE
マ
ー
キ
ン
グ
対
応
（
事
例

1）
 

M
T
E
P
相
談
で
、
C
E
マ
ー
キ
ン
グ
全
般
に
つ
い
て
解
説
す
る
と
と
も
に
、
対
象
と
な
る
玩
具
指
令
や
適
合

規
格

へ
の

対
応

方
法

、
リ

ス
ク

ア
セ

ス
メ

ン
ト

を
含

め
た

安
全

性
が

要
求
さ

れ
る

こ
と

な
ど

を
ア

ド
バ

イ

ス
。
さ
ら
に
、
技
術
文
書
、
適
合
宣
言
書
の
確
認
や
取
扱
説
明
書
作
成
の
対
応
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
、
C
E
マ
ー

キ
ン
グ
取
得
（
金
網
製
造
業
）
 

②
 
「
脱
毛
器
具
」
の

C
E
マ
ー
キ
ン
グ
対
応
（
事
例

2
）
 

M
T
E
P
相
談
で

Ro
H
S
指
令
に
お
け
る
対
象
製
品
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
判
断
や
、
技
術
文
書
作
成
方
法
ま
で
の
一

連
の
流
れ
を
ア
ド
バ
イ
ス
。
ま
た
、
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
経
営
層
と
キ
ー
マ
ン
に
向
け
て

Ro
H
S

指
令
の
要
求
事
項
を
解
説
し
、
社
内
体
制
構
築
へ
の
意
識
付
け
を
支
援
（
美
容
器
具
製
造
業
）
 

 
2
)
平
成

29
年
度
海
外
展
開
支
援
事
例
集
の
配
布
（
継
続
）
 

 
 
配
布
実
績

1,
2
6
0
部
 

 
3
)
M
TE
P
利
用
企
業
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施
 

M
T
E
P
を
利
用
し
た
企
業
の
う
ち
、
ア
ン
ケ
ー
ト
協
力
可
能
な
企
業
を
対
象
に
、
約

3
カ
月
ご
と
に
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
し
、
利
用
企
業
を
フ
ォ
ロ
ー
し
た
結
果
、
①
M
T
EP

の
再
利
用
、
②
事
例
集
掲
載
の
協
力
を
得
た
 

 

    ○
M
T
EP

都
産
技
研
の
利
用
実
績
 

・
相
談
実
績
 
1
,5
2
8
件
（
前
年
度
：
1
,5
2
6
件
、
 

前
年
度
比
：
1
0
0％

）
 

        

 

高
い
相
談
実
績
を
継
続
 

         ○
都
産
技
研
活
用
事
例
集
の
発
行
 

・
都
産
技
研

M
T
EP

活
用
事
例
集
の
発
行
（
3
月
）
 

 
利
用
企
業

1
3
社
の
海
外
展
開
達
成
事
例
を
紹
介
 

        

平
成

30
年
度
海
外
展
開
事
例
集
 

 

  

    （
事
例

1
）「

金
網
折
り
紙
」
の

C
E
マ
ー
キ
ン
グ
対
応

 
       

4
6

― 114 ―



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

17
－
海
外
展
開
技
術
支
援

 
 

 

(
6
)
（
独
）
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
近
畿
本
部
に
よ
る
「
相
談
窓
口
」
試
験
的
開
設
の
協
力
 

開
設
に
当
た
り
専
門
家
選
定
に
協
力
。
ま
た
、
関
西
圏
か
ら
の
相
談
企
業
に
紹
介
・
誘
導
 

（
事
例

2
）「

脱
毛
器
具
」
の

C
E
マ
ー
キ
ン
グ
対
応
 

③
中

小
企

業
の

海
外

展
開

等
で

必

要
と

な
る

国
際

規
格

に
対

応
し

た

試
験
に
よ
り
、
都
内
中
小
企
業
の
海

外
展
開
支
援
を
継
続
す
る
。
 

(
7
)
国
際
規
格
に
対
応
し
た
試
験
の
推
進
 

 
 
I
S
O、

I
EC

な
ど
国
際
規
格
に
対
応
し
た
試
験
を
実
施
 

 
1
)
国
際
規
格
に
対
応
す
る
依
頼
試
験
、
機
器
利
用
の
試
験
利
用
実
績
 

 
 
計

1
2
,9
6
9
件
（
前
年
度
：
1
2
,
61
8
件
 
中
期
計
画
目
標
値
比
：
3
24
％
）
 

 
 
内
訳
：
依
頼
試
験

6
,
3
58

件
（
前
年
度
：
6
,
6
49

件
）
 
機
器
利
用

6
,
61
1
件
（
前
年
度
：
5
,
9
69

件
）
 

 
2
)
機
器
の
国
際
規
格
・
海
外
規
格
対
応
状
況
を
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
 

 
 
【
国
際
規
格
試
験
実
施
事
例
】
 

 
 
・
フ
タ
ル
酸
エ
ス
テ
ル
類
分
析
（
R
oH
S
指
令
関
連
試
験
）
（
新
規
）
 

 
 
 
改
正

R
o
HS

指
令
に
お
け
る
規
制
物
質
の
追
加
に
対
応
 

 
 
・
蛍
光
Ｘ
線
分
析
に
よ
る
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
分
析
（
Ro
H
S
指
令
関
連
試
験
）
 

 
 
・
放
射
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
測
定
、
放
射
イ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
試
験
（
E
M
C
関
連
試
験
）
 

 (
8
)
ド
イ
ツ
で
開
催
さ
れ
た
国
際
医
療
機
器
技
術
・
部
品
展
（
C
O
M
PA
M
E
D）

で
の
海
外
展
開
支
援
（
都
委
託
事
業
）
 

 
1
)
依
頼
試
験
等
に
よ
る
出
展
企
業
の
医
療
機
器
参
入
支
援
 

 
 
 
展
示
会
に
向
け
、
出
展
企
業

10
社
に
対
し
、
依
頼
試
験
等
に
よ
り
医
療
機
器
と
し
て
の
性
能
評
価
の
支
援

を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
現
地
展
示
会
で
も
職
員
が
帯
同
し
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
実
施
 

 
 
a
)依

頼
試
験
 
利
用
実
績
：
5
05

件
（
前
年
度
：
4
13

件
）
 

 
 
b
)機

器
利
用
 
利
用
実
績
：
51

件
 

 
 
c
)オ

ー
ダ
ー
メ
ー
ド
開
発
支
援
 
利
用
実
績
：
1
5
件
（
前
年
度
：
4
件
）
 

 
 
 【

利
用
企
業
の
支
援
事
例
】
 

 
 
 
・
ス
マ
ー
ト
ア
パ
レ
ル
の
医
療
分
野
に
参
入
す
る
上
で
の
性
能
の
「
見
え
る
化
」
支
援
（
事
例

3）
 

 
 
 
 
CE

マ
ー
キ
ン
グ
対
応
の
た
め

EM
C
試
験
。
安
全
試
験
等
の
評
価
を
行
い
、
海
外
展
開
に
貢
献
 

 
 
 
 
実
施
し
た
評
価
試
験
：
E
MC

試
験
、
防
水
試
験
、
洗
濯
試
験
、
非
破
壊
検
査
 

 
2
)
出
展
企
業
選
定
審
査
会
へ
の
委
員
派
遣
 

 
 
 
面
接
審
査
会
 
4
月

25
、
2
6
日
 
4
名
派
遣
 
会
場
：
都
産
技
研
本
部
 

 
 
 
総
合
審
査
会
 
5
月

8
日
 
 
  

2
名
派
遣
 
会
場
：
東
京
都
庁
 

◯
国
際
規
格
試
験
 

1
2
,
9
69

件
（
中
期
計
画
目
標
値
比
：
3
2
4％

）
 

        ◯
国
際
規
格
試
験
実
施
事
例
 

・
フ
タ
ル
酸
エ
ス
テ
ル
類
分
析
（
R
oH
S
指
令
関
連

試
験
）（

新
規
）
 

 
 
改
正

R
o
HS

指
令
に
お
け
る
規
制
物
質
の
追
加
に

対
応
 

◯
国
際
医
療
機
器
技
術
・
部
品
展
（
C
O
MP
A
M
ED
）
に
お

け
る
性
能
の
「
見
え
る
化
」
支
援
 

（
事
例

3
）
ス
マ
ー
ト
ア
パ
レ
ル
が
医
療
機
器
性
能

を
有

す
る

か
の

性
能

評
価

試
験

を
都

産
技

研
で

実
施
し
、
海
外
展
開
に
貢
献
 

     

安
全
試
験
終
了
後
の
セ
ン
サ
ー
の
断
面
観
察
 

④
本
部
の
「
航
空
機
産
業
支
援
室
」

に
お
い
て
、
中
小
企
業
の
航
空
機
産

業
へ

の
参

入
を

技
術

的
に

支
援

す

る
た
め
、
試
作
部
品
の
技
術
検
証
を

支
援
す
る
ほ
か
、
航
空
機
に
使
用
さ

れ
る

国
際

規
格

に
準

拠
し

た
試

験

を
実
施
す
る
。
 

(
9
)
航
空
機
産
業
参
入
支
援
（
特
定
運
営
費
交
付
金
事
業
）
 

1
)
航
空
機
部
品
試
作
支
援
体
制
の
整
備
 

A
S
T
M
規
格
に
対
応
し
た
試
験
設
備
を
計

4
種
導
入
し
、
中
小
企
業
の
部
品
試
作
に
お
け
る
支
援
体
制
を
強
化
 

 
 
 
・
X
線
残
留
応
力
試
験
機
（
据
置
型
）
  

 
 
 
・
X
線
残
留
応
力
試
験
機
（
可
搬
型
）
 

 
 
 
・
超
音
波
探
傷
試
験
器
 

 
 
 
・
渦
電
流
式
膜
厚
計
 

 
2
)
国
際
規
格
に
準
拠
し
た
試
験
の
実
施
 

 
 
 
前
年
度
導
入
し
た
試
験
設
備
を
活
用
し
て
試
験
を
実
施
 

・
R
T
CA

規
格
対
応
：
2
4
件
、
A
S
T
M
規
格
対
応
：
1
0
件
、
FA
R
規
格
対
応
：
2
件
 

3
)
航
空
機
産
業
支
援
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
 

 
 
 
航
空
機
部
品
の
受
注
獲
得
に
向
け
た
取
り
組
み
等
を
紹
介
(
3
月
、
75

名
) 

 
4
)
海
外
展
示
会
へ
の
出
展
支
援
等
 

 
 
a
)ベ

ル
リ
ン
国
際
航
空
宇
宙
シ
ョ
ー
2
0
1
8
に
出
展
し
た

T
M
A
N
参
加
企
業

5
社
に
対
し
、
展
示
会
会
場
で
の
商

談
に
同
席
し
、
技
術
的
な
説
明
を
支
援
 

 
 
b
)T
M
A
N
参
加
企
業
と
共
同
で
航
空
機
部
品
の
一
貫
生
産
を
試
み
、
国
際
航
空
宇
宙
展

2
0
1
8
東
京
に
て
合
計

7

種
類
の
試
作
品
を
展
示
（
前
年
度
：
3
種
類
）
 

○
航

空
機

部
品

試
作

に
対

応
し

た
試

験
設

備
を

導
入

強
化
し
、
試
作
支
援
機
能
を
強
化
 

 ○
国
際
航
空
宇
宙
展

20
1
8
東
京
に
て
、
T
M
AN

企
業
と

の
共
同
試
作
品
を
展
示
 

7
種
類
（
前
年
度
：
3
種
類
）
 

 

（
２
）
 
海
外
支
援
拠
点
に
よ
る
支
援
 

 

今
後

の
市

場
拡

大
が

期
待

さ
れ

る
海

外
に

展
開

す
る

中
小

企
業

に
対

し
現

地

技
術
支
援
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
海
外

の
現

地
情

報
を

都
内

中
小

企
業

へ
情

報

提
供
し
海
外
展
開
支
援
を
実
施
す
る
。
 

①
タ
イ
王
国
に
開
設
し
た
バ
ン
コ

ク
支
所
で
海
外
進
出
し
た
企
業
へ

の
現
地
技
術
支
援
事
業
を
実
施
す

る
。
 

(
1
0
)
バ
ン
コ
ク
支
所
の
技
術
支
援
 

1
)
技
術
相
談
・
実
地
技
術
支
援
、
ラ
ボ
ツ
ア
ー
 

 
 
a
)技

術
相
談
・
実
地
技
術
支
援
 
2
83

件
（
前
年
度
：
2
8
4
件
）
 

《
主
な
技
術
相
談
内
容
》
 

・
本
部
と
連
携
し
た
在
タ
イ
日
本
企
業
の
支
援
 

不
具
合
試
験
品
を
タ
イ
工
場
か
ら
都
産
技
研
本
部
へ
送
付
、
日
本
の
本
社
か
ら
申
し
込
み
を
受
け
表
面
・

化
学

G
で
依
頼
試
験
を
実
施
。
実
地
支
援
に
よ
り
バ
ン
コ
ク
支
所
が
タ
イ
工
場
へ
試
験
結
果
等
を
説
明
 

○
日
本
と
連
携
し
た
支
援
 

      

S
h
o
u
l
de
r
e
d 
B
u
sh
 

L
o
c
k
 
Wa
s
h
er
 

P
i
s
t
o
n 
R
o
d 

0246810121416

H2
8

H2
9

H3
0

機
器
利
用

依
頼
試
験

依
頼
試
験
お
よ
び
機
器
利
用
の
合
計
利
用
実
績
推
移

千
件

9
,6
3
6

1
2,
6
18

1
2,
9
69

中
期
計
画
目
標
値
:4
,0
0
0件

6
,0
8
7

6
,6
4
9

6
,3
5
8

6
,6
1
1

5
,9
6
9

3
,5
4
9

4
7
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17
－
海
外
展
開
技
術
支
援

 
 

 

 
 
 ・

M
T
EP

専
門
相
談
員
へ
の
相
談
を

T
V
会
議
シ
ス
テ
ム
で
実
施
 

タ
イ
に
お
け
る
試
験
規
格
お
よ
び
海
外
規
格
認
証
の
取
得
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
に
対
応
 

b
)
ラ
ボ
ツ
ア
ー
：
現
地
で
問
い
合
わ
せ
の
多
い
タ
イ
国
内
に
お
け
る
試
験
・
校
正
の
実
施
に
つ
い
て
、
 

各
機
関
が
保
有
す
る
施
設
・
設
備
・
サ
ー
ビ
ス
を
見
学
す
る
ラ
ボ
ツ
ア
ー
を

6
回
開
催
（
計

68
名
参
加
）
 

 
 
 
《
ラ
ボ
ツ
ア
ー
先
機
関
》
 

①
 
N
O
E 
A
s
ia
 
P
ac
i
f
ic
 
C
o
.,
 
L
t
d
. 

②
 
泰
日
経
済
技
術
振
興
協
会
（
T
P
A・

ソ
ー
ソ
ー
ト
ー
）
 

③
 
E
l
ec
t
r
ic
a
l
 E
l
e
ct
r
o
n
ic
s
 
I
n
st
i
t
ut
e
 
(E
E
I
) 
④
 T
h
a
i
 
G
er
m
a
n 
I
n
st
i
t
ut
e
 
(T
G
I
) 

⑤
 
K
O
BE
L
C
O 
R
E
SE
A
R
CH
 
I
N
TE
R
N
A
T
IO
N
A
L 
(
T
HA
I
L
AN
D
)
 C
O
.
,
 
L
TD
 
(
KR
I
T
) 

⑥
 
T
h
ai
l
a
nd
 I
n
s
t
it
u
t
e 
o
f 
S
c
i
en
t
i
fi
c
 a
n
d
 T
e
c
h
no
l
og
i
c
a
l 
R
e
se
a
r
ch
 /
 I
n
d
us
t
ri
a
l
 M
e
t
r
ol
o
g
y 

a
n
d
 
T
es
t
i
ng
 
S
er
v
i
ce
 
C
en
t
r
e
 
(
TI
S
T
R 
/
 
MT
C
)
  

う
ち

MO
U
締
結
関
係
機
関
：
機
関
②
（
T
PA
）
、
機
関
③
・
④
（
工
業
省
の
傘
下
機
関
）
 

2
)
産
業
人
材
育
成
 

a
)
遠
隔
技
術
セ
ミ
ナ
ー
 
2
回
開
催
 
計

9
名
（
前
年
度
：
4
回
 
計

2
4
名
）
 

①
測
定
機
具
の
使
用
方
法
と
精
度
管
理
（
1
0
月
）
 
②
金
属
材
料
の
硬
さ
試
験
入
門
（
11

月
）
 

職
員
が

M
E
TA
L
E
X 
2
0
1
8
（
11

月
）
へ
出
張
し
、
対
面
に
よ
る
個
別
相
談
で
継
続
支
援
 

b
)
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
セ
ミ
ナ
ー
（
新
規
）
 

 
現
地
日
系
中
小
企
業
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
産
業
人
材
育
成
に
関
す
る
要
望
に
応
え
、
現
地
従
業
員
向
け
に
オ

ー

ダ
ー
メ
ー
ド
セ
ミ
ナ
ー
を
有
料
事
業
と
し
て
開
催
 

3
)
産
業
交
流
、
他
機
関
と
の
連
携
 

a
)
中
小
企
業
振
興
公
社
タ
イ
事
務
所
 

・
企
業
交
流
会
 
全

4
回
開
催
（
バ
ン
コ
ク
支
所
は

2
回
を
担
当
）
 
計

74
名
（
前
年
度
：
41

名
）
 

中
小
企
業
振
興
公
社
タ
イ
事
務
所
と
交
互
開
催
。
バ
ン
コ
ク
支
所
で
は
、
技
能
実
習
生
制
度
と

3
D
デ
ジ
タ

ル
技
術
の
ツ
ー
ル
を
テ
ー
マ
に
し
た
セ
ミ
ナ
ー
等
を
実
施
 

・
も
の
づ
く
り
企
業
交
流
会

2
0
1
9
 
in
 
バ
ン
コ
ク
 
7
8
名
参
加
（
前
年
度
：
5
0
名
）
 

中
小
企
業
振
興
公
社
タ
イ
事
務
所
と
連
携
し
、
経
営
の
現
地
化
と
幹
部
人
材
育
成
を
テ
ー
マ
に
開
催
 

b
)
埼
玉
県
タ
イ
サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク
と
の
連
携
（
新
規
）
 

・
共
催
セ
ミ
ナ
ー
/
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
会
「
知
っ
て
お
き
た
い
タ
イ
に
お
け
る
輸
入
と
商
品
展
開
」
を
開
催
 
 

3
5
名
参
加
 

 

(
1
1
)
A
SE
A
N
地
域
に
お
け
る
都
内
中
小
企
業
の
現
地
展
開
支
援
 

 
1
)
タ
イ
（
バ
ン
コ
ク
）
で
開
催
さ
れ
た
展
示
会
へ
の
出
展
 

・
M
f
a
ir
 
B
an
g
k
ok
 
2
01
8
も
の
づ
く
り
商
談
会
（
6
月
）
 

 
既
に
海
外
展
開
し
て
い
る
中
小
企
業
等
へ
タ
イ
や
日
本
で
の
取
組
み
に
つ
い
て
紹
介
 

・
M
E
T
AL
E
X
 2
0
1
8（

11
月
）
 

協
定
締
結
す
る
金
融
機
関
と
連
携
し
、
都
産
技
研
利
用
企
業
で
あ
る
都
内
中
小
企
業
の
金
属
製
品
製
造
業

2

社
に
対
す
る
現
地
展
開
を
支
援
 

2
)
ベ
ト
ナ
ム
（
ハ
ノ
イ
・
ホ
ー
チ
ミ
ン
）
経
済
状
況
視
察
へ
の
同
行
 

 
 
・（

一
財
）
自
治
体
国
際
化
協
会
（
8
月
）
 

既
に
現
地
展
開
し
て
い
る
中
小
企
業
等
へ
タ
イ
や
日
本
で
の
取
組
み
に
つ
い
て
紹
介
 

   ○
有
料
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
（
新
規
）  

        ◯
企
業
交
流
会
を
中
小
企
業
振
興
公
社
と
交
互
開
催
 

      

開
催
後
の
プ
レ
ス
 

（
バ
ン
コ
ク
週
報
（
第

1
8
79

号
）
の

1
面
）
 

 ○
埼
玉
県
タ
イ
サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク
と
セ
ミ
ナ
ー
/ビ

ジ

ネ
ス
交
流
会
を
共
催
で
初
め
て
開
催
 

      ○
M
E
T
AL
E
X
 2
0
1
8
出
展
に
お
け
る
金
融
機
関
と
の
連

携
に
よ
る
都
内
中
小
企
業
へ
の
海
外
展
開
支
援
 

②
海
外
の
現
地
情
報
を
都
内
中
小

企
業
へ
情
報
提
供
し
、
海
外
展
開
支

援
を
実
施
す
る
。
 

 

(
1
2
)
タ
イ
機
関
と
の
交
流
に
よ
る
現
地
情
報
の
収
集
 

海
外
視
察
や
海
外
機
関
来
訪
に
よ
り
現
地
の
情
報
収
集
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
M
T
EP

相
談
等
を
通
じ
て
都
内

中
小
企
業
等
へ
情
報
提
供
 

 
1
)
タ
イ
訪
問
に
よ
る
現
地
情
報
の
収
集
 

 
 
a
)泰

日
経
済
技
術
振
興
協
会
(
TP
A
)訪

問
（
7
月

1
1
日
）
 

 
 
 
ロ
ボ
ッ
ト
や

Io
T
等
の
産
業
動
向
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
、
連
携
を
強
化
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
 

b
)
デ
ン
ソ
ー
L
A
SI

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
人
材
育
成
施
設
（
I
T
C）

を
訪
問
（
7
月

11
日
）
 

 
 
 
I
o
T
を
活
用
し
た
工
場
で
の
自
動
化
促
進
に
向
け
た
人
材
育
成
の
取
組
み
を
視
察
 

c
)
工
業
団
地
入
居
の
日
系
中
小
企
業

2
社
（
電
気
製
品
製
造
業
、
め
っ
き
加
工
業
）
を
視
察
（
7
月

1
2
日
）
 
 

 
 
タ
イ
人
従
業
員
の
人
材
育
成
や
技
術
的
な
課
題
に
関
す
る
聞
き
取
り
 

2
)
海
外
機
関
来
訪
に
よ
る
現
地
情
報
の
収
集
 

 
都
産
技
研
本
部
の
視
察
、
お
よ
び
現
地
技
術
支
援
政
策
や
都
産
技
研
の
タ
イ
で
の
事
業
等
に
関
し
て
意
見
交
換
 

 
・
タ
イ
：
工
業
省
・
E
E
I
・
T
I
S
I
（
6
月

7
日
）
、
タ
イ
首
相
府
広
報
局
 
次
長
（
3
月

5
日
）
 

 
・
ベ
ト
ナ
ム
商
工
省
 
工
業
局
長
（
1
0
月

2
2
日
）
 

◯
I
o
T
を

活
用

し
た

工
場

で
の

自
動

化
促

進
に

向
け

た
人

材
育

成
の

取
組

み
を

視
察

す
る

と
と

も
に

、

M
T
E
P
相
談
等
を
通
じ
て
都
内
中
小
企
業
等
へ
情
報

提
供
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中
期
計
画
【
項
目
別
評
価
単
位
】
 

年
度
計
画
【
項
目
別
評
価
単
位
】
 

項
目
 

自
己
評
価
 

平
成

30
年
度
 
年
度
計
画
に
係
る
実
績
 

特
記
事
項
 

３
 
多
様
な
主
体
に
よ
る
連
携
の
推
進
 

3
-
1
 
産
学
公
金
連
携
に
よ
る
支
援
 

本
部
に
開
設
し
た
「
東
京
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
ハ
ブ
」
に
お
い
て
、
中
小
企
業

と
大
学
、
学
協
会
、
研
究
機
関
と
の
連

携
を
促
進
す
る
セ
ミ
ナ
ー
や
交
流
会
、

展
示
会
を
開
催
し
、
産
学
公
連
携
支
援

を
推
進
す
る
。
 

公
立
大
学
法
人
首
都
大
学
東
京
（
以

下
「
首
都
大
学
東
京
」
と
い
う
。
）
な

ど
豊
富
な
技
術
シ
ー
ズ
を
有
す
る
大
学

や
研
究
機
関
と
中
小
企
業
と
の
マ
ッ
チ

ン
グ
の
場
を
提
供
す
る
。
 

企
業
同
士
の
連
携
に
意
欲
の
あ
る
企

業
に
対
し
て
、
異
業
種
交
流
会
や
技
術

研
究
会
の
設
立
支
援
、
業
界
団
体
と
の

業
種
別
交
流
会
の
開
催
等
を
継
続
実
施

し
、
単
独
企
業
で
は
困
難
な
技
術
的
課

題
の
解
決
や
新
製
品
・
新
技
術
開
発
を

促
進
す
る
。
 

中
小

企
業

の
製

品
開

発
や

事
業

化
が

円
滑

に
進

む
よ

う
、

金
融

機
関

な
ど

支

援
機

関
と

連
携

し
た

取
り

組
み

を
行

う
。
 

①
本
部
に
お
い
て
、
産
学
公
連
携
の

拠
点
と
な
る
「
東
京
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
ハ
ブ
」
を
活
用
し
、
中
小
企
業
と

大
学
、
学
協
会
、
研
究
機
関
、
金
融

機
関

等
と

の
連

携
を

促
進

す
る

セ

ミ
ナ
ー
や
交
流
会
、
展
示
会
を
開
催

す
る
。
 

 

1
8 

Ａ
 

(
1
)
「
東
京
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ハ
ブ
」
を
活
用
し
た
セ
ミ
ナ
ー
や
交
流
会
、
展
示
会
の
開
催
 

1
)
東
京
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
発
信
交
流
会

20
1
9（

1
月

2
9
日
）
 

平
成

28
年
度
か
ら
始
ま
り
、
今
年
度
で

3
回
目
と
な
る
都
産
技
研
主
催
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
交
流
会
を

開
催
 

製
品
開
発
、
販
路
拡
大
、
企
業
間
交
流
の
促
進
を
目
的
と
し
た
中
小
企
業
の
製
品
や
技
術
の
展
示
、
連
携
機
関

事
業
の
紹
介
展
示
に
加
え
、
新
た
な
企
画
と
し
て
、
研
究
機
関
に
よ
る
技
術
シ
ー
ズ
発
表
会
を
実
施
 

参
加
企
業
ご
と
に
都
産
技
研
職
員

1
名
を
ア
テ
ン
ド
と
し
て
配
置
し
、
企
業
訪
問
に
よ
る
技
術
相
談
等
を
実

施
す
る
こ
と
で
参
加
企
業
保
有
技
術
優
位
性
の
「
見
え
る
化
」
を
支
援

 
・
主
催
：
都
産
技
研
 

・
協
力
機
関
：
出
展
企
業
を
推
薦
し
た

1
8
の
協
定
締
結
機
関
（
大
学
・
研
究
機
関

2、
支
援
機
関

5
、
行
政

機
関

6、
金
融
機
関

5：
多
摩
信
用
金
庫
、
朝
日
信
用
金
庫
、
西
武
信
用
金
庫
、
亀
有
信
用
金

庫
、
東
京
き
ら
ぼ
し
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ
）
 

・
出
展
企
業
数
：
5
5
社
（
都
産
技
研
の
利
用
企
業
や
ラ
ボ
入
居
企
業
、
支
援
機
関
・
行
政
機
関
・
金
融
機
関

等
協
定
締
結
機
関
か
ら
の
推
薦
企
業
）
（
前
年
度
：
55

社
）
 

・
来
場
者
数
：
2
18

名
（
前
年
度
：
3
0
3
名
）
 

・
技
術
シ
ー
ズ
発
表
会
参
加
機
関
：
5
機
関
（
都
産
技
研
、
産
業
技
術
総
合
研
究
所
、
日
本
原
子
力
研
究
開
発

機
構
、
化
学
研
究
評
価
機
構
、
中
小
企
業
振
興
公
社
）
 

a
)
マ
ッ
チ
ン
グ
事
例
 

・
都
産
技
研
デ
ザ
イ
ン
技
術
グ
ル
ー
プ
と
の
共
同
開
発
の
希
望
：
2
件
 

・
都
産
技
研
表
面
・
化
学
技
術
グ
ル
ー
プ
と
の
共
同
開
発
の
希
望
：
1
件
 

b
)
出
展
企
業
の
商
談
状
況
 

①
成
約
・
成
約
見
込
み
件
数
：
計

18
社
 
計

4
6
件
（
前
年
度
：
計

26
社
 
計

7
2
件
）
 

②
成
約
・
成
約
見
込
み
金
額
：
計

7,
2
1
0
千
円
（
前
年
度
：
計

2
2
,
7
50

千
円
）
 

c
)
満
足
度
：
｢
見
え
る
化
｣
支
援
に
対
す
る
満
足
度
に
つ
い
て
 

①
「
見
え
る
化
」
支
援
に
対
す
る
満
足
度
（
回
答
企
業
）
 

 
と
て
も
満
足
：
3
1
％
 
満
足
：
4
4％

 
普
通
：
2
2％

 
不
満
：
3
％
 
と
て
も
不
満
：
0
％
 

②
出
展
企
業
の
商
談
満
足
度
（
回
答
企
業
）
 

 
と
て
も
満
足
：
6
％
 
満
足
：
2
6
％
 
普
通
：
5
7
％
 
不
満
：
1
1％

 
と
て
も
不
満
：
0％

 

③
来
場
者
の
商
談
満
足
度
（
回
答
企
業
）
 

 
と
て
も
満
足
：
5
％
 
満
足
：
4
7
.
5％

 
普
通
：
4
5％

 
不
満
：
2
.
5％

 
と
て
も
不
満
：
0
％
 

 

①
 
「
見
え
る
化
」
支
援
に
対
す
る
満
足
度
 
②
出
展
企
業
の
商
談
満
足
度
 
③
来
場
者
の
商
談
満
足
度
 

  

     

     
 
d
)「

見
え
る
化
」
支
援
の
事
例
 

競
技

用
義
足
コ
ネ

ク
タ
の
製
造
業

に
対
し
、
出

展
製
品
の
チ
ラ

シ
、
ポ
ス
タ

ー
の
デ
ザ
イ
ン

支
援
に

よ

り
「
見
え
る
化
」
を
支
援
（
事
例

1）
 

e
)
開
催
後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
 

 
 
 
開
催
後

3
月
末
ま
で
の
商
談
進
捗
状
況
を
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
調
査
 

 
 
 
・
都
産
技
研
と
出
展
企
業
と
の
共
同
研
究
申
請

2
件
 

・
開
催
後
も
引
き
続
き
、
ア
テ
ン
ド
職
員
に
よ
る
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
開
発
支
援
等
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
を
継
 

○
東

京
イ
ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン
発
信

交
流
会

2
0
19

出
展

企
業
の
声
 

・
都
産

技
研

の
職
員
の
サ

ポ
ー

ト
は

と
て

も
心
強

か

っ
た
 

・
他
の

展
示

会
と
少
し
趣

が
異

な
り

、
来

場
者
は

研

究
・
設

計
の

関
係
者
が

多
い
印

象
で

、
詳

細
な

商

談
が
で
き
ま
し
た
 

・
い
つ

も
訪

問
し
て
い
る

業
界

以
外

の
幅

広
い
業

界

の
声
が
聞
け
て
よ
か
っ
た
 

・
知
見
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
勉
強
に
な
り
ま
し
た
 

・
技
術
シ
ー
ズ
発
表
会
も
あ
り
が
た
い
企
画
で
し
た
 

         東
京
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
発
信
交
流
会

2
0
19

の
様
子
 

 ○
出
展
企
業
に
対
す
る
「
見
え
る
化
」
支
援
 

（
事
例

1
）
競

技
用
義
足

コ
ネ

ク
タ
の

チ
ラ

シ
の

デ
ザ
イ
ン
 

                ○
開
催
後

3
月
末
ま
で
の
商
談
進
捗
状
況
を
フ
ォ
ロ

ー
ア
ッ
プ
調
査
 

・
都
産
技
研
と
出
展
企
業
と
の
共
同
研
究
申
請

2
件
 

・
開
催

後
も

引
き
続
き
、

ア
テ

ン
ド

職
員

に
よ
る

オ

ー
ダ
ー

メ
ー

ド
開
発
支

援
等
に

よ
る

サ
ポ

ー
ト

を

継
続
、
共
同
研
究
申
請
に
向
け
検
討
中

2
件
 

・
開
催
後
に

4
社
、
5
件
、
8,
9
5
0
千
円
（
開
催
当
日

実
績
と
合
わ
せ
て
、
計
 
22

社
、
51

件
、
1
6
,1
6
0

千
円
）
の
商
談
が
成
約
・
成
約
見
込
み
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続
、
共
同
研
究
申
請
に
向
け
検
討
中

2
件
 

 
 
 
・
開
催
後
に

4
社
、
5
件
、
8
,
95
0
千
円
（
開
催
当
日
実
績
と
合
わ
せ
て
、
計
 
22

社
、
5
1
件
、
16
,
1
60

千
 

円
）
の
商
談
が
成
約
・
成
約
見
込
み
 

 
 
 
・「

イ
ベ
ン
ト
を
契
機
に
人
脈
が
広
が
り
、
営
業
に
役
立
っ
て
い
る
」
、「

都
内
企
業
・
研
究
機
関
と
の
事
業
 

に
つ
な
が
っ
た
」
、「

来
場
企
業
か
ら
商
談
の
打
診
が
あ
り
、
長
期
耐
久
試
験
を
実
施
中
」
と
の
コ
メ
ン
ト
 

 

2
)
連
携
等
に
よ
る
東
京
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ハ
ブ
の
活
用
（
計

2
2
件
 
1,
8
29

名
）
 

・
「
第

3
0
回
木
材
塗
装
基
礎
講
座
」（

6
月
 
9
1
名
）
 

 
連
携
先
：
木
材
塗
装
研
究
会
 

・
「
先
端
デ
バ
イ
ス
開
発
に
関
す
る
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
（
講
演
会
）
」（

7
月
 
51

名
）
 

 
 
 
連
携
先
：
兵
庫
県
立
大
学
 

 
・
「
第

3
5
回
 イ

オ
ン
ク
ロ
マ
ト
グ
ラ
フ
ィ
ー
討
論
会
」（

1
2
月
 6
9
名
）
 

 
 
 
連
携
先
：
日
本
分
析
化
学
会
 
イ
オ
ン
ク
ロ
マ
ト
グ
ラ
フ
ィ
ー
研
究
懇
談
会
 
等
 

・
「
第

2
6
回
超
音
波
に
よ
る
非
破
壊
評
価
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」（

1
月
 
1
5
0
名
）
 

 
 
 
連
携
先
：（

一
社
）
日
本
非
破
壊
検
査
協
会
 

 (
2
)
そ
の
他
の
大
学
、
研
究
機
関
と
の
連
携
セ
ミ
ナ
ー
や
交
流
会
の
開
催
 

・
都
産
技
研
・
東
京
工
業
大
学
共
同
主
催
講
演
会
「
電
子
技
術
の
最
前
線
」
 

量
子

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

に
関
す
る
基

調
講
演
の
ほ
か

、
東
京
工
業

大
学
に
よ
る
産

学
連
携
事
業

の
紹
介
、
都

産

技
研
電
気
電
子
技
術
グ
ル
ー
プ
の
事
業
紹
介
な
ど
を
実
施
。
（
1
月

9
日
 
参
加
者

5
7
名
）
 

 

・「
イ
ベ
ン
ト
を
契
機
に
人
脈
が
広
が
り
、
営
業
に
役

立
っ
て

い
る

」
、
「
都

内
企

業
・

研
究

機
関

と
の

事

業
に
つ

な
が

っ
た
」
、
「
来

場
企

業
か

ら
商

談
の

打

診
が
あ

り
、

長
期
耐
久

試
験
を

実
施

中
」

と
の

コ

メ
ン
ト
 

②
公
立
大
学
法
人
首
都
大
学
東
京

（
以
下
、
「
首
都
大
学
東
京
」
と
い

う
。
）
な
ど
豊
富
な
技
術
シ
ー
ズ
を

有
す
る
大
学
や
研
究
機
関
と
中
小

企
業
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
の
場
を
提

供
す
る
。
 

 

(
3
)
首
都
大
学
東
京
と
の
連
携
 

1
)
連
携
会
議
の
定
例
化
（
6
回
開
催
）
 

2
)
学
長
、
学
部
長
の
多
摩
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
視
察
と
都
産
技
研
理
事
長
と
の
懇
談
会
を
実
施
 

3
)
首
都
大
学
東
京
施
策
提
案
発
表
会
（
都
産
技
研
か
ら
の
発
表

2
件
）
 

4
)
首
都
大
学
東
京
シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
の
都
産
技
研
ロ
ボ
ッ
ト
関
連
事
業
紹
介
、
日
野
キ
ャ
ン
 

パ
ス
見
学
会
 

5
)
多
摩
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
見
学
会
と
首
都
大
学
東
京
研
究
者
と
の
交
流
会
 

6
)
都
産
技
研
理
事
長
の
日
野
キ
ャ
ン
パ
ス
視
察
と
学
長
と
の
懇
談
会
 

7
)
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
生

6
名
、
研
修
学
生

2
名
の
受
入
れ
 

8
)「

首
都
大
学
東
京
 
技
術
懇
親
会
（
ロ
ボ
ッ
ト
/
I
oT

編
）」

を
後
援
し
、「

中
小
企
業
へ
の

I
o
T
化
支
援
事
業
」  

を
紹
介
、
職
員

2
名
参
加
 

9
）
「
T
IR
I
ク
ロ
ス
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

20
1
8」

で
の
首
都
大
学
東
京
か
ら
の
研
究
発
表

1
件
 

 

(
4
)
中
小
企
業
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
の
場
の
提
供
 

 
1
)
産
業
技
術
総
合
研
究
所
（
産
総
研
）
と
の
連
携
 

支
援
企
業
に
対
し
、
有
料
の
実
地
技
術
支
援
や
機
器
利
用
、
ま
た
、
都
産
技
研
・
産
総
研
・
企
業
と
共
同
で
外

部
資
金
（
経
産
省
サ
ポ
イ
ン
事
業
）
へ
の
応
募
予
定

1
社
 

a
)
都
産
技
研
・
産
総
研
 
共
同
技
術
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
 

 
平
成

27
度
以
降
に
地
域
懇
談
会
や
東
京
ベ
イ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加
し
た

9
企
業
の
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
お
よ
び
新
規

5
企
業
の
製
品
開
発
に
向
け
た
技
術
課
題
に
つ
い
て
随
時
マ
ッ
チ
ン
グ
 

 
 
b
)東

京
ベ
イ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
産
総
研
に
て
共
催
、
12

月
12

日
）（

継
続
）
 

都
産

技
研
と
産
総

研
の
両
理
事
長

と
、
中
小
企

業
振
興
公
社
が

推
薦
す
る
開

発
型
中
小
企
業

や
地
域
未

来

牽
引
企
業
な
ど
計

7
社
の
経
営
者
が
出
席
し
た
製
品
開
発
に
向
け
た
懇
談
会
、
お
よ
び
企
業
ニ
ー
ズ
と
都

産
技
研
お
よ
び
産
総
研
の
シ
ー
ズ
を
同
時
に
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
合
同
技
術
相
談
会
を
開
催
 

協
力
機
関
：
中
小
企
業
振
興
公
社
 

【
マ
ッ
チ
ン
グ
事
例
】
 

・
都
産
技
研
：
①
有
料
の
実
地
技
術
支
援
②
I
oT

研
究
会
の
入
会
③
機
器
利
用
の
実
施
 

・
産
総
研
：
①
技
術
コ
ン
サ
ル
②
シ
ー
ズ
紹
介
③
バ
イ
オ
メ
デ
ィ
カ
ル
実
験
ロ
ボ
ッ
ト
の
マ
ッ
チ
ン
グ
 

・
両
機
関
：
工
作
機
器
の
位
置
決
め
セ
ン
サ
へ
の
ワ
イ
ヤ
レ
ス
給
電
に
つ
い
て
シ
ー
ズ
を
紹
介
し
、
技
術

展
開
を
支
援
 

 
 
c
)
産
学
官
が
回
ご
と
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
登
壇
し
、
登
壇
者
お
よ
び
聴
講
者
ら
の
技
術
マ
ッ
チ
ン
グ
を
支
援
 

 
 
す
る
「
臨
海
地
区
産
学
官
連
携
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
。
（
第

1
2
回
：
ア
ジ
ア
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
オ
フ
ィ
 

ス
M
O
NO
、
5
月

18
日
）（

第
1
3
回
：
都
産
技
研
、
10

月
2
日
、
57

名
）（

第
1
4
回
：
産
総
研
、
2
月

5 

 ◯
首
都
大
学
東
京
と
の
連
携
 

連
携
会
議
の
定
例
化
、
ロ
ボ
ッ
ト
や

I
oT

の
事
業
紹

介
や
研
究
発
表
等
に
よ
り
幅
広
く
連
携
 

 ○
中
小
企
業
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
会
の
提
供
 

・
支
援

企
業

に
対
し
、
有

料
の

実
地

技
術

支
援
や

機

器
利
用
、
ま
た
、
都
産
技
研
・
産
総
研
・
企
業
と
共

同
で
外
部
資
金
へ
の
応
募
予
定

1
社
 

 ・
東
京
ベ
イ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
継
続
）  

 
産
総
研
に
て
共
催
、
7
社
を
招
待
 

      

東
京
ベ
イ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
様
子
 

 ○
臨
海
地
区
産
学
官
連
携
フ
ォ
ー
ラ
ム
 

大
学
、
研
究
機
関
、
企
業
が
参
加
し
、
産
学
官
の
技
術

交
流
の
場
を
提
供
。「

具
体
的
な
事
象
対
象
に
つ
い
て

の
先
端

の
研

究
を
適
用
す

る
技

術
や

可
能

性
に
つ

い

て
聞
け
る
点
が
良
い
」
な
ど
の
コ
メ
ン
ト
あ
り
 

       

第
1
3
回
臨
海
地
区
産
学
官
連
携
フ
ォ
ー
ラ
ム
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日
）
連
携
先
：
産
総
研
、
ア
ジ
ア
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
オ
フ
ィ
ス

M
O
N
O 

d
)
東
京
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
発
信
交
流
会

2
0
1
9「

技
術
シ
ー
ズ
発
表
会
」
に
て
研
究
機
関
の
技
術
シ
ー
ズ
紹
介

の
場
を
提
供
：
3
機
関
（
産
総
研
、
日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
、
化
学
研
究
評
価
機
構
）
 

2
)
東
京
き
ら
ぼ
し
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ
・
中
小
企
業
振
興
公
社
・
川
崎
市
主
催
「
知
的
財
産
マ
ッ
チ
ン
グ

会
」
に
て
都
産
技
研
シ
ー
ズ

3
件
紹
介
（
「
通
訳
ロ
ボ
ッ
ト
実
現
の
た
め
の
音
声
処
理
の
開
発
」
、「

天
然
繊
維

の
有
機

導
電
加
工
と
活
用

」
、
「
広
角

監
視
カ
メ
ラ
映
像

か
ら
の
人

物
動
作
認
識
手
法

の
開
発

」
）
、
個
別

相
談

に
職
員

1
名
を
派
遣
、
2
社
に
対
応
、
そ
の
他

1
社
来
所
相
談
（
川
崎
市
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
、
1
1
月

6
日
）《

関
連
項
目
：
項
目

15
》
 

 (
5
)
金
融
機
関
と
の
連
携
事
業
事
例
 

1
)
連
携
技
術
相
談
の
実
施
 

金
融
機
関
職
員
が
企
業
の
現
場
で
発
掘
し
た
技
術
相
談
ニ
ー
ズ
を
共
有
し
、
都
産
技
研
職
員
が
対
応
 

・
東
京
き
ら
ぼ
し
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ
行
員
向
け
見
学
会
(
2
回
 
延
べ

6
6
名
)
開
催
に
よ
り
技
術
相

談
が
増
加
 

・
東
京
き
ら
ぼ
し
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ
：
《
関
連
項
目
：
項
目

6》
 

 
行
員
か
ら
企
業
へ
の
紹
介
増
に
よ
り
、
技
術
相
談

3
3
件
（
う
ち
都
産
技
研
新
規
利
用

19
社
）
、
実
地
技
術
 

支
援

12
件
、
依
頼
試
験

1
件
、
機
器
利
用

1
件
に
発
展
 

東
京

き
ら
ぼ
し
フ

ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル

グ
ル
ー
プ
事

業
「
新
事
業
創

出
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
案
件

管
理
簿
」

に

よ
る
連
携
相
談
の
成
果
展
開
の
フ
ォ
ロ
ー
 

・
城
南
信
用
金
庫
：
個
別
訪
問

8
件
 

・
さ
わ
や
か
信
用
金
庫
：
技
術
相
談

1
0
件
 

・
亀
有
信
用
金
庫
：
技
術
相
談

2
件
 

2
)
金
融
機
関
主
催
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
会
へ
ブ
ー
ス
を
出
展
し
、
事
業
紹
介
お
よ
び
技
術
相
談
を
実
施
 

東
京
東
信
用
金
庫
、
城
南
信
用
金
庫
、
西
武
信
用
金
庫
、
西
京
信
用
金
庫
、
青
梅
信
用
金
庫
、
亀
有
信
用
金
庫
 

 
3
)
バ
ン
コ
ク
支
所
で
の
事
業
連
携
と
し
て
、
事
業
紹
介
お
よ
び
中
小
企
業
向
け
海
外
展
示
会
出
展
支
援
を
実
施
 

 
 
東
京
き
ら
ぼ
し
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ
、
東
京
東
信
用
金
庫
 

4
)
亀
有
信
用
金
庫
主
催
「
葛
飾
区
町
工
場
の
モ
ノ
づ
く
り
＆
江
戸
の
技
 
体
験
教
室
」
へ
の
イ
ベ
ン
ト
企
画
・
デ
 

ザ
イ
ン
支
援
（
ア
リ
オ
亀
有

1
階
中
央
サ
ニ
ー
コ
ー
ト
、
11

月
17

日
）（

事
例

2）
 

 

           ◯
東
京

き
ら

ぼ
し
フ
ィ
ナ

ン
シ

ャ
ル

グ
ル

ー
プ
行

員

向
け
見
学
会
開
催
に
よ
り
技
術
相
談
が
増
加
。
 

技
術
相
談

3
3
件（

う
ち
都
産
技
研
新
規
利
用

1
9
社
）
、

実
地
技
術
支
援

12
件
等
に
発
展

 

  ○
連
携
技
術
相
談
の
実
施
（
継
続
）
 

金
融
機

関
職

員
が
企
業
の

現
場

で
発

掘
し

た
技
術

相

談
ニ
ー

ズ
に

情
報
共
有
を

通
じ

て
都

産
技

研
職
員

が

対
応
 

 ○
金
融

機
関

主
催
の
ビ
ジ

ネ
ス

マ
ッ

チ
ン

グ
会
へ

出

展
し
、
事
業
紹
介
お
よ
び
技
術
相
談
を
実
施
 

 （
事
例

2
）
亀
有
信
用
金
庫
主
催
「
葛
飾
区
町
工
場
の

モ
ノ
づ
く
り
＆
江
戸
の
技
 体

験
教
室
」
へ
の
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
デ
ザ
イ
ン
支
援
 

               

③
企

業
同

士
の

連
携

に
意

欲
の

あ

る
企
業
に
対
し
て
、
異
業
種
交
流
会

を
1
グ

ル
ー

プ
立

ち
上

げ
る

と
と

も
に
、
既
存
グ
ル
ー
プ
の
活
動
支
援

を
実
施
す
る
。
 

 

(
6
)
異
業
種
交
流
活
動
の
支
援
 

異
業
種
交
流
活
動
の
活
性
化
と
新
グ
ル
ー
プ
の
結
成
支
援
を
目
的
と
し
た
取
り
組
み
を
実
施
 

1
グ
ル
ー
プ
の
結
成
を
支
援
し
、
現
在
、
課
題
解
決
型
と
製
品
開
発
型
を
合
わ
せ

2
9
グ
ル
ー
プ
（
本
部

2
3

グ
ル
ー
プ
、
多
摩
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ

6
グ
ル
ー
プ
）
、
約

4
00

社
が
活
動
 

1
)
課
題
解
決
型
新
グ
ル
ー
プ
の
結
成
支
援
 

・
新
規
発
足
：
参
加
企
業

16
社
、
定
例
会
開
催

9
回
、
延
べ
参
加
者
数

1
2
8
名
 

・
主
な
活
動
：
自
社
紹
介
、
近
況
報
告
、
情
報
交
換
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
、
都
産
技
研
施
設
見
学
（
本
部
、
墨

田
支
所
、
多
摩
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
）
、
講
演
会
（
「
経
済
産
業
省
に
お
け
る
中
小
企
業
等
支
援
施
策

に
つ
い
て
」「

助
成
事
業
説
明
」
、
「
中
小
企
業
振
興
公
社
助
成
事
業
の
概
要
に
つ
い
て
」）

 
 

2
)
課
題
解
決
型
既
存
グ
ル
ー
プ
の
活
動
支
援
 

・
会
議
室
の
利
用
（
都
産
技
研
で
の
定
例
会
等
の
開
催
数
：
9
5
回
、
参
加
者
数
：
8
5
5
名
）
 

  ◯
課
題
解
決
型
新
グ
ル
ー
プ
の
結
成
支
援
 

新
グ
ル
ー
プ
（
参
加
企
業

16
社
）
を
結
成
 

       

 

5
1

― 119 ―― 118 ―



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

18
－
産
学
公
金
連
携
支
援

 

・
合
同
定
例
会
の
開
催
（
都
産
技
研
「
中
小
企
業
へ
の

Io
T
化
支
援
事
業
」
紹
介
、
I
oT

支
援
サ
イ
ト
見
学
）
 

・
オ
ー
プ
ン
定
例
会
の
開
催
（
2
1
日
会
、
プ
ラ
ザ

62
）
10

回
 

3
)
平
成

2
8
年
度
に
発
足
し
た
製
品
開
発
型
グ
ル
ー
プ
（
テ
ー
マ
：
高
齢
者
支
援
機
器
の
開
発
）
の
活
動
支
援
 

・
参
加
企
業
：
10

社
、
定
例
会
開
催
数
：
7
回
（
う
ち

9
月
か
ら
の
自
主
活
動

2
回
）、

参
加
者
数
：
2
5
名
 

・
主
な
活
動
：
自
社
技
術
紹
介
、
高
齢
者
支
援
機
器
の
開
発
に
関
す
る
検
討
、
講
演
会
（
「
高
齢
者
の
運
動
」
、

「
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て
」
）
の
実
施
 

4
)
東
京
都
異
業
種
交
流
グ
ル
ー
プ
合
同
交
流
会
の
開
催
  

都
産
技
研
、
中
小
企
業
振
興
公
社
の
異
業
種
交
流
グ
ル
ー
プ
が
一
堂
に
会
す
交
流
会
を
実
施
し
、
企
業
間
交

流
の
場
を
提
供
 

a
)
開
催
概
要
（
2
月

20
日
、
都
産
技
研
本
部
）
 

・
共
催
：
中
小
企
業
振
興
公
社
 
後
援
：
東
京
都
、
東
京
商
工
会
議
所
 

・
参
加
者
数
：
21

グ
ル
ー
プ

1
7
1
名
（
一
般
参
加
者

2
6
名
、
都
産
技
研

9
名
を
含
む
）
 

（
前
年
度
：
2
4
グ
ル
ー
プ
計

1
9
6
名
）
 

・
実
施
内
容
：
展
示
会
：
28

社
/
グ
ル
ー
プ
（
前
年
度
：
39

社
）
 

基
調
講
演
：「

人
工
知
能
と
中
小
企
業
の
未
来
観
」
（
電
通
大
教
授
）
 

新
規
に
「
合
同
交
流
会
賞
」
を
設
け
、
優
れ
た
製
品
・
技
術
の
展
示
を
表
彰
 

5
)
異
業
種
交
流
活
動
に
よ
る
事
業
化
等
の
成
果
 

a
)
製
品
開
発
事
例

6
件
（
試
作
を
含
む
）
 

①
着
脱
簡
単
な
高
齢
者
用
靴
の
試
作
（
商
品
企
画
業
、
音
聴
機
器
業
、
介
護
タ
ク
シ
ー
業
が
連
携
）（

事
例

3
）
 

②
古
紙

回
収
ボ

ッ
ク
ス

の
商
標
登
録

（
デ
ザ

イ
ン
業

、
ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア
業

、
設
計

業
、
機

械
製

造
業
が

連

携
）
（
事
例

4
）
 

③
建
設
用
部
品
（
工
業
部
品
販
売
業
、
医
療
用
樹
脂
容
器
製
造
業
が
連
携
）
 

④
ブ
ル
ー
ト
ゥ
ー
ス
メ
ガ
ネ
（
音
聴
機
器
業
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
用
金
型
製
造
業
が
連
携
）
 

⑤
携
帯
カ
レ
ン
ダ
ー
（
電
子
機
器
製
造
業
、
デ
ザ
イ
ン
業
が
連
携
）
 

⑥
コ
ロ
ナ
放
電
試
験
機
（
電
気
計
測
業
が
開
発
、
多
業
種
が
販
路
拡
大
支
援
）
 

b
)
会
員
間
受
発
注
等
事
例
等
（
事
例

5
）
 

機
械
器
具
の
設
計
委
託
、
航
空
機
整
備
用
足
場
の
制
作
委
託
、
会
社
案
内
や
販
売
促
進
用
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

作
成
委
託
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
制
作
 
委
託
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
委
託
等
 

c
)
そ
の
他
の
活
動
事
例
 

①
展
示

会
協
同

出
展
お

よ
び
展
示
会

出
展
協

力
 
②

企
業
施

設
見

学
 
③

講
演
会

・
研
修

会
・

セ
ミ
ナ

ー
 

④
W
E
B
サ
イ
ト
開
設
 
⑤
板
橋
産
業
技
術
支
援
セ
ン
タ
ー
見
学
お
よ
び
入
居
企
業
と
の
交
流
会
 

◯
製
品
開
発
事
例

6
件
（
試
作
を
含
む
）
 

      
 （
事
例

3
）
着
脱
簡
単
な
高
齢
者
用
靴
（
試
作
）
 

      

 

（
事
例

4
）
古
紙
回
収
シ
ス
テ
ム
の
商
標
 

（
商
標
登
録

6
11
2
0
72
、
登
録
日
：
平
成

31
年

1
月

1
1
日
）

 

 （
事
例

5
）
会
員
間
受
発
注
事
例
 

     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

④
業

界
団

体
と

の
業

種
別

交
流

会

を
開
催
し
、
研
究
成
果
や
新
技
術
等

の
情

報
提

供
及

び
技

術
ニ

ー
ズ

の

収
集
を
行
う
。
 

 

(
7
)
業
種
別
交
流
会
の
開
催
 

現
状
と
課
題
に
関
す
る
情
報
交
換
と
今
後
の
技
術
的
支
援
事
業
に
つ
い
て
意
見
交
換
 

1
)
業
界
団
体
と
業
種
別
交
流
会
の
開
催
実
績
 

 
開
催
数
：
5
回
、
参
加
者
数
：
業
界

93
名
、
都
産
技
研

3
4
名
（
前
年
度
：
4
回
 
業
界
側

9
2
名
）
 

・
多
摩
・
区
内
繊
維
関
連
業
界
（
7
月

2
0
日
 
業
界

2
5
名
、
都
産
技
研

7
名
、
都
産
労
局

1
名
、
公
社

1
名
）  

・
東
部
金
属
熱
処
理
工
業
組
合
（
9
月

12
日
 
業
界

2
5
名
、
都
産
技
研

8
名
）
 

・
東
京
都
鍍
金
工
業
組
合
（
10

月
17

日
 
業
界

2
名
、
都
産
技
研

1
0
名
）
 

・
東
京
温
度
検
出
端
工
業
会
（
1
0
月

2
6
日
 
業
界

2
2
名
、
都
産
技
研

6
名
）
 

・
東
京
鼈
甲
組
合
連
合
会
（
3
月

14
日
 
業
界

1
9
名
、
都
産
技
研

3
名
）
 

2
)
開
催
内
容
 

a
)
多
摩
・
区
内
繊
維
関
連
業
界
：
区
内
と
多
摩
地
域
業
界
の
交
流
お
よ
び
都
産
技
研
と
の
技
術
連
携
に
向
け
て

意
見
交
換
 

・
収
集
ニ
ー
ズ
：
講
師
委
嘱
、
セ
ミ
ナ
ー
開
催
、
品
質
証
明
試
験
、
レ
ー
ザ
ー
加
工
機
で
の
型
紙
研
究
 

・
事
業
反
映
 
：
機
器
利
用
、
依
頼
試
験
、
講
演
講
師
派
遣
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
事
業
紹
介
、
研
究
紹
介
 

 
 
 
 
b)
東
部

金
属
熱

処
理
工
業

組
合
:
 都

産
技
研

事
業
の
紹

介
お

よ
び
業

界
支
援

と
今
後

の
取

り
組
み

に
向
け

た

意
見
交
換
 

 
 
 
 
 
 ・

収
集
ニ
ー
ズ
：
人
材
育
成
、
破
断
面
観
察
等
に
関
す
る
技
術
の
解
説
、
事
例
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
 

 
 
 
・
事
業
反
映
：
技
術
解
説
 

 
 
 
 
c)

東
京

都
鍍

金
工

業
組

合
:
都

産
技

研
事

業
の

紹
介

お
よ

び
業

界
支

援
と

今
後

の
取

り
組

み
に

向
け

た
意

見

交
換
 

 
 
 
・
収
集
ニ
ー
ズ
：
環
境
対
策
面
の
情
報
提
供
、
支
援
事
業
研
究
要
素
強
化
、
人
員
強
化
 

 
 
 
・
事
業
反
映
：
 
情
報
提
供
、
共
同
研
究
、
巡
回
指
導
 

   ◯
業
界
団
体
と
業
種
別
交
流
会
の
開
催
 
5
回
（
前
年

度
：
4
回
）
 

                 

販
売
促
進
用
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
 

5
2

― 120 ―



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

18
－
産
学
公
金
連
携
支
援

 

d
)
東
京
温

度
検

出
端
工

業
会
：
都
産
技

研
事

業
の
紹

介
お
よ

び
業
界

支
援

と
今
後

の
取
り

組
み
に

向
け

た
意

見
交
換

 
・
収
集
ニ
ー
ズ
：
成
分
分
析
、
熱
特
性
評
価
、
R
o
HS

試
験
に
関
す
る
技
術
情
報
の
提
供
 

・
事
業
反
映
：
機
器
利
用
、
依
頼
試
験
、
海
外
展
開
 

 
 
e
)東

京
鼈
甲
組
合
連
合
会
：
平
成

29
年
度
東
京
都
受
託
研
究
を
報
告
後
、
業
界
支
援
と
今
後
の
取
り
組
み
に

向
け
た
要
望
を
受
け
、
意
見
交
換
 

・
収
集
ニ
ー
ズ
：
べ
っ
甲
端
材
の
有
効
活
用
 

・
事
業
反
映
：
受
託
研
究
の
実
施
 

3
)
業
種
別
交
流
活
動
に
よ
る
成
果
展
開
 

a
)
多
摩
・
区
内
繊
維
関
連
業
界
 

・
八
王
子
織
物
工
業
組
合
へ
、
ネ
ク
タ
イ
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ペ
審
査
委
員
派
遣
。
選
定
品
に
つ
い
て
意
匠
図
作
成

で
支
援
を
実
施
。
八
王
子
生
ま
れ
の
ネ
ク
タ
イ
と
し
て

1
本

8
,
00
0
円
で

43
2
本
製
造
 

・
東
京
都

染
色

工
業
協

同
組
合
か
ら
の

要
望

に
対
し

て
、
レ

ー
ザ
ー

加
工

機
を
用

い
た
伊

勢
型
紙

の
紋

様
作

製
に
関
す
る
基
盤
研
究
「
東
京
染
小
紋
型
紙
の
微
細
加
工
」
を
実
施
。
レ
ー
ザ
ー
加
工
機
を
用
い
て
紋
様
作

製
の
自
動
化
を
図
っ
た
（
平
成

3
0
年

5
月
プ
レ
ス
発
表
、
5
月

29
日
日
刊
工
業
新
聞
に
掲
載
）。

OM
開
発

支
援
で
試
作
 

b
)
東
部
金
属
熱
処
理
工
業
組
合
 

・
技
術
委
員
会
へ
学
識
委
員
と
し
て
派
遣
（
技
術
委
員
会
年

5
回
）
 

・
同
工
業
組
合
主
催
講
習
会
へ
講
師
を
派
遣
（
年

4
回
、
金
属
熱
処
理
人
材
養
成
講
習
会
、
初
級
熱
処
理
塾

（
東
京
、
新
潟
）、

金
属
熱
処
理
技
能
検
定
試
験
受
検
対
策
講
習
会
）
 

・
第

3
回
品
質
活
動
発
表
会
で
の
発
表
（
テ
ー
マ
：
破
面
観
察
の
勘
所
）
 

c
)
東
京
都
鍍
金
工
業
組
合
 

・
排
水
規
制
強
化
に
対
す
る
技
術
開
発
要
望
に
対
し
て
、
基
盤
研
究

2
件
を
実
施
（
「
フ

ァ
イ

ン
バ

ブ
ル

を

用
い

た
環

境
負

荷
低

減
め

っ
き

洗
浄

技
術

の
確

立
」

お
よ

び
「

亜
鉛

含
有

排
水

処
理

ス
ラ

ッ
ジ

の
有

効
利

用
を

目
指

し
た

陰
イ

オ
ン

類
吸

着
剤

の
設

計
」
）

 

d
)
東
京
鼈
甲
組
合
連
合
会
 

・
べ
っ
甲
端
材
等
有
効
活
用
に
関
す
る
東
京
都
受
託
研
究
結
果
（
べ
っ
甲
端
材
で
装
飾
し
た
ウ
ク
レ
レ
等
、
試

作
品

4
品
）
の
普
及
（
事
例

6
）
 

 

◯
業
種
別
交
流
会
活
動
に
よ
る
成
果
展
開
 

 
a
)
多
摩
・
区
内
繊
維
関
連
業
界
 

     

  
ネ
ク
タ
イ
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ペ
審
査
会
 

 d
)
東
京
鼈
甲
組
合
連
合
会
 

        

業
種
別
交
流
会
の
様
子
。
受
託
研
究
成
果
の
説
明

 
       

（
事
例

6
）
受
託
研
究
に
よ
る
試
作
品
例
 

べ
っ
甲
端
材
で
装
飾
し
た
ウ
ク
レ
レ
 

 

⑤
中

小
企

業
の

技
術

者
等

で
構

成

す
る
技
術
研
究
会
を
通
じ
て
、
共
同

で
技
術
的
課
題
の
解
決
を
図
る
。
 

 

(
8
)
技
術
研
究
会
事
業
 

1
)
技
術
研
究
会
の
活
動
支
援
 

計
2
6
団
体
が
登
録
（
う
ち

19
団
体
が
平
成

30
年
度
に
活
動
）
 

2
)
活
動
実
績
 

開
催
数
：
計

1
2
9
回
開
催
、
参
加
者
数
：
1
,
7
37

名
（
前
年
度
：
1
3
0
回
、
2
,
0
37

名
）
 

3
)
技
術
研
究
会
活
動
の
支
援
事
例
 

a
)
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
支
援
 

技
術
研
究
会
主
催
セ
ミ
ナ
ー
を
共
催
、
技
術
研
究
会
の
取
組
み

PR
、
関
連
技
術
の
普
及
促
進
活
動
に
協
力
 

・
感
性
工
学
研
究
会
主
催
 
日
本
感
性
工
学
会
第

20
回
大
会
（
工
業
デ
ザ
イ
ン
部
会
）
に
て
企
画
セ
ッ
シ

ョ
ン
「
感
性
に
響
く
も
の
づ
く
り
、
デ
ザ
イ
ン
の
魅
力
と
機
能
」（

9
月

5
日
）
 

・
信
頼
性
安
全
技
術
研
究
会
主
催
「『

信
頼
性
・
安
全
技
術
研
究
会
』
一
般
公
開
」（

1
0
月

1
9
日
）
 

・
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
製
品
の
企
画
開
発
研
究
会
《
関
連
項
目
：
項
目

5
》
 

“
ら
せ
ん
”
形
状
で
着
や
す
く
皮
膚
に
や
さ
し
い
肌
着
の
開
発
に
つ
い
て

TI
R
I
 N
E
W
S1
0
月
号
に
掲
載
 

・
循
環
型
技
術
研
究
会
、
一
般
社
団
法
人
山
梨
工
業
会
東
京
支
部
「
目
か
ら
う
ろ
こ
第

1
5
弾
!産

学
公
技

術
交
流
会
」
 

b
)
 
研
究
へ
の
発
展
 

・
循
環
型
技
術
研
究
会
の
前
年
度
の
研
究
会
主
催
セ
ミ
ナ
ー
が
き
っ
か
け
で
、
参
加
企
業

1
社
が

I
o
T
公

募
型
共
同
開
発
研
究
に
応
募
し

1
件
採
択
 

 

  ○
T
I
R
IN
E
W
S1
0
月
へ
の
掲
載
 

        “
ら

せ
ん

”
形

状
で
着

や
す
く

皮
膚

に
や

さ
し

い
肌

着
の
開
発
に
つ
い
て
掲
載
 

 ◯
研
究
へ
の
発
展
 

循
環

型
技

術
研

究
会
の

前
年
度

の
研

究
会

主
催

セ
ミ

ナ
ー
が
き
っ
か
け
で
参
加
企
業

1
社
が

I
o
T
公
募
型

共
同
開
発
研
究
に
応
募
し

1
件
採
択
 

 

 

5
3

― 121 ―― 120 ―



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

19
－
他
機
関
と
の
連
携

 
 

中
期
計
画
【
項
目
別
評
価
単
位
】
 

年
度
計
画
【
項
目
別
評
価
単
位
】
 

項
目
 

自
己
評
価
 

平
成

30
年
度
 
年
度
計
画
に
係
る
実
績
 

特
記
事
項
 

3
-
2
 
行
政
及
び
他
の
支
援
機
関
と
の
連
携
に
よ
る
支
援
 

区
市
町
村
や
そ
れ
ら
の
自
治
体
が
運

営
す
る
中
小
企
業
支
援
機
関
が
開
催
す

る
展
示
会
及
び
セ
ミ
ナ
ー
へ
の
参
加
の

要
請
や
、
職
員
派
遣
の
要
請
等
に
き
め

細
か
く
対
応
す
る
こ
と
で
、
地
域
に
お

け
る
産
業
振
興
の
取
組
み
に
貢
献
す
る

と
と
も
に
都
産
技
研
の
利
用
促
進
を
図

る
。
 

公
設
試
験
研
究
機
関
が
相
互
に
連

携
・
補
完
し
て
広
域
的
に
中
小
企
業
の

支
援
を
実
施
し
て
い
る

T
K
F
の
活
動
を

継
続
す
る
こ
と
に
よ
り
、
広
域
的
な
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
を
確
保
し
、
中

小
企
業
へ
の
技
術
支
援
の
充
実
を
図

る
。
 

都
産
技
研
を
利
用
し
た
中
小
企
業
に

お
い
て
、
製
品
化
や
事
業
化
の
際
に
生

じ
る
開
発
資
金
の
調
達
、
販
路
の
開
拓

な
ど
が
円
滑
に
進
め
ら
れ
る
よ
う
、
中

小
企
業
振
興
公
社
等
の
経
営
支
援
機
関

と
連
携
し
て
技
術
と
経
営
の
両
面
か
ら

総
合
的
な
支
援
に
努
め
る
。
 

①
区

市
町

村
と

の
連

携
強

化
に

努

め
、
地
域
に
お
け
る
産
業
振
興
の
取

組
み

に
貢

献
す

る
と

と
も

に
都

産

技
研
の
利
用
促
進
を
図
る
。
 

 

1
9 

 

Ｂ
 

(
1
)
区
市
町
村
等
と
の
連
携
協
定
締
結
に
よ
る
都
産
技
研
の
利
用
促
進
 

1
)
産
業
振
興
の
た
め
の
連
携
協
定
拡
大
 

a
)
新
た
に
国
内

3
機
関
と
協
定
締
結
 

連
携
協
定
締
結
機
関
 
計

61
機
関
（
国
内

5
8
機
関
 
、
海
外

3
機
関
）
に
拡
大
（
前
年
度
：
国
内

5
5
機

関
、
海
外

3
機
関
）
 

b
)
新
た
な
協
定
締
結
機
関
と
活
動
内
容
 

①
兵
庫
県
立
大
学
（
5
月

1
日
締
結
）
 

 
 
・
中
小
企
業
へ
の
技
術
紹
介
お
よ
び
研
究
者
交
流
：
「
先
端
デ
バ
イ
ス
開
発
に
関
す
る
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
 

（
講
演
会
）」

を
開
催
（
7
月

2
5
日
、
5
1
名
参
加
）
 

②
足
立
区
（
8
月

6
日
締
結
）
 

 
・
助
成
事
業
：「

足
立
区

IT
・
I
oT

導
入
補
助
金
」
の
書
類
審
査
の
実
施
（
2
件
）
 

 
 
・
「
東
京
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
発
信
交
流
会

2
0
19
」
へ
の
出
展
企
業
推
薦
（
2
社
）
 

③
八
王
子
市
（
3
月

27
日
締
結
）
 

 
・
2
01
9
年
度
に
共
催
セ
ミ
ナ
ー
、
シ
ー
ズ
発
表
会
等
を
開
催
予
定
 

 

(
2
)
利
用
促
進
に
向
け
た
自
治
体
と
の
事
業
連
携
 

1
)
都
産
技
研
利
用
に
対
す
る
自
治
体
の
助
成
事
業
 

助
成
事
業
実
施
機
関
数
（
計

1
8
団
体
）
 

 
継
続
：
自
治
体
等

18
団
体
 

2
)
連
携
技
術
相
談
の
実
施
 
品
川
区
(
2
7
件
)、

江
戸
川
区
(
9
件
)、

板
橋
区
(
1
5
件
)
、
荒
川
区
(
1
件
)
 

3
)
自
治
体
と
連
携
し
た
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
 

 
a
)
港
区
と
の
共
催
セ
ミ
ナ
ー
：
中
小
企
業
人
材
育
成
塾
グ
ロ
ー
バ
ル
研
修
「
CE

マ
ー
キ
ン
グ
入
門
＋
改
正

R
o
HS

指
令
入
門
」
 

 
b
)
北
区
主
催
「
事
例
か
ら
学
ぶ
中
小
企
業
の

I
o
T
活
用
セ
ミ
ナ
ー
」
に
お
い
て
、
都
産
技
研
の

I
o
T
化
支
援
事

業
お
よ
び
東
京
都

I
o
T
研
究
会
の
取
組
み
を
紹
介
 

4
)
自
治
体
が
主
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
へ
の
協
力
（
全

13
件
）
 

a
)
「
品
川
情
報
ク
ラ
ス
タ
ー
フ
ェ
ア
 
SH
I
N
AG
A
W
A 

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム

20
1
9
 
i
n
 
五
反
田
バ
レ

ー
」
を
後
援
し
、
中
小
企
業
へ
の

I
o
T
化
支
援
事
業
の
紹
介
お
よ
び
チ
リ
ン
ロ
ボ
ッ
ト
出
展
(
大
崎
ブ
ラ
イ

ト
コ
ア
ホ
ー
ル
 
1
月

3
1
日
)
 

b
)
 
練
馬
産
業
見
本
市
「
ね
り
ま

E
X
PO
2
0
18
」
へ
出
展
し
、
事
業
紹
介
お
よ
び
技
術
相
談
に
対
応
(
と
し
ま
え
ん

屋
内
館
 
10

月
21

日
)
  

c
)
「
第

8
回
お
お
た
研
究
・
開
発
フ
ェ
ア
」
を
後
援
し
、
出
展
(大

田
産
業
プ
ラ
ザ

P
iO
 
1
0
月

2
5
、
2
6
日
) 

d
)
「
第

2
2
回
い
た
ば
し
産
業
見
本
市
」
へ
出
展
し
、
事
業
紹
介
お
よ
び

I
o
T
支
援
サ
イ
ト
の
紹
介
（
板
橋
区

立
東
板
橋
体
育
館
 
11

月
8、

9
日
）
 

e
)
江
戸
川
区
主
催
「
産
業
と
き
め
き
フ
ェ
ア
」
へ
出
展
し
、
研
究
紹
介
お
よ
び
事
業
紹
介
（
タ
ワ
ー
ホ
ー
ル
船

堀
1
1
月

1
6、

1
7
日
）
 
等
 

5
)
都
産
技
研
主
催
事
業
へ
の
自
治
体
の
協
力
 

「
東
京
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
発
信
交
流
会

20
1
9」

へ
の
出
展
企
業
推
薦
 

 
足
立
区
、
板
橋
区
、
港
区
、
新
宿
区
、
品
川
区
、
荒
川
区
、
江
戸
川
区
、
日
野
市
、
青
梅
商
工
会
議
所
 

 

○
産
業
振
興
の
た
め
連
携
協
定
を
拡
大
 

・
新
規

3
機
関
：
兵
庫
県
立
大
学
、
足
立
区
、
八
王
子
市
 

 
計

61
機
関
（
国
内

58
機
関
、
海
外

3
機
関
）
に
拡
大

（
前
年
度
：
5
8
機
関
）
 

             

 

 
協
定
締
結
機
関
の
推
移
グ
ラ
フ
 

     ○
自
治
体
主
催
イ
ベ
ン
ト
へ
の
協
力
 

・「
品
川
情
報
ク
ラ
ス
タ
ー
フ
ェ
ア

SH
I
N
AG
A
W
A 
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム

2
0
19
」
を
後
援
し
、
新
規
に
中

小
企
業
へ
の

I
o
T
化
支
援
事
業
を
紹
介
 

 

②
首
都
圏
の
公
設
試
験
研
究
機
関

が
相
互
に
連
携
・
補
完
し
て
広
域

的
に
中
小
企
業
の
支
援
を
実
施
し

て
い
る

T
K
F
の
活
動
を
継
続
す
る

こ
と
に
よ
り
、
広
域
的
な
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
を
確
保
し
、
中

小
企
業
へ
の
技
術
支
援
の
充
実
を

図
る
。
 

(
3
)
首
都
圏
公
設
試
験
研
究
機
関
連
携
体
（
T
K
F）

の
活
動
に
よ
る
中
小
企
業
へ
の
技
術
支
援
 

1
)
首
都
圏
公
設
試
連
携
体
の
活
動
 

a
)
活
動
体
制
の
継
続
 

 
 
 
1
2
機
関
（
会
員
機
関
：
東
京
都
、
埼
玉
県
、
千
葉
県
、
神
奈
川
県
、
横
浜
市
 
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
機
関
：
茨
城

県
、
栃
木
県
、
群
馬
県
、
新
潟
県
、
山
梨
県
、
長
野
県
、
静
岡
県
）
に
て
広
域
的
な
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ

ス
活
動
を
継
続
 

b
)
連
携
強
化
会
議
の
開
催
実
績
 

会
員
機
関
同
士
の
情
報
交
換
・
議
論
の
場
と
し
て
の
「
首
都
圏
公
設
試
連
携
推
進
会
議
」
を

2
回
、
中
小
企

業
向
け
の
情
報
提
供
の
場
と
し
て
の
「
T
KF

オ
ー
プ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を

1
回
開
催
 

①
広

域
首
都

圏
輸

出
製

品
技

術
支

援
セ

ン
タ

ー
事

務
局

会
議
お

よ
び

運
営

委
員

会
を

兼
ね

た
首

都
圏

公
設

試
連
携
推
進
会
議
を
開
催
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－
他
機
関
と
の
連
携

 
 

 
 
 
第

1
回
：
10

月
19

日
（
東
京
都
、
4
5
名
）
、
第

2
回
：
1
月

18
日
（
埼
玉
県
、
5
0
名
）
 

②
T
K
F
オ
ー
プ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム
 

「
I
o
T
 
や

A
I 

へ
の
支
援
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
会
話
支
援

A
I
に
よ
る
認
知
行
動
支
援
技
術
や
、
枕
×

I
o
T
と
い
っ
た

Io
T
を
用
い
た
予
測
受
発
注
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
基
調
講
演
と
、
5
機
関
に
よ
る

Io
T
支

援
の
取
組
み
事
例
や
各
県
の
研
究
を
発
表
（
千
葉
県
産
業
支
援
技
術
研
究
所
 
7
月

17
日
 
1
07

名
）
 

2
)
産
業
交
流
展

20
1
8
で
の
首
都
圏
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ゾ
ー
ン
に
て
合
同
展
示
（
1
1
月

1
4～

1
6
日
）
 

a
)
連
携
成
果
の
合
同
展
示
を
行
い
、
中
小
企
業
に
成
果
を
普
及
 

b
)
T
K
F
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
 

c
)
次
世
代
自
動
車
産
業
支
援
（
平
成

2
9
年
度
経
産
省
承
認
「
1
都

3
県

1
市
に
お
け
る
次
世
代
自
動
車
産
業

分
野
の
連
携
支
援
計
画
」
）
を
紹
介
（
新
規
）
 

3
)
研
究
員
の
相
互
派
遣
お
よ
び
交
流
 

a
)
研
究
発
表
会
へ
の
相
互
派
遣
 

 
 
 
・
T
IR
I
ク
ロ
ス
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

20
1
8
に
、
TK
F
参
加
機
関
を
招
聘
  

 
 
 
 
茨
城
県
か
ら

I
o
T・

ロ
ボ
ッ
ト
の
活
用
・
導
入
支
援
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
（
7
月

1
2
日
）
 

・
T
K
F
参
加
機
関
の
研
究
発
表
会
へ
職
員
を
派
遣
 

 
3
機
関
（
埼
玉
県
、
千
葉
県
、
神
奈
川
県
）
 
計

8
名
（
7
月

1
7
日
～
10

月
2
6
日
）
 

b
)
パ
ー
ト
ナ
ー
グ
ル
ー
プ
の
活
動
（
平
成

3
0
年
度
は

2
グ
ル
ー
プ
が
活
動
）
 

 
 
 
専
門
技
術
分
野
ご
と
に
相
互
交
流
活
動
を
実
施
 

 
 
 
・
高
分
子
材
料
分
野
パ
ー
ト
ナ
ー
グ
ル
ー
プ
 
産
技
連
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
・
材
料
部
会
お
よ
び
高
分
子
分

科
会
と
同
時
開
催
 
各
県
の
取
り
組
み
や
課
題
、
評
価
方
法
を
情
報
交
換
（
都
産
技
研
 
1
0
月

3
1
日
）
 

 
 
 
・
デ
ザ
イ
ン
パ
ー
ト
ナ
ー
グ
ル
ー
プ
 
研
究
課
題
、
他
県
と
の
交
流
事
例
や
企
業
動
向
な
ど
の
情
報
交
換
（
横

浜
市
開
講
記
念
会
館
 
3
月

1
日
）
 

4
)
J
S
T
新
技
術
説
明
会
（
新
規
）
 

「
も
の
づ
く
り
技
術
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
J
ST

が
主
催
す
る
新
技
術
説
明
会
に
公
設
試
と
し
て
初
め
て
参

加
。
都
産
技
研
が
主
導
し
、
TK
F
に
呼
び
か
け
、
材
料
、
環
境
、
医
療
・
福
祉
、
製
造
技
術
の
分
野
で

7
機

関
（
栃
木
県
、
埼
玉
県
、
千
葉
県
、
東
京
都
、
神
奈
川
県
、
山
梨
県
、
静
岡
県
）
9
件
発
表
。
（
J
ST

東
京
本

部
別
館

1
F
ホ
ー
ル
 
5
月

17
日
 
2
9
9
名
）
 

J
S
T
事
務
局
か
ら
「
製
品
に
近
い
技
術
発
表
で
あ
っ
た
た
め
、
企
業
の
反
響
が
よ
か
っ
た
」
と
の
コ
メ
ン
ト
 

・
都
産
技
研
の
発
表
か
ら
受
託
研
究

1
件
に
発
展
 

・
他
県
に
つ
い
て
、
サ
ン
プ
ル
提
供
や
専
門
誌
へ
の
掲
載
あ
り
 

5
)
連
携
し
た
試
験
実
施
体
制
の
継
続
《
関
連
項
目
：
項
目

7
》
 

 
a
)
T
KF

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
活
用
し
た
連
携
技
術
相
談
の
継
続
 

 
 
セ
ラ
ミ
ッ
ク
コ
ン
デ
ン
サ
の
非
破
壊
解
析
や
複
合
材
料
の
成
分
分
析
な
ど
計

5
件
 

b
)
T
K
F
参
加
機
関
職
員
の
相
互
人
材
育
成
事
業
に
よ
る
試
験
品
質
向
上
の
取
組
み
 

T
K
F
参
加
機
関
相
互
の
職
員
研
修
事
業
（
T
K
F
ミ
ニ
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
）
を
活
用
し
、
依
頼
試
験
等
の
試

験
項
目
の
新
設
、
試
験
精
度
や
品
質
の
向
上
に
寄
与
。
8
機
関
が

19
件
の
相
互
派
遣
を
実
施
（
う
ち
都
産
技

研
で
の
受
け
入
れ

9
件
）
 

6
)
経
済
産
業
省
補
正
予
算
へ
の
採
択
 

T
K
F
会
員

5
機
関
で
の
連
携
に
よ
り
、
経
産
省
平
成

2
9
年
度
補
正
予
算
事
業
「
地
域
新
成
長
産
業
創
出
促

進
事
業
費
補
助
金
（
地
域
に
お
け
る
中
小
企
業
の
生
産
性
向
上
の
た
め
の
共
同
基
盤
事
業
）
」
に
採
択
 

 
 
・「

関
東
地
域
に
お
け
る
生
産
性
向
上
の
た
め
の
成
長
も
の
づ
く
り
支
援
基
盤
強
化
事
業
」
を

5
機
関
（
東
京

都
、
埼
玉
県
、
千
葉
県
、
神
奈
川
県
、
横
浜
市
）
で
連
携
し
て
実
施
。
次
世
代
自
動
車
を
は
じ
め
と
し
た
成

長
産
業
分
野
の
進
展
に
と
も
な
う
産
業
構
造
の
変
化
に
、
中
小
企
業
が
効
率
的
に
対
応
で
き
る
よ
う
支
援
基

盤
を
整
備
 

 
 
・
都
産
技
研
で
は
解
析
機
能
付
き
白
色
干
渉
計
を
導
入
（
4
1,
4
8
0
千
円
の
う
ち

2
6,
6
0
1
千
円
補
助
）、

1
1
月

か
ら
利
用
開
始
 

 (
4
)
そ
の
他
の
公
設
試
験
研
究
機
関
と
の
連
携
の
取
り
組
み
 

 
1
)
公
立
鉱
工
業
試
験
研
究
機
関
長
協
議
会
へ
の
参
加
 

 
 
第

9
1
回
総
会
（
静
岡
県
 
7
月

2
6
日
）
、
第

92
回
幹
事
会
（
千
代
田
区
 
2
月

19
日
）
 

 
2
)
地
方
独
立
行
政
法
人
公
設
試
験
研
究
機
関
情
報
連
絡
会
へ
の
参
加
 

 
 
第

9
回
連
絡
会
に
参
加
 
（
京
都
市
 
11

月
15

日
）
 

 
 

◯
産
業
交
流
展

20
1
8
に
お
い
て
、
次
世
代
自
動
車
産
業

支
援
（
平
成

2
9
年
度
経
産
省
承
認
「
1
都

3
県

1
市

に
お

け
る

次
世

代
自

動
車

産
業

分
野

の
連

携
支

援
計

画
」
）
を
紹
介
（
新
規
）
 

          ○
公
設
試
と
し
て
初
め
て
「
新
技
術
説
明
会
」
に
参
加
 

 
2
9
9
名
の
聴
講
者
が
あ
り
、
J
S
T
事
務
局
か
ら
「
製
品

に
近
い
技
術
発
表
で
あ
っ
た
た
め
、
企
業
の
反
響
が
よ
か

っ
た
」
と
コ
メ
ン
ト
あ
り
。
都
産
技
研
の
発
表
に
つ
い
て
、

発
表
後
受
託
研
究
に

1
件
発
展
 

           受
託
研
究
に
発
展
し
た
「
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
合
金
切
削
屑
の

無
加
圧
焼
結
に
よ
る
再
生
」
の
発
表
の
合
金
粉
末
作
製
 

 ○
T
K
F
参
加
機
関
職
員
の
相
互
人
材
育
成
事
業
 

8
機
関
が

19
件
の
相
互
派
遣
を
実
施
 

（
う
ち
都
産
技
研
で
の
受
け
入
れ

9
件
）
 

 ○
経
産
省
補
正
予
算
事
業
の
活
用
 

 
 
T
KF

連
携
に
よ
り
、
経
産
省
平
成

29
年
度
補
正
予

算
事

業
｢
地
域

新
成

長
産

業
創
出

促
進
事

業
費

補
助

金

（
地

域
に

お
け

る
中

小
企

業
の

生
産

性
向

上
の

た
め

の
共
同
基
盤
事
業
）
」
に
採
択
 

解
析
機
能
付
き
白
色
干
渉
計
を
導
入（

4
1
,4
8
0
千
円

の
う
ち

2
6
,
60
1
千
円
補
助
）
し
、
平
成

3
0
年

1
1
月

利
用
開
始
 

5
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－
他
機
関
と
の
連
携

 
 

(
5
)
産
業
技
術
連
携
推
進
会
議
（
産
技
連
）
と
の
連
携
 

1
)
産
技
連
総
会
（
2
月

1
9
日
）
 

全
国
の
公
設
試
お
よ
び
国
が
相
互
に
連
携
し
、
機
関
相
互
の
情
報
交
換
や
国
へ
の
要
望
等
に
つ
い
て
議
論
。
理

事
長
が
次
年
度
の
会
長
と
し
て
「
I
oT
/
AI

支
援
に
い
か
す
試
験
研
究
機
関
の
広
域
連
携
」
を
発
表
 

2
)
技
術
部
会
 

技
術
分
野
別
の
部
会
、
研
究
会
に
お
い
て
、
共
同
研
究
、
現
地
研
修
、
研
究
発
表
等
の
活
動
を
実
施
 

 
 
・
部
会
、
分
科
会
、
研
究
会
等

3
0
会
議
へ
出
席
 

「
製
造
プ
ロ
セ
ス
部
会
第

9
回

3
D
も
の
づ
く
り
特
別
分
科
会
」
（
6
月

20
日
）
 

「
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
会
総
会
」（

1
月

3
0
日
)
 を

都
産
技
研
に
て
開
催
。
各
県
の
事
例
・
取
組
紹
介
、

意
見
交
換
、
都
産
技
研
「
品
質
保
証
推
進
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み
」
紹
介
、
5
設
備
の
見
学
を
実
施
 

・
都
産
技
研
職
員
研
究
成
果
等
の
発
表
 
計

30
件
 

 

③
都
産
技
研
を
利
用
し
た
中
小
企

業
に
お
い
て
、
製
品
化
や
事
業
化

の
際
に
生
じ
る
開
発
資
金
の
調

達
、
販
路
の
開
拓
な
ど
が
円
滑
に

進
め
ら
れ
る
よ
う
、
中
小
企
業
振

興
公
社
等
の
経
営
支
援
機
関
と
連

携
し
た
事
業
を
実
施
す
る
。
 

 

(
6
)
経
営
支
援
機
関
と
の
連
携
 

中
小
企
業
振
興
公
社
と
の
主
な
連
携
事
業
事
例
《
関
連
項
目
：
項
目

15
》
 

1
)
経
営
と
技
術
の
両
面
か
ら
企
業
へ
の
連
携
支
援
を
実
施
（
卸
売
業
等

8
件
）
 

中
小
企
業
振
興
公
社
：「

事
業
化
チ
ャ
レ
ン
ジ
道
場
」
に
よ
る
経
営
支
援
を
実
施
 

都
産
技
研
：
3
D
プ
リ
ン
タ
ー
の
利
用
に
よ
る
試
作
支
援
を
実
施
 

2
)
「
東
京
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
発
信
交
流
会

2
0
19
（
1
月

29
日
）
」
で
の
経
営
支
援
 

・
中
小
企
業
振
興
公
社
よ
り
出
展
企
業

4
社
を
推
薦
 

・
中
小
企
業
振
興
公
社
ビ
ジ
ネ
ス
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
、
テ
ク
ニ
カ
ル
オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー
お
よ
び
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

1
8
名
に
よ
る
出
展
企
業
へ
の
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
 

・
「
技
術
シ
ー
ズ
発
表
会
」
に
て
公
社
助
成
事
業
の
紹
介
 

3
)
T
I
RI

ク
ロ
ス
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

2
0
18

で
の
技
術
シ
ー
ズ
・
研
究
成
果
の
発
信
《
関
連
項
目
：
項
目

21
》
 

 
研
究
成
果
や
技
術
動
向
発
信
に
よ
る
中
小
企
業
の
製
品
開
発
・
事
業
化
を
促
進
 

 
・
首
都
大
学
東
京
、
T
K
F
ほ
か
連
携
機
関
等
に
よ
る
発
表
 
6
テ
ー
マ
 

4
)
中
小
企
業
振
興
公
社
タ
イ
事
務
所
と
バ
ン
コ
ク
支
所
と
の
連
携
 

a
)
企
業
交
流
会
 
全

4
回
開
催
（
バ
ン
コ
ク
支
所
は

2
回
を
担
当
）
 

b
)
も
の
づ
く
り
企
業
交
流
会

2
0
1
9
i
n 
バ
ン
コ
ク
の
共
同
開
催
 

5
)
医
療
機
器
産
業
参
入
支
援
事
業
（
都
委
託
事
業
）《

再
掲
：
項
目

1
5》

 

東
京
都
医
工
連
携

H
U
B
機
構
お
よ
び
中
小
企
業
振
興
公
社
と
連
携
し
、
も
の
づ
く
り
中
小
企
業
の
医
療
機
器
開

発
・
事
業
化
を
技
術
面
で
支
援
す
る
医
工
連
携
事
業
を
推
進
 

a
)
医
工
連
携
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
 

・
第

1
回
：「

医
療
機
器
産
業
と
医
工
連
携
」
（
都
産
技
研
、
1
月

21
日
、
4
8
名
）
 

 
 
 
 
 
医
療
機
器
業
界
参
入
の
留
意
点
に
つ
い
て
講
演
 

・
第

2
回
：「

成
功
事
例
か
ら
学
ぶ
医
工
連
携
」（

都
産
技
研
、
3
月

1
3
日
、
23

名
）
 

 
 
 
 
 
製
造
業
の
参
入
成
功
事
例
か
ら
学
ぶ
医
工
連
携
に
つ
い
て
講
演
 

b
)
外
部
資
金
採
択
へ
の
支
援
 

・
支
援
企
業
の
点
滴
デ
バ
イ
ス
の
開
発
が

6
月
に
経
産
省
の
戦
略
的
基
盤
技
術
高
度
化
支
援
事
業
に
採
択
 

・
支
援
企
業
の
オ
ゾ
ン
水
洗
浄
消
毒
装
置
の
開
発
が

6
月
に
中
小
企
業
振
興
公
社
の
医
療
機
器
等
開
発
着

手
支
援
助
成
事
業
に
採
択
 

 

                 ◯
東

京
都
医
工

連
携

HU
B
機
構
お

よ
び
中
小

企
業
振

興

公
社
と
連
携
し
、
も
の
づ
く
り
中
小
企
業
の
医
療
機
器
開

発
・
事
業
化
を
技
術
面
で
支
援
す
る
医
工
連
携
事
業
を
推

進
 

 ◯
外
部
資
金
採
択
へ
の
支
援
 

・
支
援
企
業
の
点
滴
デ
バ
イ
ス
の
開
発
が

6
月
に
戦
略
的

基
盤
技
術
高
度
化
支
援
事
業
（
経
済
産
業
省
）
に
採
択
 

・
支
援
企
業
の
オ
ゾ
ン
水
洗
浄
消
毒
装
置
の
開
発
が

6
月

に
医
療
機
器
等
開
発
着
手
支
援
助
成
事
業
（
中
小
企
業

振
興
公
社
）
に
採
択
 

 

④
東
京
都
と
の
「
放
射
性
物
質
等

に
よ
る
災
害
時
等
対
応
に
関
す
る

協
定
」
に
基
づ
き
、
放
射
能
測
定

試
験
を
継
続
実
施
す
る
。
 

 

(
7
)
東
京
都
と
の
協
定
に
基
づ
く
放
射
線
量
測
定
試
験
を
実
施
 

東
京
都
と
締
結
し
た
「
放
射
性
物
質
等
に
よ
る
災
害
時
等
対
応
に
関
す
る
協
定
」（

平
成

1
9
年

3
月
締
結
）
に

基
づ
き
、
大
気
浮
遊
塵
等
の
放
射
線
量
測
定
を
実
施
 

 
1
)
大
気
浮
遊
塵
の
放
射
能
測
定
（
平
成

2
3
年

3
月

1
3
日
開
始
）
 

実
施
体
制
を
整
備
し
、
休
日
の
測
定
に
も
対
応
 

・
測
定
公
表
実
績
 
計

36
5
件
（
前
年
度
：
3
6
5
件
、
測
定
結
果
は
産
業
労
働
局
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
毎
日
公
表
） 

 
2
)
空
間
線
量
率
測
定
（
平
成

2
3
年

3
月

1
5
日
開
始
）
 

 
 
・
測
定
結
果
を
本
部
か
ら
東
京
都
健
康
安
全
研
究
セ
ン
タ
ー
へ
の
自
動
転
送
、
デ
ー
タ
公
表
中
 

 

○
大
気
浮
遊
塵
の
測
定
 

実
施
体
制
を
整
備
し
、
休
日
の
測
定
に
も
対
応
 

・
測
定
公
表
実
績

3
6
5
件
（
前
年
度
：
3
65

件
）
 

 
 
結
果
は
産
業
労
働
局
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
毎
日
公
表
 

 ○
空
間
線
量
率
測
定
 

・
測
定
デ
ー
タ
を
自
動
転
送
し
、
東
京
都
健
康
安
全
研
究

セ
ン
タ
ー
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
毎
時
デ
ー
タ
を
公
表
中
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20
－
産
業
人
材
の
育
成

  
  

  
 

 中
期
計
画
【
項
目
別
評
価
単
位
】
 

年
度
計
画
【
項
目
別
評
価
単
位
】
 

項
目
 

自
己
評
価
 

平
成

30
年
度
 
年
度
計
画
に
係
る
実
績
 

特
記
事
項
 

４
 
東
京
の
産
業
を
支
え
る
産
業
人
材
の
育
成
 

4
-
1
 
技
術
者
の
育
成
 

新
技
術
、
産
業
動
向
、
国
際
化
対
応

な
ど
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
や
実
践
に
役

立
つ
講
習
会
の
開
催
に
よ
り
、
中
小
企

業
の
新
製
品
・
新
サ
ー
ビ
ス
の
創
出
を

担
う
人
材
育
成
を
進
め
る
と
と
も
に
、

研
究
開
発
や
製
造
技
術
の
高
度
化
を
担

う
中
小
企
業
の
産
業
人
材
の
育
成
を
支

援
す
る
。
 

新
技
術
、
産
業
動
向
、
国
際
化

対
応
な
ど
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
や

実
践
に
役
立
つ
講
習
会
の
開
催
に

よ
り
、
中
小
企
業
の
新
製
品
・
新

サ
ー
ビ
ス
の
創
出
を
担
う
人
材
育

成
を
進
め
る
と
と
も
に
、
整
備
し

た
機
器
を
活
用
し
、
研
究
開
発
や

製
造
技
術
の
高
度
化
を
担
う
中
小

企
業
の
産
業
人
材
の
育
成
を
支
援

す
る
。
 

2
0 

Ｂ
 

(
1
)
技
術
セ
ミ
ナ
ー
お
よ
び
講
習
会
 

1
)
事
業
実
績
（
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
セ
ミ
ナ
ー
を
除
く
全
て
の
技
術
セ
ミ
ナ
ー
・
講
習
会
）
 

中
小
企
業
の
新
製
品
・
新
サ
ー
ビ
ス
の
創
出
を
担
う
人
材
育
成
を
目
的
と
し
て
、
技
術
セ
ミ
ナ
ー
お
よ
び
講

習
会
等
を
開
催
 

計
1
5
2
件
 
3
,
3
41

名
の
人
材
を
育
成
（
前
年
度
：
1
7
6
件
、
4
,3
8
9
名
）
 

a
)
新
規
セ
ミ
ナ
ー
 
計

9
件
 
2
4
0
名
（
前
年
度
：
計

6
件
、
3
07

名
）
 

・
「
E
S
R(
電
子
ス
ピ
ン
共
鳴
)を

用
い
た
材
料
の
評
価
法
」（

1
2
月

11
日
、
9
名
）
 

 
 
・「

成
長
す
る
会
社
は
 
（
こ
れ
）
が
良
い
！
世
界
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
最
前
線
」（

6
月

25
日
、
2
9
名
）
 

・
「
海
外
で
通
用
す
る
高
品
質
な
評
価
試
験
」
（
1
2
月

1
4
日
、
14

名
）
 
等
 

b
)
海
外
展
開
支
援
セ
ミ
ナ
ー
 
計

31
件
（
前
年
度
：
計

39
件
）
 
 

・
「
実
践
 
R
oH
S
指
令
が
求
め
る
技
術
文
書
作
成
方
法
」
（
11

月
30

日
・
3
月

2
7
日
、
計

5
4
名
）
 

・
「
医
療
機
器
規
則
(
M
DR
)
と
体
外
診
断
用
医
療
機
器
規
則
(I
V
D
R
)
」（

3
月

20
日
、
2
8
名
）
 
等
 

 
 
 
 
c
)他

機
関
と
の
共
催
セ
ミ
ナ
ー
 
計

5
件
（
新
規
セ
ミ
ナ
ー
1
件
、
海
外
展
開
支
援
セ
ミ
ナ
ー
2
件
含
む
）（

前

年
度
：
計

4
件
）
 

共
催
先
：
板
橋
区
、
港
区
、
神
奈
川
県
、
中
小
企
業
振
興
公
社
、
警
視
庁
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
本

部
 

d
)
東
京
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
発
信
交
流
会

20
1
9 

1
件
（
前
年
度
：
1
件
）
 

e
)
そ
の
他
の
技
術
セ
ミ
ナ
ー
・
講
習
会
 
技
術
セ
ミ
ナ
ー
40

件
、
講
習
会

69
件
 

（
前
年
度
：
技
術
セ
ミ
ナ
ー
56

件
、
講
習
会

71
件
）
 

2
)
機
器
を
活
用
し
た
研
究
開
発
や
製
造
技
術
の
高
度
化
を
担
う
中
小
企
業
の
産
業
人
材
育
成
 

実
践
型
高
度
人
材
育
成
と
し
て
、
「
現
場
で
役
立
つ
シ
リ
ー
ズ
」
セ
ミ
ナ
ー
お
よ
び
講
習
会
を
開
催
拡
充
 

計
6
9
件
、
92
9
名
 
（
前
年
度
：
計

4
8
件
、
75
7
名
）
 

 
 
・「

X
線

C
T
装
置
を
用
い
た
リ
バ
ー
ス
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
技
術
の
高
度
化
」
（
2
月

8
日
、
50

名
）
 

 
 
・「

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
話
」
（
1
1
月

9
日
、
3
3
名
）
 
等
 

 
3
)
I
oT

関
連
セ
ミ
ナ
ー
・
講
習
会
を
充
実
 

 
 
時
代
を
先
取
り
し
た
テ
ー
マ
で
、
他
機
関
と
連
携
し
セ
ミ
ナ
ー
・
講
習
会
を
開
催
 

 
 
・「

工
場
向
け
ワ
イ
ヤ
レ
ス

I
o
T
講
習
会
」（

1
2
月

14
日
、
62

名
）
 
等
 

 
 
 
 
総
務
省
関
東
総
合
通
信
局
と
共
催
し
、
I
oT

を
導
入
・
運
用
す
る
た
め
に
必
要
な
無
線
通
信
の
基
礎
知
識

や
工
場
に
お
け
る

I
o
T
の
導
入
事
例
を
紹
介
 

4
)
利
便
性
向
上
へ
の
取
り
組
み
 

 
バ
ン
コ
ク
支
所
へ
の
遠
隔
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施
（
継
続
）（

計
2
件
、
9
名
）
 

・
遠
隔
セ
ミ
ナ
ー
「
測
定
機
器
の
使
用
方
法
と
精
度
管
理
」（

1
0
月

2
5
日
、
5
名
）
 

・
遠
隔
セ
ミ
ナ
ー
「
金
属
材
料
の
硬
さ
試
験
入
門
」（

1
1
月

8
日
、
4
名
）
 

5
)
質
の
向
上
へ
の
取
り
組
み
 

 
 
a
)リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
実
施
し
た
技
術
セ
ミ
ナ
ー
・
講
習
会
の
比
率
 

 
・
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
率
 
4
0
％
、
58

件
（
前
年
度
：
5
4％

、
9
5
件
）
 

 
・
講
習
会
実
習
比
率
 
5
9
％
 
3
07
.
25

時
間
中

18
0
時
間
が
実
習
 

（
前
年
度
：
5
6
％
 
3
3
4
時
間
中

18
8
時
間
が
実
習
）
 

b
)
受
講
者
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
（
継
続
）
 

受
講
者
の
ニ
ー
ズ
を
よ
り
把
握
す
る
た
め
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。
高
い
満
足
度
を
維
持
 

○
新
規
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
 
計

9
件
 
2
40

名
 

・
「
E
S
R(
電
子
ス
ピ
ン
共
鳴
)を

用
い
た
材
料
の
評
価

法
」
 

・
「
成
長
す
る
会
社
は
 

（
こ
れ
）
が
良
い
！
世
界
の

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
最
前
線
」
 
 
  

 
 
  
 
 
  
 
 
  
 
 
  
 
 
 

・
「
海
外
で
通
用
す
る
高
品
質
な
評
価
試
験
」
 
等
 

 ○
設
備
を
活
用
し
た
実
践
型
高
度
人
材
育
成
セ
ミ
ナ

ー
お
よ
び
講
習
会
の
開
催
拡
充
 

計
6
9
件
、
92
9
名
受
講
 

（
前
年
度
：
計

48
件
、
7
57

名
受
講
）
 

・
「
X
線

C
T
装
置
を
用
い
た
リ
バ
ー
ス
エ
ン
ジ
ニ
ア

リ
ン
グ
技
術
の
高
度
化
」
（
50

名
）
 

 ◯
時
代
を
先
取
り
し
た
テ
ー
マ
で
他
機
関
と
連
携

し
、
セ
ミ
ナ
ー
・
講
習
会
を
開
催
 

・
「
工
場
向
け
ワ
イ
ヤ
レ
ス

Io
T
講
習
会
」
 

I
o
T
を
導
入
・
運
用
す
る
た
め
に
必
要
な
無
線

通
信
の
基
礎
知
識
や
工
場
に
お
け
る

I
o
T
の
導

入
事
例
を
紹
介
 

 ○
バ
ン
コ
ク
支
所
へ
の
遠
隔
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施
 

      ◯
技
術
セ
ミ
ナ
ー
お
よ
び
講
習
会
に
対
す
る
満
足
度
 

・
内
容
に
つ
い
て
「
良
か
っ
た
」
「
や
や
良
か
っ
た
」

の
回
答
率
が

7
8％

と
高
い
評
価
を
獲
得
 

「
良
か
っ
た
」
：
45
％
（
前
年
度
：
4
5％

）
 

・
講
師
に
つ
い
て
「
良
か
っ
た
」
「
や
や
良
か
っ
た
」

の
回
答
率
が

8
1％

と
高
い
評
価
を
獲
得
 

「
良
か
っ
た
」
：
54
％
（
前
年
度
：
5
4％

）
 

 

        
 
内
容
に
対
す
る
評
価
 
 
講
師
に
対
す
る
評
価
 

 

4
-
2
 
関
係
機
関
と
の
連
携
に
よ
る
人
材
育
成
 

 

首
都
大
学
東
京
を
は
じ
め
と
す
る
大

学
、
学
術
団
体
、
業
界
団
体
、
行
政
機

①
首

都
大

学
東

京
を

は
じ

め
と

す

る
大
学
、
学
術
団
体
、
業
界
団
体
、

(
2
)
大
学
、
学
術
団
体
、
業
界
団
体
、
行
政
機
関
等
の
実
施
す
る
産
業
人
材
育
成
の
取
り
組
み
に
対
す
る
、
職
員
の
講

師
派
遣
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
よ
る
学
生
の
受
け
入
れ
 

 
1
)
職
員
の
講
師
派
遣
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 関
等
が
実
施
し
て
い
る
産
業
人
材
育
成

の
取
組
み
に
対
し
て
、
職
員
の
講
師
派

遣
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
よ
る
学
生

の
受
入
れ
な
ど
で
積
極
的
に
協
力
す

る
。
 

サ
ー
ビ
ス
業
や
卸
売
業
・
小
売
業
に

お
い
て
も
、
製
品
の
製
造
や
品
質
管
理

に
関
す
る
知
識
を
有
す
る
人
材
育
成
が

必
要
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

都
産
技
研
の
設
備
や
人
材
を
活
か
し
た

実
践
的
な
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
す
る
。
 

個
別
企
業
や
業
界
団
体
等
の
人
材
育

成
ニ
ー
ズ
に
対
し
て
、
希
望
に
対
応
し

た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
編
成
す
る
オ
ー
ダ

ー
メ
ー
ド
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
、
人
材

育
成
ニ
ー
ズ
に
き
め
細
か
く
対
応
す

る
。
 

行
政

機
関

等
が

実
施

し
て

い
る

産

業
人
材
育
成
の
取
組
み
に
対
し
て
、

職
員
の
講
師
派
遣
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ

に
よ

る
学

生
の

受
入

れ
な

ど

で
積
極
的
に
協
力
す
る
。
 

 
 
 
 
a
)高

度
な
専
門
知
識
を
持
つ
職
員
を
大
学
、
学
術
団
体
、
業
界
団
体
、
行
政
機
関
等
へ
非
常
勤
講
師
や
指
導
員

と
し
て
派
遣
 
計

3
4
機
関
、
延
べ

50
名
 （

前
年
度
：
4
1 
機
関
、
計

5
4
 
名
派
遣
）
 

 
 
b
)派

遣
事
例
 

 
 
＜
大
学
等
＞
 

 
 
 
 
講
師
：
成
城
大
学
、
多
摩
美
術
大
学
、
東
京
工
科
大
学
、
東
京
都
市
大
学
、
法
政
大
学
、
他

4
件
 

非
常
勤
講
師
：
芝
浦
工
業
大
学
、
首
都
大
学
東
京
、
東
京
学
芸
大
学
、
日
本
大
学
、
他

2
件
 

 
 
＜
各
団
体
＞
 

 
 
 講

師
：
環
境
省
、
東
京
都
鍍
金
工
業
組
合
、
（
公
社
）
日
本
分
析
化
学
会
、
木
材
塗
装
研
究
会
、
他

19
件
 

 
2
)
学
生
の
受
け
入
れ
 
12

機
関
、
延
べ
人
数

3
5
名
（
前
年
度
：
計

11
機
関

2
6
名
）
 

 
 
a
)イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
（
1
ヶ
月
未
満
）
受
け
入
れ
実
績
 

職
場
体
験
な
ど
を
目
的
と
し
た
学
生
を
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
し
て
受
け
入
れ
 

計
1
機
関

6
名
（
首
都
大
学
東
京
）（

前
年
度
：
4
機
関

11
名
）
 

【
指
導
事
例
】
 

城
南
支
所
：
光
造
形
機
を
用
い
た
造
形
品
の
作
製
に
つ
い
て

C
A
D
操
作
か
ら
成
形
品
の
評
価
ま
で
学
習
 

光
音
技
術
グ
ル
ー
プ
：
音
響
に
関
す
る
試
験
の
実
習
や
お
客
様
の
依
頼
試
験
の
一
部
を
体
験
 

 
 
b
)研

修
学
生
（
1
ヶ
月
以
上
）
受
け
入
れ
実
績
 

技
術
習
得
や
研
究
を
目
的
と
し
た
学
生
を
研
修
学
生
と
し
て
受
け
入
れ
 

 
 
 
計

12
機
関
延
べ

2
9
名
（
東
京
電
機
大
学
、
東
京
大
学
大
学
院
 
他

1
0
機
関
）（

前
年
度
：
7
機
関

15
名
）
 

 
 
 【

指
導
事
例
】
 

 
 
 ・

椙
山
女
学
園
大
学
：
実
証
試
験
セ
ク
タ
ー
 

平
成

3
0
年
度
基
盤
研
究
「
被
締
結
体
部
材
剛
性
の
異
な
る
ボ
ル
ト
締
結
体
へ
の
ト
ル
ク
法
の
適
用
」
に

つ
い
て
共
同
実
施
し
、
次
年
度
の
科
研
費
に
採
択
 

 
 
 ・

明
星
大
学
：
複
合
素
材
開
発
セ
ク
タ
ー
 

平
成

30
年
度
共
同
研
究
「
炭
素
繊
維
を
用
い
た
円
盤
形
状
織
物
の
製
織
技
術
」
に
つ
い
て
共
同
実
施
 

 
3
)
研
修
学
生
等
受
け
入
れ
後
に
関
す
る
貢
献
度
把
握
へ
の
取
り
組
み
（
継
続
）
 

a
)
研
修
学
生
受
け
入
れ
案
件
に
つ
い
て
成
果
実
績
調
査
を
実
施
 

 
 
 
b
)研

究
事
業
へ
の
発
展
事
例
（
平
成

3
0
年
度
）
 

共
同
研
究

5
件
（
前
年
度
：
2
件
）
、
学
会
発
表

8
件
（
前
年
度
：
9
件
）
、
論
文
発
表

2
件
（
前
年
度
：
3
件
）、

特
許
出
願

1
件
（
前
年
度
：
0
件
）
 

 
 
 
例
）
論
文
発
表
 
“
De
v
e
l
o
pm
e
n
t 
o
f 
l
o
ng
 m
u
l
ti
-
l
a
y
er
e
d 
f
l
ex
i
b
le
 c
ab
le
 o
f 
s
i
li
c
o
n 
s
e
ns
o
r 

d
e
t
e
c
to
r
 f
o
r
 s
P
H
E
NI
X
 e
xp
e
r
i
m
en
t
”
,
 R
IK
E
N
 A
c
c
el
e
r
a
t
o
r 
P
r
og
r
e
ss
 R
ep
o
r
t
 2
0
1
7
 V
o
l
.
 5
1 

(
2
0
1
8
) 

       ○
学
生
の
受
け
入
れ
実
績
 

1
2
機
関
 
延
べ

35
名
（
前
年
度
：
1
1
機
関

26
名
） 

う
ち
研
修
学
生

29
名
（
前
年
度
：
15

名
）
 

  

         

◯
研
修
学
生
指
導
事
例
 

・
椙
山
女
学
園
大
学
：
実
証
試
験
セ
ク
タ
ー
 

平
成

30
年
度
基
盤
研
究
「
被
締
結

体
部
材
剛
性

の
異

な
る

ボ
ル

ト
締

結
体

へ
の

ト
ル

ク
法

の
適

用
」
に
つ
い
て
共
同
実
施
し
、
次
年
度
の
科
研
費
に

採
択
 

 ○
研

修
学

生
を

受
け

入
れ

た
こ

と
に

よ
っ

て
生

じ
た

成
果
実
績
の
調
査
 

・
共
同
研
究

5
件
（
前
年
度
：
2
件
）
 

・
学
会
発
表

8
件
（
前
年
度
：
9
件
）
 

・
論
文
発
表

2
件
（
前
年
度
：
3
件
）
 

・
特
許
出
願

1
件
（
前
年
度
：
0
件
）
 

 ＜
研
修
学
生
の
声
＞
 

「
実

験
が

簡
単

に
は

結
果

が
出

な
い

こ
と

、
繰

り
返

し
行

う
こ

と
で

精
度

が
増

し
て

い
く

感
覚

な
ど

様
々

な
体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
」
な
ど
 

 

②
サ
ー
ビ
ス
業
や
卸
売
業
・
小
売

業
の
従
事
者
向
け
に
お
い
て
も
、

都
産
技
研
の
設
備
や
人
材
を
活
か

し
た
実
践
的
な
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施

す
る
。
 

(
3
)
サ
ー
ビ
ス
業
や
卸
売
業
・
小
売
業
の
従
事
者
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
技
術
セ
ミ
ナ
ー
・
講
習
会
を
開
催
 

も
の
づ
く
り
の
ノ
ウ
ハ
ウ
等
を
サ
ー
ビ
ス
産
業
向
け
に
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
、
現
場
で
役
立
つ
情
報
を
提
供

す
る
こ
と
で
卸
売
業
・
小
売
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
を
中
心
に
産
業
人
材
育
成
を
支
援
 

 
1
)
開
催
実
績
と
受
講
者
数
 

1
6
件
、
3
2
7
名
（
前
年
度
：
21

件
、
3
1
4
名
）
 

 
2
)
開
催
内
容
 

a
)
技
術
セ
ミ
ナ
ー
（
計

1
1
件
、
2
8
4
名
）（

前
年
度
：
計

7
件
 
1
70

名
）
 

・
「
騒
音
の
基
礎
～
測
定
・
評
価
・
音
質
改
善
～
」
（
6
月

15
日
、
3
5
名
）
 

・
「
2
0
19

年
春
夏
/
商
品
展
開
に
重
要
な
カ
ラ
ー
ト
レ
ン
ド
情
報
」（

6
月

1
1
日
、
3
5
名
）
 
等
 

b
)
講
習
会
（
計

5
件
、
4
3
名
）
（
前
年
度
：
1
4
件
、
1
4
4
名
）
 

・
「
商
品
企
画
の
た
め
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
入
門
」
（
9
月

1
1
日
、
20

名
）
 

・
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
材
料
の
測
定
入
門
」
（
7
月

26
日
、
6
名
）
 
等
 

◯
講

習
会

「
商

品
企

画
の

た
め

の
パ

ッ
ケ

ー
ジ

デ
ザ

イ
ン
入
門
」
チ
ラ
シ
 

 

5
8

― 126 ―



 
 
 
 
 

20
－
産
業
人
材
の
育
成

  
  

  
 

 

③
個
別
企
業
や
業
界
団
体
等
の
人

材
育
成
ニ
ー
ズ
に
対
し
て
、
希
望

に
対
応
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
編

成
す
る
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
セ
ミ
ナ

ー
を
実
施
し
、
人
材
育
成
ニ
ー
ズ

に
き
め
細
か
く
対
応
す
る
。
 

(
4
)
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施
 

企
業
や
業
界
団
体
等
の
人
材
育
成
ニ
ー
ズ
に
対
し
、
個
別
の
要
望
に
幅
広
く
対
応
す
る
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
セ
ミ

ナ
ー
を
実
施
 

1
)
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
セ
ミ
ナ
ー
の
実
績
計

8
3
件
（
前
年
度
：
8
9
件
、
前
年
度
比

92
％
）
 

利
用
者
内
訳
：
企
業

5
4
件
（
卸
･
小
売
り

8
件
含
む
）、

工
業
団
体
等

10
件
、
教
育
機
関

1
1
件
、
自
治
体

8
件
 

 
2
)
自
治
体
と
共
催
に
よ
る
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施
例
 

・
「
T
O
KY
O
起
業
塾
『
も
の
づ
く
り
創
業
プ
ロ
グ
ラ
ム
』
」
（
中
小
企
業
振
興
公
社
、
1
0
名
）
 

 
デ
ザ
イ
ン
の
重
要
性
に
つ
い
て
の
講
義
と
、
実
践
で
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
表
現
や

3
D
CA
D
を
実
施
 

・
「
3
D
-C
A
D
入
門
講
習
会
」（

中
小
企
業
振
興
公
社
、
7
名
）
 

 
 
 
3
D
-
CA
D
の
基
本
の
解
説
と
実
習
を
実
施
 

3
)
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施
例
 

 
a
)
製
造
業
の
製
品
開
発
を
目
的
と
し
た
ニ
ー
ズ
に
対
応
（
計

8
件
、
3
8
名
）
 

・「
J
I
SC
 6
10
1
0
の
規
格
内
容
と
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
説
明
」（

医
療
用
機
械
器
具
・
医
療
用
品
製
造
業
、

1
2
名
受
講
）
等
 

 
b
)
製
造
業
の
品
質
管
理
を
目
的
と
し
て
ニ
ー
ズ
に
対
応
（
計

8
件
、
1
2
0
名
）
 

 
 
 ・
「
鉛
フ
リ
ー
は
ん
だ
付
け
講
習
会
」
（
通
信
機
械
器
具
・
同
関
連
機
械
器
具
製
造
業
、
42

名
）
等
 

   ○
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
セ
ミ
ナ
ー
の
実
績
 

 
計

83
件
（
前
年
度
：
8
9
件
、
前
年
度
比

92
％
）
 

 ○
自

治
体

と
共

催
に

よ
る

オ
ー

ダ
ー

メ
ー

ド
セ

ミ
ナ

ー
の
実
施
 

「
T
O
KY
O
起

業
塾

『
も

の
づ

く
り

創
業

プ
ロ

グ
ラ

ム
』
」
（
中
小
企
業
振
興
公
社
、
1
0
名
）
 

デ
ザ

イ
ン

の
重

要
性

に
つ

い
て

の
講

義
と

、
実

践

で
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
表
現
や

3D
-
C
A
D
を
実
施
 

4
-
3
 
海
外
展
開
に
必
要
な
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
 

 

中
小
企
業
が
海
外
へ
事
業
を
展
開
す

る
際
に
は
現
地
の
経
営
環
境
や
市
場
動

向
に
詳
し
い
人
材
の
育
成
が
必
要
で
あ

る
こ
と
を
踏
ま
え
、
金
融
機
関
な
ど
の

連
携
締
結
機
関
の
情
報
や
他
の
産
業
支

援
機
関
を
活
用
し
た
実
践
的
な
セ
ミ
ナ

ー
を
実
施
す
る
。
 

中
小
企
業
が
海
外
へ
事
業
を
展

開
す
る
際
に
は
現
地
の
経
営
環
境

や
市
場
動
向
に
詳
し
い
人
材
の
育

成
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
金
融
機
関
な
ど
の
連
携
締
結

機
関
の
情
報
や
他
の
産
業
支
援
機

関
を
活
用
し
た
実
践
的
な
セ
ミ
ナ

ー
を
試
行
す
る
。
 

(
5
)
金
融
機
関
な
ど
の
連
携
締
結
機
関
の
情
報
や
他
の
産
業
支
援
機
関
を
活
用
し
た
実
践
的
な
セ
ミ
ナ
ー
 

 
1
)
産
業
支
援
機
関
と
連
携
し
、
各
機
関
の
業
務
に
関
す
る
情
報
提
供
を
す
る
と
と
も
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
展
開
す

る
人
材
に
求
め
ら
れ
る
技
術
動
向
や
会
社
経
営
等
の
内
容
も
含
め
た
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
 

 
 
【
実
施
事
例
】
 

・
(
独
)日

本
貿
易
振
興
機
構
と
の
連
携
セ
ミ
ナ
ー
《
再
掲
：
項
目

1
7》

 

「
輸
出
の
た
め
の
認
証
取
得
支
援
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
全

3
回
の
う
ち

1
回
を
主
催
（
7
月
 
計

8
9
名
）
 

・
(
一
社
)
東
京
環
境
経
営
研
究
所
 

「
フ
タ
レ
ー
ト
の
測
定
法
 
～
公
定
法
と
簡
易
分
析
法
に
よ
る
日
常
管
理
～
」
（
9
月
 9
3
名
）
 

・
(
一
社
)
日
本
分
析
機
器
工
業
会
 

 
 
 「

フ
タ
レ
ー
ト
規
制
 
～
中
小
企
業
支
援
・
工
業
試
験
所
の
立
場
か
ら
～
」（

9
月
 
1
9
名
）
 

 
 
 
 
・
(
一
社
)
日
本
電
気
制
御
機
器
工
業
会
 
環
境
セ
ミ
ナ
ー
2
01
8 

 
 
 「

フ
タ
ル
酸
エ
ス
テ
ル
の
移
行
問
題
と
分
析
方
法
に
つ
い
て
」
（
12

月
 
3
8
名
加
）
 

 
2
)
都
産
技
研
主
催

MT
E
P
セ
ミ
ナ
ー
と
し
て
｢グ

ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
シ
リ
ー
ズ
｣を

開
催
 
計

5
回
 
10
0
名
 

（
前
年
度
：
計

8
回
 
21
7
名
）
《
再
掲
：
項
目

1
7
》
 

 

   ◯
産
業
支
援
機
関
の
主
催
す
る
セ
ミ
ナ
ー
に
出
講
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中
期
計
画
【
項
目
別
評
価
単
位
】
 

年
度
計
画
【
項
目
別
評
価
単
位
】
 

項
目
 

自
己
評
価
 

平
成

30
年
度
 
年
度
計
画
に
係
る
実
績
 

特
記
事
項
 

５
 
情
報
発
信
・
情
報
提
供
の
推
進
 

5
-
1
 
情
報
発
信
 

東
京
都
、
区
市
町
村
、
中
小
企
業
振
興

公
社
、
商
工
会
議
所
、
商
工
会
な
ど
の
支

援
機
関
等
が
実
施
す
る
講
演
会
、
イ
ベ
ン

ト
・
展
示
会
へ
の
参
加
を
通
じ
、
都
産
技

研
の
事
業
を
積
極
的
に

P
R
し
利
用
拡
大

に
つ
な
げ
る
。
 

都
産

技
研

が
開

催
す

る
研

究
発

表
会

と
、
T
K
F
参
加
の
各
公
設
試
験
研
究
機
関

等
が
行
う
研
究
発
表
会
の
間
で
、
相
互
に

発
表
者
を
派
遣
し
合
う
な
ど
、
多
様
な
連

携
に

よ
り

研
究

機
関

が
保

有
す

る
技

術

シ
ー

ズ
や

研
究

成
果

を
広

く
中

小
企

業

に
発
信
す
る
。
 

①
東
京
都
、
区
市
町
村
、
中
小
企

業
振
興
公
社
、
商
工
会
議
所
、
商

工
会
な
ど
の
支
援
機
関
等
が
実
施

す
る
講
演
会
、
イ
ベ
ン
ト
・
展
示

会
へ
の
参
加
を
通
じ
、
都
産
技
研

の
事
業
を
積
極
的
に

P
R
し
利
用

拡
大
に
つ
な
げ
る
。
 

2
1 

Ａ
 

(
1
)
実
行
委
員
会
一
員
と
し
て
産
業
交
流
展
2
0
1
8を

企
画
運
営
・
出
展
 

（
1
1
月
1
4
日
～
1
6日

、
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
東
4
・
5・

6ホ
ー
ル
、
来
場
者
数
 
延
べ
4
0,
9
9
6
名
）
 

1
)
首
都
圏
テ
ク
ノ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ゾ
ー
ン
：
事
業
・
成
果
紹
介
、
T
K
F連

携
機
関
展
示
、
製
品
開
発
支
援
ラ
ボ
企

業
展
示
 

a
)
効
果
測
定
：
技
術
相
談
2
4
件
、
依
頼
試
験
1
件
、
機
器
利
用
2
件
、
セ
ミ
ナ
ー
・
講
習
会
1
件
、
共
同
研
究
1件

、

そ
の
他
3
件
（
会
期
終
了
3
か
月
後
の
調
査
）
 

b
)
製
品
開
発
支
援
ラ
ボ
入
企
業
8
社
出
展
（
内
、
3
社
は
商
談
に
発
展
）
 

2
)
次
世
代
ロ
ボ
ッ
ト
ゾ
ー
ン
：
ロ
ボ
ッ
ト
産
業
活
性
化
事
業
や
中
小
企
業
の
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
の
紹
介
 

 
 
 
ロ
ボ
ッ
ト
産
業
活
性
化
事
業
に
お
け
る
開
発
者
と
来
場
者
の
マ
ッ
チ
ン
グ
に
成
功
し
（
1
件
）
、
新
た
な
公

募
へ
の
応
募
や
事
業
の
展
開
に
つ
な
が
る
方
向
に
進
捗
 

 (
2
)
展
示
会
参
加
に
よ
る
事
業
紹
介
 

1
)
都
・
区
市
主
催
の
展
示
会
等
参
加
に
よ
り
地
域
産
業
振
興
と
事
業
P
R 

1
7
件
（
前
年
度
：
1
9
件
）
 
東
京
都
、
板
橋
区
、
大
田
区
、
葛
飾
区
、
昭
島
市
 
等
 

2
)
金
融
機
関
主
催
の
展
示
会
等
へ
の
参
加
に
よ
る
都
産
技
研
利
用
拡
大
 
7件

（
前
年
度
：
6
件
）
 

城
南
信
用
金
庫
ほ
か
5信

金
主
催
「
2
01
8
“
よ
い
仕
事
お
こ
し
”
フ
ェ
ア
」
（
9
月
19
～
20
日
）
等
 

3
)
民
間
団
体
・
そ
の
他
主
催
の
専
門
展
示
会
等
へ
の
出
展
に
よ
る
成
果
お
よ
び
事
業
の
利
用
拡
大
取
り
組
み
 

前
年
度
の
出
展
効
果
に
つ
い
て
担
当
部
署
に
調
査
を
行
い
、
効
果
の
期
待
で
き
る
展
示
会
に
出
展
 

a
)
出
展
展
示
会
数
 
2
8（

前
年
度
：
2
6
）
 

b
)
効
果
測
定
（
対
象
：
民
間
団
体
主
催
の
有
料
展
示
会
の
う
ち
8展

示
会
）
 

展
示
会
終
了
直
後
と
開
催
1ヶ

月
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
り
、
都
産
技
研
新
規
利
用
の
有
無
を
調
査
（
継
続
）  

展
示
会
を
き
っ
か
け
と
し
た
新
規
利
用
あ
り
：
8
展
示
会
中
7
（
前
年
度
：
1
0展

示
会
中
6）

 

＜
出
展
効
果
の
高
か
っ
た
展
示
会
＞
 

・
「
ワ
イ
ヤ
レ
ス
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
・
パ
ー
ク
2
0
1
8」

（
5月

2
3
～
2
5
日
）
（
ブ
ー
ス
来
訪
者
約
9
0
0名

）
 

無
線
通
信
技
術
の
研
究
開
発
に
焦
点
を
当
て
た
国
内
最
大
級
の
専
門
イ
ベ
ン
ト
 

 
 
 
 
共
同
研
究
機
関
が
商
談
に
発
展
。
そ
の
他
、
技
術
相
談
・
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
開
発
支
援
を
合
計
6件

実
施
 

・
「
B
io
J
a
pa
n
2
01
8
」
（
1
0月

1
0
～
1
2
日
）
（
ブ
ー
ス
来
訪
者
約
1
5
0名

）
 

バ
イ
オ
産
業
に
お
け
る
ア
ジ
ア
最
大
の
パ
ー
ト
ナ
リ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
 

会
期
中
、
ブ
ー
ス
来
場
者
の
半
数
以
上
と
共
同
研
究
を
念
頭
に
置
い
た
相
談
を
実
施
。
会
期
後
、
技
術
相

談
・
依
頼
試
験
・
機
器
利
用
を
合
計
1
0
件
実
施
 

 
 
 ・

「
TC
T
J
ap
a
n
20
1
9」

（
1
月
30
日
～
2
月
1
日
）
（
ブ
ー
ス
来
訪
者
約
4
00
名
）
 

 
 
 
 
国
内
最
大
級
の
3
Dプ

リ
ン
テ
ィ
ン
グ
と
A
M
技
術
の
総
合
展
示
会
 

 
 
 
 
X
線
C
T
測
定
の
A
M
と
の
連
携
に
関
す
る
相
談
が
依
頼
試
験
に
発
展
。
ほ
か
2
件
の
技
術
相
談
を
実
施
。
展
示

会
後
、
展
示
会
で
P
R
し
た
Y
ou
T
u
b
e
動
画
の
視
聴
数
が
増
加
（
1
ヶ
月
間
で
2
,
77
6
回
）
 

○
産
業
交
流
展

20
1
8 

       ・
I
o
T
開
発
セ
ク
タ
ー
を
メ
イ
ン
に
都
産
技
研
の
事
業

を
紹
介
。
ロ
ボ
ッ
ト
開
発
セ
ク
タ
ー
は
、
開
発
者
と

来
場
者
の
マ
ッ
チ
ン
グ
に
成
功
。
 

・
効
果
測
定
：
技
術
相
談

2
4
件
、
依
頼
試
験

1
件
、

機
器
利
用

2
件
、
セ
ミ
ナ
ー
・
講
習
会

1
件
、
共
同

研
究

1
件
、
そ
の
他

3
件
（
会
期
終
了

3
か
月
後
の

調
査
）
 

  ○
出
展
効
果
の
高
か
っ
た
展
示
会
 

 
B
i
o
Ja
p
a
n2
0
1
8（

10
月

10
日
～
1
2
日
）
 

 
パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜
 

 
ブ
ー
ス
来
場
者
数
約

1
5
0
名
 

       ブ
ー

ス
来

場
者

の
半

数
以

上
と

共
同

研
究

を
念

頭
に

置
い
た
相
談
を
実
施
。
会
期
後

1
ヶ
月
以
内
に
ブ
ー
ス

来
場
者
の
技
術
相
談
、
依
頼
試
験
、
機
器
利
用
実
績
あ

り
（
合
計

10
件
）
 

②
都
産
技
研
が
開
催
す
る
研
究
発

表
会
と
、
首
都
大
学
東
京
や

T
K
F

参
加
の
各
公
設
試
験
研
究
機
関
等

が
行
う
研
究
発
表
会
の
間
で
、
相

互
に
発
表
者
を
派
遣
し
合
う
な

ど
、
多
様
な
連
携
に
よ
り
研
究
機

関
が
保
有
す
る
技
術
シ
ー
ズ
や
研

究
成
果
を
広
く
中
小
企
業
に
発
信

す
る
。
 

(
3
)
T
I
RI
ク
ロ
ス
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
2
0
1
8開

催
に
よ
る
技
術
シ
ー
ズ
・
研
究
成
果
の
発
信
 

研
究
成
果
や
技
術
動
向
発
信
に
よ
る
中
小
企
業
の
製
品
開
発
・
事
業
化
促
進
、
研
究
シ
ー
ズ
の
普
及
・
利
用
促
進
 

1
)
7
月
12
～
13
日
 本

部
講
堂
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ハ
ブ
・
研
修
室
ほ
か
（
延
べ
4
40
名
）
（
前
年
度
：
延
べ
61
6
名
） 

2
)
研
究
発
表
 
7
4テ

ー
マ
（
前
年
度
：
8
1
テ
ー
マ
）
。
基
調
講
演
、
特
別
発
表
 
5
件
（
前
年
度
：
7
件
）
、
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
 
1件

（
前
年
度
：
1件

）
 

3
)
首
都
大
学
東
京
・
T
KF
ほ
か
連
携
機
関
等
に
よ
る
発
表
 
6テ

ー
マ
（
前
年
度
：
2
7テ

ー
マ
）
 

4
)
見
学
会
 
6コ

ー
ス
 
85
名
参
加
（
前
年
度
：
6コ

ー
ス
、
15
6
名
）
 

5
)
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
 

参
加
目
的
や
満
足
度
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
 
回
答
数
3
11
名
 
回
答
率
70
.
7％

（
前
年
度
：
3
7
9名

 
6
1.
5
％
）
 

・
来
場
目
的
：
「
新
技
術
分
野
の
収
集
」
3
0
％
（
前
年
度
：
3
1
％
）
、
「
都
産
技
研
の
研
究
開
発
」
8
％
（
前

年
度
：
1
2
％
）
、
「
基
調
講
演
等
」
2
2
％
（
前
年
度
：
1
7％

）
 

・
全
体
の
満
足
度
：
満
足
＋
や
や
満
足
 
6
9
％
（
前
年
度
：
6
9
％
）
、
普
通
 
2
6％

（
前
年
度
：
2
2
％
）
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
来
年
も
「
ぜ
ひ
ま
た
来
た
い
」
+「

日
程
が
合
え
ば
来
た
い
」
90
%
（
前
年
度
：
9
0％

）
 

 (
4
)
他
機
関
研
究
発
表
会
へ
の
発
表
者
派
遣
 

 
3
機
関
 
計
8
テ
ー
マ
発
表
（
前
年
度
：
3
機
関
 
計
7
テ
ー
マ
発
表
）
 

                

6
0

― 128 ―
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(
5
)
施
設
公
開
の
開
催
 

 
 
中
小
企
業
お
よ
び
都
民
に
各
事
業
所
を
公
開
し
、
各
種
事
業
の
紹
介
、
利
用
促
進
、
産
業
技
術
の
普
及
を
推
進
 

多
摩
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
・
各
支
所
で
は
、
地
域
の
自
治
体
、
連
携
機
関
と
協
力
開
催
 

1
)
本
部
「
I
NN
O
V
ES
T
A
!2
0
1
8」

 
5月

2
5日

ビ
ジ
ネ
ス
デ
ー
、
8
月
24
日
フ
ァ
ミ
リ
ー
デ
ー
 

・
入
場
者
（
ビ
ジ
ネ
ス
デ
ー
41
4
名
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
デ
ー
3
93
名
）
 

（
前
年
度
：
ビ
ジ
ネ
ス
デ
ー
37
7
名
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
デ
ー
3
41
名
）
 

・
ビ
ジ
ネ
ス
デ
ー
で
は
製
品
開
発
支
援
ラ
ボ
企
業
4社

（
前
年
度
：
5
社
）
の
ブ
ー
ス
を
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
に
設
置
し
、

技
術
情
報
を
提
供
 

・
警
視
庁
が
ビ
ジ
ネ
ス
デ
ー
に
参
加
し
、
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
（
新
規
）
 

 
 
セ
ミ
ナ
ー
内
で
「
標
的
型
メ
ー
ル
で
の
遠
隔
操
作
実
機
デ
モ
」
を
実
施
 

・
フ
ァ
ミ
リ
ー
デ
ー
は
工
作
教
室
な
ど
参
加
型
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
充
実
さ
せ
（
1
2件

、
前
年
度
5
件
）
、
夏
休
み

の
自
由
研
究
に
対
応
で
き
る
内
容
で
実
施
 

2
)
城
東
支
所
：
1
0月

1
9～

2
1日

、
3
,8
0
0名

（
前
年
度
：
2,
4
0
0
名
）
 

3
)
墨
田
支
所
：
1
1
月
1
8
日
フ
ァ
ミ
リ
ー
デ
ー
1
13
名
（
前
年
度
：
7
7名

）
、
1
月
2
4
日
ビ
ジ
ネ
ス
デ
ー
7
0名

（
前
年

度
：
5
8名

）
 

4
)
城
南
支
所
：
1
0月

2
5～

2
6日

、
2
49
名
（
前
年
度
：
2
8
8名

）
 

5
)
多
摩
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
：
1
0月

2
7
日
フ
ァ
ミ
リ
ー
デ
ー
2
,5
3
8
名
（
前
年
度
：
1
,
9
18
名
）
、
2
月
22
日
ビ
ジ
ネ
ス

デ
ー
1
11
名
（
前
年
度
：
2
5
2
名
）
 

 (
6
)
施
設
見
学
の
随
時
実
施
 

全
事
業
所
で
施
設
見
学
を
実
施
：
2
46
件
、
計
2,
3
1
2名

（
前
年
度
：
2
09
件
、
3
,
03
6
名
）
 

内
 
本
部
実
施
：
1
7
8件

、
計
1
,
6
5
1名

（
前
年
度
：
10
0
件
、
1
,
8
15
名
）
 

◯
I
N
N
OV
E
S
TA
!
2
01
8 

       警
視
庁
が
ビ
ジ
ネ
ス
デ
ー
に
初
参
加
し
、「

サ
イ
バ
ー

空
間

の
脅

威
と

現
状

」
を

テ
ー

マ
に

セ
ミ

ナ
ー

を
開

催
。
来
場
者
か
ら
好
評
を
得
た

 
        フ

ァ
ミ

リ
ー

デ
ー

は
、

自
由

研
究

に
対

応
で

き
る

内

容
で
夏
休
み
後
半
に
実
施
。
NH
K
首
都
圏
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
て
当
日
の
様
子
が
放
映

 
5
-
2
 
情
報
提
供
 

 

中
小
企
業
の
製
品
開
発
や
生
産
活
動

に
役
立
つ
以
下
の
情
報
を
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
や
技
術
情
報
誌
等
の
広
報
媒
体
に

よ
り
速
や
か
に
提
供
す
る
。
 

・
研
究
開
発
の
成
果
 

・
保
有
す
る
技
術
情
報
や
ノ
ウ
ハ
ウ
 

・
依
頼
試
験
や
設
備
機
器
の
利
用
に
関
す

る
情
報
 

・
産
業
人
材
育
成
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
開

催
情
報
 

・
共
同
研
究
や
受
託
研
究
の
公
募
に
関
す

る
情
報
 

・
最
近
の
国
内
外
の
技
術
動
向
等
に
関
す

る
情
報
 

研
究

開
発
の
成

果
や
最

近
の
技

術
動

向
等

に
関
す

る
情
報

な
ど

、

中
小

企
業

の
製
品

開
発
や

生
産

活

動
に

役
立

つ
情
報

を
イ
ン

タ
ー

ネ

ッ
ト

や
技

術
情
報

誌
等
の

広
報

媒

体
に
よ
り
速
や
か
に
提
供
す
る
。
 

本
部

の
公
開
図

書
室
等

を
活
用

し
、

中
小

企
業
に

役
立
つ

技
術

資

料
等
を
公
開
す
る
。
 

 

(
7
)
都
産
技
研
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
 

1
)
Y
o
u
Tu
b
e
動
画
の
掲
載
：
新
規

2
件
（
公
開
中
動
画
累
計

5
件
）
 

・
3
D
プ
リ
ン
タ
ー
で
バ
イ
オ
リ
ン
、
そ
の
設
計
と
製
作
（
8
月
公
開
）
《
関
連
項
目
：
項
目

9》
 

 
 
 
IN
N
O
VE
S
T
A!
2
0
18

フ
ァ
ミ
リ
ー
デ
ー
、
産
業
交
流
展

2
0
18
、
展
示
会

T
C
T 
J
ap
an
2
0
1
9
で
動
画
再
生
と
成
果

物
展
示
・
バ
イ
オ
リ
ン
実
演
に
よ
り

P
R
を
実
施
。
視
聴
数
：
1
8
,
75
4
回
（
3
月
末
）
 

・
ス
ク
リ
ー
ン
印
刷
の
工
程
（
3
月
公
開
）
《
関
連
項
目
：
項
目

1
0》

視
聴
数
：
2
3
4
回
（
3
月
末
）
 

・
金
属

3
D
プ
リ
ン
タ
ー
（
継
続
）
視
聴
数
：
1
99
,
3
54

回
（
3
月
末
・
前
年
度
末

1
6
,
90
2
回
）
 

2
)
ア
ク
セ
ス
実
績
 

 
 
ペ
ー
ジ
ビ
ュ
ー
数
 
 
 
 
 
2
,
5
75

千
件
（
前
年
度
：
2
,3
5
0
千
件
）
 

ア
ク
セ
ス
ユ
ー
ザ
ー
数
 
 
 
 
5
44

千
件
（
前
年
度
：
 
2
7
4
千
件
）
 

3
)
都
産
技
研
採
用
サ
イ
ト
 

 
 
外
部
委
託
で
作
成
し
て
い
た
サ
イ
ト
を
内
製
化
し
、
情
報
の
更
新
に
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
対
応
 

4
)
都
産
技
研
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
向
上
の
た
め
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
全
体
の
常
時

SS
L
化
を
実
施
 

5
)
都
産
技
研
公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー
に
て
、
都
産
技
研
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
新
着
情
報
を
随
時
発
信
 

 (
8
)
メ
ー
ル
ニ
ュ
ー
ス
配
信
 

都
産
技
研
お
よ
び
連
携
機
関
等
の
支
援
事
業
の
情
報
を
中
小
企
業
に
迅
速
に
提
供
 

配
信

55
回
、
発
信
数
 約

14
,
8
0
0
件
/
回
（
前
年
度
：
配
信

4
9
 回

、
発
信
数
 約

1
4
,5
0
0
件
/回

）
 

メ
ー
ル
ニ
ュ
ー
ス
の
登
録
・
解
除
フ
ォ
ー
ム
を
都
産
技
研
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
内
に
新
設
し
、
利
用
者
の
利
便
性
を
向

上
す
る
と
と
も
に
、
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
管
理
者
の
事
務
作
業
を
簡
略
化
 

 (
9
)
刊
行
物
 

1
)
「
T
IR
I
 
NE
W
S」

（
都
産
技
研
技
術
情
報
誌
、
毎
月

1
日
発
行
、
カ
ラ
ー
1
2 
ペ
ー
ジ
）
 

a
)
発
行
 
各
号
約

4
,
60
0
部
、
発
送
件
数
 
約

7
5
0
件
 

b
)
誌
面
の
大
々
的
な
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
実
施
 

掲
載
写
真
数
を
増
や
し
、
分
か
り
や
す
い
文
章
と
洗
練
さ
れ
た
デ
ザ
イ
ン
に
よ
り
読
者
か
ら
高
評
価
 

c
)
読
者
ア
ン
ケ
ー
ト
を
毎
月
実
施
 
回
答
数
が
大
き
く
増
加
 
2
14

件
/
年
（
前
年
度

70
件
/年

）
 

5
0
代
以
下
の
読
者
層
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
が
半
数
以
上
を
占
め
（
前
年
度
は

60
代
以
上
が

6
0
%）

、

女
性
や

2
0
代
読
者
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
数
が
増
加
 

d
)
掲
載
の
効
果
測
定
（
新
規
）
 
掲
載
協
力
研
究
員

2
5
名
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
（
3
月
）
 

 
 
 
事
業
に
つ
な
が
っ
た
研
究
・
事
業
紹
介
記
事

1
1
テ
ー
マ
 

◯
Y
o
u
Tu
b
e
動
画
 

・
3
D
プ
リ
ン
タ
ー
で
バ
イ
オ
リ
ン
、
そ
の
設
計
と
製

作
 

      公
開
日
（
8
/2
0
）
か
ら
年
度
末
ま
で
の
視
聴
数
 

1
8
,
7
54

回
 

 ・
「
金
属

3
D
プ
リ
ン
タ
ー
」
の
視
聴
数
急
増
 

1
年
間
の
視
聴
数

1
8
万
回
超
（
年
度
末
の
視
聴
数

累
計

19
9
,
35
4
回
）
 

   ◯
T
I
R
I 
N
E
WS

誌
面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
 

        ・
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
数
が
大
き
く
増
加
 

2
1
4
件
/
年
（
前
年
度

70
件
/年

）
 

・
T
I
R
I 
N
E
WS

の
研
究
・
事
業
紹
介
記
事

1
1
テ
ー
マ

が
事
業
へ
発
展
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21
－
情
報
発
信
・
情
報
提
供

 

例
)・

7
月
号
「
木
材
と
海
藻
か
ら
生
ま
れ
た
『
1
00
%
天
然
由
来
』
の
複
合
材
料
」
：
3
社
か
ら
共
同
研
究
の

申
し
入
れ
が
あ
り
、
う
ち

1
社
と
共
同
研
究
開
始
 

 
 
  

 
・
8
月
号
「
フ
タ
ル
酸
エ
ス
テ
ル
類
規
制
へ
の
対
応
」
：
外
部
発
表

1
件
、
技
術
相
談

2
件
 

 
 
 
  

 
・
1
0
月
号
「
セ
ル
ロ
ー
ス
ナ
ノ
フ
ァ
イ
バ
ー
」
：
講
演
依
頼

1
件
、
技
術
相
談

4
件
、
依
頼
試
験

1
件
 

2
)
都
産
技
研
年
報
 
6
月
 
40
0
部
 

3
)
平
成

3
0
年
度
都
産
技
研
活
用
事
例
集
 
1
月
 
4
,0
0
0
部
 

4
)
電
子
・
機
械
グ
ル
ー
プ
成
果
事
例
集
 
1
月
 
1
,0
0
0
部
 

5
)
城
東
支
所
活
用
事
例
集
 
3
月
 
1
,
0
00

部
 

 (
1
0
)
平
成
2
9年

度
経
済
産
業
省
補
正
予
算
事
業
｢
地
域
新
成
長
産
業
創
出
促
進
事
業
費
補
助
金
｣の

成
果
展
開
 

地
域
に
お
け
る
中
小
企
業
の
生
産
性
向
上
の
た
め
の
共
同
基
盤
事
業
｢関

東
地
域
に
お
け
る
次
世
代
産
業
分
野

参
入
に
む
け
た
生
産
性
向
上
支
援
｣に

よ
り
T
K
F会

員
5
機
関
で
計
6機

種
の
試
験
機
器
を
整
備
。
産
業
交
流
展
2
01
8

に
て
、
首
都
圏
テ
ク
ノ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ゾ
ー
ン
内
の
展
示
で
本
事
業
を
紹
介
《
関
連
項
目
：
項
目
1
9》

 

 (
1
1
)
自
費
出
版
書
籍
 

計
測
・
制
御
・
試
験
所
用
電
気
機
器
の
製
品
安
全
の
考
え
方
に
関
す
る
有
償
図
書
の
2
01
9
年
度
発
行
に
向
け
、

原
稿
執
筆
と
校
正
作
業
を
実
施
（
P
OD
出
版
に
よ
り
発
行
予
定
）
 

 

(
1
2
)
マ
ス
コ
ミ
報
道
 

1
)
プ
レ
ス
発
表
 
2
8
件
（
前
年
度
：
2
5
件
）
 

 
 
記
事
掲
載
率
 
新
聞
・
雑
誌
 
78
％
（
前
年
度
：
5
6％

）
、
W
eb
 
9
3％

（
前
年
度
：
67
％
）
 

研
究
開
発
関
連
の
プ
レ
ス
発
表
を
積
極
的
に
実
施

12
件
（
前
年
度
：
4
件
）
 

例
）
「
U
A
V（

ド
ロ
ー
ン
）
で
地
形
を

3
D
化
、
豪
雨
防
災
に
活
用
」
 

効
果
：
共
同
研
究
の
申
し
入
れ

1
件
、
技
術
相
談

5
件
、
取
材
申
し
入
れ

1
件
 

2
)
報
道
実
績
 
テ
レ
ビ
報
道
  
 
5
件
（
前
年
度
：
7
件
）
、
新
聞
・
雑
誌
等
報
道

1
5
0
件
（
前
年
度
：
14
0
件
）
、

W
e
b
報
道

1
,2
5
9
件
（
前
年
度
：
6
28

件
）
、
テ
レ
ビ
番
組
撮
影
協
力

1
3
件
（
前
年
度
：
8
件
）
 

 (
1
3
)
広
報
事
業
の
費
用
対
効
果
検
証
 

広
告
換
算
で
検
証
 

換
算
方
法
：
新
聞
雑
誌
掲
載
誌
の
種
類
、
記
事
サ
イ
ズ
、
段
数
等
の
掛
け
合
わ
せ
に
よ
り
換
算
額
を
算
出
 

費
用
対
効
果
＝
掲
載
記
事
の
広
告
換
算
額
－
広
告
掲
出
費
 

2
5
3
,
9
07
千
円
－
3,
1
9
7千

円
＝
2
5
0
,7
1
0千

円
/年

（
前
年
度
：
1
77
,
9
31
千
円
）
 

 (
1
4
)
本
部
展
示
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
 

 
 
最
新
の
研
究
成
果
や
支
援
事
例
に
合
わ
せ
て
、
都
産
技
研
本
部
展
示
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
実
施
（
3月

）
 

来
所
者
に
都
産
技
研
の
事
業
を
分
か
り
や
す
く
P
R
す
る
た
め
、
音
声
案
内
や
体
験
型
の
展
示
を
採
用
。
事
業
案

内
動
画
も
作
成
。
所
内
見
学
の
フ
ロ
ー
を
整
備
し
、
見
学
・
視
察
業
務
を
効
率
化
。
見
学
者
用
に
展
示
コ
ー
ナ
ー

紹
介
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
1
,
0
00
部
作
成
し
、
配
架
 

＜
展
示
内
容
＞
 

 
 
・
1
F
：
都
産
技
研
沿
革
と
技
術
情
報
誌
「
T
I
R
I 
N
E
WS
」
の
紹
介
 

 
 
・
2
F
：
ス
マ
ー
ト
ホ
ー
ム
を
テ
ー
マ
に
、
I
o
Tの

体
験
展
示
 

 
 
・
3
F：

創
作
実
験
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
て
支
援
事
例
2
2
件
の
パ
ネ
ル
紹
介
と
製
品
展
示
。
ま
た
、
都
産
技
研
の
支
援

内
容
等
に
つ
い
て
の
日
本
語
と
英
語
に
よ
る
音
声
案
内
が
可
能
な
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
3
台
設
置
 

 (
1
5
)
図
書
室
の
運
営
 

1
)
本
部
図
書
室
：
雑
誌
配
列
を

5
0
音
順
に
し
、
図
書
室
活
用
の
利
便
性
を
向
上
（
4
月
）
 

薬
学
雑
誌
の
常
設
展
示
を
開
始
（
5
月
）
 

都
産
技
研
の
事
業
に
関
わ
る
テ
ー
マ
で
、
企
画
展
示
を

2
ヶ
月
に

1
回
程
度
実
施
。
企
画
展
示

の
お
知
ら
せ
を
所
内
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
に
掲
示
し
、
所
内
外
に
周
知
 

2
)
多
摩
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
資
料
室
：
資
料
約

1
5
,0
0
0
冊
の
燻
蒸
や
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
作
業
を
実
施
（
1
1
月
）
 

3
)
本
部
公
開
図
書
室
の
利
用
者
数
 
外
部
利
用
者
数
：
 
1,
0
1
8
名
（
前
年
度
：
5
87

名
）
 

4
)
蔵
書
 
和
洋
書
：
2
4,
2
83

冊
、
和
文
雑
誌
：
6
8
0
種
、
欧
文
雑
誌
：
6
4
種
 

 

      7
月
号
「
木
材
と
海
藻
か
ら
生
ま
れ
た
『
1
0
0%
天
然
由

来
』
の
複
合
材
料
」
：
3
社
か
ら
共
同
研
究
の
申
し
入

れ
が
あ
り
、
う
ち

1
社
と
共
同
研
究
開
始
 

 ◯
プ
レ
ス
発
表
 

・
2
8
件
（
前
年
度
：
25

件
）
 

・
記
事
掲
載
率
 
新
聞
・
雑
誌
 
7
8％

（
前
年
度
：

5
6
％
）
、
W
eb
 
9
3％

（
前
年
度
：
6
7％

）
 

・
研
究
開
発
関
連
プ
レ
ス
 
12

件
（
前
年
度
：
4
件
） 

 ◯
研
究
開
発
関
連
プ
レ
ス
例
）
U
AV
（
ド
ロ
ー
ン
）
で

地
形
を

3
D
化
、
豪
雨
防
災
に
活
用
 

効
果
：
共
同
研
究
の
申
し
入
れ

1
件
、
技
術
相
談

5

件
、
取
材
申
し
入
れ

1
件
 

      ◯
民
間
の
有
料
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
サ
ー
ビ
ス
活
用
に

よ
り
、
W
e
b
報
道
が
増
加
 

1
,
2
5
9
件
（
前
年
度
：
6
2
8
件
）
 

        ◯
広
報
事
業
の
効
果
を
広
告
換
算
で
検
証
 

 
年
間
の
費
用
対
効
果
（
前
年
度
比
：
1
41
％
）
 

2
5
0
,
7
10

千
円
（
前
年
度
：
17
7
,
9
31

千
円
）
 

 ◯
本
部
展
示
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
 

       3
F
創
作
実
験
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
各
研
究
グ
ル
ー
プ
推
薦

の
支
援
事
例

2
2
件
を
展
示
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
よ
る
都

産
技
研
支
援
内
容
の
音
声
案
内
を
開
始
（
日
本
語
・

英
語
）
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22
－
組
織
体
制
及
び
運
営
、
効
率
化
、
経
費
削
減

 
 中

期
計
画
【
項
目
別
評
価
単
位
】
 

年
度
計
画
【
項
目
別
評
価
単
位
】 

項
目
 

自
己

評
価
 

平
成

30
年
度
 
年
度
計
画
に
係
る
実
績
 

特
記
事
項
 

Ⅱ
 
業
務
運
営
の
改
善
及
び
効
率
化
に
関
す
る
事
項
 

１
 
組
織
体
制
及
び
運
営
 

1
-
1
 
機
動
性
の
高
い
組
織
体
制
の
確
保
 

都
内
各
地
の
産
業
特
性
を
考
慮

し
な
が
ら
、
社
会
経
済
情
勢
や
中

小
企
業
の
変
化
す
る
技
術
ニ
ー
ズ

に
的
確
に
対
応
で
き
る
機
動
性
の

高
い
執
行
体
制
を
確
保
す
る
た

め
、
地
方
独
立
行
政
法
人
の
メ
リ

ッ
ト
を
活
か
し
た
柔
軟
か
つ
迅
速

な
経
営
判
断
に
よ
り
、
組
織
体
制

を
弾
力
的
に
見
直
し
て
い
く
。
 

①
事
業
動
向
等
を
踏
ま
え
組
織

の
見
直
し
を
継
続
的
に
実
施

し
、
各
事
業
の
効
率
的
な
執
行

体
制
を
確
保
す
る
。
 

2
2                  

Ｂ
 

(
1
)
組
織
の
効
率
的
な
執
行
体
制
確
保
と
新
た
な
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
 

 
1
)
経
営
企
画
部
と
技
術
経
営
支
援
部
の
統
合
 

 
 
自
主
的
・
自
律
的
な
経
営
判
断
に
基
づ
く
事
業
運
営
を
迅
速
に
行
う
た
め
、
経
営
企
画
部
門
と
事
業
管
理
部
門
を
統
合
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
経
営
企
画
機
能
お
よ
び
総
合
調
整
機
能
を
強
化
 

 
2
)
経
営
企
画
室
お
よ
び
経
営
情
報
室
、
広
報
室
の
統
合
 

 
 
経
営
企
画
室
を
再
編
し
、
企
画
部
門
へ
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
集
中
し
経
営
的
視
点
に
基
づ
い
た
企
画
立
案
機
能
を
強
化
 

3
)
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
推
進
部
を
開
発
本
部
へ
設
置
 

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
推
進
部
を
開
発
本
部
へ
設
置
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
成
果
を
発
展
さ
せ
る
組
織
横
断
的
な

対
応
や
調
整
等
を
行
う
体
制
を
整
備
 

 
4
)
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
企
画
室
を
開
発
企
画
室
へ
編
入
 

 
 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
独
自
の
課
題
に
迅
速
に
対
応
す
る
と
と
も
に
業
務
の
効
率
化
を
図
る
た
め
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
企
画
室
を
廃
止
 

5
)
中
小
企
業
の
技
術
支
援
の
実
施
に
あ
た
っ
て
き
め
の
細
か
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
中
長
期
的
な
視
点
に

た
っ
た
戦
略
的
な
事
業
展
開
の
た
め
の
｢都

産
技
研
戦
略
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
｣
を
改
訂
（
継
続
）
 

 

○
組

織
の

効
率

的
な

執
行

体
制

確
保

と
新

た
な

ニ

ー
ズ
へ
の
対
応
 

・
経
営
企
画
部
と
技
術
経
営
支
援
部
を
統
合
し
、
経

営
企
画
機
能
お
よ
び
総
合
調
整
機
能
を
強
化
 

・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
推
進
部
を
開
発
本
部
に
設
置

し
、
成
果
展
開
を
加
速
 

②
既
存
組
織
体
制
に
と
ら
わ
れ

ず
、
適
時
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
を
設
置
す
る
な
ど
、
ニ
ー
ズ

に
柔
軟
に
対
応
す
る
。
 

(
2
)
既
存
組
織
体
制
に
と
ら
わ
れ
な
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
設
置
 

 
1
)
部
署
間
連
携
に
よ
る
ニ
ー
ズ
へ
対
応
 

 
 
a
)第

四
期
中
期
計
画
策
定
に
向
け
た
基
本
方
針
の
検
討
 

 
 
 
第
四
期
中
期
計
画
の
策
定
に
向
け
、
部
署
を
横
断
し
た
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
設
置
し
、
事
業
コ
ン
セ
プ
ト
調
査
を
実
施
。

さ
ら
に
そ
れ
を
も
と
に
具
体
的
な
事
業
の
検
討
を
開
始
 

 
 
b
)協

創
的
研
究
開
発
の
開
始
（
新
規
）
《
詳
細
は
項
目

1
に
記
載
》
 

 
 
 
都
産
技
研
内
の
組
織
の
垣
根
を
乗
り
越
え
、
複
数
の
組
織
を
横
断
し
た
チ
ー
ム
を
構
成
し
、
統
合
的
に
課
題
を
解
決
す
る
協

創
的
研
究
開
発
を
実
施
（
新
規
）
 

 
 
c
)排

水
規
制
に
対
応
し
た
亜
鉛
排
水
処
理
技
術
の
開
発
と
成
果
展
開
 

 
 
 
環
境
技
術
グ
ル
ー
プ
と
表
面
・
化
学
グ
ル
ー
プ
が
連
携
し
、
亜
鉛
排
水
処
理
の
課
題
解
決
に
向
け
た
技
術
を
検
討
。
亜
鉛
排

水
規
制
の
強
化
（
暫
定
:
5
㎎
/
 
→
本
則

:2
㎎
/ 
）
後
も
法
令
遵
守
が
可
能
な
、
残
留
亜
鉛
濃
度
平
均

0
.
46

㎎
/ 
を
達
成

 

d
)
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
強
化
に
向
け
た
リ
ス
ク
・
危
機
管
理
へ
の
取
組
み
《
関
連
項
目
：
項
目

2
4》

 

 
経
営
企
画
室
と
総
務
課
が
連
携
し
、
業
務
事
故
等
の
原
因
分
析
を
強
化
。
さ
ら
に
業
務
事
故
等
取
扱
要
綱
を
改
定
し
「
事
業

へ
の
影
響
度
」
と
「
業
務
の
頻
度
」
の
観
点
を
追
加
、
リ
ス
ク
レ
ベ
ル
の
評
価
を
開
始
 

2
)
情
報
資
産
管
理
委
員
会
 

 
 
個
人
情
報
保
護
お
よ
び
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
を
統
一
的
に
行
う
た
め
、
年

3
回
実
施
。
文
書
管
理
や
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

体
制
の
構
築
に
つ
い
て
調
査
・
検
討
（
継
続
）
 

 (
3
)
業
務
巡
回
の
継
続
実
施
 

1
)
経
営
幹
部
の
職
場
巡
回
（
年

2
回
、
延
べ

20
部
門
）
に
よ
り
三
現
主
義
の
経
営
を
実
践
 

2
)
国
際
化
支
援
、
サ
ー
ビ
ス
産
業
等
支
援
、
業
務
改
革
、
研
究
開
発
状
況
等
へ
の
取
り
組
み
を
確
認
 

 
 
8～

9
月
：
第

1
四
半
期
実
績
に
基
づ
く
進
捗
管
理
と
課
題
対
策
 

 
 
1～

2
月
：
年
度
末
見
込
み
管
理
、
次
年
度
計
画
検
討
、
研
究
成
果
展
開
確
認
 

 

 ○
部
署
間
連
携
に
よ
る
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
 

・
第
四
期
中
期
計
画
策
定
に
向
け
た
基
本
方
針
の
検

討
 

・
協
創
的
研
究
開
発
の
開
始
（
新
規
）
 

・
排
水
規
制
に
対
応
し
た
亜
鉛
排
水
処
理
技
術
の
開

発
 

・
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
強
化
に
向
け
た
リ
ス
ク
・
危

機
管
理
へ
の
取
組
み
 

        ○
業
務
巡
回
の
継
続
実
施
（
継
続
）
 

経
営
幹
部
の
職
場
巡
回
（
年

2
回
、
延
べ

2
0
部
門
）

に
よ
り
、
三
現
主
義
の
経
営
を
実
践
。
部
門
ご
と
に

実
績

の
進

捗
管

理
と

次
年

度
以

降
の

計
画

検
討

等

を
実
施
。
 

1
-
2
 
適
正
な
組
織
運
営
の
確
保
 

 

地
方
独
立
行
政
法
人
法
の
主
旨

に
則
っ
た
事
業
経
費
の
適
切
な
執

行
管
理
を
行
う
と
と
も
に
、
事
業

別
の
セ
グ
メ
ン
ト
管
理
に
よ
り
、

各
事
業
に
お
い
て
投
入
し
た
経
営

資
源
と
事
業
効
果
を
検
証
し
、
技

①
事
業
別
の
セ
グ
メ
ン
ト
管
理

を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
各

事
業
に
お
い
て
投
入
し
た
経
営

資
源
と
事
業
効
果
の
検
証
を
継

続
す
る
。
 

(
4
)
事
業
別
セ
グ
メ
ン
ト
管
理
の
活
用
 

1
)
業
務
時
間
分
析
の
実
施
 

 
 
 
a
)研

究
部
門
全
所
属
の
研
究
員
を
対
象
に
、
業
務
時
間
分
析
調
査
を
通
年
（
年

4
回
）
で
実
施
 

 
 
 
b
)総

務
シ
ス
テ
ム
の
活
用
に
よ
り
、
入
力
作
業
の
簡
略
化
と
さ
ら
な
る
分
析
作
業
の
効
率
化
を
推
進
 

 
 
 
c
)セ

グ
メ
ン
ト
管
理
の
基
礎
デ
ー
タ
と
し
て
事
業
別
セ
グ
メ
ン
ト
に
活
用
 

 
 
 
d
)各

部
門
で
、
自
部
門
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
活
用
 

  

○
業
務
時
間
分
析
の
継
続
 

・
研
究
開
発
が

35
％
台
に
上
昇
 

・
依
頼
試
験
時
間
割
合
の
減
少
お
よ
び
展
示
会
出
展

の
効

率
化

に
伴

い
研

究
開

発
時

間
割

合
が

3
5
％

台
に

上
昇

す
る

な
ど

着
実

に
研

究
開

発
時

間
が

増
加
。
研
究
開
発
時
間
の
確
保
の
た
め
引
き
続
き

業
務
時
間
分
析
に
取
り
組
む
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22
－
組
織
体
制
及
び
運
営
、
効
率
化
、
経
費
削
減

 
 

H
3
0
 

H
2
9
 

術
支
援
事
業
と
研
究
開
発
事
業
と

の
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
事
業
執
行

を
め
ざ
す
な
ど
、
都
内
中
小
企
業

に
対
し
て
高
品
質
な
技
術
支
援
サ

ー
ビ
ス
を
安
定
的
か
つ
継
続
的
に

提
供
す
る
適
切
な
組
織
運
営
を
実

施
す
る
。
 

    

平
成

30
年
度
研
究
員
業
務
時
間
分
析
結
果
（
％
）
 

依
頼
 

試
験
 

技
術
 

相
談
 

機
器
 

利
用
 

O
M
* 

開
発
 

支
援
 

研
究
 

開
発
 

セ
ミ
 

ナ
ー
 

産
業
 

交
流
 

展
示

会

等
 

技
術
 

審
査
 

そ
の
他
 

2
1
.
8 

1
2
.
1 

9
.
8 

3
.
1 

3
5
.
1 

3
.
0 

3
.
6 

3
.
6 

1
.
8 

6
.
2 

 平
成

29
年
度
研
究
員
業
務
時
間
分
析
結
果
（
％
）
 

2
3
.
2 

1
2
.
1 

9
.
3 

2
.
8 

3
1
.
5 

3
.
0 

3
.
7 

5
.
2 

2
.
8 

6
.
3 

※
O
M
：
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
の
略
 

※
少
数
点
以
下
第

2
位
四
捨
五
入
 

 

2
)
事
業
別
セ
グ
メ
ン
ト
管
理
の
実
施
 

 
 
業
務
時
間
管
理
と
併
せ
て
依
頼
試
験
の
効
率
化
、
機
器
利
用
の
増
加
に
努
め
、
技
術
支
援
事
業

3
0
.
7％

、
製
品
開
発
支
援
事

業
3
7
.8
％
と
な
っ
た
。
 

 
 
※
会
計
基
準
の
変
更
に
伴
い
、
平
成

30
年
度
決
算
で
は
、
一
般
管
理
費
の
配
分
方
法
を
一
部
変
更
し
た
。
こ
れ
と
の
比
較
の

た
め
、
下
表
で
は
、
平
成

2
9
年
度
実
績
も
新
た
な
配
分
方
法
に
基
づ
き
補
正
し
た
も
の
を
参
考
値
と
し
て
記
載
し
て
い
る
。  

 

セ
グ
メ
ン
ト
別
経
営
指
標
＝
自
己
収
入
／
経
常
費
用
 

   
 
 
 
 
 
 

             
 
 
 
 
 
 

 

    
 

    
 

 

②
都
内
中
小
企
業
に
対
し
て
高

品
質
な
技
術
支
援
サ
ー
ビ
ス
を

安
定
か
つ
継
続
的
に
提
供
す
る

適
切
な
組
織
運
営
を
継
続
す

る
。
 

(
5
)
高
品
質
な
技
術
サ
ー
ビ
ス
を
安
定
か
つ
継
続
的
に
提
供
す
る
組
織
運
営
 

1
)
総
合
支
援
窓
口
サ
ー
ビ
ス
機
能
の
充
実
《
再
掲
：
項
目

6
》
 

a
)
「
技
術
相
談
支
援
検
索
シ
ス
テ
ム
」
に
よ
る
、
お
客
さ
ま
へ
の
情
報
提
供
の
最
適
化
を
継
続
 

 
 
 
b
)昼

休
み
時
に
お
け
る
技
術
相
談
窓
口
と
払
い
込
み
窓
口
の
継
続
的
開
設
 

 
2
)
お
客
さ
ま
か
ら
の
要
望
を
踏
ま
え
た
業
務
改
善
 

a
)
都
産
技
研
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
の
機
器
利
用
予
約

2
8
台
に
つ
い
て
提
供
継
続
《
再
掲
：
項
目

8
》
 

b
)
お
客
さ
ま
の
ご
利
用
事
例
を
紹
介
す
る
た
め
「
平
成

30
年
度
都
産
技
研
活
用
事
例
集
」
を
発
行
 

 

○
お
客
さ
ま
か
ら
の
要
望
を
踏
ま
え
た
業
務
改
善
 

・
都
産
技
研
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
の
機
器
利
用
予
約

2
8
台
に
つ
い
て
提
供
継
続
 

・
お
客
さ
ま
の
ご
利
用
事
例
を
紹
介
す
る
た
め
「
平

成
3
0
年
度
都
産
技
研
活
用
事
例
集
」
を
発
行
 

    

 

  

  

30
.2
%

36
.2
%

1.
9%

14
.3
%

9.
8%

30
.7
%

37
.8
%

2.
1%

15
.1
%

12
.2
%

0.
0%

5.
0%

10
.0
%

15
.0
%

20
.0
%

25
.0
%

30
.0
%

35
.0
%

40
.0
%

技
術
支
援

製
品
開
発
支
援

研
究
開
発

産
業
サ
ー
ビ
ス

法
人
共
通

H2
9

H3
0

・
依
頼
試
験

・
技
術
相
談

・
機
器
利
用

・
Ｏ
Ｍ
開
発
支
援

・
製
品
開
発
支
援
ラ
ボ

・
技
術
経
営
支
援

・
産
業
交
流

・
産
業
人
材
育
成

・
情
報
発
信

依
頼

試
験

 

技
術

相
談

 

機
器

利
用

 

O
M

開
発

支
援

 

研
究

開
発

 

依
頼

試
験

 

技
術

相
談

 

機
器

利
用

 

O
M

開
発

支
援

 

研
究

開
発
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－
組
織
体
制
及
び
運
営
、
効
率
化
、
経
費
削
減

 
 

③
中
期
目
標
等
に
基
づ
き
法
令

等
を
遵
守
し
つ
つ
業
務
を
行

い
、
都
産
技
研
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン

を
有
効
か
つ
効
率
的
に
果
た
す

た
め
、
内
部
統
制
体
制
の
整

備
・
運
用
を
行
う
。
 

(
6
)
内
部
統
制
お
よ
び
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
推
進
に
係
る
体
制
整
備
・
運
用
 

1
)
内
部
統
制
等
推
進
体
制
 

地
方
独

立
行
政
法
人
法

の
改
正
を
受

け
て
、
「
内

部
統
制
・
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
推

進
規
程
」
を

整
備
し
、
理
事

長
を
内
部

統

制
等
最
高
責
任
者
と
す
る
推
進
体
制
を
迅
速
に
確
立
 

2
)
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
委
員
会
の
運
営
 

内
部
統
制
等
最
高
責
任
者
で
あ
る
理
事
長
直
轄
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
委
員
会
を
設
置
し
、
所
内
に
お
け
る
内
部
統
制
・
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
関
す
る
取
組
み
を
総
括
（
4
回
開
催
）
 

 

(
7
)
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
 

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
活
動
の
一
環
と
し
て
、
業
務
に
潜
む
リ
ス
ク
の
洗
い
出
し
を
実
施
 

 

(
8
)
他
団
体
と
連
携
し
た
内
部
統
制
の
取
り
組
み
 

都
が
設
立
し
た
地
方
独
立
行
政
法
人
で
あ
る
首
都
大
学
東
京
、
東
京
都
健
康
長
寿
医
療
セ
ン
タ
ー
、
都
産
技
研
の
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
担
当
者
間
で
連
絡
会
を
開
催
し
、
各
法
人
に
お
け
る
内
部
統
制
の
取
組
み
状
況
等
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
実
施
（
12

月
5

日
 
於
：
東
京
都
健
康
長
寿
医
療
セ
ン
タ
ー
）
 

  

  

○
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
委
員
会
 

理
事

長
直

轄
の

委
員

会
と

し
て

設
置

し
、

平
成

30

年
度
は
４
回
開
催
。
 

1
-
3
 
職
員
の
確
保
・
育
成
 

 
 

技
術
革
新
の
著
し
い
産
業
や
技

術
に
対
し
将
来
を
見
据
え
た
中
長

期
的
な
視
点
に
立
っ
て
、
必
要
と

さ
れ
る
技
術
を
適
時
に
中
小
企
業

に
対
し
て
提
供
で
き
る
よ
う
、
大

学
訪
問
な
ど
の
積
極
的
な
リ
ク
ル

ー
ト
活
動
に
よ
り
優
秀
な
研
究
職

員
を
計
画
的
に
採
用
す
る
。
 

地
方
独
立
行
政
法
人
の
機
動
的

で
柔
軟
な
組
織
運
営
に
必
要
な
事

務
職
員
に
つ
い
て
も
、
計
画
的
に

確
保
し
て
い
く
。
 

地
方
独
立
行
政
法
人
の
任
用
・

給
与
制
度
の
特
徴
を
活
か
し
て
、

公
平
な
業
績
評
価
と
そ
の
昇
給
等

へ
の
適
切
な
反
映
に
よ
り
、
職
員

一
人
ひ
と
り
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
高
め
る
と
と
も
に
そ
の
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
を
進
め
、
組
織
運
営
の
効

率
化
や
、
技
術
支
援
及
び
研
究
開

発
の
水
準
の
向
上
を
図
る
。
 

中
小
企
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を

適
切
に
支
援
し
て
い
く
た
め
、
職

員
の
海
外
で
の
学
会
参
加
に
よ
る

情
報
収
集
な
ど
を
通
じ
て
国
際
規

格
の
相
談
に
対
応
で
き
る
職
員
の

確
保
・
育
成
に
努
め
る
。
 

 

①
将

来
必

要
と

な
る

技
術

開
発

や
多

く
の

中
小

企
業

が
抱

え
る

課
題

を
解

決
す

る
研

究
開

発
の

強
化

に
向

け
て

、
専

門
性

の
高

い
優

秀
な

技
術

職
員

を
計

画
的

に
採
用
す
る
。
 

(
9
)
平
成

3
0
年
度
採
用
活
動
 
技
術
職
員
の
採
用
実
績
 

平
成

31
年

4
月

1
日
採
用
に
向
け
た
採
用
活
動
の
実
施
状
況
 

広
報
活
動
：
平
成

2
9
年

1
0
月
開
始
、
選
考
活
動
：
平
成

3
0
年

4
月
開
始
 

1
)
一
般
型
研
究
員
お
よ
び
任
期
付
研
究
員
【
一
般
型
、
テ
ニ
ュ
ア
型
】（

平
成

3
1
年

4
月
採
用
）
の
採
用
実
績
 

採
用

4
名
（
応
募
者

75
名
、
1
0
月
内
定
、
一
部
前
倒
し
で
入
所
）
 

（
採
用
者
の
技
術
分
野
内
訳
：
機
械

1
名
、
情
報

1
名
、
生
化
学

1
名
、
高
分
子
加
工

1
名
）
 

2
)
任
期
付
研
究
員
【
随
時
採
用
】
の
採
用
実
績
 

随
時
採
用
の
任
期
付
研
究
員
を
採
用

2
名
 
（
化
学
：
生
体
高
分
子
・
生
体
材
料
・
ポ
リ
マ
ー
コ
ン
ポ
ジ
ッ
ト

2
名
）
 

 

(
1
0
)
平
成

31
年

4
月
採
用
 
一
般
型
研
究
員
お
よ
び
任
期
付
研
究
員
【
一
般
型
、
テ
ニ
ュ
ア
型
】
の
採
用
活
動
の
強
化
 

 
 
前
年
度
採
用
活
動
の
分
析
に
よ
る
活
動
見
直
し
を
継
続
 

 
1
)
合
同
企
業
説
明
会
等
 

 
 
 
a
)合

同
企
業
説
明
会
へ
の
参
加
 
8
回
、
来
場
者

1
21

名
（
前
年
度
：
参
加

7
回
、
来
場
者

1
7
5
名
）
 

 
 
b
)学

内
セ
ミ
ナ
ー
へ
の
参
加

8
大
学
、
来
場
者

7
4
名
（
前
年
度
：
参
加

7
大
学
、
来
場
者

1
0
4
名
）
 

2
)
大
学
訪
問
等
 

 
 
 
a
)都

産
技
研
管
理
職
に
よ
る
大
学
就
職
担
当
教
員
等
訪
問
（
平
成

2
6
年
度
か
ら
継
続
実
施
）
 

・
実
績
を
踏
ま
え
、
訪
問
大
学
の
見
直
し
を
継
続
 
訪
問
大
学
数
：
実
績

13
大
学
 

・
訪
問
大
学
か
ら
の
応
募
者
数
：
19

名
 

b
)
若
手
研
究
員
に
よ
る
出
身
大
学
研
究
室
訪
問
（
平
成

26
年
度
か
ら
継
続
実
施
）
 

c
)
D
M
送
付
に
よ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
 

・
過
去
応
募
実
績
の
あ
る
大
学
の
研
究
室
の
ほ
か
、
応
募
実
績
の
な
い
大
学
の
研
究
室
（
主
に
首
都
圏
所
在
）
に
も
職
員
採

用
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
募
集
要
項
等
を
郵
送
、
知
名
度
の
拡
大
を
図
る
：
5
2
大
学
、
2
,
50
0
研
究
室
（
前
年
度
：
9
1
大
学
、

3
,
7
8
3
研
究
室
）
 

3
)
都
産
技
研
本
部
で
の
就
職
説
明
会
等
の
開
催
 

・
民
間
就
職
情
報
サ
イ
ト
を
活
用
し
た
都
産
技
研
就
職
説
明
会
の

P
R 

・
計

7
回
実
施
、
7
3
名
参
加
 

4
)
広
報
媒
体
を
活
用
し
た
採
用
活
動
 

・
新
卒
者
向
け
民
間
就
職
情
報
サ
イ
ト
掲
載
（
3
月

1
日
～
募
集
終
了
時
期
ま
で
）
 

・
職
員
採
用
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
お
よ
び
都
産
技
研
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
内
採
用
サ
イ
ト
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
 

 

○
計
画
的
な
技
術
職
員
の
採
用
の
継
続
 

依
頼

試
験

等
の

事
業

実
績

増
加

や
退

職
者

補
充

の

た
め
、
計
画
的
に
技
術
職
員
を
採
用
。
 

 ・
一
般
型
研
究
員
お
よ
び
任
期
付
研
究
員
【
一
般
型
、

テ
ニ
ュ
ア
型
】
の
採
用
実
績
（
切
替
除
く
）
 

28
年
度
 

29
年
度
 

30
年
度
 

7
名

 
7
名

 
4
名

 

（
3
年
間
で
採
用

1
8
名
）
 

              ○
D
M
送
付
に
よ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
強
化
 

・
職
員
採
用
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
募
集
要
項
等
を
郵
送

5
2
大
学

2
,
50
0
研
究
室
 

 

②
地

方
独

立
行

政
法

人
の

機
動

的
で

柔
軟

な
組

織
運

営
に

必
要

な
事

務
職

員
に

つ
い

て
、

計
画

的
に
確
保
す
る
。
 

(
1
1
)
事
務
職
員
の
計
画
的
な
確
保
 

1
)
人
材
紹
介
会
社
を
活
用
し
た
都
産
技
研
固
有
事
務
職
員
の
採
用
 

民
間
企
業
等
で
の
実
務
経
験
を
有
す
る
者
を
募
集
（
施
設
職
）
応
募
者

5
5
名
、
採
用

1
名
 

（
事
務
職
）
応
募
者

47
名
、
採

用
2
名
 

2
)
平
成

3
1
年

4
月

1
日
付
大
卒
程
度
事
務
職
員
の
採
用
活
動
：
応
募
者
数

48
名
、
採
用

2
名
 

 
 
（
前
年
度
：
応
募
者

22
名
 
採
用

2
名
）
 

 
 
「
新
卒
向
け
企
業
紹
介
・
就
職
支
援
サ
ー
ビ
ス
」
活
用
に
よ
り
、
公
的
事
業
へ
の
意
識
の
高
い
学
生
の
採
用
を
目
指
す
 

 ○
平
成

3
0
年
度
末
固
有
事
務
職
員
数
：
2
9
名
、
事

務
職
員
全
体
の
約

6
6％

（
平
成

2
9
年
度
末

2
6
名
）
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※
平
成

3
0
年
度
末
固
有
事
務
職
員
数
：
29

名
（
平
成

2
9
年
度
末

2
6
名
）
 

事
務
職
員
全
体
の
約

66
％
(=
2
9
/
4
4）

 
 
（
平
成

2
9
年
度
：
約

6
2％

(
=
26
/
4
2）
）
 

③
公
平
な
業
績
評
価
と
そ
の
昇

給
等
へ
の
適
切
な
反
映
に
よ

り
、
職
員
一
人
ひ
と
り
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
る
と
と
も

に
そ
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
進

め
、
組
織
運
営
の
効
率
化
や
、

技
術
支
援
及
び
研
究
開
発
の
水

準
の
向
上
を
図
る
。
 

(
1
2
)
公
平
な
業
績
評
価
と
そ
の
昇
給
等
へ
の
適
切
な
反
映
に
よ
る
組
織
運
営
の
効
率
化
や
、
技
術
支
援
お
よ
び
研
究
開
発
の
水
準
の

向
上
 

1
)
公
平
な
業
績
評
価
と
そ
の
昇
給
等
へ
の
適
切
な
反
映
 

都
産
技
研
の
標
準
的
な
職
務
要
件
を
定
め
、
各
職
、
職
層
ご
と
に
、
求
め
ら
れ
る
人
材
像
と
、
職
務
遂
行
に
あ
た
っ
て
標
準
的

に
必
要
と
さ
れ
る
職
務
要
件
や
能
力
等
を
職
員
に
周
知
し
、
評
価
を
実
施
 

a
)
業
績
評
価
の
実
施
 

・
評
価
の
公
正
性
、
客
観
性
を
担
保
す
る
た
め
、
課
長
に
よ
る
一
次
、
部
長
に
よ
る
二
次
お
よ
び
総
合
評
価
か
ら
な
る
評
価

を
実
施
 

・
人
事
考
課
制
度
の
公
平
性
・
透
明
性
を
高
め
る
た
め
、
｢業

績
評
価
本
人
開
示
」
「
評
定
結
果
に
係
る
苦
情
相
談
制
度
」
を

実
施
 
(
開
示
請
求

3
0
件
、
苦
情

0
件
)
  

 
b
)
業
績
評
価
の
反
映
 

・
職
責
・
業
績
を
反
映
さ
せ
た
｢
給
与
制
度
｣
を
実
施
 

・
業
績
評
価
と
連
動
さ
せ
た
｢昇

任
制
度
｣や

業
績
評
価
を
反
映
さ
せ
た
｢賞

与
制
度
｣を

実
施
 

・
平
成

2
9
年
度
実
施
し
た
業
績
評
価
結
果
を
反
映
さ
せ
た
昇
給
お
よ
び
業
績
評
価
や
社
会
情
勢
に
基
づ
く
賞
与
支
給
を
 

実
施
 

2
)
職

員
一
人

一
人

の
モ

チ
ベ
ー

シ
ョ

ン
向

上
や

レ
ベ

ル
ア

ッ
プ

へ
の
取

り
組

み
に

よ
る
組

織
運

営
の

効
率

化
や

技
術
支

援
お
よ

び
研
究
開
発
の
水
準
の
向
上
 

a
)
職
員
の
意
欲
、
業
務
遂
行
能
力
の
向
上
を
図
る
た
め
、
自
己
申
告
制
度
を
実
施
 

 
 
 
b
)自

己
申
告
制
度
と
業
績
評
価
を
勘
案
し
た
人
員
配
置
を
実
施
 

 
 
c
)学

協
会
参
加
や
図
書
購
入
等
の
自
己
啓
発
に
係
る
費
用
を
補
助
し
、
技
術
支
援
お
よ
び
研
究
開
発
の
水
準
の
向
上
に
寄
与
 

 
 
 
d
)社

会
人
博
士
課
程
へ
の
派
遣
（
3
名
）
 

 
 
 
e
)自

主
研
修
制
度
の
取
り
組
み
（
5
名
）
 

職
員
の
自
己
啓
発
と
し
て
の
資
格
試
験
受
験
料
を
試
験
合
格
の
場
合
に
補
助
（
第
二
種
電
気
工
事
士
等
）
 

3
)
業
務
と
密
接
に
関
わ
る
ス
キ
ル
を
習
得
す
る
た
め
の
職
員
研
修
の
実
施
 

・
職
層
別
研
修
（
受
講
者
 
76

名
、
2
2
日
）
 

 
 
・
新
規
採
用
職
員
研
修
（
受
講
者
 
3
5
名
、
1
4
日
）
 

 
 
・
専
門
研
修
（
計

6
0
回
）
 

・
一
般
派
遣
研
修
（
国
内
の
学
協
会
、
大
学
、
企
業
、
そ
の
他
の
機
関
が
主
催
す
る
研
修
等
）
受
講
者
 
21
4
名
 

 ○
都

産
技

研
の

標
準

的
な

職
務

要
件

を
定

め
、

各

職
、
職
層
ご
と
に
、
求
め
ら
れ
る
人
材
像
と
、
職
務

遂
行

に
あ

た
っ

て
標

準
的

に
必

要
と

さ
れ

る
職

務

要
件
や
能
力
な
ど
を
職
員
に
周
知
し
、
評
価
を
実
施
 

④
中
小
企
業
の
国
際
化
を
適
切

に
支
援
し
て
い
く
た
め
、
職
員

の
海
外
で
の
学
会
参
加
に
よ
る

情
報
収
集
な
ど
国
際
規
格
の
相

談
に
対
応
で
き
る
職
員
の
育
成

を
継
続
す
る
。
 

(
1
3
)
国
際
化
の
相
談
に
対
応
で
き
る
職
員
の
育
成
 

1
)
海
外
で
開
催
さ
れ
る
学
会
へ
の
参
加
 

計
1
9
件
の
海
外
で
実
施
す
る
学
会
へ
参
加
し
、
学
会
発
表
す
る
と
と
も
に
情
報
収
集
を
実
施
（
1
7
名
）
 

（
前
年
度
：
計

15
件
、
1
1
名
参
加
）
 

2
)
海
外
の
支
援
機
関
訪
問
へ
の
職
員
参
加
 

 
自
治
体
国
際
化
協
会
主
催
の
経
済
状
況
視
察
会
に
参
加
し
、
情
報
収
集
を
実
施
（
1
名
）
 

ベ
ト
ナ
ム
の
経
済
状
況
調
査
お
よ
び
関
係
機
関
（
在
ベ
ト
ナ
ム
日
本
国
大
使
館
、
在
ホ
ー
チ
ミ
ン
日
本
国
総
領
事
館
、
J
E
T
R
O

ハ
ノ
イ
事
務
所
・
ホ
ー
チ
ミ
ン
事
務
所
、
ハ
イ
フ
ォ
ン
工
業
団
地
等
）
を
視
察
 
（
8
月

2
6
日
～
9
月

1
日
）
 

 
3
)
国
内
外
の
規
制
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
へ
の
職
員
の
参
加
 

 
「
海
外
展
開
特
別
セ
ミ
ナ
ー
 
海
外
展
開
に
お
け
る
知
財
戦
略
の
重
要
性
」（

5
月

25
日
）
、「

R
o
H
S/
R
E
AC
H
に
対
応
す
る
自
律
的

ﾏ
ﾈ
ｼ
ﾞ
ﾒ
ﾝﾄ
ｼ
ｽ
ﾃﾑ
の
構
築
（
神
奈
川
県
・
東
京
都
連
携
）
」（

7
月

3
日
、
4
日
）
、「

医
療
機
器

Q
M
S 

I
SO
1
3
48
5
」（

1
0
月

2
6
日
）

等
の

MT
E
P
セ
ミ
ナ
ー
計

31
件
に
、
職
員
も
聴
講
参
加
可
能
と
し
、
技
術
情
報
や
規
格
情
報
を
習
得
 

○
海
外
で
開
催
さ
れ
る
学
会
へ
の
参
加
 

計
1
9
件
の
海
外
で
実
施
す
る
学
会
へ
参
加
し
、
学

会
発
表
す
る
と
と
も
に
情
報
収
集
を
実
施
（
17

名
）
 

1
-
4
 
情
報
シ
ス
テ
ム
化
の
推
進
・
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の
徹
底
 

 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
、
人
事
・
庶
務
シ
ス
テ
ム
な

ど
の
都
産
技
研
の
業
務
運
営
に
欠

か
せ
な
い
情
報
シ
ス
テ
ム
基
盤
を

活
用
し
、
情
報
シ
ス
テ
ム
の
利
便

性
向
上
、
業
務
の
効
率
化
、
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
の
向
上
等
を
図
る
。
 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
、
人
事
・
庶
務
シ
ス
テ

ム
な
ど
の
都
産
技
研
の
業
務
運

営
に
欠
か
せ
な
い
情
報
シ
ス
テ

ム
基
盤
を
活
用
し
、
情
報
シ
ス

テ
ム
の
利
便
性
向
上
、
業
務
の

効
率
化
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
向

(
1
4
)
情
報
シ
ス
テ
ム
の
利
便
性
お
よ
び
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
向
上
 

1
)
情
報
シ
ス
テ
ム
の
更
新
（
継
続
）
 

O
f
f
i
c
e3
6
5
 P
r
o
Pl
u
s
の
導
入
 

ア
カ
ウ
ン
ト
管
理
シ
ス
テ
ム
の
更
新
 

グ
ル
ー
プ
ウ
エ
ア
の
更
新
（
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
）
 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
更
新
（
目
的
別
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
構
築
で
き
る
シ
ス
テ
ム
の
導
入
）
 

2
)
研
究
開
発
用
サ
ー
バ
ー
環
境
の
提
供
（
継
続
）
 

情
報
通
信
研
究
機
構
が
提
供
を
停
止
し
た
音
声
翻
訳
用
サ
ー
バ
ー
代
替
機
能
を
提
供
、
開
発
工
程
へ
の
影
響
を
極
小
化
。
 

3
)
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
注
意
喚
起
（
継
続
）
 

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
研
修
、
新
任
研
修
、
非
行
防
止
研
修
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
掲
示
板
に
よ
る
注
意
喚
起
に
よ
り
メ
ー
ル
に
関
す
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上
等
を
図
る
。
 

る
事
前
の
調
査
依
頼
が
増
加
、
添
付
フ
ァ
イ
ル
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
に
よ
る
マ
ル
ウ
エ
ア
検
出
減
少
 

テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
に
よ
る

遠
隔
相
談
等
を
実
施
し
、
お
客
様

へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め

る
。
 

海
外
展
開
を
支
援
す
る
海
外
支

所
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
推
進

し
、
利
便
性
及
び
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

の
向
上
を
図
る
。
 

テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
に
よ

る
遠
隔
相
談
な
ど
情
報
シ
ス
テ

ム
を
活
用
し
た
利
便
性
の
向
上

に
努
め
る
。
 

海
外
展
開
を
支
援
す
る
海
外

支
所
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を

推
進
し
、
利
便
性
及
び
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
の
向
上
を
図
る
。
 

4
)
ロ
グ
監
視
業
務
の
効
率
化
（
継
続
）
 

 
オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
を
活
用
し
た
監
視
体
制
の
整
備
（
監
視
対
象
の
増
加
に
対
応
）
 

5
)
I
T
資
産
登
録
（
継
続
）
 

パ
ソ
コ
ン
購
入
希
望
申
請
と
連
動
し
、
IT

機
器
購
入
後
に
番
号
を
付
与
し
て
管
理
す
る
体
制
の
整
備
 

 
6
)
W
eb

フ
ィ
ル
タ
ブ
ロ
ッ
ク
解
除
申
請
（
継
続
）
 

フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
強
化
に
伴
う
業
務
影
響
を
緩
和
す
る
た
め
、
ブ
ロ
ッ
ク
解
除
用
電
子
申
請
を
設
置
し
対
応
の

迅
速
化
 

 
7
)
U
SB

メ
モ
リ
配
布
規
程
の
見
直
し
 

 
 
利
用
状
況
を
踏
ま
え
、
貸
与
メ
モ
リ
の
容
量
増
お
よ
び
配
布
本
数
基
準
見
直
し
 

 (
1
5
)
情
報
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た
お
客
さ
ま
サ
ー
ビ
ス
お
よ
び
利
便
性
の
向
上
 

1
)
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
の
活
用
 

他
公
設
試
と
の
会
議
、
他
公
設
試
を
介
し
た
相
談
対
応
、
セ
ン
タ
ー
内
の
研
究
事
業
の
審
査
会
、
契
約
業
務
の
審
査
会
、
運
営

会
議
等
に
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
、
職
員
の
移
動
時
間
や
移
動
費
用
を
削
減
（
利
用
数
 
  
4
6
回
）
 

2
)
ラ
イ
ブ
配
信
シ
ス
テ
ム
の
活
用
 

本
部
で
行
わ
れ
た
外
部
機
関
主
催
イ
ベ
ン
ト
の
ラ
イ
ブ
映
像
に
つ
い
て
各
所
配
信
対
応
、
所
内
行
事
や
各
種
研
修
の
映
像
を
支

所
に
ラ
イ
ブ
配
信
す
る
こ
と
で
、
職
員
の
移
動
時
間
や
移
動
費
用
を
削
減
（
利
用
数
 
 6

回
）
 

3
)
海
外
支
所
と
の
会
議
、
セ
ミ
ナ
ー
配
信
で
の
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
利
用
 

バ
ン
コ
ク
支
所
と
の
個
別
・
全
体
会
議
（
2
0
回
）
 

4
)
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
活
用
し
た
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
の
取
り
組
み
 

幹
部
職
員
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
配
布
、
会
議
資
料
の
閲
覧
に
活
用

 

 

２
 
業
務
運
営
の
効
率
化
と
経
費
節
減
 

 

2
-
1
 
業
務
改
革
の
推
進
 

 

お
客
様
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
、
業
務
の
効
率
化
、
経
費
の
削

減
等
を
目
的
と
し
て
、
組
織
と
職

員
か
ら
の
提
案
に
よ
る
業
務
内
容

や
処
理
手
続
き
の
見
直
し
等
の
業

務
改
革
を
推
進
し
、
外
部
機
関
や

専
門
家
の
活
用
も
含
め
高
い
経
営

品
質
の
実
現
や
利
用
者
満
足
度
の

向
上
を
目
指
す
。
 

   

お
客
様
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
、
業
務
の
効
率
化
、
経
費
の

削
減
等
を
目
的
と
し
て
、
組
織

と
職
員
か
ら
の
提
案
に
よ
り
、

業
務
内
容
や
処
理
手
続
き
の
見

直
等
の
業
務
改
革
を
推
進
し
、

外
部
機
関
の
活
用
も
含
め
高
い

経
営
品
質
の
実
現
や
利
用
者
満

足
度
の
向
上
を
目
指
す
。
 

(
1
6
)
業
務
改
革
の
推
進
 

お
客
さ
ま
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
業
務
の
効
率
化
、
経
費
の
削
減
、
業
務
事
故
の
低
減
等
を
目
的
と
し
、
全
部
門
が
業
務
改

革
を
実
施
 

1
)
業
務
改
革
の
実
施
 

前
年

度
か

ら
継

続
し
、

各
部
門

で
リ

ー
ダ
ー

を
中
心

と
し

た
少

人
数

チ
ー

ム
を
構

成
、
管

理
部

門
へ
の

要
望
も

含
め
、

合
計

3
6
テ
ー
マ
の
業
務
改
革
を
実
施
 

a
)
取
り
組
み
実
績
 
実
施
数
：
3
6
テ
ー
マ
（
前
年
度
：
36

テ
ー
マ
）
 
 

b
)
業
務
改
革
の
取
り
組
み
事
例
 

 
 
＜
経
営
品
質
向
上
（
11

テ
ー
マ
）
＞
 

 
 
・
都
産
技
研
研
究

D
B
の
運
用
体
制
構
築
（
開
発
企
画
室
）
 

 
 
 
外
部
の
機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ
を
活
用
し
た
都
産
技
研
研
究

DB
を
作
成
し
て
運
用
を
開
始
 
等
 

 
 
＜
業
務
運
営
の
効
率
化
（
1
3
テ
ー
マ
）
＞
 

 
 
・
テ
キ
ス
ト
類
発
行
方
法
の
改
善
、
業
務
手
順
の
整
理
（
国
際
化
推
進
室
）
 

 
 
 
テ
キ
ス
ト
各
種
印
刷
物
を
作
成
・
発
行
の
際
に
必
要
と
な
る
細
か
い
ノ
ウ
ハ
ウ
に
つ
い
て
情
報
を
整
理
 
等
 

＜
お
客
さ
ま
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
（
12

テ
ー
マ
）
＞
 

 
 
・
利
用
者
の
利
便
性
向
上
を
目
指
し
た
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
改
正
（
環
境
技
術
グ
ル
ー
プ
）
 

 
 
 
こ
れ
ま
で
行
っ
た
研
究
の
成
果
や
問
い
合
わ
せ
が
多
い
内
容
に
つ
い
て
情
報
を
追
加
し
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
見
る
こ
と
で
内

容
が
把
握
で
き
る
よ
う
な
利
用
者
に
役
立
つ
情
報
に
更
新
 
等
 

○
業
務
改
革
の
推
進
 

・
お
客
さ
ま
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
業
務
の
効
率

化
、
経
費
の
削
減
、
業
務
事
故
の
低
減
等
を
目
的

と
し
、
全
部
門
が
業
務
改
革
を
実
施
 

2
-
2
 
財
政
運
営
の
効
率
化
 

 

標
準
運
営
費
交
付
金
（
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
的
経
費
を
除
く
。
）
を
充
当

し
て
行
う
業
務
に
つ
い
て
は
、
中

小
企
業
ニ
ー
ズ
の
低
下
し
た
業
務

の
見
直
し
や
複
数
年
契
約
の
推
進

等
に
よ
り
、
毎
年
度
平
均
で
前
年

度
比
一
パ
ー
セ
ン
ト
の
財
政
運
営

の
効
率
化
を
図
る
。
 

標
準
運
営
費
交
付
金
（
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
的
経
費
を
除
く
。）

を

充
当
し
て
行
う
業
務
に
つ
い
て

は
、
中
小
企
業
ニ
ー
ズ
の
低
下

し
た
業
務
の
見
直
し
や
複
数
年

契
約
の
推
進
に
よ
る
効
率
化
を

進
め
る
。
 

(
1
7
)
複
数
年
契
約
の
促
進
 

 
 
複
数
年
契
約
に
よ
り
、
事
務
負
担
を
軽
減
 

 
複
数
年
契
約
実
績
：
2
6
件
（
前
年
度
：
2
5
件
）
 

 
＜
新
規
の
複
数
年
契
約
＞
 

 
 
粉
末
焼
結
積
層
造
形
シ
ス
テ
ム
の
保
守
委
託
 
ア
カ
ウ
ン
ト
管
理
シ
ス
テ
ム
の
構
築
お
よ
び
保
守
委
託
 
 

環
境
試
験
室
等
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
業
務
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中
期
計
画
【
項
目
別
評
価
単
位
】
 

年
度
計
画
【
項
目
別
評
価
単
位
】
 

項
目
 

自
己
評
価
 

平
成

30
年
度
 
年
度
計
画
に
係
る
実
績
 

特
記
事
項
 

Ⅲ
 
財
務
内
容
の
改
善
に
関
す
る
事
項
 

１
 
資
産
の
適
正
な
管
理
運
用
 

安
全
か
つ
効
率
的
な
資
金
運
用
管
理
を
推

進
し
、
建
物
、
施
設
に
つ
い
て
は
、
計
画

的
な
維
持
管
理
を
行
う
と
と
も
に
、
設
備

機
器
に
つ
い
て
は
校
正
・
保
守
・
点
検
を

的
確
に
行
う
こ
と
に
よ
り
国
内
規
格
や
国

際
規
格
に
適
合
す
る
測
定
等
が
確
実
に
実

施
で
き
る
よ
う
管
理
運
用
す
る
。
 

安
全
か
つ
効
率
的
な
資
金
運
用
管
理
を

推
進
し
、
建
物
、
施
設
に
つ
い
て
は
、

計
画
的
な
維
持
管
理
を
行
う
と
と
も

に
、
設
備
機
器
に
つ
い
て
は
校
正
・
保

守
・
点
検
を
的
確
に
行
う
こ
と
に
よ
り

国
内
規
格
や
国
際
規
格
に
適
合
す
る
測

定
等
が
確
実
に
実
施
で
き
る
よ
う
管
理

運
用
す
る
。
 

2
3  

Ｂ
 

(
1
)
安
全
か
つ
効
率
的
な
資
金
運
用
管
理
 

 
1
)
資
金
運
用
方
法
 

・
債
権
（
都
債
）
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
資
金
運
用
の
多
様
化
と
収
益
増
を
推
進
（
継
続
）
 

・
大
型
定
期
預
金
等
で
資
金
運
用
 

2
)
資
金
運
用
収
入
 

1
4
5
千
円
 

3
)
資
金
運
用
管
理
 

a
)
資
金
管
理
規
則
に
よ
り
、
資
金
の
適
正
か
つ
効
率
的
な
管
理
を
継
続
 

b
)
過

不
足
金

取
扱
要

領
を
制
定

し
て

収
納

手
順

等
マ

ニ
ュ
ア

ル
を

整
備

し
、
過

不
足
が
生

じ
た

場
合

の
手

続
き
等
を
明
確
化
す
る
こ
と
で
窓
口
収
納
現
金
の
取
り
扱
い
の
適
正
化
を
継
続
 

 
 
c
)イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
の
活
用
継
続
 

本
部
、
多
摩
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
、
城
南
、
墨
田
、
バ
ン
コ
ク
支
所
に
お
い
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ

を
活
用
し
、
本
部
・
各
支
所
の
料
金
収
納
口
の
残
高
照
会
を
随
時
照
会
可
能
と
す
る
こ
と
で
業
務
の
効
率

化
と
お
客
さ
ま
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
継
続
実
施
 

 
4
)
未
収
金
の
整
理
 

平
成

30
年
度
の
未
収
入
金
の
発
生
は
な
し
。
事
務
処
理
ル
ー
ル
に
基
づ
き
適
切
に
管
理
を
行
っ
て
い
る
。
 

 (
2
)
設
備
機
器
の
校
正
・
保
守
 

保
有
す
る
機
器
等
の
校
正
、
保
守
を
実
施
し
、
適
切
な
管
理
を
実
施
 
 

校
正
・
保
守
契
約
 
合
計
 
40
8
件
 
3
9
9,
4
7
5
千
円
（
前
年
度
：
3
8
6
件
、
3
7
9
,4
4
8
千
円
）
 

 
 
内
訳
 
 

 
 
 
 
本
部
 
  
 
 
  
 
 
  
 
 
 
 
2
35

件
 
 
 
 
26
3
,
7
77

千
円
 

 
 
 
 
城
東
支
所
 
 
 
 
 
 
3
7
件
 
 
 
  
1
8
,3
4
3
千
円
 

 
 
 
 
墨
田
支
所
 
 
 
 
 
 
3
6
件
 
 
 
 
  
2
3
,0
1
7
千
円
 

 
 
 
 
城
南
支
所
 
 
 
 
 
 
3
8
 件

 
 
 
 
4
8
,4
0
2
千
円
 

多
摩
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
 
 
6
2 
件
 
 
 
 
 4
5
,
93
6
千
円
 

 

 

２
 
剰
余
金
の
適
切
な
活
用
 

 

的
確

な
経
営

判
断
に

基
づ

き
、

新
し

い
事

業
の
開
始
、
研
究
開
発
の
推
進
、
設
備
の
更

新
・
導
入
な
ど
に
よ
り
、
都
内
中
小
企
業
に

提
供

す
る
サ

ー
ビ
ス

水
準

の
向

上
を

図
る

と
と

も
に
、

事
業
実

績
や

成
果

の
向

上
に

つ
な

が
る
よ

う
、
剰

余
金

を
有

効
に

活
用

す
る
。
 

的
確
な
経
営
判
断
を
行
い
、
新
し
い

事
業
の
開
始
、
研
究
開
発
の
推
進
、
設

備
の
更
新
・
導
入
な
ど
に
よ
り
、
都
内

中
小
企
業
に
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
水
準

の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
事
業
実
績

や
成
果
の
向
上
に
つ
な
が
る
よ
う
、
剰

余
金
を
有
効
に
活
用
す
る
。
 

        

 

(
3
)
剰
余
金
の
適
切
な
活
用
 

 
 
剰
余
金
の
活
用
実
績
な
し
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Ⅳ
 
予
算
（
人
件
費
の
見
積
り
を
含
む
。
）、

収
支
計
画
及
び
資
金
計
画
 

 

              

 

 

 

   

 
(
4
)
予
算
、
収
支
計
画
お
よ
び
資
金
計
画
 

 

1
)
予
算
 

                                
 

 

                  

（
単

位
：
百
万

円
）

差
額

（
決

算
－
予
算

）

収
入

運
営
費
交
付

金
6
,
3
3
2

6
,
9
6
8

6
3
6

施
設
整
備
費

補
助
金

1
0

4
△

 
5

自
己
収
入

1
,
2
4
2

1
,
1
8
5

△
 
5
6

事
業
収
入

7
0
6

7
1
8

1
2

補
助
金
収
入

6
0

4
1

△
 
1
8

外
部
資
金
研

究
費
等

1
0
0

2
1

△
 
7
8

そ
の
他
収
入

3
7
6

4
0
3

2
6

積
立
金
取
崩

9
0

1
7
5

8
5

収
入
　

計
7
,
6
7
5

8
,
3
3
4

6
5
9

支
出

業
務
費

5
,
6
5
0

5
,
3
2
6

△
 
3
2
3

試
験
研
究
経

費
1
,
6
2
0

1
,
6
0
0

△
 
1
9

外
部
資
金
研

究
経
費

等
1
0
0

2
1

△
 
7
8

東
京
緊
急
対

策
1
2

3
△

 
8

ロ
ボ
ッ
ト
産

業
活
性

化
8
7
2

6
0
1

△
 
2
7
0

役
職
員
人
件

費
3
,
0
4
4

3
,
0
9
8

5
3

一
般
管
理
費

2
,
0
2
4

2
,
3
8
2

3
5
7

支
出
　

計
7
,
6
7
5

7
,
7
0
8

3
4

収
入
　

－
　
支
出

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

6
2
5

6
2
5

区
分

予
算

決
算

備
考

6
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2
)
収
支
計
画
 

                                               

  
 

 

   

（
単
位
：
百
万
円
）

差
額

（
実
績
－
計
画
）

費
用
の
部

7
,
9
0
3

8
,
0
48

1
4
4

経
常
費
用

7
,
9
0
3

8
,
0
31

1
2
7

業
務
費

4
,
9
3
0

4
,
5
37

△
 
3
9
2

試
験
研
究
経
費

1
,
0
1
0

8
11

△
 
1
9
8

外
部
資
金
研
究
経
費
等

1
0
0

21
△
 
7
8

役
職
員
人
件
費

3
,
0
4
4

3
,
0
98

5
3

東
京
緊
急
対
策

1
2

3
△
 
8

ロ
ボ
ッ
ト
産
業
活
性
化

7
6
2

6
01

△
 
1
6
0

一
般
管
理
費

1
,
7
4
0

2
,
2
93

5
5
2

減
価
償
却
費

1
,
2
3
3

1
,
2
00

△
 
3
2

そ
の
他
費
用

-
 
 
  
 
 
 
  
 
 
 
  

0
0

臨
時
損
失

-
 
 
  
 
 
 
  
 
 
 
  

16
1
6

固
定
資
産
除
却
損

-
 
 
  
 
 
 
  
 
 
 
  

0
0

固
定
資
産
売
却
損

-
 
 
  
 
 
 
  
 
 
 
  

0
0

前
期
損
益
修
正
損

-
 
 
  
 
 
 
  
 
 
 
  

15
1
5

収
入
の
部

7
,
9
0
3

8
,
2
75

3
7
1

経
常
収
益

7
,
9
0
3

8
,
2
69

3
6
5

運
営
費
交
付
金
収
益

5
,
4
7
9

5
,
9
31

4
5
3

事
業
収
益

7
0
6

7
18

1
2

外
部
資
金
研
究
費
等
収
益

1
0
0

21
△
 
7
8

補
助
金
収
益

1
0

-
  
 
 
 
  
 
 
 
  
 
 
 

△
 
1
0

そ
の
他
収
益

3
7
6

3
96

2
0

資
産
見
返
運
営
費
交
付
金
等
戻
入

1
,
1
8
8

1
,
1
52

△
 
3
5

資
産
見
返
補
助
金
等
戻
入

4
1

41
0

資
産
見
返
寄
附
金
戻
入

4
4

0

資
産
見
返
物
品
受
贈
額
戻
入

0
0

0

臨
時
利
益

-
 
 
  
 
 
 
  
 
 
 
  

6
6

資
産
見
返
運
営
費
交
付
金
等
戻
入

-
 
 
  
 
 
 
  
 
 
 
  

0
0

資
産
見
返
寄
附
金
戻
入

-
 
 
  
 
 
 
  
 
 
 
  

0
0

資
産
見
返
物
品
受
贈
額
戻
入

-
 
 
  
 
 
 
  
 
 
 
  

0
0

前
期
損
益
修
正
益

-
 
 
  
 
 
 
  
 
 
 
  

5
5

純
利
益

-
 
 
  
 
 
 
  
 
 
 
  

2
27

2
2
7

前
中
期
目
標
期
間
繰
越
積
立
金
取
崩
額

-
 
 
  
 
 
 
  
 
 
 
  

8
  
 
 
 
  
 
 
 
  
 
 
 

8
 
 
  
 
 
 
  
 
 
 
  
 
 

総
利
益

-
 
 
  
 
 
 
  
 
 
 
  

2
35

2
3
5

区
分

計
画

実
績

備
考

7
0

― 138 ―
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－
適
正
な
資
産
管
理
等
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3
)
資
金
計
画
 

 
 

                    

 
 

 

Ⅴ
 
短
期
借
入
金
の
限
度
額
 

 

１
 
短
期
借
入
金
の
限
度
額
 

 

1
5
億
円
 

1
5
億
円
 

 
 

２
 
想
定
さ
れ
る
理
由
 

 

運
営
費
交
付
金
の
受
入
れ
遅
滞
及
び
予
見

で
き
な
か
っ
た
不
測
の
事
態
の
発
生
等
に

よ
り
、
緊
急
に
借
り
入
れ
の
必
要
が
生
じ

る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
 

運
営

費
交

付
金

の
受

入
れ

遅
滞

及
び

予

見
で

き
な

か
っ

た
不

測
の

事
態

の
発

生

等
に
よ
り
、
緊
急
に
借
入
れ
の
必
要
が
生

じ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
 

(
5
)
短
期
借
入
金
の
実
績
 

 
 
な
し
 

 

Ⅵ
 
重
要
な
財
産
を
譲
渡
し
、
又
は
担
保
に
供
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
そ
の
計
画
 

 

 
な
し
 

な
し
 

な
し
 

 

Ⅶ
 
剰
余
金
及
び
積
立
金
の
使
途
 

 

１
．
剰
余
金
の
使
途
 

当
該
中
期
目
標
期
間
の
決
算
に
お

い
て
剰
余
金
が
発
生
し
た
場
合
、
中

小
企
業
支
援
の
充
実
、
研
究
開
発
の

質
の
向
上
、
法
人
の
円
滑
な
業
務
運

営
の
確
保
又
は
施
設
・
設
備
の
整
備

及
び
改
善
に
充
て
る
。

 
２
．
積
立
金
の
使
途
 

前
期
中
期
目
標
期
間
の
最
終
年
度
に
お
い

て
地
方
独
立
行
政
法
人
法
第

4
0
条
第

1

項
又
は
第

2
項
の
処
理
を
行
っ
て
な
お
積

立
金
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
額
に
相
当
す

１
．
剰
余
金
の
使
途
 

決
算

に
お

い
て

剰
余

金
が

発
生

し
た

場
合
、
中
小
企
業
支
援
の
充
実
、
研
究
開

発
の
質
の
向
上
、
法
人
の
円
滑
な
業
務
運

営
の
確
保
又
は
施
設
・
設
備
の
整
備
及
び

改
善
に
充
て
る
。
 

２
．
積
立
金
の
使
途
 

前
期
中
期
目
標
期
間
の
最
終
年
度
に
お

い
て
地
方
独
立
行
政
法
人
法
第

4
0
条
第

1
項
又
は
第

2
項
の
処
理
を
行
っ
て
な

お
積
立
金
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
額
に

相
当
す
る
金
額
の
う
ち
設
立
団
体
の
長

(
6
)
剰
余
金
の
使
途
 

1
)
剰
余
金
の
活
用
実
績
な
し
 

 
 
2
)平

成
30

年
度
剰
余
金
は
、
中
小
企
業
支
援
の
充
実
、
研
究
開
発
の
質
の
向
上
、
法
人
の
円
滑
な
業
務
運

営
の
確
保
ま
た
は
施
設
・
設
備
の
整
備
お
よ
び
改
善
に
充
当
。
 

 (
7
)
積
立
金
の
使
途
 

 
 
1）

前
目
標
期
間
繰
越
積
立
金
 
 
 
 
3
76
,
7
89

千
円
 

 
 
2）

平
成

3
0
年
度
 
積
立
金
取
崩
額
 
 
17
5
,
71
2
千
円
 

生
活

動
作
計

測
ス
タ

ジ
オ
新
設

、
実

証
試

験
セ

ク
タ

ー
リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

等
へ
の

機
器
整
備

お
よ

び
什

器
の

購
入
に
活
用
。
 

     ○
平
成

3
0
年
度
 
積
立
金
取
崩
額

17
5
,
71
2
千
円
 

生
活
動
作
計
測
ス
タ
ジ
オ
新
設
、
実
証
試
験
セ
ク
タ

ー
リ

ニ
ュ

ー
ア

ル
等

へ
の

機
器

整
備

お
よ

び
什

器

の
購
入
に
活
用
。
 （
単
位
：
百
万
円
）

差
額

（
決
算
－
予
算
）

資
金
支
出

7
,
6
7
5

1
0
,
6
8
7

3
,
0
1
3

業
務
活
動
に
よ
る
支
出

6
,
6
7
0

6
,
5
2
0

△
 
1
5
0

投
資
活
動
に
よ
る
支
出

1
,
0
0
4

9
0
3

△
 
9
9

翌
年
度
へ
の
繰
越
金

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3
,
2
6
3

3
,
2
6
3

資
金
収
入

7
,
5
8
5

1
0
,
6
8
7

3
,
1
0
3

業
務
活
動
に
よ
る
収
入

7
,
5
8
5

8
,
1
7
3

5
8
8

運
営
費
交
付
金
に
よ
る
収
入

6
,
3
3
2

6
,
9
6
8

6
3
6

事
業
収
入

7
0
6

7
7
5

6
9

外
部
資
金
研
究
費
等
に
よ
る
収
入

1
0
0

3
8

△
 
6
1

補
助
金
等
に
よ
る
収
入

7
0

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

△
 
7
0

そ
の
他
の
収
入

3
7
6

3
9
0

1
4

前
期
中
期
目
標
期
間
よ
り
の
繰
越
金

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2
,
5
1
4

2
,
5
1
4

区
分

予
算

決
算

備
考

7
1
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管
理
等
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

る
金
額
の
う
ち
設
立
団
体
の
長
の
承
認
を

受
け
た
金
額
に
つ
い
て
、
中
期
計
画
の
剰

余
金
の
使
途
に
規
定
さ
れ
て
い
る
、
中
小

企
業
支
援
の
充
実
、
研
究
開
発
の
質
の
向

上
、
法
人
の
円
滑
な
業
務
運
営
の
確
保
又

は
施
設
・
設
備
の
整
備
及
び
改
善
に
充
て

る
。
 

の
承
認
を
受
け
た
金
額
に
つ
い
て
、
中

期
計
画
の
剰
余
金
の
使
途
に
規
定
さ
れ

て
い
る
、
中
小
企
業
支
援
の
充
実
、
研

究
開
発
の
質
の
向
上
、
法
人
の
円
滑
な

業
務
運
営
の
確
保
又
は
施
設
・
設
備
の

整
備
及
び
改
善
に
充
て
る
。
 

Ⅷ
 
そ
の
他
業
務
運
営
に
関
す
る
重
要
事
項
 

 

１
 
施
設
・
設
備
の
整
備
と
活
用
 

 

業
務
の
確
実
な
実
施
と
機
能
向
上
の
た

め
の
施
設
・
設
備
の
整
備
を
計
画
的
に
実

施
す
る
。
 

実
施
に
当
た
っ
て
は
、
東
京
都
か
ら
の

施
設
整
備
補
助
金
等
の
財
源
を
確
保
し
、

先
端
技
術
へ
の
対
応
や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対

策
を
含
め
た
総
合
的
・
長
期
的
観
点
に
立

っ
た
整
備
・
更
新
を
適
切
に
行
う
。
 

業
務

の
確

実
な

実
施

と
機

能
向

上
の

た
め
の
施
設
・
設
備
の
整
備
を
計
画
的
に

実
施
す
る
。
 

実
施
に
当
た
っ
て
は
、
東
京
都
か
ら

の
施
設
整
備
補
助
金
等
の
財
源
を
適
切

に
確
保
し
、
策
定
す
る
長
期
保
全
計
画

に
基
づ
き
総
合
的
・
長
期
的
観
点
に
立

っ
た
整
備
・
更
新
を
行
う
。
 

(
8
)
業
務
の
確
実
な
実
施
と
機
能
向
上
の
た
め
の
施
設
・
設
備
の
整
備
を
計
画
的
に
実
施
 

 
 
実
施
件
数
：
全
事
業
所
計

8
3
件
 

1
)
本
部
の
整
備
（
計

37
件
）
 

 
施
設
整
備
・
修
繕
工
事
 
合
計

37
件
 

①
I
o
T
支
援
サ
イ
ト
の
整
備
（
事
例

1
）
 

②
展
示
ス
ペ
ー
ス
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
 

③
本
部
空
調
機
運
転
モ
ー
ド
の
追
加
 

④
第
二
非
破
壊
検
査
室
放
射
線
防
護
設
備
の
整
備
（
事
例

2
）
 

⑤
本
部
監
視
カ
メ
ラ
の
更
新
 
等
 

2
)
城
東
支
所
の
整
備
 

施
設
整
備
・
修
繕
工
事
 
合
計

1
5
件
 

①
冷
却
塔
の
更
新
 

②
エ
レ
ク
ト
ロ
二
ク
ス
測
定
室
空
調
機
の
増
設
 

③
排
気
ガ
ラ
リ
等
の
騒
音
対
策
 
 
等
 

3
)
墨
田
支
所
の
整
備
 

施
設
整
備
・
修
繕
工
事
 
合
計

7
件
 

①
生
活
動
作
計
測
ス
タ
ジ
オ
の
整
備
（
事
例

3）
 

②
恒
温
恒
湿
室
冷
凍
機
圧
縮
器
の
交
換
 

③
サ
ー
バ
ー
室
系
統
空
調
機
の
更
新
 
等
 

4
)
城
南
支
所
の
整
備
 

施
設
整
備
・
修
繕
工
事
 
合
計

8
件
 

①
光
造
形
室
の
改
修
 

②
恒
温
恒
湿
用
空
調
機
部
品
の
交
換
 

③
自
動
制
御
機
器
部
品
の
交
換
 
 
等
 

5
)
多
摩
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
の
整
備
 

施
設
整
備
・
修
繕
工
事
 
合
計

1
6
件
 

①
自
動
火
災
警
報
装
置
蓄
電
池
の
取
替
 

②
給
湯
器
の
修
理
 

③
繊
維
応
用
試
験
室
排
煙
ダ
ン
パ
ー
の
補
修
  

等
 

 

○
全

83
件
の
施
設
整
備
を
実
施
 

・（
事
例

1）
I
oT

支
援
サ
イ
ト
の
整
備

 

I
o
T
支
援
サ
イ
ト
へ
の
実
験
装
置
導
入
お
よ
び
テ
ス

ト
ベ
ッ
ド
設
置
に
係
る
整
備
工
事
を
実
施

 

 ・（
事
例

2
）
第
二
非
破
壊
検
査
室
放
射
線
防
護
設
備

の
整
備
 

法
令
改
正
に
対
応
す
る
た
め
、
防
護
柵
・
監
視
カ
メ

ラ
の
整
備
工
事
を
実
施
 

 ・ （
事
例

3）
生

活
動

作
計

測
ス

タ
ジ

オ
の

整
備

 

生
活

関
連

産
業

の
も

の
づ

く
り

支
援

に
係

る
整

備

工
事
を
実
施
 

 
 

7
2
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－
危
機
管
理
対
策
、
社
会
責
任

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

中
期
計
画
【
項
目
別
評
価
単
位
】
 

年
度
計
画
【
項
目
別
評
価
単
位
】
 

項
目
 

自
己
評
価
 

平
成

30
年
度
 
年
度
計
画
に
係
る
実
績
 

特
記
事
項
 

２
 
危
機
管
理
対
策
の
推
進
 

個
人
情
報
や
企
業
情
報
、
ま
た
製
品
開

発
等
の
職
務
上
知
り
得
た
秘
密
に
つ
い

て
は
、
適
正
な
取
扱
い
と
確
実
な
漏
洩
防

止
を
図
る
た
め
に
、
全
職
員
の
受
講
を
必

須
と
す
る
研
修
を
実
施
す
る
。
 

健
全
な
事
業
活
動
の
確
保
や
事
故
・
事

件
の
未
然
防
止
を
図
る
た
め
、
環
境
保
全

や
規
制
物
質
管
理
、
労
働
安
全
衛
生
に
関

す
る
法
令
を
遵
守
し
、
危
険
物
、
毒
劇
物

の
管
理
と
取
扱
い
、
災
害
に
対
す
る
管
理

体
制
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
防
災
訓
練

等
の
実
施
や
職
員
に
対
す
る
意
識
向
上

の
た
め
の
研
修
を
実
施
す
る
。
 

震
災
の
発
生
や
新
興
感
染
症
の
流
行

な
ど
に
備
え
、
対
応
策
を
定
め
る
と
と
も

に
、
万
が
一
発
生
し
た
場
合
に
は
、
被
害

拡
大
の
防
止
に
向
け
た
対
策
を
実
施
す

る
。
 

緊
急
事
態
の
発
生
を
想
定
し
、
対
策
委

員
会
の
設
置
、
緊
急
連
絡
網
の
設
定
、
通

報
訓
練
の
実
施
等
を
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
し

て
ま
と
め
る
な
ど
、
迅
速
な
情

報
伝
達

・

意
思
決
定
に
向
け
た
管
理
体
制
の
整
備

を
図
る
。
 

第
一
期
中
に
策
定
し
た
「
リ
ス
ク

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関
す
る
基
本
方

針
」
に
基
づ
き
、
内
部
危
機
管
理
体

制
の
整
備
を
継
続
す
る
。
 

①
個
人
情
報
や
企
業
情
報
、
ま
た
製

品
開
発
等
の
職
務
上
知
り
得
た
秘

密
に
つ
い
て
は
、
適
正
な
取
扱
い
と

確
実
な
漏
洩
防
止
の
た
め
に
、
全
職

員
の
受
講
を
必
須
と
す
る
研
修
を

実
施
す
る
。
 

2
4 

Ｂ
 

(
1
)
情
報
管
理
に
関
す
る
研
修
の
実
施
 

情
報
の
適
正
な
取
り
扱
い
と
確
実
な
漏
洩
防
止
を
図
る
た
め
、
全
職
員
受
講
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
研
修
を
実
施

ま
た
、
新
規
採
用
者
に
は
入
所
時
に
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
研
修
を
実
施
 

1
)
全
職
員
受
講
の
研
修
を
実
施
 
 

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
研
修
と
し
て
、
汚
職
等
非
行
防
止
と
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
研
修
を
実
施
 

・
実
施
回
数
：
3
回
（
1
1
月

2
9
日
、
1
2
月

2
1
日
、
1
月

16
日
）
 

・
対
象
者
：
全
職
員
 

・
受
講
率
：
1
0
0％

（
受
講
者
数

4
2
9
名
）
 

（
内
訳
 
職
員

34
2
名
、
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ

6
0
名
、
人
材
派
遣

2
7
名
）
 

2
)
新
規
採
用
者
の
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
研
修
 

新
任
研
修
の
一
つ
と
し
て
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
研
修
を
実
施
 

・
実
施
日
：
4
月

3
日
、
6
月

1
日
、
9
月

3
日
、
1
0
月

1
日
、
1
1
月

1
日
、
1
月

4
日
 

・
対
象
者
：
新
任
職
員
 

・
受
講
率
：
9
4
％
（
受
講
者
数

3
3
名
）
 

 

   ○
全
職
員
受
講
の
研
修
を
実
施
 

コ
ン

プ
ラ

イ
ア
ン

ス
研

修
と

し
て

、
汚

職
等

非
行

防

止
と
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
研
修
を
実
施
 

②
環
境
保
全
や
規
制
物
質
管
理
、
労

働
安

全
衛

生
に

関
す

る
法

令
を

遵

守
し
、
危
険
物
、
毒
劇
物
の
管
理
と

取
扱
い
、
災
害
に
対
す
る
管
理
体
制

を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
防
災
訓
練

等
の

実
施

や
職

員
に

対
す

る
意

識

向
上
の
た
め
の
研
修
を
実
施
す
る
。
 

(
2
)
化
学
物
質
等
、
高
圧
ガ
ス
、
放
射
線
施
設
の
管
理
と
安
全
取
り
扱
い
の
確
保
 

関
係
法
令
等
に
基
づ
く
安
全
点
検
の
実
施
（
全
事
業
所
延
べ

1
3
日
間
 
指
摘
事
項

1
56

件
）
 

1
)
 
化
学
物
質
等
の
管
理
 

a
)
薬
品
管
理
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
保
管
状
況
把
握
、
適
切
な
管
理
を
実
施
 

b
)
会
計
規
程
等
に
基
づ
き
、
年

1
回
棚
卸
を
実
施
(3

月
) 

c
)
労
働
安
全
衛
生
法
に
基
づ
く
化
学
物
質
に
関
す
る
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
実
施
(通

年
) 

d
)
職
員
に
対
す
る
安
全
講
習
会
を
開
催
(2

月
) 

2
)
高
圧
ガ
ス
の
管
理
 

a
)
第
二
種
貯
蔵
所
で
定
め
ら
れ
た
保
有
量
を
超
え
な
い
よ
う
適
正
な
保
有
量
管
理
を
実
施
 

b
)
職
員
に
対
す
る
安
全
講
習
会
を
開
催
(2

月
) 

3
)
放
射
線
安
全
管
理
 

a
)
放
射
線
障
害
防
止
関
連
法
令
の
規
定
に
基
づ
き
、
文
部
科
学
省
へ
の
申
請
や
各
職
員
の
被
曝
管
理
、
健
康
診

断
、
教
育
訓
練
(
10

月
)
を
実
施
 

b
)
放
射
線
管
理
区
域
内
、
同
管
理
区
域
境
界
お
よ
び
事
業
所
境
界
の
定
期
放
射
線
量
測
定
の
実
施
 

c
)
ガ
ン
マ
線
照
射
装
置
、
表
示
付
認
証
機
器
等
の
線
源
に
つ
い
て
、
適
正
な
管
理
を
実
施
 

 

(
3
)
安
全
衛
生
管
理
の
推
進
 

1
)
安
全
衛
生
管
理
の
推
進
 

 
 
 
a
)安

全
衛
生
委
員
会
の
開
催
 

法
令
で
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
本
部
の
安
全
衛
生
委
員
会
（
1
9
名
で
構
成
）
を
毎
月
開
催
（
12

回
）
、

う
ち

4
回
は
多
摩
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
お
よ
び
各
支
所
が
参
加
し
、
都
産
技
研
全
体
の
安
全
衛
生
を
徹
底
 

b
)
多
摩
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
に
お
い
て
衛
生
委
員
会
を
毎
月
開
催
（
12

回
）
 

c
)
部
会
の
開
催
（
8
部
会
 
月

1
回
、
年

9
6
回
開
催
）
 

d
)
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
の
実
施
（
受
検
者
数

39
1
名
）
 

e
)
健
康
づ
く
り
活
動
の
実
施
 

階
段
等
の
積
極
的
な
活
用
（
6
月
）、

ラ
ジ
オ
体
操
の
実
施
（
1
0
月
）
 

f
)
健
康
管
理
講
習
会
の
実
施
 
 
 

訪
問
健
康
教
室
 
計

7
回
（
前
年
度
：
7
回
）
 

「
糖
尿
病
を
知
ろ
う
」
及
び
「
熱
中
症
を
防
ご
う
」（

8
月
、
9
名
、
墨
田
支
所
）
 

「
受
動
喫
煙
に
対
す
る
正
し
い
知
識
」
（
9
月
、
2
3
名
、
本
部
）
 

「
睡
眠
＆
リ
ラ
ッ
ク
ス
」
（
9
月
、
18

名
、
多
摩
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
）
 

「
が
ん
を
遠
ざ
け
る
食
事
と
運
動
」（

9
月
、
8
名
、
城
南
支
所
）
 

「
目
・
肩
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
」（

1
2
月
、
2
4
名
、
多
摩
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
）
 

「
睡
眠
＆
リ
ラ
ッ
ク
ス
」
（
12

月
、
1
9
名
、
本
部
）
 

g
)
保
護
具
の
確
認
と
更
新
 

保
護
具
が
必
要
な
部
署
の
保
護
具
の
確
認
と
更
新
を
行
い
、
利
用
者
、
職
員
の
安
全
を
確
認
 

 ○
関
係
法
令
等
に
基
づ
く
安
全
点
検
の
実
施
 

（
全
事
業
所
延
べ

1
3
日
間
）
 

指
摘
事
項
 
1
5
6
件
 

指
摘
事
項
は
全
て
改
善
済
 

                  ○
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
の
実
施
（
受
検
者
数

3
91

名
）  

・
厚
生
労
働
省
の
指
針
を
活
用
し
実
施
 

・
産

業
医

と
も
連

携
し

な
が

ら
、

高
ス

ト
レ

ス
該

当

者
に
対
し
て
の
フ
ォ
ロ
ー
を
実
施
 

 ○
健
康
管
理
講
習
会
の
実
施
 

支
所

で
も

開
催
す

る
等

、
職

場
の

健
康

づ
く

り
を

推

進
 

 ○
保
護
具
の
確
認
と
更
新
 

保
護

具
措

置
要
綱

の
改

正
を

行
い

、
適

切
な

保
護

具

の
管
理
を
推
進
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h
)
健
康
診
断
の
実
施
 

労
働
安
全
衛
生
法
に
基
づ
く
健
康
診
断
 
受
診
率

10
0
％
 

i
)
受
動
喫
煙
防
止
対
策
の
実
施
 

 
 
 
本
部
建
物
内
の

3
ヵ
所
全
て
の
喫
煙
所
を
閉
鎖
し
、
建
物
内
全
面
禁
煙
を
実
施
（
8
月
か
ら
）
 

2
)
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
 

 
 
a
)管

理
職
（
上
席
研
究
員
・
課
長
）
を
対
象
と
し
た
ラ
イ
ン
ケ
ア
研
修
を
外
部
講
師
を
招
き
実
施
（
1
1
月
）
 

 
 
b
)ス

ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
は
多
く
の
職
員
が
参
加
出
来
る
よ
う
に
、
全
年
度
に
引
き
続
き

w
e
b
に
て
実
施
(
1
1
月
)  

 
 
c
)全

職
員
を
対
象
に

E
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
る
セ
ル
フ
ケ
ア
研
修
を
実
施
（
11

月
）
 

 
 
d
)同

僚
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
へ
の
対
応
を
目
的
と
し
た
研
修
を
実
施
（
1
2
月
）
 

3
)
安
全
教
育
の
実
施
 

a
)
安
全
な
作
業
に
関
す
る
研
修
の
実
施
 

 
 
 
研
究
開
発
業
務
に
お
け
る
安
全
な
作
業
方
法
に
つ
い
て
、
新
入
職
員
を
中
心
に
研
修
を
実
施
 

 
 
b
)有

機
溶
剤
取
扱
業
務
安
全
衛
生
教
育
実
施
 

安
全
衛
生
に
係
る
安
全
衛
生
教
育
と
し
て
有
機
溶
剤
取
扱
業
務
安
全
衛
生
教
育
を
実
施
（
2
月
・
3
月
）
88

名
受
講
 

   ○
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
 

・
ラ
イ
ン
ケ
ア
の
充
実
 

メ
ン

タ
ル

へ
ル

ス
不

調
者

へ
の

対
応

方
法

、
職

場

環
境
の
改
善
等
に
関
す
る
研
修
を
計

2
回
実
施
 

・
セ
ル
フ
ケ
ア
の
充
実
 

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
不

調
の

未
然

予
防

を
目

的
に

、

全
職
員
対
象

E
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
実
施
 

 ○
安
全
教
育
の
実
施
 

・
有
機
溶
剤
取
扱
業
務
安
全
衛
生
教
育
実
施
 

有
機
溶
剤
取
扱
業
務
安
全
衛
生
教
育
を
計

3
回
実

施
し
、
8
8
名
受
講
 

 

③
震
災
の
発
生
や
新
興
感
染
症
の

流
行
な
ど
に
備
え
、
対
応
策
を
定
め

る
と
と
も
に
、
万
が
一
発
生
し
た
場

合
に
は
、
被
害
拡
大
の
防
止
に
向
け

た
対
策
を
実
施
す
る
。
 

(
4
)
災
害
に
対
す
る
管
理
体
制
の
確
保
 

1
)
地
震
や
火
災
等
の
各
種
災
害
を
想
定
し
、
全
事
業
所
に
お
い
て
実
地
訓
練
を
実
施
 

a
)
本
部
に
お
け
る
訓
練
 

自
衛
消
防
訓
練
(2

月
 
2
3
2
名
参
加
) 

b
)
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
推
進
部
に
お
け
る
訓
練
 

 
テ
レ
コ
ム
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
自
衛
消
防
訓
練
 
2
回
(
6
月
 
5
名
参
加
、
1
1
月
 
1
8
名
参
加
) 

c
)
多
摩
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
お
よ
び
支
所
に
お
け
る
訓
練
 

・
多
摩
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
 
 

産
業
サ
ポ
ー
ト
ス
ク
エ
ア
・
TA
M
A
3
団
体
合
同
地
震
火
災
総
合
訓
練
(
1
1
月
 
6
6
名
参
加
) 

・
城
東
支
所
 

城
東
地
域
中
小
企
業
振
興
セ
ン
タ
ー
消
防
訓
練
(
1
2
月
 
10

名
参
加
)
 

・
城
南
支
所
 

大
田
区
産
業
プ
ラ
ザ
・
城
南
地
域
中
小
企
業
振
興
セ
ン
タ
ー
合
同
自
衛
消
防
訓
練
 

(
6
月
 
4
名
参
加
、
10

月
 
3
名
参
加
) 

・
墨
田
支
所
 

K
F
C
ビ
ル
テ
ナ
ン
ト
合
同
自
衛
消
防
総
合
訓
練
(
1
1
月
)
11

名
参
加
 
等
 
 

2
)
深
川
消
防
署
主
催
の
自
衛
消
防
基
礎
技
術
確
認
に
参
加
(1
2
月
) 

新
規
採
用
職
員
を
中
心
と
し
た

6
名
が
参
加
 

 (
5
)
震
災
の
発
生
や
新
興
感
染
症
の
流
行
等
へ
の
対
応
策
 

1
)
地
震
等
の
大
規
模
災
害
対
策
 

a
)
東
京
都
と
の
協
定
に
よ
る
帰
宅
困
難
者
受
け
入
れ
態
勢
の
維
持
管
理
 

都
産
技
研
全
体
で
帰
宅
困
難
者

2
6
0
名
の
受
け
入
れ
体
制
の
維
持
管
理
 

b
)
必
要
な
備
蓄
品
等
の
整
備
・
維
持
管
理
 

・
食
糧
等
備
蓄
品
（
全
事
業
所
、
お
客
さ
ま
用
お
よ
び
職
員
用

3
日
分
）
の
維
持
管
理
 

 
 
 
・
ヘ
ル
メ
ッ
ト
交
換
（
製
造
か
ら

3
年
経
過
し
た
も
の
）
 

 
 
 
・
職
員
連
絡
通
信
用

P
H
S
の
維
持
管
理
 
等
 

2
)
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
の
継
続
 

 
 
 
a
)休

憩
室
等
へ
空
気
清
浄
機
、
換
気
扇
を
設
置
（
全
事
業
所
）
、
感
染
者
一
時
隔
離
場
所
を
確
保
（
全
事
業
所
）  

 
 
b
)手

指
消
毒
薬
の
配
置
（
洗
面
所
、
来
客
ス
ペ
ー
ス
等
）
 
等
 

 
c
)
う
が
い
薬
、
非
接
触
型
体
温
計
を
配
備
（
全
事
業
所
）
 

 

 〇
地

震
や

火
災
等

の
各

種
災

害
を

想
定

し
、

全
事

業

所
に
お
い
て
実
地
訓
練
を
実
施
 

 

         

  〇
深

川
消

防
署
主

催
の

自
衛

消
防

基
礎

技
術

確
認

に

参
加
(
12

月
) 

消
防

基
礎

技
術
の

習
得

状
況

に
つ

い
て

良
好

と
認

定

さ
れ
、
東
京
消
防
庁
よ
り
表
彰
状
を
受
領
 

④
緊
急
事
態
の
発
生
を
想
定
し
、
対

策
委
員
会
の
設
置
、
緊
急
連
絡
網
の

設
定
、
通
報
訓
練
の
実
施
等
を
ま
と

め
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
活
用
し
、
迅
速

(
6
)
迅
速
な
情
報
伝
達
・
意
思
決
定
に
向
け
た
管
理
体
制
の
整
備
 

 
1
)
リ
ス
ク
管
理
体
制
の
整
備
 

・
実
際
に
発
生
し
た
業
務
事
故
等
を
も
と
に
「
業
務
事
故
等
取
扱
要
綱
」
を
検
証
し
、
分
類
を
改
定
。
ま
た
新

た
に
「
事
業
へ
の
影
響
度
」
と
「
業
務
の
頻
度
」
の
観
点
を
追
加
し
、
リ
ス
ク
レ
ベ
ル
を
定
量
化
 

・
業
務
事
故
：
1
6
件
（
改
定
前
分
類
：
23

件
、
前
年
度
：
33

件
）、

業
務

ト
ラ
ブ

ル
：
2
4
件
（

改
定

前
分

類
：

1
7
件
、
前
年
度
：
1
1
件
）
、
ク
レ
ー
ム

4
件
（
前
年
度
：
3
件
）
 

○
リ
ス
ク
管
理
体
制
の
整
備
 

リ
ス

ク
マ

ネ
ジ
メ

ン
ト

活
動

の
一

環
と

し
て

、
業

務

に
潜
む
リ
ス
ク
の
洗
い
出
し
を
実
施
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な
情
報
伝
達
・
意
思
決
定
に
向
け
た

管
理
体
制
を
継
続
す
る
。
 

・
ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト
：
7
1
件
（
前
年
度
：
1
7
件
）
 

報
告
時
の
入
力
項
目
の
見
直
し
を
実
施
し
、
報
告
し
や
す
い
環
境
を
整
備
 

2
)
事
業
継
続
計
画
（
B
C
P
）
の
強
化
 

 
 
・
緊
急
時
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
を
作
成
し
管
理
職
を
対
象
と
し
て
テ
ス
ト
を
実
施
、
課
題
を
抽
出
 

  

３
 
社
会
的
責
任
 

 
 

3
-
1
 
情
報
公
開
 

 
 

公
共
性
を
有
す
る
法
人
と
し
て
、
運
営

状
況
の
一
層
の
透
明
性
を
確
保
す
る
た

め
、
都
産
技
研
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
刊
行
物

の
発
行
等
に
よ
り
経
営
情
報
の
公
開
に

取
り
組
む
。
 

事
業

内
容

や
事

業
運

営
状

況
に

関
す

る
情
報
開
示
請
求
に
つ
い
て
は
、
規
則
に

基
づ
き
迅
速
か
つ
適
正
に
対
応
す
る
。
 

公
共
性
を
有
す
る
法
人
と
し
て
、

運
営
状
況
の
一
層
の
透
明
性
を
確

保
す
る
た
め
、
都
産
技
研
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
や
刊
行
物
の
発
行
等
に
よ
り

経
営
情
報
の
公
開
に
取
り
組
む
。
 

事
業
内
容
や
事
業
運
営
状
況
に

関
す
る
情
報
開
示
請
求
に
つ
い
て

は
、
規
則
に
基
づ
き
迅
速
か
つ
適
正

に
対
応
す
る
。
 

(
7
)
都
産
技
研
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
刊
行
物
の
発
行
等
に
よ
り
経
営
情
報
を
公
開
 

情
報
公
開
・
入
札
情
報
等
、
都
産
技
研
の
事
業
に
関
わ
る
各
種
情
報
を
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
刊
行
物
で
随
時
提
供
 

 
 
 ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
更
新
回
数
：
1
92

回
（
前
年
度
：
2
20

回
）
 

 
1
)
情
報
公
開
 

・
定

款
、
業
務
方

法
書
、
中
期
目

標
・
計
画
、

年
度
計
画
、
業

務
実
績
報
告

書
、
事
業
報
告

書
、
職
員
就

業
規

則
等
規
程
類
 

・
決
算
報
告
書
、
財
務
諸
表
 

・
研
究
課
題
外
部
評
価
委
員
会
結
果
 

・
機
器
整
備
（
新
た
に
導
入
し
た
設
備
機
器
）
 
等
 

2
)
入
札
情
報
 

・
入
札
参
加
要
項
、
入
札
予
定
案
件
、
入
札
経
過
情
報
（
入
札
参
加
者
氏
名
、
落
札
金
額
）
 

・
平
成

3
1
年

1
月
か
ら

5
0
0
万
円
以
上
の
物
品
購
入
案
件
を
対
象
に
電
子
入
札
シ
ス
テ
ム
「
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン

ス
・
ナ
ビ

20
2
0」

を
利
用
し
、
入
札
情
報
を
公
開
 

 (
8
)
開
示
請
求
に
対
す
る
開
示
手
続
き
 

 
 
開
示
請
求
件
数
：
0
件
（
前
年
度
：
1
件
）
 

○
都

産
技

研
の
事

業
に

関
わ

る
各

種
情

報
を

ウ
ェ

ブ

サ
イ
ト
や
刊
行
物
で
随
時
提
供
 

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
更
新
回
数
：
19
2
回
（
前
年
度
：
2
2
0

回
）
 

        ○
開
示
請
求
に
対
す
る
開
示
手
続
き
 

開
示
請
求
件
数
：
0
件
（
前
年
度
：
1
件
）
 

3
-
2
 
環
境
へ
の
配
慮
 
 

 

法
人
の
社
会
的
責
任
を
踏
ま
え
、
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
対
策
の
推
進
、
C
O２

削
減
等
、

「
環
境
方
針
」
に
沿
っ
た
取
組
に
よ
り
環

境
負
荷
の
低
減
や
環
境
改
善
に
配
慮
し

た
業
務
運
営
を
行
う
。
 

法
人
の
社
会
的
責
任
を
踏
ま
え
、

省
エ

ネ
ル

ギ
ー

対
策

の
推

進
、

C
O
2

削
減

等
、
「

環
境

方
針

」
に

沿
っ

た

取
組

み
に

よ
り

環
境

負
荷

の
低

減

や
環

境
改

善
に

配
慮

し
た

業
務

運

営
を
行
う
。
 

(
9
)
環
境
負
荷
の
低
減
や
環
境
改
善
に
配
慮
し
た
業
務
運
営
 

1
)
省
資
源
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
の
推
進
 

a
)
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
削
減
へ
の
取
り
組
み
 

・
電
気
室
及
び

MD
F
室
に
お
け
る
空
調
機
運
転
方
法
の
見
直
し
 

 
 
 
・
夏
季
に
お
け
る
空
調
機
蒸
気
加
湿
器
の
運
転
停
止
（
3
室
）
 

 
 
 
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
シ
ス
テ
ム
の
運
用
に
よ
る
デ
ー
タ
収
集
・
分
析
の
実
施
 

 
 
 
・
執
務
室
照
明
に
対
す
る
自
動
消
灯
(昼

休
み
、
19

時
、
2
0
時
、
21

時
)制

御
の
実
施
 

・
夏
季
・
冬
季
の
省
エ
ネ
活
動
と
し
て
、
冷
房
温
度

2
8℃

・
暖
房
温
度

2
0℃

設
定
実
施
 

b
)
本
部
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
の
削
減
 

・
地
域
冷
暖
房
使
用
量
 
前
年
度
比
：
約

9
7％

 

・
電
力
使
用
量
 
 
 
 
前
年
度
比
：
約

9
9％

 

・
都
市
ガ
ス
使
用
量
 
 
前
年
度
比
：
約

7
0％

 

c
)
 
C
O 2
削
減
へ
の
貢
献
 

・
都
条
例
に
基
づ
き
地
球
温
暖
化
対
策
計
画
書
を
作
成
お
よ
び
公
表
 

・
環
境
規
制
対
応
機
能
や
省
エ
ネ
・
リ
サ
イ
ク
ル
等
、
環
境
へ
配
慮
し
た
機
器
選
定
 

・
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
規
制
に
適
合
す
る
自
動
車
に
よ
る
物
品
配
送
等
 

・
印
刷
機
イ
ン
ク
ト
ナ
ー
リ
サ
イ
ク
ル
の
一
括
管
理
に
よ
る
リ
サ
イ
ク
ル
の
実
施
 

 
 
 
d
)エ

ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
の
削
減
 

・
大
温
度
差
割
引
の
適
用
に
よ
る
地
域
冷
暖
房
料
金
の
低
減
、
公
共
下
水
道
へ
の
排
水
の
減
量
申
請
に
よ
る

下
水
道
料
金
の
低
減
等
の
取
り
組
み
を
継
続
 

2
)
環
境
方
針
に
よ
る
事
業
展
開
 

環
境
方
針
の
徹
底
、
環
境
改
善
に
つ
な
が
る
環
境
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
の
研
究
開
発
の
推
進
 

a
)
基
盤
研
究
に
お
け
る
環
境
関
連
テ
ー
マ
へ
の
取
り
組
み
 
1
7
テ
ー
マ
を
実
施
(前

年
度
：
11

テ
ー
マ
) 

 
 
b
)共

同
研
究
に
お
け
る
環
境
関
連
テ
ー
マ
へ
の
取
り
組
み
 
  
8
テ
ー
マ
を
実
施
(前

年
度
：
 3

テ
ー
マ
) 

 
 
c
)環

境
方
針
を
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
公
開
継
続
 

3
)
環
境
法
令
の
遵
守
お
よ
び
対
応
 

a
)
廃
棄
物
の
分
別
収
集
や
廃
棄
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
確
認
す
る
等
、
適
正
な
処
理
の
実
施
 

b
)
有
害
廃
棄
物
処
理
フ
ロ
ー
を
定
め
、
有
害
廃
棄
物
の
適
正
処
理
を
実
施
 

 

 〇
省
資
源
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
の
推
進
 

空
調

お
よ

び
加

湿
器

の
運

転
方

法
見

直
し

等
に

よ

り
、
本
部
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
を
削
減
 

・
地
域
冷
暖
房
使
用
量
 
前
年
度

比
：
約

9
7％

 

・
電
力
使
用
量
 
 
 
 
前
年
度
比
：
約

9
9％

 

・
都
市
ガ
ス
使
用
量
 
 
前
年
度
比
：
約

7
0％
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24
－
危
機
管
理
対
策
、
社
会
責
任

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3
-
3
 
法
人
倫
理
 

 

都
民
か
ら
高
い
信
頼
性
を
得
ら
れ
る

よ
う
、「

地
方
独
立
行
政
法
人
東
京
都
立

産
業
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
憲
章
」
等
を
踏

ま
え
、
法
令
遵
守
を
徹
底
す
る
と
と
も

に
、
職
務
執
行
に
対
す
る
中
立
性
と
公
平

性
を
確
保
し
つ
つ
、
高
い
倫
理
観
を
持
っ

て
業
務
を
行
う
。
 

都
民

か
ら

高
い

信
頼

性
を

得
ら

れ
る

よ
う

、
「

地
方

独
立

行
政

法
人

東
京

都
立

産
業

技
術

研
究

セ
ン

タ

ー
憲
章
」
等
を
踏
ま
え
、
法
令
遵
守

を
徹
底
す
る
と
と
も
に
、
職
務
執
行

に
対

す
る

中
立

性
と

公
平

性
を

確

保
し
つ
つ
、
高
い
倫
理
観
を
持
っ
て

業
務
を
行
う
。
 

 

(
1
0
)
法
人
倫
理
へ
の
取
り
組
み
 

 
1
)
事
業
倫
理
規
程
等
の
改
正
 

職
務
に
係
る
倫
理
を
保
持
し
職
務
執
行
の
公
平
性
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
事
業
倫
理
規
程
等
を
改
正

し
、
4
月

1
日
か
ら
施
行
し
た
。
 

2
)
事
業
倫
理
審
査
委
員
会
に
よ
る
確
実
な
倫
理
審
査
 

 
 

事
業

倫
理

審
査

委
員

会
委

員
お

よ
び

事
業

倫
理

審
査

委
員

会
分

科
会

委
員

に
向
け

た
内

部
講

習
会

を
実

施

（
新
委
員
全
員
受
講
）
 

 
 
 
 研

究
開
発
等
事
業
で
の
科
学
的
妥
当
性
及
び
倫
理
的
妥
当
性
を
審
査
（
計

32
課
題
）
 

a
)
 
人
間
工
学
分
科
会
 ：

19
課
題
審
査
 

b
)
 
医
工
学
分
科
会
 
 ：

 2
課
題
審
査
 

c
)
 
実
験
用
微
生
物
安
全
分
科
会
 
：
4
課
題
審
査
 

d
)
 
生
命
科
学
実
験
安
全
分
科
会
 
：
7
課
題
審
査
 

3
)
法
令
遵
守
徹
底
の
た
め
の
職
員
研
修
 

a
)
科
学
研
究
費
助
成
事
業
説
明
会
（
9
月
、
5
8
名
受
講
）《

関
連
項
目
：
項
目

3
》
 

新
規
採
用
職
員
や
若
手
職
員
、
科
研
費
の
制
度
を
利
用
中
・
応
募
計
画
中
の
職
員
を
中
心
に
全
職
員
を
対
象

と
し
て
、
科
研
費
等
の
外
部
資
金
導
入
研
究
を
は
じ
め
基
盤
研
究
や
共
同
研
究
等
の
円
滑
な
推
進
を
図
る
た

め
説
明
会
を
実
施
。
 

 
 
b
)コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
研
修
（
汚
職
等
非
行
防
止
・
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ｲ）

 

汚
職
等
非
行
防
止
と
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
研
修
を
実
施
（
全

3
回
）
 全

職
員
対
象
（
受
講
率

10
0％

）  

 
4
)
 研

究
活
動
に
お
け
る
不
正
防
止
の
取
組
み
《
詳
細
は
項
目

1
に
記
載
》
 

a
)
研
究
ミ
ス
コ
ン
ダ
ク
ト
防
止
研
修
の
実
施
 

日
本
学
術
振
興
会
が
公
開
す
る
研
究
倫
理

e
ラ
ー
ニ
ン
グ
「
e
L
 
Co
R
E」

を
活
用
し
た
研
究
ミ
ス
コ
ン
ダ
ク

ト
防
止
研
修
を
導
入
・
実
施
。
平
成

3
0
年
度
採
用
職
員
等
未
受
講
の
職
員
を
対
象
と
し
、
1
月
～
3
月
の
期

間
中
に
各
職
員
が
個
別
に
受
講
 
（
7
3
名
受
講
対
象
、
前
年
度
ま
で
受
講
済
職
員

4
5
5
名
）
 

b
)
研
究
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
研
修
実
施
（
2
月

2
回
実
施
、
1
5
1
名
受
講
）
 

研
究
不
正
防
止
に
係
る
所
内
体
制
、
研
究
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
つ
い
て
説
明
 

5
)
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
相
談
窓
口
の
所
内
周
知
 

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
パ
ワ
ー
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
対
す
る
相
談
窓
口
 

複
数
の
部
署
か
ら
男
女

2
名
ず
つ
の
担
当
者
を
選
任
し
、
所
内
に
周
知
 

6
)
通
報
制
度
改
正
に
よ
る
対
象
事
案
等
の
拡
大
 

公
益
通
報
制
度
を
内
部
通
報
・
外
部
通
報
制
度
に
改
正
し
、
対
象
事
案
お
よ
び
通
報
可
能
者
を
拡
大
。
内
部

相
談
窓
口
に
加
え
、
弁
護
士
に
よ
る
外
部
相
談
窓
口
を
継
続
設
置
 

7
)
反
社
会
的
勢
力
へ
の
対
応
方
針
に
関
す
る
規
程
の
整
備
 

反
社
会
的
勢
力
と
の
一
切
の
関
係
を
排
除
す
る
た
め
の
組
織
的
な
基
本
方
針
、
対
応
フ
ロ
ー
等
を
整
備
 

 

 ○
事
業
倫
理
審
査
委
員
会
に
よ
る
確
実
な
倫
理
審
査
 

・
事

業
倫

理
審
査

委
員

会
委

員
お

よ
び

事
業

倫
理

審

査
委

員
会

分
科

会
委

員
に

向
け

た
内

部
講

習
会

を

実
施
（
新
委
員
全
員
受
講
）
 

        ○
科

学
研

究
費
助

成
事

業
説

明
会

（
9

月
、

受
講

者

5
8
名
）
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評
価

結
果

反
映

報
告

書
 

地
方

独
立
行
政
法
人
東
京
都
立
産
業
技
術

研
究
セ

ン
タ
ー
の

平
成

2
9
年

度
評
価

結
果
の

主
要

な
反

映
状
況
 

 評
価

項
目
 

平
成

2
9
年
度
評
価
に

お
け
る

 

主
な
指
摘
事
項
 

平
成

3
0
年
度

の
業
務

運
営
等

へ
の

反
映
状
況
 

全
体

評
価
 

中
小
企
業
の
製
品
化
・
事
業
化

に
つ

な

が
る

研
究

開
発

の
推

進
及

び
国

内
外

の
市

場
ニ

ー
ズ

を
的

確
に

捉
え

た
製

品
開

発
を

支
え

る
技

術
支

援
の

よ
り

一
層
の
充
実
を
期
待

す
る
。
 

中
小

企
業
の

製
品
化

・
事
業
化

に
つ
な
が
る
研
究
開
発
の
推
進
 

(
1
)
 複

数
の
部

署
を
横

断
し
た

チ
ー

ム
を
構

成
し
統

合
的
に

課
題

を
解

決
す

る
協

創
的

研
究
開

発
の

実
施

や
、
各

部
署
の

前
年

度
の
研

究
事
業

実
績
値

を
次

年
度

の
研

究
費

予
算

枠
に
反

映
す

る
イ
ン

セ
ン
テ

ィ
ブ
制
度

の
導
入
に
よ
り
、
研
究
開
発
の
量
と
質
を
向
上
 

(
2
)
 T
I
R
I
ク

ロ
ス

ミ
ー
テ

ィ
ン
グ

2
0
1
8
開
催
、
技
術
シ
ー
ズ
集
刊
行
、
学
会
発
表
等

に
よ

り
都

産
技

研
の

技
術
シ

ー
ズ
・

研
究

成
果
を

積
極
的

に
発
信

す
る

こ
と
で

、
製
品

開
発
を

主
目

的
と

し
た
中

小
企
業

等
と
の
共

同
研
究
を
推
進
し
、
実
施
件
数
を
大
幅
に
増
加
 

(
3
)
 ロ

ボ
ッ

ト
産

業
活
性

化
事
業
、

中
小
企
業
の

I
o
T
化
支
援
事
業
、
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
研
究

開
発

推
進

事
業
に

お
い
て

、
中

小
企
業

を
対
象

に
、

ユ
ー
ザ

ー
の
参

画
・
関

与
を
重

視
し

た
公

募
型
共

同
研
究

を
実
施
し

、
製
品
化
・
事
業
化
に
直
結
し
た
研
究
開
発
を

推
進
 

 国
内

外
の
市

場
ニ
ー

ズ
を
的
確

に
捉
え
た
製
品
開
発
を
支
え
る
技
術
支
援
の
充
実
 

(
1
)
 都

産
技
研

ブ
ラ
ン

ド
試
験

と
し

て
、
繊

維
製
品

・
複
合

材
料

に
関

す
る

評
価

試
験

、
試
作

加
工

、
ク

レ
ー
ム

解
析
な

ど
を

総
合
的

に
支
援

す
る
「

繊
維

・
複

合
材

料
評

価
試

験
」
を

新
た

に
開
始
し
、
中
小
企
業
の

製
品
開
発
や
技
術
課
題
解
決
を
支
援
 

(
2
)
 生

活
技
術

開
発
セ

ク
タ
ー

に
「

生
活
動

作
計
測

ス
タ
ジ

オ
」

を
新
た

に
設
置

し
、
生

活
関

連
産

業
支

援
の
た

め
の
技

術
支

援
体
制

を
強
化

し
て
、

生
活

関
連
産

業
分
野

の
製
品

・
サ

ー
ビ

ス
の
創

出
を
促

進
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(
3
)
 3
D
も

の
づ
く

り
セ
ク

タ
ー
に

お
い
て
、
ア
デ
ィ
テ
ィ
ブ
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ャ
リ
ン
グ
（

A
M
）

設
備

や
デ

ジ
タ
ル

エ
ン
ジ

ニ
ア

リ
ン
グ

を
活
用

し
た

高
付
加

価
値
製

品
の
開

発
支
援

を
行

い
、

中
小
企

業
の
製

品
化
プ
ロ

セ
ス
の
短
縮
に
寄
与
 

(
4
)
 先

端
材
料

開
発
セ

ク
タ
ー

に
お

い
て
、

ニ
ー
ズ

の
多
い

試
験

の
支

援
体

制
を

拡
充

し
、
集

中
配

置
さ

れ
た
高

度
先
端

機
器

を
よ
り

多
く
利

用
し
て

も
ら

う
こ
と

で
、
機

能
性
材

料
、

環
境

対
応
製

品
な
ど

の
先
端
材

料
製
品
の
開
発
を

促
進
 

(
5
)
 実

証
試

験
セ

ク
タ
ー

に
お
い
て

、
国
際
規
格
対
応
試
験
事
業
と
し
て

J
C
S
S 
校

正
や

JN
L
A

試
験

を
実

施
す
る

と
と
も

に
、

セ
ミ
ナ

ー
「
海

外
で
通

用
す

る
高

品
質

な
評

価
試

験
」
を

開
催

す
る
な

ど
し
て

、
中
小
企

業
の
国
際
的
な
製
品
開
発
を
支
援
 

全
体

評
価
 

都
産

技
研

の
貢

献
度

や
成

果
を

効
果

的
に
情
報
発
信
す
る

こ
と
に
よ

り
、
都

産
技

研
の

プ
レ

ゼ
ン

ス
が

向
上

し
、

様
々

な
支

援
事

業
が

更
に

活
性

化
す

る
こ
と
を
期
待
し
た

い
。
 

効
果

的
な
情

報
発
信

に
向
け
た

取
り
組
み
 

(
1
)
 都

産
技

研
広

報
誌

T
I
R
I
 N
EW
S
や

Yo
u
T
u
be

等
の
多
様
な
広
報
ツ
ー
ル
を
用
い
て
情
報
発

信
す

る
こ
と

で
、
都

産
技
研
の

取
り
組
み
や
成
果
を
幅
広
く
、
か
つ
分
か
り
や
す
く

PR
 
 

(
2
)
 都

産
技
研

技
術
シ

ー
ズ

の
普

及
や

共
同

研
究
の

実
施
等

を
目

指
し
て

、
研
究

成
果
の

プ
レ

ス
発

表
や
展

示
会
出

展
を
積
極

的
に
行
い
、
都
産
技
研
の
事
業
を
活
性
化
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